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１．重大事故等対策 
１．０  重大事故等対策における共通事項 

１．１ 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等 

１．２ 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

１．３ 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等 

１．４ 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

１．５ 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等 

１．６ 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

１．７ 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等 

１．８ 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための手順等 

１．９ 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための手順等 

１．１０ 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための手順等 

１．１１ 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等 

１．１２ 工場等外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等 

１．１３ 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等 

１．１４ 電源の確保に関する手順等 

１．１５ 事故時の計装に関する手順等 

１．１６ 原子炉制御室の居住性等に関する手順等 

１．１７ 監視測定等に関する手順等 

１．１８ 緊急時対策所の居住性等に関する手順等 

１．１９ 通信連絡に関する手順等 

 
２．大規模な自然災害又は故意による大型航空機の衝突その他テロリズムへの対応におけ

る事項 
２．１ 可搬型設備等による対応 
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1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等 

 

＜ 目 次 ＞ 

 

1.13.1 対応手段と設備の選定 
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(2)対応手段と設備の選定の結果 

a.水源を利用した対応手段及び設備 

(a)復水貯蔵槽を水源とした対応手段及び設備 

(b)サプレッション・チェンバを水源とした対応手段及び設備 
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(f)海を水源とした対応手段及び設備  

(g)ほう酸水注入系貯蔵タンクを水源とした対応手段及び設備 

(h)重大事故等対処設備と自主対策設備 

b.水源へ水を補給するための対応手段及び設備 

(a)復水貯蔵槽へ水を補給するための対応手段及び設備  

(b)防火水槽へ水を補給するための対応手段及び設備  

(c)淡水タンクへ水を補給するための対応手段及び設備  

(d)重大事故等対処設備と自主対策設備 

c.水源の切替え 

(a)原子炉隔離時冷却系の水源の切替え 

(b)淡水から海水への切替え 

(c)重大事故等対処設備と自主対策設備 

d.手順等 

1.13.2 重大事故等時の手順 

1.13.2.1 水源を利用した対応手順 

(1)復水貯蔵槽を水源とした対応手順 

a.原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時の復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧

力容器への注水 

b.原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時の復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧

力容器への注水 

c.復水貯蔵槽を水源とした原子炉格納容器内の冷却 

d.復水貯蔵槽を水源とした原子炉格納容器下部への注水 

e.復水貯蔵槽を水源とした原子炉格納容器頂部への注水 
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(2)サプレッション・チェンバを水源とした対応手順 

a.原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時のサプレッション・チェンバを水源

とした原子炉圧力容器への注水 

b.サプレッション・チェンバを水源とした原子炉格納容器内の冷却 

c.サプレッション・チェンバを水源とした原子炉圧力容器及び原子炉格納

容器の冷却 

(3)防火水槽を水源とした対応手順 

a.防火水槽を水源とした可搬型代替注水ポンプによる送水（淡水／海水） 

b.原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時の防火水槽を水源とした原子炉圧力

容器への注水 

c.防火水槽を水源とした原子炉格納容器内の冷却 

d.防火水槽を水源としたフィルタ装置への補給 

e.防火水槽を水源とした原子炉格納容器下部への注水 

f.防火水槽を水源とした原子炉格納容器頂部への注水 

g.防火水槽を水源とした使用済燃料プールへの注水/スプレイ 

(4)淡水貯水池を水源とした対応手順 

a.淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプによる送水 

b.原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時の淡水貯水池を水源とした原子炉圧

力容器への注水 

c.淡水貯水池を水源とした原子炉格納容器内の冷却 

d.淡水貯水池を水源としたフィルタ装置への補給 

e.淡水貯水池を水源とした原子炉格納容器下部への注水 

f.淡水貯水池を水源とした原子炉格納容器頂部への注水 

g.淡水貯水池を水源とした使用済燃料プールへの注水/スプレイ 

(5)ろ過水タンクを水源とした対応手順 

a.原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時のろ過水タンクを水源とした原子炉

圧力容器への注水 

b.ろ過水タンクを水源とした原子炉格納容器内の冷却 

c.ろ過水タンクを水源とした原子炉格納容器下部への注水 

d.ろ過水タンクを水源とした使用済燃料プールへの注水 

(6)海を水源とした対応手順 

a.海を水源とした大容量送水車（海水取水用）及び可搬型代替注水ポンプ

による送水 

b.原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時の海を水源とした原子炉圧力容器へ

の注水 

c.海を水源とした原子炉格納容器内の冷却 
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d.海を水源とした原子炉格納容器下部への注水 

e.海を水源とした原子炉格納容器頂部への注水 

f.海を水源とした使用済燃料プールへの注水/スプレイ 

g.海を水源とした最終ヒートシンク（海洋）への代替熱輸送 

h.海を水源とした大気への拡散抑制 

i.海を水源とした航空機燃料火災への泡消火 

(7)ほう酸水注入系貯蔵タンクを水源とした対応手順 

a.ほう酸水注入系貯蔵タンクを水源とした原子炉圧力容器へのほう酸水注

入 

1.13.2.2 水源へ水を補給するための対応手順 

(1)復水貯蔵槽へ水を補給するための対応手順 

a.可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による復水貯蔵槽への補給（淡水／海

水） 

b.純水補給水系（仮設発電機使用）による復水貯蔵槽への補給 

(2)防火水槽へ水を補給するための対応手順 

a.淡水貯水池から防火水槽への補給 

b.淡水タンクから防火水槽への補給 

c.海から防火水槽への補給 

(3)淡水タンクへ水を補給するための対応手順 

a.淡水貯水池から淡水タンクへの補給 

1.13.2.3 水源を切り替えるための対応手順 

 (1)各種注水の水源切替え 

a.原子炉隔離時冷却系による原子炉圧力容器への注水 

b.高圧炉心注水系による原子炉圧力容器への注水 

 (2)淡水から海水への切替え 

1.13.2.4 その他の手順項目について考慮する手順 

1.13.2.5 重大事故等時の対応手段の選択  
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添付資料 1.13.1 審査基準，基準規則と対処設備との対応表 

添付資料 1.13.2 対応手段として選定した設備の電源構成図 

添付資料 1.13.3 重大事故対策の成立性 

1.防火水槽を水源とした可搬型代替注水ポンプによる送水 

2.淡水貯水池から可搬型代替注水ポンプへの送水 

3.淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプによる送

水 

4.海から大容量送水車（海水取水用）による可搬型代替注水

ポンプへの送水 

5.海を水源とした大容量送水車（海水取水用）及び可搬型代

替注水ポンプによる送水 

6.可搬型代替注水ポンプによる復水貯蔵槽への補給 

7.純水補給水系による復水貯蔵槽への補給 

8.淡水貯水池から防火水槽への補給 

9.可搬型代替注水ポンプによる防火水槽への海水補給 

10.大容量送水車（海水取水用）による防火水槽への海水補

給 

11.代替原子炉補機冷却海水ポンプによる防火水槽への海水

補給 

12.淡水貯水池から海を水源とした可搬型代替注水ポンプへ

の送水の切替え 

添付資料 1.13.4 解釈一覧 

1.淡水貯水池から海への水源切替えの判断基準について 

2.操作手順の解釈一覧 
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1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等 

 

【要求事項】 

発電用原子炉設置者において、設計基準事故の収束に必要な水源とは別に、

重大事故等の収束に必要となる十分な量の水を有する水源を確保することに加

えて、設計基準事故対処設備及び重大事故等対処設備に対して重大事故等の収

束に必要となる十分な量の水を供給するために必要な手順等が適切に整備され

ているか、又は整備される方針が適切に示されていること。 

 

【解釈】 

１ 「設計基準事故の収束に必要な水源とは別に、重大事故等の収束に必要とな

る十分な量の水を有する水源を確保することに加えて、設計基準事故対処設備

及び重大事故等対処設備に対して重大事故等の収束に必要となる十分な量の

水を供給するために必要な手順等」とは、以下に掲げる措置又はこれらと同等

以上の効果を有する措置を行うための手順等をいう。 

ａ）想定される重大事故等の収束までの間、十分な量の水を供給できる手順等

を整備すること。 

ｂ）複数の代替淡水源(貯水槽、ダム又は貯水池等)が確保されていること。 

ｃ）海を水源として利用できること。 

ｄ）各水源からの移送ルートが確保されていること。 

ｅ）代替水源からの移送ホース及びポンプを準備しておくこと。 

ｆ）水の供給が中断することがないよう、水源の切替え手順等を定めること。 

 

 

設計基準事故の収束に必要な水源は，サプレッション・チェンバ及び復水貯蔵

槽である。重大事故等が発生した場合において，設計基準事故の収束に必要な水

源とは別に重大事故等の収束に必要となる十分な量の水を有する水源を確保す

ることに加えて，設計基準事故対処設備及び重大事故等対処設備に対して，重大

事故等の収束に必要となる十分な量の水を供給するために必要な対処設備を整

備しており，ここでは，これらの対処設備を活用した手順等について説明する。 
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1.13.1 対応手段と設備の選定 

(1)対応手段と設備の選定の考え方 

原子炉圧力容器への注水が必要な場合に，設計基準事故の収束に必要な水

源として，サプレッション・チェンバ及び復水貯蔵槽を設置する。 

原子炉格納容器内の冷却が必要な場合に，設計基準事故の収束に必要な水

源として，サプレッション・チェンバを設置する。 

これらの設計基準事故の収束に必要な水源が枯渇又は破損した場合は，そ

の機能を代替するために，各水源が有する機能，相互関係を明確にした（以

下，「機能喪失原因対策分析」という。）上で，想定する故障に対応できる

対応手段及び重大事故等対処設備を選定する（図 1.13.1）。 

また，原子炉圧力容器へのほう酸水注入，フィルタ装置への補給，代替循

環冷却系による除熱，原子炉格納容器下部への注水，原子炉格納容器頂部へ

の注水及び使用済燃料プールへの注水/スプレイが必要な場合の対応手段及

び重大事故等対処設備を選定する。 

 

重大事故等対処設備の他に，柔軟な事故対応を行うための対応手段と自主

対策設備※１を選定する。 

※1 自主対策設備：技術基準上の全ての要求事項を満たすことや全ての

プラント状況において使用することは困難であるが，

プラント状況によっては，事故対応に有効な設備。 

 

選定した重大事故等対処設備により，技術的能力審査基準（以下，「審査

基準」という。）だけでなく，設置許可基準規則第五十六条及び技術基準規

則第七十一条（以下，「基準規則」という。）の要求機能を満足する設備が

網羅されていることを確認するとともに，重大事故等対処設備及び自主対策

設備との関係を明確にする。 

 

(2)対応手段と設備の選定の結果 

機能喪失原因対策分析の結果，サプレッション・チェンバ及び復水貯蔵槽

の故障を想定する。 

これらの水源に要求される機能の喪失原因から選定した対応手段及び審

査基準，基準規則からの要求により選定した対応手段とその対応に使用する

重大事故等対処設備及び自主対策設備を以下に示す。 

なお，機能喪失を想定する設計基準事故対処設備，対応に使用する重大故

等対処設備及び自主対策設備と整備する手順についての関係を表 1.13.1 に

整理する。 
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a.水源を利用した対応手段及び設備 

(a)復水貯蔵槽を水源とした対応手段及び設備 

重大事故等の収束に必要となる水源として復水貯蔵槽を利用する。 

重大事故等時において，サプレッション・チェンバを水源として利用

できない場合は，復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧力容器への注水，原

子炉格納容器内の冷却，原子炉格納容器下部への注水及び原子炉格納容

器頂部への注水を行う手段がある。 

原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時において，復水貯蔵槽を水源とし

た原子炉圧力容器への注水で使用する設備は以下のとおり。 

・高圧代替注水系（高圧代替注水系ポンプ） 

・原子炉隔離時冷却系（原子炉隔離時冷却系ポンプ） 

・高圧炉心注水系（高圧炉心注水系ポンプ） 

・制御棒駆動水系（制御棒駆動水系ポンプ） 

 

原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時において，復水貯蔵槽を水源とし

た原子炉圧力容器への注水で使用する設備は以下のとおり。 

・低圧代替注水系（常設）（復水移送ポンプ） 

 

復水貯蔵槽を水源とした原子炉格納容器内の冷却で使用する設備は

以下のとおり。 

・代替格納容器スプレイ冷却系（復水移送ポンプ） 

 

復水貯蔵槽を水源とした原子炉格納容器下部への注水で使用する設

備は以下のとおり。 

・格納容器下部注水系（常設）（復水移送ポンプ） 

 

復水貯蔵槽を水源とした原子炉格納容器頂部への注水で使用する設

備は以下のとおり。 

・サプレッションプール浄化系（サプレッションプール浄化系ポンプ） 

 

(b)サプレッション・チェンバを水源とした対応手段及び設備 

重大事故等の収束に必要となる水源としてサプレッション・チェンバ

を利用する。 

重大事故等時において，復水貯蔵槽を水源として利用できない場合は，

サプレッション・チェンバを水源とした原子炉圧力容器への注水，原子

炉圧力容器及び原子炉格納容器内の除熱を行う手段がある。 
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原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時において，サプレッション・チェ

ンバを水源とした原子炉圧力容器への注水で使用する設備は以下のと

おり。 

・原子炉隔離時冷却系（原子炉隔離時冷却系ポンプ） 

・高圧炉心注水系（高圧炉心注水系ポンプ） 

 

原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時において，サプレッション・チェ

ンバを水源とした原子炉圧力容器への注水で使用する設備は以下のと

おり。 

・残留熱除去系（残留熱除去系ポンプ） 

 

サプレッション・チェンバを水源とした原子炉格納容器内の除熱で使

用する設備は以下のとおり。 

・残留熱除去系（残留熱除去系ポンプ） 

 

サプレッション・チェンバを水源とした原子炉圧力容器及び原子炉格

納容器内の除熱で使用する設備は以下のとおり。 

・代替循環冷却系（復水移送ポンプ） 

 

(c)防火水槽を水源とした対応手段及び設備 

重大事故等の収束に必要となる水源として防火水槽を利用する。 

重大事故等時において，復水貯蔵槽及びサプレッション・チェンバを

水源として利用できない場合は，防火水槽を水源として可搬型代替注水

ポンプを用いた原子炉圧力容器への注水，原子炉格納容器内の冷却，フ

ィルタ装置への補給，原子炉格納容器下部への注水，原子炉格納容器頂

部への注水及び使用済燃料プールへの注水/スプレイを行う手段がある。 

 

原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時において，防火水槽を水源とした

原子炉圧力容器への注水で使用する設備は以下のとおり。 

・低圧代替注水系（可搬型）（可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）及びホ

ース・接続口） 

 

防火水槽を水源とした原子炉格納容器内の冷却で使用する設備は以

下のとおり。 

・可搬型代替注水ポンプ（A-2 級） 

・ホース・接続口 
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・防火水槽 

・燃料補給設備 

 

防火水槽を水源としたフィルタ装置への補給で使用する設備は以下

のとおり。 

・可搬型代替注水ポンプ（A-2 級） 

・ホース・接続口 

・防火水槽 

・燃料補給設備 

 

防火水槽を水源とした原子炉格納容器下部への注水で使用する設備

は以下のとおり。 

・格納容器下部注水系（可搬型）（可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）及

びホース・接続口） 

 

防火水槽を水源とした原子炉格納容器頂部への注水で使用する設備

は以下のとおり。 

・格納容器頂部注水系（可搬型）（可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）及

びホース・接続口） 

 

防火水槽を水源とした使用済燃料プールへの注水/スプレイで使用す

る設備は以下のとおり。 

・燃料プール代替注水系（可搬型）（可搬型代替注水ポンプ（A-1 級），

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）及びホース・接続口） 

 

なお，上記防火水槽を水源とした対応手段は，淡水だけでなく海水を

防火水槽へ供給することにより，重大事故等の収束に必要となる十分な

量の水を補給することが可能である。ただし，フィルタ装置への補給は

防火水槽を水源とした淡水のみを利用する。 

 

(d)淡水貯水池を水源とした対応手段及び設備 

重大事故等の収束に必要となる水源として淡水貯水池を利用する。 

重大事故等時において，復水貯蔵槽及びサプレッション・チェンバを

水源として利用できない場合は，淡水貯水池を水源として可搬型代替注

水ポンプを用いた原子炉圧力容器への注水，原子炉格納容器内の冷却，

フィルタ装置への補給，原子炉格納容器下部への注水，原子炉格納容器
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頂部への注水及び使用済燃料プールへの注水/スプレイを行う手段があ

る。 

 

原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時において，淡水貯水池を水源とし

た原子炉圧力容器への注水で使用する設備は以下のとおり。 

・低圧代替注水系（可搬型）（可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）及びホ

ース・接続口） 

 

淡水貯水池を水源とした原子炉格納容器内の冷却で使用する設備は

以下のとおり。 

・可搬型代替注水ポンプ（A-2 級） 

・ホース・接続口 

・淡水貯水池 

・燃料補給設備 

 

淡水貯水池を水源としたフィルタ装置への補給で使用する設備は以

下のとおり。 

・可搬型代替注水ポンプ（A-2 級） 

・ホース・接続口 

・淡水貯水池 

・燃料補給設備 

 

淡水貯水池を水源とした原子炉格納容器下部への注水で使用する設

備は以下のとおり。 

・格納容器下部注水系（可搬型）（可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）及

びホース・接続口） 

 

淡水貯水池を水源とした原子炉格納容器頂部への注水で使用する設

備は以下のとおり。 

・格納容器頂部注水系（可搬型）（可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）及

びホース・接続口） 

 

淡水貯水池を水源とした使用済燃料プールへの注水/スプレイで使用

する設備は以下のとおり。 

・燃料プール代替注水系（可搬型）（可搬型代替注水ポンプ（A-1 級），

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）及びホース・接続口） 
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(e)ろ過水タンクを水源とした対応手段及び設備 

重大事故等の収束に必要となる水源としてろ過水タンクを利用する。 

重大事故等時において，復水貯蔵槽及びサプレッション・チェンバを

水源として利用できない場合は，ろ過水タンクを水源とした原子炉圧力

容器への注水，原子炉格納容器内の冷却，原子炉格納容器下部への注水

及び使用済燃料プールへの注水を行う手段がある。 

 

原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時において，ろ過水タンクを水源と

した原子炉圧力容器への注水で使用する設備は以下のとおり。 

・消火系（ディーゼル駆動消火ポンプ） 

 

ろ過水タンクを水源とした原子炉格納容器内の冷却で使用する設備

は以下のとおり。 

・消火系（ディーゼル駆動消火ポンプ） 

 

ろ過水タンクを水源とした原子炉格納容器下部への注水で使用する

設備は以下のとおり。 

・消火系（ディーゼル駆動消火ポンプ） 

 

ろ過水タンクを水源とした使用済燃料プールへの注水で使用する設

備は以下のとおり。 

・消火系（ディーゼル駆動消火ポンプ） 

 

(f)海を水源とした対応手段及び設備 

重大事故等の収束に必要となる水源として海を利用する。 

重大事故等時において，復水貯蔵槽及びサプレッション・チェンバを

水源として利用できない場合は，海を水源として大容量送水車（海水取

水用）及び可搬型代替注水ポンプを用いた原子炉圧力容器への注水，原

子炉格納容器内の冷却，原子炉格納容器下部への注水，原子炉格納容器

頂部への注水及び使用済燃料プールへの注水/スプレイを行う手段があ

る。 

また，重大事故等が発生した場合は，海を水源とした最終ヒートシン

ク（海洋）への代替熱輸送及び大気への拡散抑制，航空機燃料火災への

泡消火を行う手段がある。 

海を水源として原子炉圧力容器への注水等に用いる可搬型代替注水

ポンプまでの送水で使用する設備は以下のとおり。 
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・大容量送水車（海水取水用） 

・海水貯留堰 

・スクリーン室 

・取水路[海水取水箇所] 

・ホース 

・燃料補給設備 

 

原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時において，海を水源とした原子炉

圧力容器への注水で使用する設備は以下のとおり。 

・低圧代替注水系（可搬型）（可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）及びホ

ース・接続口 

 

海を水源とした原子炉格納容器内の冷却で使用する設備は以下のと

おり。 

・可搬型代替注水ポンプ（A-2 級） 

・ホース・接続口 

・燃料補給設備 

 

海を水源とした原子炉格納容器下部への注水で使用する設備は以下

のとおり。 

・格納容器下部注水系（可搬型）（可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）及

びホース・接続口） 

 

海を水源とした原子炉格納容器頂部への注水で使用する設備は以下

のとおり。 

・格納容器頂部注水系（可搬型）（可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）及

びホース・接続口） 

 

海を水源とした使用済燃料プールへの注水/スプレイで使用する設備

は以下のとおり。 

・燃料プール代替注水系（可搬型）（可搬型代替注水ポンプ（A-1 級），

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）及びホース・接続口） 

 

海を水源とした最終ヒートシンク（海洋）への代替熱輸送で使用する

設備は以下のとおり。 

・代替原子炉補機冷却系（大容量送水車） 
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海を水源とした大気への拡散抑制で使用する設備は以下のとおり。 

・大容量送水車（原子炉建屋放水設備用） 

・放水砲 

・ホース 

・燃料補給設備 

 

海を水源とした航空機燃料火災への泡消火で使用する設備は以下の

とおり。 

・大容量送水車（原子炉建屋放水設備用） 

・ホース 

・放水砲 

・泡原液搬送車 

・泡原液混合装置 

・燃料補給設備 

 

(g)ほう酸水注入系貯蔵タンクを水源とした対応手段及び設備 

重大事故等の収束に必要となる水源としてほう酸水注入系貯蔵タン

クを利用する。 

重大事故等が発生した場合は，ほう酸水注入系貯蔵タンクを水源とし

た原子炉圧力容器へのほう酸水注入を行う手段がある。 

ほう酸水注入系貯蔵タンクを水源とした原子炉圧力容器へのほう酸

水注水で使用する設備は以下のとおり。 

・ほう酸水注入系（ほう酸水注入系ポンプ） 

 

(h)重大事故等対処設備と自主対策設備 

上記水源のうち，復水貯蔵槽，サプレッション・チェンバ及びほう酸

水注入系貯蔵タンクは重大事故等対処設備として位置づける。防火水槽

及び淡水貯水池は本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措

置）として位置づける。 

また，水源を利用した対応手段で使用する設備の整理については，各

条文の整理と同様である。 

これらの機能喪失原因対策分析の結果により選定した設備は，審査

基準及び基準規則に要求される設備が全て網羅されている。 

（添付資料 1.13.1） 

以上の重大事故等対処設備及び代替淡水源により，重大事故等の収束
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に必要となる十分な量の水を確保することができる。 

また，以下の設備はプラント状況によっては事故対応に有効な設備で

あるため，自主対策設備と位置づける。あわせて，その理由を示す。 

・ろ過水タンク 

水を送水する設備である消火系を含め耐震性は確保されていない

が，重大事故等へ対処するために消火系による消火が必要な火災が

発生していない場合において，重大事故等の収束に必要となる水を

確保する手段として有効である。 

 

b.水源へ水を補給するための対応手段及び設備 

(a)復水貯蔵槽へ水を補給するための対応手段及び設備 

通常時の復水貯蔵槽への補給は，純水補給水系にて実施するが，重大

事故等の収束時の復水貯蔵槽への補給は，可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）

又は純水補給水系（仮設発電機使用）にて実施する。 

 

ⅰ.可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）による復水貯蔵槽への補給 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）による復水貯蔵槽への補給で使用

する設備は以下のとおり。なお，可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）によ

る復水貯蔵槽への補給は，淡水貯水池から防火水槽へ補給した淡水を

使用する手段だけでなく，淡水貯水池から可搬型代替注水ポンプ（A-

2 級）を用いて補給する手段，防火水槽へ補給した海水を可搬型代替

注水ポンプ（A-2 級）を用いて補給する手段又は取水した海水を可搬

型代替注水ポンプ（A-2 級）を用いて補給する手段もある。 

・可搬型代替注水ポンプ（A-2 級） 

・淡水貯水池 

・防火水槽 

・ホース・接続口 

・CSP 外部補給配管・弁 

・復水貯蔵槽 

・大容量送水車（海水取水用） 

・海水貯留堰 

・スクリーン室 

・取水路[海水取水箇所] 

・燃料補給設備 
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ⅱ.純水補給水系（仮設発電機使用）による復水貯蔵槽への補給 

純水補給水系（仮設発電機使用）による復水貯蔵槽への補給で使用

する設備は以下のとおり。 

・純水移送ポンプ 

・純水タンク 

・純水補給水系配管・弁 

・復水貯蔵槽 

・仮設発電機 

・燃料補給設備 

 

(b)防火水槽へ水を補給するための対応手段及び設備 

重大事故等の収束のために防火水槽を使用する場合は，淡水貯水池又

は淡水タンク（ろ過水タンク，純水タンク）から淡水を補給する手段が

ある。また，枯渇等により淡水の補給が継続できない場合においても，

海水取水箇所や護岸から海水を補給する手段がある。 

 

ⅰ.淡水貯水池から防火水槽への補給 

淡水貯水池から防火水槽への補給で使用する設備は以下のとおり。 

・淡水貯水池 

・ホース 

・防火水槽 

 

ⅱ.淡水タンクから防火水槽への補給 

淡水タンクから防火水槽への補給で使用する設備は以下のとおり。 

・ろ過水タンク 

・純水タンク 

・ホース 

・防火水槽 

 

ⅲ.大容量送水車（海水取水用）による防火水槽への海水補給 

大容量送水車（海水取水用）による防火水槽への海水補給で使用す

る設備は以下のとおり。 

・大容量送水車（海水取水用） 

・海水貯留堰 

・スクリーン室 

・取水路[海水取水箇所] 
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・ホース 

・防火水槽 

・燃料補給設備 

 

ⅳ.代替原子炉補機冷却海水ポンプによる防火水槽への海水補給 

代替原子炉補機冷却海水ポンプによる防火水槽への海水補給で使用

する設備は以下のとおり。 

・代替原子炉補機冷却海水ポンプ 

・海水貯留堰 

・スクリーン室 

・取水路[海水取水箇所] 

・ホース 

・防火水槽 

・可搬型代替交流電源設備 

・移動式変圧器 

・燃料補給設備 

 

ⅴ.可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）による防火水槽への海水補給 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）による防火水槽への海水補給で使

用する設備は以下のとおり。 

・可搬型代替注水ポンプ（A-2 級） 

・ホース 

・防火水槽 

・燃料補給設備 

 

なお，「1.13.1.(2)b.(b)ⅰ淡水貯水池から防火水槽への補給」及び

「1.13.1.(2)b.(b)ⅱ淡水タンクから防火水槽への補給」は高低差を利

用して水を送水する手段であるため，送水用のポンプは不要である。 

 

(c)淡水タンクへ水を補給するための対応手段及び設備 

重大事故等の収束ために淡水タンク（ろ過水タンク，純水タンク）を

使用する場合は，淡水貯水池から淡水を補給する手段がある。 

 

ⅰ.淡水貯水池から淡水タンクへの補給 

淡水貯水池から淡水タンクへの補給で使用する設備は以下のとおり。 

・淡水貯水池 
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・ホース 

・ろ過水タンク 

・純水タンク 

 

なお，「1.13.1.(2)b.(c)ⅰ.淡水貯水池から淡水タンクへの補給」は

高低差を利用して水を送水する手段であるため，送水用のポンプは不要

である。 

 

(d)重大事故等対処設備と自主対策設備 

復水貯蔵槽への補給で使用する設備のうち，可搬型代替注水ポンプ

（A-2 級），ホース・接続口，CSP 外部補給配管・弁，復水貯蔵及び燃料

補給設備は重大事故等対処設備として位置づける。 

防火水槽への補給で使用する設備のうち，ホース，大容量送水車（海

水取水用），海水貯留堰，スクリーン室，取水路[海水取水箇所]及び燃

料補給設備は重大事故等対処設備として位置づける。 

防火水槽及び淡水貯水池は本条文【解釈】1 b)項を満足するための代

替淡水源（措置）として位置づける。 

これらの選定した設備は，審査基準及び基準規則に要求される設備

が全て網羅されている。 

（添付資料 1.13.1） 

以上の重大事故等対処設備及び代替淡水源により，重大事故等の収束

に必要となる十分な量の水を確保することができる。 

また，以下の設備はプラント状況によっては事故対応に有効な設備で

あるため，自主対策設備と位置づける。あわせて，その理由を示す。 

・純水補給水系，仮設発電機 

耐震性は確保されていないが，可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）に

よる復水貯蔵槽への補給ができない場合において，純水を利用した

復水貯蔵槽への補給手段として有効である。 

・淡水タンク（ろ過水タンク，純水タンク） 

耐震性は確保されておらず，補給に必要な水量が確保できない場

合があるが，淡水貯水池から防火水槽への補給ができない場合にお

いて，淡水タンクの水を防火水槽へ補給する手段として有効である。 

・代替原子炉補機冷却海水ポンプ 

別に給電設備が必要であり代替原子炉補機冷却海水ポンプ単独で

は使用できない上，補給開始までに時間を要するが，電源車及び移

動式変圧器と組み合わせて使用することで，大容量送水車（海水取
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水用）による海水補給が実施できない場合の代替手段として有効で

ある。 

・可搬型代替注水ポンプ（A-2 級） 

取水箇所が防潮堤の外で,津波の影響等により使用できない可能

性がある上，補給量が小さく淡水貯水池や大容量送水車（海水取水

用）による補給と同等の補給量を確保できない場合があるが，大容

量送水車（海水取水用）による海水補給が実施できない場合の代替

手段として有効である。 

 

c.水源の切替え 

重大事故等の収束に必要な水の供給が中断することがないよう，各水源

への補給手段を整備しているが，補給が不可能な場合には水源を切替える

手段がある。 

 

(a)原子炉隔離時冷却系及び高圧炉心注水系の水源の切替え 

重大事故等対処設備（設計基準拡張）である原子炉隔離時冷却系及び

高圧炉心注水系の水源は，復水貯蔵槽又はサプレッション・チェンバで

あり，通常時は復水貯蔵槽が水源として選択されている。LOCA 信号かつ

サプレッション・チェンバ・プール水の水位高の信号が発生した場合，

又は復水貯蔵槽の水位低の信号が発生した場合は，水源がサプレッショ

ン・チェンバへ自動で切り替わる。また，原子炉隔離時冷却系及び高圧

炉心注水系の確実な運転継続を確保する観点から，サプレッション・チ

ェンバ・プール水の温度が原子炉隔離時冷却系及び高圧炉心注水系の設

計温度を超える前に中央制御室からの手動操作により水源を復水貯蔵

槽へ切り替える。 

なお，自動及び手動操作による水源の切替えは，運転中の原子炉隔離

時冷却系及び高圧炉心注水系を停止することなく水源を切り替えるこ

とが可能である。 

原子炉隔離時冷却系及び高圧炉心注水系の水源の切替えで使用する

設備は以下のとおり。 

・復水貯蔵槽 

・サプレッション・チェンバ 

・原子炉隔離時冷却系 

・高圧炉心注水系 

原子炉隔離時冷却系の水源切替え手順については，「1.13.2.3(1)a.原

子炉隔離時冷却系による原子炉圧力容器への注水」，高圧炉心注水系の
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水源切替え手順については，「1.13.2.3(1)b.高圧炉心注水系による原子

炉圧力容器への注水」にて整備する。 

 

(b)淡水から海水への切替え 

重大事故等の収束に必要な水の供給には淡水を優先して使用する。淡

水貯水池及び淡水タンクの枯渇等により，淡水の供給が継続できないお

それがある場合は，海水の供給に切替える。 

防火水槽より重大事故等の収束に必要な水の供給を行っている場合

は，水の供給が中断することなく淡水から海水への切替えが可能である。 

また，淡水貯水池より重大事故等の収束に必要な水の供給を行ってい

る場合は，あらかじめ可搬型代替注水ポンプの水源切替え準備をするこ

とにより速やかに淡水から海水への切替えが可能である。 

防火水槽へ補給する水源の切替えで使用する設備は以下のとおり。 

・淡水貯水池 

・淡水タンク 

・大容量送水車（海水取水用） 

・代替原子炉補機冷却海水ポンプ 

・可搬型代替注水ポンプ（A-2 級） 

・防火水槽 

・海水貯留堰 

・スクリーン室 

・取水路[海水取水箇所] 

・ホース 

・燃料補給設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・移動式変圧器 

 

水源を淡水貯水池から海への切替えで使用する設備は以下のとおり。 

・淡水貯水池 

・大容量送水車（海水取水用） 

・海水貯留堰 

・スクリーン室 

・取水路[海水取水箇所] 

・ホース 

・防火水槽 

・燃料補給設備 
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防火水槽への淡水補給は，「1.13.2.2(2)a.淡水貯水池から防火水槽へ

の補給」及び「1.13.2.2(2)b.淡水タンクから防火水槽への補給」の手順

にて，防火水槽への海水補給は，「1.13.2.2(2)c.海から防火水槽への補

給」の手順にて整備する。 

 

(c)重大事故等対処設備と自主対策設備 

原子炉隔離時冷却系の水源の切替えで使用する設備のうち，復水貯蔵

槽及びサプレッション・チェンバは重大事故等対処設備として位置づけ

る。また，原子炉隔離時冷却系は重大事故等対処設備（設計基準拡張）

として位置づける。 

淡水から海水への切替えで使用する設備のうち，大容量送水車（海水

取水用），海水貯留堰，スクリーン室，取水路[海水取水箇所]，ホース

及び燃料補給設備は重大事故等対処設備として位置づける。 

防火水槽及び淡水貯水池は本条文【解釈】1 b)項を満足するための代

替淡水源（措置）として位置づける。 

これらの選定した設備は，審査基準及び基準規則に要求される設備

が全て網羅されている。 

（添付資料 1.13.1） 

以上の重大事故等対処設備及び代替淡水源により，重大事故等の収束

に必要となる十分な量の水を確保することができる。 

また，以下の設備はプラント状況によっては事故対応に有効な設備で

あるため，自主対策設備と位置づける。あわせて，その理由を示す。 

・淡水タンク（ろ過水タンク，純水タンク） 

耐震性は確保されておらず，補給に必要な水量が確保できない場

合があるが，淡水貯水池から防火水槽への補給ができない場合にお

いて，淡水タンクの水を防火水槽へ補給する手段として有効である。 

・代替原子炉補機冷却海水ポンプ 

別に給電設備が必要であり代替原子炉補機冷却海水ポンプ単独で

は使用できない上，補給開始までに時間を要するが，電源車及び移

動式変圧器と組み合わせて使用することで，大容量送水車（海水取

水用）による海水補給が実施できない場合の代替手段として有効で

ある。 

・可搬型代替注水ポンプ（A-2 級） 

取水箇所が防潮堤の外で,津波の影響等により使用できない可能

性がある上，補給量が小さく淡水貯水池や大容量送水車（海水取水
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用）による補給と同等の補給量を確保できない場合があるが，大容

量送水車（海水取水用）による海水補給が実施できない場合の代替

手段として海水を利用した防火水槽への補給手段として有効である。 

 

d.手順等 

上記「a.水源を利用した対応手段及び設備」，「b.水源へ水を補給する

ための対応手段及び設備」及び「c.水源の切替え」により選定した対応手

段に係る手順を整備する。 

これらの手順は，運転員及び緊急時対策要員の対応として事故時運転操

作手順書（徴候ベース）及び多様なハザード対応手順に定める（表 1.13.1）。 

また，事故時に監視が必要となる計器及び事故時に給電が必要となる設

備についても整理する（表 1.13.2，表 1.13.3）。  

（添付資料 1.13.2） 
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1.13.2 重大事故等発生時の手順 

1.13.2.1 水源を利用した対応手順 

(1)復水貯蔵槽を水源とした対応手順 

重大事故等が発生した場合において，復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧力

容器への注水，原子炉格納容器内の冷却，原子炉格納容器下部への注水及び

原子炉格納容器頂部への注水を行う手順を整備する。 

 

a.原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時の復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧

力容器への注水 

原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時の復水貯蔵槽を水源とした原子炉

圧力容器への注水手段としては，原子炉隔離時冷却系，高圧炉心注水系，

高圧代替注水系，制御棒駆動水系がある。 

 

(a)原子炉隔離時冷却系による復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧力容器へ 

の注水（中央制御室操作） 

原子炉隔離時冷却系が健全な場合は，自動起動信号（原子炉水位低（レ

ベル 2若しくはレベル 1.5）又はドライウェル圧力高）による作動，又

は中央制御室からの手動操作により原子炉隔離時冷却系を起動し，復水

貯蔵槽を水源とした原子炉圧力容器への注水を実施する。 

    

①手順着着手の判断基準 

給水系，復水系による原子炉圧力容器への注水ができず，原子炉圧力

容器内の水位を原子炉水位低（レベル 3）以上に維持できない場合。 

【1.2.2.4(1)】 

 

   ②操作手順 

原子炉隔離時冷却系による復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧力容器

への注水手順（中央制御室操作）については「1.2.2.4(1)原子炉隔離時

冷却系による原子炉圧力容器への注水」にて整備する。 

  

   ③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員 2名（操作者及び

確認者）にて操作を実施する。操作スイッチによる中央制御室からの遠

隔操作であるため，速やかに対応できる。 
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(b)高圧炉心注水系による復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧力容器への注水 

高圧炉心注水系が健全な場合は，自動起動信号（原子炉水位低（レベ

ル 1.5）又はドライウェル圧力高）による作動，又は中央制御室からの

手動操作により高圧炉心注水系を起動し，復水貯蔵槽を水源とした原子

炉圧力容器への注水を実施する。 

    

①手順着着手の判断基準 

給水系，復水系，原子炉隔離時冷却系による原子炉圧力容器への注水

ができず，原子炉圧力容器内の水位を原子炉水位低（レベル 3）以上に

維持できない場合。 

【1.2.2.4(2)】 

 

   ②操作手順 

高圧炉心注水系による復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧力容器への

注水手順については「1.2.2.4(2)高圧炉心注水系による原子炉圧力容器

への注水」にて整備する。 

  

   ③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員 2名（操作者及び

確認者）にて操作を実施する。操作スイッチによる中央制御室からの遠

隔操作であるため，速やかに対応できる。 

 

(c)高圧代替注水系による復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧力容器への 

注水（中央制御室操作） 

高圧代替注水系による復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧力容器への 

注水（中央制御室操作）については，高圧注水系が機能喪失した場合に，

中央制御室からの操作により高圧代替注水系を起動し原子炉圧力容器

への注水をする場合と，炉心の著しい損傷が発生した場合に，溶融炉心

の原子炉格納容器下部への落下を遅延又は防止するため原子炉圧力容

器へ注水する場合がある。 

 

①手順着手の判断基準 

 ⅰ高圧注水系の機能喪失時の高圧代替注水系による原子炉圧力容器へ

の注水判断基準 

給水系，復水系，原子炉隔離時冷却系及び高圧炉心注水系による原

子炉圧力容器への注水ができず，原子炉圧力容器内の水位を原子炉水
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位低(レベル3)以上に維持できない場合。 

【1.2.2.1(1)a】 

 

ⅱ溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下を遅延又は防止するための

高圧代替注水系による原子炉圧力容器への注水判断基準 

  全交流動力電源喪失により，原子炉圧力容器への高圧注水機能が喪

失した場合において，高圧代替注水系が使用可能な場合※1。 

 

※1:設備に異常がなく，原子炉圧力指示値が規定値以上ある場合にお

いて，常設代替直流電源設備又は可搬型直流電源設備により注水

に必要な電源が確保され，かつ水源(復水貯蔵槽)が確保されてい

る場合。 

【1.8.2.2(1)d】 

 

②操作手順 

高圧注水系が機能喪失した場合の高圧代替注水系による原子炉圧力

容器への注水手順については「1.2.2.1(1)a.中央制御室からの高圧代替

注水系起動」，溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下を遅延又は防止

するための高圧代替注水系による原子炉圧力容器への注水手順につい

ては「1.8.2.2(1)d.高圧代替注水系による原子炉圧力容器への注水」に

て整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及び確

認者）にて操作を実施した場合，作業開始を判断してから高圧代替注水

系による原子炉圧力容器への注水開始まで15分以内で可能である。 

 

(d)高圧代替注水系による復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧力容器への注

水（現場手動操作） 

高圧注水系が機能喪失した場合において，中央制御室からの操作によ

り高圧代替注水系を起動できない場合は，現場での弁の手動操作により

高圧代替注水系を起動し原子炉圧力容器への注水を実施する。 

 

①手順着手の判断基準 

給水系，復水系，原子炉隔離時冷却系及び高圧炉心注水系による原子

炉圧力容器への注水ができず，原子炉圧力容器内の水位を原子炉水位低
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(レベル3)以上に維持できない場合で，中央制御室からの操作により高

圧代替注水系を起動できない場合。 

【1.2.2.1(1)b.】 

 

②操作手順 

高圧代替注水系による復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧力容器への

注水手順（現場手動操作）については「1.2.2.1(1)b.現場手動操作によ

る高圧代替注水系起動」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員1名及び現場運転員

4名にて作業を実施した場合，作業開始を判断してから高圧代替注水系

現場起動による原子炉圧力容器への注水開始まで約40分で可能である。 

 

(e)原子炉隔離時冷却系による復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧力容器へ

の注水（現場手動操作） 

全交流動力電源喪失及び常設直流電源系統喪失により高圧注水系で

の原子炉の冷却ができない場合において，高圧代替注水系が起動でき

ない場合は，復水貯蔵槽を水源として原子炉隔離時冷却系を現場での

弁の手動操作にて起動し原子炉圧力容器への注水を実施する。 

 

①手順着手の判断基準 

全交流動力電源喪失及び常設直流電源系統喪失により中央制御室か

らの操作による高圧注水系での原子炉圧力容器への注水ができない場

合において，中央制御室からの操作若しくは現場手動操作による高圧代

替注水系の起動にて原子炉圧力容器内の水位を原子炉水位低(レベル 3)

以上に維持できない場合，又は中央制御室からの操作及び現場手動操作

による高圧代替注水系の起動ができない場合。 

【1.2.2.2(1)a.】 

 

②操作手順 

原子炉隔離時冷却系による復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧力容器

への注水手順（現場手動操作）については「1.2.2.2(1)a.現場手動操作

による原子炉隔離時冷却系起動」にて整備する。 
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③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員1名及び現場運転員

4名，緊急時対策要員4名にて作業を実施する。 

作業開始を判断してから現場運転員による原子炉隔離時冷却系起動

まで約90分で可能である。 

 

(f)制御棒駆動水系による復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧力容器への注

水（進展抑制） 

制御棒駆動水系による復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧力容器への

注水（進展抑制）については，全交流動力電源喪失又は高圧炉心注水

系の機能喪失時において, 高圧代替注水系又は原子炉隔離時冷却系に

より原子炉圧力容器内の水位を原子炉水位低(レベル3)以上に維持で

きない場合に，原子炉補機冷却系により冷却水を確保し，制御棒駆動

水系を用いて原子炉圧力容器への注水する場合と，炉心の著しい損傷

が発生した場合に，溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下を遅延又

は防止するため原子炉圧力容器へ注水する場合がある。 

 

①手順着手の判断基準 

ⅰ全交流動力電源喪失又は高圧炉心注水系の機能喪失時の制御棒駆動

水系による原子炉圧力容器への注水 

原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧状態であり，高圧代替注水系

及び原子炉隔離時冷却系により原子炉圧力容器内の水位を原子炉水

位低(レベル3)以上に維持できない場合で，制御棒駆動系が使用可能

な場合。 

【1.2.2.3(1)b.】 

 

    ⅱ溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下を遅延又は防止するための

制御棒駆動水系による原子炉圧力容器への注水 

全交流動力電源喪失により，原子炉圧力容器への高圧注水機能 

が喪失した場合において，制御棒駆動系が使用可能な場合※1。 

 

※1:設備に異常がなく，常設代替交流電源設備により注水に必要な

電源が確保され，かつ補機冷却水及び水源(復水貯蔵槽)が確保

されている場合。 

【1.8.2.2(1)f】 
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②操作手順 

全交流動力電源喪失又は高圧炉心注水系の機能喪失時の制御棒駆動

水系による原子炉圧力容器への注水手順については「「1.2.2.3(1)b.制

御棒駆動水系による原子炉圧力容器への注水」，溶融炉心の原子炉格納

容器下部への落下を遅延又は防止するための制御棒駆動水系による原

子炉圧力容器への注水手順については「1.8.2.2(1)f.制御棒駆動水系に

よる原子炉圧力容器への注水」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及び確

認者）にて作業を実施した場合，作業開始を判断してから制御棒駆動系

による原子炉圧力容器への注水開始まで約20分で可能である。 

 

(g)高圧炉心注水系による復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧力容器への 

緊急注水 

高圧炉心注水系による復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧力容器への 

緊急注水については，全交流動力電源が喪失し, 高圧代替注水系及び原

子炉隔離時冷却系により原子炉圧力容器内の水位を原子炉水位低(レベ

ル3)以上に維持できない場合は，常設代替交流電源設備を用いて非常用

高圧母線へ電源を供給することで高圧炉心注水系を冷却水がない状態

で短時間起動し，原子炉圧力容器へ注水する場合と，炉心の著しい損傷

が発生した場合に，溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下を遅延又は

防止するため原子炉圧力容器へ注水する場合がある。 

 

 ①手順着手の判断基準 

ⅰ全交流動力電源喪失又は高圧炉心注水系の機能喪失時の高圧炉心注

水系緊急注水 

原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧状態であり，高圧代替注水系及

び原子炉隔離時冷却系により原子炉圧力容器内の水位を原子炉水位低

(レベル3)以上に維持できない場合で，常設代替交流電源設備による

M/C D系への給電が可能となった場合。 

【1.2.2.3(1)c】 

 

    ⅱ溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下を遅延又は防止するための

高圧炉心注水系による原子炉圧力容器への緊急注水 

全交流動力電源喪失により，原子炉圧力容器への高圧注水機能が
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喪失した場合において，高圧炉心注水系が使用可能な場合※1。 

 

※1:設備に異常がなく，常設代替交流電源設備により注水に必要な

電源が確保され，かつ水源(復水貯蔵槽)が確保されている場合。 

【1.8.2.2(1)g】 

 

②操作手順 

全交流動力電源喪失又は高圧炉心注水系の機能喪失時の高圧炉心注

水系緊急注水手順については「1.2.2.3(1)c.高圧炉心注水系緊急注水」，

溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下を遅延又は防止するための高

圧炉心注水系による原子炉圧力容器への緊急注水手順については

「1.8.2.2(1)g.高圧炉心注水系による原子炉圧力容器への緊急注水」に

て整備する。 

 

③操作の成立性 

   上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及び確

認者）にて作業を実施した場合，作業開始を判断してから高圧炉心注水

系による原子炉圧力容器への緊急注水開始まで約25分で可能である。 

 

b.原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時の復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧

力容器への注水 

原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時の復水貯蔵槽を水源とした原子炉

圧力容器への注水手段としては，低圧代替注水系（常設）がある。 

 

(a)低圧代替注水系（常設）による復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧力容

器への注水 

低圧代替注水系（常設）による復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧力容

器への注水については，常設の原子炉圧力容器への注水設備の注水機能

が喪失した場合に，低圧代替注水系(常設)により原子炉圧力容器への注

水する場合と，炉心の著しい損傷，溶融が発生した場合において，原子

炉圧力容器内に溶融炉心が残存した場合に，低圧代替注水系（常設）に

より原子炉圧力容器へ注水することで残存溶融炉心を冷却し，原子炉圧

力容器から原子炉格納容器への放熱量を抑制する場合と，炉心の著しい

損傷が発生した場合，溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下を遅延又

は防止するため原子炉圧力容器へ注水する場合がある。 
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①手順着手の判断基準 

ⅰ常設の原子炉圧力容器への注水設備の注水機能喪失時の低圧代替注

水系(常設)による原子炉圧力容器への注水 

給水系，復水系及び非常用炉心冷却系により原子炉圧力容器への

注水ができず，原子炉圧力容器内の水位を原子炉水位低(レベル3)

以上に維持できない場合において，低圧代替注水系(常設)及び注入

配管が使用可能な場合※1 

 

※1:設備に異常がなく，電源及び水源(復水貯蔵槽)が確保されてい

る場合。 

【1.4.2.1(1)a.(a)】 

 

    ⅱ残存溶融炉心の冷却のための低圧代替注水系(常設)による原子炉圧

力容器への注水判断基準 

原子炉圧力容器の破損によるパラメータの変化※1により原子炉圧

力容器の破損を判断した場合において，低圧代替注水系(常設)によ

る原子炉圧力容器への注水が可能な場合※2。 

 

※1:｢原子炉圧力容器の破損によるパラメータの変化｣は，原子炉圧

力指示値の低下，格納容器内圧力指示値の上昇，ドライウェル

雰囲気温度指示値の上昇により確認する。 

※2:原子炉格納容器スプレイ及び原子炉格納容器下部への注水に必

要な流量(140m3/h，35～70 m3/h)が確保され，更に低圧代替注水

系(常設)により原子炉圧力容器への注水に必要な流量(30m3/h)

が確保できる場合。 

 

なお，十分な注水流量が確保できない場合には溶融炉心の冷却を

優先し効果的な注水箇所を選択する。 

【1.4.2.1(3)a.(a)】 

 

    ⅲ溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下を遅延又は防止するための

低圧代替注水系(常設)による原子炉圧力容器への注水 

全交流動力電源喪失により，給水系，復水系及び非常用炉心冷却

系による原子炉圧力容器への注水ができない場合において，低圧代

替注水系(常設)が使用可能な場合※1。 
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※1:設備に異常がなく，常設代替交流電源設備又は可搬型代替交流

電源設備により注水に必要な電源が確保され，かつ水源(復水貯

蔵槽)が確保されている場合。 

【1.8.2.2(1)a】 

 

②操作手順 

常設の原子炉圧力容器への注水設備の注水機能喪失時の低圧代替注

水系(常設)による原子炉圧力容器への注水手順については，

「1.4.2.1(1)a.(a)低圧代替注水系(常設)による原子炉圧力容器への注

水」，残存溶融炉心の冷却のための低圧代替注水系(常設)による原子炉

圧力容器への注水手順については，「1.4.2.1(3)a.(a)低圧代替注水系

(常設)による残存溶融炉心の冷却」，溶融炉心の原子炉格納容器下部へ

の落下を遅延又は防止するための低圧代替注水系(常設)による原子炉

圧力容器への注水手順については，「1.8.2.2(1)a.低圧代替注水系(常

設)による原子炉圧力容器への注水」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

残留熱除去系(B)及び残留熱除去系(A)の注入配管を使用した低圧代

替注水系(常設)による原子炉圧力容器への注水操作は，1ユニット当た

り中央制御室運転員2名（操作者及び確認者）にて作業を実施した場合，

作業開始を判断してから低圧代替注水系(常設)による原子炉圧力容器

への注水開始までの所要時間は以下のとおり。 

残留熱除去系(B)注入配管使用の場合:12分以内 

残留熱除去系(A)注入配管使用の場合:12分以内 

残留熱除去系(C)，高圧炉心注水系(B)及び高圧炉心注水系(C)の注入

配管を使用した低圧代替注水系(常設)による原子炉圧力容器への注水

操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及び確認者）及

び現場運転員2名にて作業を実施した場合，作業開始を判断してから低

圧代替注水系(常設)による原子炉圧力容器への注水開始までの所要時

間は以下のとおり。 

残留熱除去系(C)注入配管使用の場合:約40分 

高圧炉心注水系(B)注入配管使用の場合:約25分 

高圧炉心注水系(C)注入配管使用の場合:約30分 

当該操作実施後，現場運転員2名にて復水移送ポンプの水源確保操作

を実施した場合，15分以内で可能である。（「1.8.2.2(1)a.低圧代替注

水系(常設)による原子炉圧力容器への注水」は残留熱除去系(A)と(B)注
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入配管使用のみを使用） 

 

c.復水貯蔵槽を水源とした原子炉格納容器内の冷却 

復水貯蔵槽を水源とした原子炉格納容器内の冷却手段としては，代替格

納容器スプレイ冷却系がある。 

 

(a)代替格納容器スプレイ冷却系による復水貯蔵槽を水源とした原子炉 

格納容器内の冷却 

残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却モード)による原子炉格納容器

内の冷却機能の喪失が起きた場合，復水貯蔵槽を水源とした代替格納容

器スプレイ冷却系による格納容器スプレイを行う。 

 

①手順着手の判断基準 

    ⅰ代替格納容器スプレイ冷却系による格納容器スプレイの判断基準 

     （炉心損傷判断前） 

残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却モード)による格納容器スプレ

イができない場合において，代替格納容器スプレイ冷却系が使用可能

な場合※1で，代替格納容器スプレイ起動の判断基準に到達した場合※2。 

 

※1:設備に異常がなく，電源及び水源(復水貯蔵槽)が確保されてい

る場合。 

※2:｢代替格納容器スプレイ起動の判断基準に到達｣とは，格納容器

内圧力(D/W)，ドライウェル雰囲気温度，サプレッション・チェ

ンバ気体温度又はサプレッション・チェンバ・プール水位指示

値が，代替格納容器スプレイ起動の判断基準に達した場合。 

【1.6.2.1(1)a.(a)】 

 

    ⅱ代替格納容器スプレイ冷却系による格納容器スプレイの判断基準 

（炉心損傷判断時） 

炉心損傷を判断した場合※1において，残留熱除去系(格納容器スプ

レイ冷却モード)の機能喪失により格納容器スプレイができず，代替

格納容器スプレイ冷却系が使用可能な場合※2で，代替格納容器スプ

レイ起動の判断基準に到達した場合※3。 

 

※1:格納容器内雰囲気放射線レベル(CAMS)で原子炉格納容器内の

γ線線量率が，設計基準事故相当のγ線線量率の10倍を超え
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た場合，又は格納容器内雰囲気放射線レベル(CAMS)が使用で

きない場合に原子炉圧力容器温度で300℃以上を確認した場

合。 

※2:設備に異常がなく，電源及び水源(復水貯蔵槽)が確保されて

いる場合。 

※3:｢代替格納容器スプレイ起動の判断基準に到達｣とは，格納容

器内圧力，ドライウェル雰囲気温度又は原子炉圧力容器下鏡

部温度指示値が，代替格納容器スプレイ起動の判断基準に達

した場合。 

【1.6.2.2(1)a.(a)】 

 

②操作手順 

代替格納容器スプレイ冷却系による復水貯蔵槽を水源とした原子炉

格納容器内の冷却手順については，「1.6.2.1(1)a.(a)代替格納容器ス

プレイ冷却系による格納容器スプレイ」及び「1.6.2.2(1)a.(a)代替格

納容器スプレイ冷却系による格納容器スプレイ」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及び確 

認者）にて作業を実施した場合，作業開始を判断してから代替格納容器

スプレイ冷却系による格納容器スプレイ開始まで25分以内で可能であ

る。その後，現場運転員2名にて復水移送ポンプの水源確保を実施した

場合，15分以内で可能である。 

 

d.復水貯蔵槽を水源とした原子炉格納容器下部への注水 

復水貯蔵槽を水源とした原子炉格納容器下部への注水手段としては，格

納容器下部注水系（常設）がある。 

 

(a)格納容器下部注水系（常設）による復水貯蔵槽を水源とした原子炉格

納容器下部への注水 

炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器の損傷を

防止するため格納容器下部注水系(常設)により原子炉格納容器の下部

に落下した溶融炉心の冷却を実施する。 

炉心損傷の進展により原子炉圧力容器が破損に至る可能性がある場

合において，あらかじめ原子炉格納容器下部への初期水張りを実施する。 

また，原子炉圧力容器破損後は，原子炉格納容器の下部に落下した 



1.13-33 

溶融炉心を冠水冷却するため，原子炉格納容器下部への注水を継続する。

その際の注水流量は，原子炉格納容器内の減圧及び除熱操作時にサプレ

ション・チェンバ・プールの水位が外部水源注水制限に到達しないよう

に崩壊熱相当の流量とする。 

 

①手順着手の判断基準 

原子炉格納容器下部への初期水張りの判断基準 

・損傷炉心の冷却が未達成の場合※1で，格納容器下部注水系(常設)が

使用可能な場合※2。 

 

原子炉圧力容器破損後の原子炉格納容器下部への注水操作の判断基準 

・原子炉圧力容器の破損の徴候※3 及び破損によるパラメータの変化※4

により原子炉圧力容器の破損を判断した場合で，格納容器下部注水

系(常設)が使用可能な場合※2 。 

 

※1:｢損傷炉心の冷却が未達成｣は，原子炉圧力容器下鏡部温度指示値

が 300℃に達した場合。 

※2:設備に異常がなく，電源及び水源(復水貯蔵槽)が確保されている

場合。 

※3:｢原子炉圧力容器の破損の徴候｣は，原子炉圧力容器内の水位の低

下，制御棒の位置表示の喪失数増加，原子炉圧力容器下鏡部温度

指示値の喪失数増加により確認する。 

※4:｢原子炉圧力容器の破損によるパラメータの変化｣は，原子炉圧力

容器内の圧力の低下，原子炉格納容器内の圧力の上昇，原子炉格

納容器内の温度の上昇により確認する。 

【1.8.2.1(1)a】 

 

②操作手順 

格納容器下部注水系（常設）による復水貯蔵槽を水源とした原子炉格

納容器下部への注水手順については，「1.8.2.1(1)a.格納容器下部注水

系(常設)によるデブリ冷却」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1 ユニット当たり中央制御室運転員 2 名（操作者及び

確認者）及び現場運転員 2名にて作業を実施した場合，作業開始を判断

してから原子炉格納容器下部への初期水張り開始を確認するまで 35 分
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以内で可能である。その後，現場運転員 2名にて復水移送ポンプの水源

確保を実施した場合，15 分以内で可能である。 

e.復水貯蔵槽を水源とした原子炉格納容器頂部への注水 

復水貯蔵槽を水源とした原子炉格納容器頂部への注水手段としては，サ

プレッションプール浄化系がある。 

 

(a)サプレッションプール浄化系による復水貯蔵槽を水源とした原子炉 

格納容器頂部への注水 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉建屋の水素爆発を

防止するため，復水貯蔵槽を水源としてサプレッションプール浄化系に

より原子炉ウェルに注水することで原子炉格納容器頂部を冷却し，原子

炉格納容器から原子炉建屋への水素ガス漏えいを抑制する。 

 

①手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※1において，原子炉格納容器内の温度上昇が

継続している場合で，サプレッションプール浄化系が使用可能な場合※2。 

 

※1:格納容器内雰囲気放射線レベル(CAMS)で原子炉格納容器内のγ線

線量率が，設計基準事故相当のγ線線量率の10倍を超えた場合，又

は格納容器内雰囲気放射線レベル(CAMS)が使用できない場合に原子

炉圧力容器温度で300℃以上を確認した場合。 

※2:設備に異常がなく，電源，補機冷却水及び水源（復水貯蔵槽）が

確保されている場合。ただし，7号炉のサプレッションプール浄化系

ポンプ及びモータは空冷式の設備であるため，補機冷却水による冷

却が不要である。 

【1.10.2.1(1)b】 

 

②操作手順 

サプレッションプール浄化系による復水貯蔵槽を水源とした原子炉

格納容器頂部への注水手順については，「1.10.2.1(1)b.サプレッショ

ンプール浄化系による原子炉ウェル注水」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及び確

認者）及び現場運転員2名で作業を実施した場合，作業開始を判断して

からサプレッションプール浄化系による原子炉ウェル注水開始まで約
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40分で可能である。 

なお，一度原子炉格納容器トップヘッドフランジが冠水するまで注水

した後は，蒸発による水位低下を考慮して定期的に注水し，原子炉格納

容器トップヘッドフランジが冠水する水位を維持することにより，原子

炉格納容器トップヘッドフランジのシール部温度をシールの健全性を

保つことができる温度以下に抑えることが可能である。 

 

(2)サプレッション・チェンバを水源とした対応手順 

重大事故等が発生した場合において，サプレッション・チェンバを水源

とした原子炉圧力容器への注水，原子炉格納容器内の除熱及び代替循環冷

却系による除熱を行う手順を整備する。 

 

a.原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時のサプレッション・チェンバを水源

とした原子炉圧力容器への注水 

原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時のサプレッション・チェンバを水源

とした原子炉圧力容器への注水手段としては残留熱除去系がある。 

 

(a)原子炉隔離時冷却系による復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧力容器へ 

の注水（中央制御室操作） 

原子炉隔離時冷却系が健全な場合は，自動起動信号（原子炉水位低（レ

ベル 2若しくはレベル 1.5）又はドライウェル圧力高）による作動，又

は中央制御室からの手動操作により原子炉隔離時冷却系を起動し，サプ

レッション・チェンバを水源とした原子炉圧力容器への注水を実施する。 

    

①手順着着手の判断基準 

給水系，復水系による原子炉圧力容器への注水ができず，原子炉圧力

容器内の水位を原子炉水位低（レベル 3）以上に維持できない場合。 

【1.2.2.4(1)】 

 

   ②操作手順 

原子炉隔離時冷却系による復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧力容器

への注水手順（中央制御室操作）については「1.2.2.4(1)原子炉隔離時

冷却系による原子炉圧力容器への注水」にて整備する。 
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   ③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員 2名（操作者及び

確認者）にて操作を実施する。操作スイッチによる中央制御室からの遠

隔操作であるため，速やかに対応できる。 

 

(b)高圧炉心注水系による復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧力容器への注水 

高圧炉心注水系が健全な場合は，自動起動信号（原子炉水位低（レベ

ル 1.5）又はドライウェル圧力高）による作動，又は中央制御室からの

手動操作により高圧炉心注水系を起動し，サプレッション・チェンバを

水源とした原子炉圧力容器への注水を実施する。 

    

①手順着着手の判断基準 

給水系，復水系，原子炉隔離時冷却系による原子炉圧力容器への注水

ができず，原子炉圧力容器内の水位を原子炉水位低（レベル 3）以上に

維持できない場合。 

【1.2.2.4(2)】 

 

   ②操作手順 

高圧炉心注水系による復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧力容器への

注水手順については「1.2.2.4(2)高圧炉心注水系による原子炉圧力容器

への注水」にて整備する。 

  

   ③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員 2名（操作者及び

確認者）にて操作を実施する。操作スイッチによる中央制御室からの遠

隔操作であるため，速やかに対応できる。 

 

(c)残留熱除去系による原子炉圧力容器への注水 

残留熱除去系による原子炉圧力容器への注水については，残留熱除去

系が健全な場合に，自動起動（原子炉水位低（レベル1）又はドライウ

ェル圧力高）による作動，又は中央制御室からの手動操作により残留熱

除去系(低圧注水モード)を起動し，原子炉圧力容器へ注水する場合と，

全交流動力電源の喪失により常設の原子炉圧力容器への注水設備の注

水機能の喪失が起きた場合，常設代替交流電源設備により残留熱除去系

の電源を復旧し，原子炉補機冷却系又は代替原子炉補機冷却系により冷

却水を確保することで，残留熱除去系(低圧注水モード)にて原子炉圧力
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容器への注水を実施する場合がある。 

 

①手順着手の判断基準 

 ⅰ残留熱除去系が健全な場合の原子炉圧力容器への注水 

給水系，復水系，原子炉隔離時冷却系及び高圧炉心注水系による原

子炉圧力容器への注水ができず，原子炉圧力容器内の水位を原子炉水

位低（レベル 3）以上に維持できない場合。 

【1.4.2.3(1)】 

 

 ⅱ残留熱除去系電源復旧後の原子炉圧力容器への注水 

全交流動力電源喪失時，常設代替交流電源設備により非常用高圧母 

線C系又はD系の受電が完了し，残留熱除去系(低圧注水モード)が使用

可能な状態※1に復旧された場合。 

 

※1:設備に異常がなく，電源，補機冷却水及び水源(サプレッション・

チェンバ)が確保されている状態。 

【1.4.2.1(2)a.(a)】 

 

②操作手順 

残留熱除去系が健全な場合の原子炉圧力容器への注水手順について

は，「1.4.2.3(1)残留熱除去系（低圧注水モード）による原子炉圧力容

器への注水」，残留熱除去系電源復旧後の原子炉圧力容器への注水手順

については，「1.4.2.1(2)a.(a)残留熱除去系電源復旧後の原子炉圧力

容器への注水」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

 ⅰ残留熱除去系が健全な場合の原子炉圧力容器への注水 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及び

確認者）にて操作を実施する。操作スイッチによる中央制御室からの

遠隔操作であるため，速やかに対応できる。 

  

 ⅱ残留熱除去系電源復旧後の原子炉圧力容器への注水 

上記の操作は， 1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及

び確認者）にて作業を実施した場合，作業開始を判断してから残留熱

除去系(低圧注水モード)による原子炉圧力容器への注水開始まで15分

以内で可能である。 
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なお，プラント停止中の運転員の体制においては，中央制御室対応は

当直副長の指揮のもと中央制御室運転員1名にて作業を実施する。 

 

b.サプレッション・チェンバを水源とした原子炉格納容器内の除熱 

  サプレッション・チェンバを水源とした原子炉格納容器内の除熱手段と

しては残留熱除去系がある。 

 

(a)残留熱除去系による原子炉格納容器の除熱 

残留熱除去系による原子炉格納容器の除熱については，残留熱除去系

（格納容器スプレイ冷却モード）が健全な場合に，中央制御室からの手

動操作により残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却モード）を起動する

場合と，全交流動力電源の喪失により常設の原子炉格納容器冷却設備に

よる冷却機能の喪失が起きた場合，常設代替交流電源設備により残留熱

除去系(格納容器スプレイ冷却モード)の電源を復旧し，原子炉補機冷却

系又は代替原子炉補機冷却系により冷却水を確保することで，残留熱除

去系(格納容器スプレイ冷却モード)にて格納容器スプレイを実施する

場合がある。 

スプレイ作動後は原子炉格納容器内の圧力が負圧とならないように，

スプレイ流量の調整又はスプレイの起動/停止を行う。 

 

①手順着手の判断基準 

ⅰ残留熱除去系が健全な場合の原子炉格納容器の除熱 

格納容器スプレイ起動の判断基準に到達した場合※1。 

 

※1:｢格納容器スプレイ起動の判断基準に到達｣とは，格納容器内

圧力(D/W)，ドライウェル雰囲気温度，サプレッション・チェ

ンバ気体温度又はサプレッション・チェンバ・プール水位指

示値が，格納容器スプレイ起動の判断基準に達した場合。 

【1.6.2.3(1)】 

 

ⅱ残留熱除去系電源復旧後の原子炉格納容器の除熱（炉心損傷前） 

全交流動力電源喪失時，常設代替交流電源設備により非常用高圧 

母線D系の受電が完了し，残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却モー

ド)が使用可能な状態※1に復旧された場合で，代替格納容器スプレイ

起動の判断基準に到達した場合※2。 
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※1:設備に異常がなく，電源，補機冷却水及び水源(サプレッショ

ン・チェンバ)が確保されている状態。 

※2:｢代替格納容器スプレイ起動の判断基準に到達｣とは，格納容器

内圧力(D/W)，ドライウェル雰囲気温度，サプレッション・チェ

ンバ気体温度又はサプレッション・チェンバ・プール水位指示

値が，代替格納容器スプレイ起動の判断基準に達した場合。 

【1.6.2.1(2)a.(a)】 

 

ⅲ残留熱除去系電源復旧後の原子炉格納容器の除熱（炉心損傷後） 

炉心損傷を判断した場合※1において，常設代替交流電源設備によ

り非常用高圧母線D系の受電が完了し，残留熱除去系(格納容器スプ

レイ冷却モード)が使用可能な状態※2に復旧された場合で，代替格納

容器スプレイ起動の判断基準に到達した場合※3。 

 

※1:格納容器内雰囲気放射線レベル(CAMS)で原子炉格納容器内の

γ線線量率が，設計基準事故相当のγ線線量率の10倍を超え

た場合，又は格納容器内雰囲気放射線レベル(CAMS)が使用で

きない場合に原子炉圧力容器温度で300℃以上を確認した場

合。 

※2:設備に異常がなく，電源，補機冷却水及び水源(サプレッショ

ン・チェンバ)が確保されている状態。 

※3:｢代替格納容器スプレイ起動の判断基準に到達｣とは，格納容

器内圧力指示値が，代替格納容器スプレイ起動の判断基準に

達した場合。 

【1.6.2.2(2)a.(a)】 

 

②操作手順 

残留熱除去系が健全な場合の原子炉格納容器の除熱手順については，

「1.6.2.3(1)残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却モード）による格納

容器除熱」，残留熱除去系電源復旧後の原子炉格納容器の除熱（炉心損

傷前）手順については，「1.6.2.1(2)a.(a)残留熱除去系電源復旧後の

格納容器除熱」，残留熱除去系電源復旧後の原子炉格納容器の除熱（炉

心損傷後）手順については，「1.6.2.2(2)a.(a)残留熱除去系電源復旧

後のサプレッション・チェンバ・プール水除熱」にて整備する。 
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③操作の成立性 

ⅰ残留熱除去系が健全な場合の原子炉格納容器の除熱 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及

び確認者）にて操作を実施する。操作スイッチによる遠隔操作であ

るため，速やかに対応できる。 

 

ⅱ残留熱除去系電源復旧後の原子炉格納容器の除熱（炉心損傷前） 

ⅲ残留熱除去系電源復旧後の原子炉格納容器の除熱（炉心損傷後） 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及

び確認者）にて作業を実施し，作業開始を判断してから残留熱除去

系(B)(格納容器スプレイ冷却モード)による格納容器スプレイ開始

まで15分以内で可能である。 

 

(b)残留熱除去系電源復旧後のサプレッション・チェンバ・プール水除熱 

残留熱除去系電源復旧後のサプレッション・チェンバ・プール水の除

熱については，残留熱除去系（S/P水冷却モード）が健全な場合に，中

央制御室からの手動操作により残留熱除去系（S/P水冷却モード）を起

動する場合と，全交流動力電源の喪失により残留熱除去系によるS/P水

除熱機能の喪失が起きた場合，常設代替交流電源設備により残留熱除去

系(S/P水冷却モード)の電源を復旧し，原子炉補機冷却系又は代替原子

炉補機冷却系により冷却水を確保することで，残留熱除去系(S/P水冷却

モード)にてS/P水の除熱を実施する場合がある。 

 

①手順着手の判断基準 

 ⅰ残留熱除去系が健全な場合のサプレッション・チェンバ・プール  

水の除熱 

下記のいずれかの状態に該当した場合。 

・逃がし安全弁開固着 

・サプレッション・チェンバ・プール水の温度が規定温度以上 

・サプレッション・チェンバの気体温度が規定温度以上 

【1.6.2.3(2)】 

 

 ⅱ残留熱除去系電源復旧後のサプレッション・チェンバ・プール  

水除熱（炉心損傷前） 

全交流動力電源喪失時，常設代替交流電源設備により非常用高圧

母線C系又はD系の受電が完了し，残留熱除去系(サプレッション･チ
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ェンバ･プール水冷却モード)が使用可能な状態※1に復旧された場合。 

 

※1:設備に異常がなく，電源，補機冷却水及び水源(サプレッショ

ン・チェンバ)が確保されている状態。 

【1.6.2.1(2)a.(b)】 

    ⅲ残留熱除去系電源復旧後のサプレッション・チェンバ・プール水除

熱（炉心損傷後） 

 炉心損傷を判断した場合※1において，常設代替交流電源設備によ

り非常用高圧母線C系又はD系の受電が完了し，残留熱除去系(サプレ

ッション･チェンバ･プール水冷却モード)が使用可能な状態※2に復

旧された場合。 

 

※1:格納容器内雰囲気放射線レベル(CAMS)で原子炉格納容器内の

γ線線量率が，設計基準事故相当のγ線線量率の10倍を超え

た場合，又は格納容器内雰囲気放射線レベル(CAMS)が使用で

きない場合に原子炉圧力容器温度で300℃以上を確認した場

合。 

※2:設備に異常がなく，電源，補機冷却水及び水源(サプレッショ

ン・チェンバ)が確保されている状態。 

【1.6.2.2(2)a.(b)】 

 

②操作手順 

残留熱除去系が健全な場合のサプレッション・チェンバ・プール  

水の除熱手順については，「1.6.2.3(2) 残留熱除去系（サプレッショ

ン・チェンバ・プール水冷却モード）によるサプレッション・チェンバ・

プール水除熱」，残留熱除去系電源復旧後のサプレッション・チェンバ・

プールを水源とした原子炉格納容器内の除熱手順については，

「1.6.2.1(2)a.(b)残留熱除去系電源復旧後のサプレッション・チェン

バ・プール水除熱」及び「1.6.2.2(2)a.(b)残留熱除去系電源復旧後の

サプレッション・チェンバ・プール水除熱」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

 ⅰ残留熱除去系が健全な場合のサプレッション・チェンバ・プール  

水の除熱 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及

び確認者）にて操作を実施する。操作スイッチによる遠隔操作であ
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るため，速やかに対応できる。 

 

 ⅱ残留熱除去系電源復旧後のサプレッション・チェンバ・プール  

水除熱（炉心損傷前） 

    ⅲ残留熱除去系電源復旧後のサプレッション・チェンバ・プール水除

熱（炉心損傷後） 

上記の操作は，１ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者 

及び確認者）にて作業を実施し，作業開始を判断してから残留熱除

去系(A)(S/P水冷却モード)による格納容器スプレイ開始まで15分以

内で可能である。 

 

c.サプレッション・チェンバを水源とした代替循環冷却系を用いた除熱 

 サプレッション・チェンバを水源とした代替循環冷却系を用いた除熱

手段については，代替循環冷却系がある。 

 

(a)代替循環冷却系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，復水補給水系を用いた代

替循環冷却系の運転により，原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下さ

せることで原子炉格納容器の過圧破損を防止する。 

 

①手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※1において，残留熱除去系の復旧に見込みが

なく※2格納容器除熱が困難な状況で，復水補給水系が使用可能※3でかつ，

代替原子炉補機冷却系による冷却水供給が可能な場合。 

 

※1:格納容器内雰囲気放射線レベル(CAMS)で原子炉格納容器内のγ

線線量率が，設計基準事故相当の γ 線線量率の 10 倍を超えた

場合，又は格納容器内雰囲気放射線レベル(CAMS)が使用できな

い場合に原子炉圧力容器温度で 300℃以上を確認した場合。 

※2:設備に故障が発生した場合，又は駆動に必要な電源若しくは補

機冷却水が確保できない場合。 

※3:設備に異常がなく，電源及び水源（サプレッション・チェンバ）

が確保されている場合。 

【1.7.2.1(1)c.ⅰ】 
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②操作手順 

代替循環冷却系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱手順につい

ては，「1.7.2.1(1)c.ⅰ.代替循環冷却系による原子炉格納容器内の減

圧及び除熱」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及び確 

認者），現場運転員4名にて作業を実施し，作業開始を判断してから代

替循環冷却系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱開始まで約90分

で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明  

及び通信連絡設備を整備する。 

 

(b)代替循環冷却系使用時における代替原子炉補機冷却系による補機冷 

却水確保 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，復水補給水系を用いた代

替循環冷却運転により，原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させる

ことで原子炉格納容器の過圧破損を防止する。 

 

①手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断※1した場合に，代替循環冷却系設備を使用する場合。 

 

※1:格納容器内雰囲気放射線レベル(CAMS)で原子炉格納容器内のγ

線線量率が，設計基準事故相当のγ線線量率の10倍を超えた場

合，又は格納容器内雰囲気放射線レベル(CAMS)が使用できない

場合に原子炉圧力容器温度で300℃以上を確認した場合。 

【1.7.2.1(1)c.ⅱ】 

 

②操作手順 

代替循環冷却系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱手順につい

ては，「1.7.2.1(1)c. ⅱ. 代替循環冷却系使用時における代替原子炉

補機冷却系による補機冷却水確保」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及び確

認者），現場運転員2名及び緊急時対策要員13名にて作業を実施した場
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合，作業開始を判断してから運転員操作の系統構成完了まで約45分，緊

急時対策要員操作の補機冷却水供給開始まで約9時間で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。また，速やかに作業が開始できるよう，使

用する資機材は作業場所近傍に配備する。 

(3)防火水槽を水源とした対応手順 

重大事故等が発生した場合において，防火水槽を水源とした原子炉圧力容

器への注水，原子炉格納容器内の冷却，フィルタ装置への補給，原子炉格納

容器下部への注水，原子炉格納容器頂部への注水及び使用済燃料プールへの

注水/スプレイを行う手順を整備する。 

 

a.防火水槽を水源とした可搬型代替注水ポンプによる送水(淡水/海水) 

原子炉圧力容器への注水，原子炉格納容器内の冷却，原子炉格納容器下

部への注水，原子炉格納容器頂部への注水及び使用済燃料プールの冷却に

用いる常設の設備が使用できない場合に可搬型代替注水ポンプ(A-1級又

はA-2級)による各種注水を行う。また，フィルタ装置のフィルタ装置の水

位が低下した場合に可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による補給を行う。 

本手順では緊急時対策要員による水源特定，可搬型代替注水ポンプ(A-1

級又はA-2級)の配置，建屋及びスクラバ接続口までのホース接続及び可搬

型代替注水ポンプ(A-1級又はA-2級)による送水までの手順を整備し，建屋

及びスクラバ接続口から注水等が必要な箇所までの操作手順については

各条文にて整備する。(手順のリンク先については，1.13.2.1(3)b.～

1.13.2.1(3)g.に示す。) 

可搬型代替注水ポンプ(A-1級又はA-2級)の水源は，防火水槽(淡水)を優

先して使用する。淡水による各種注水が枯渇等により継続できないおそれ

がある場合は海水による各種注水に切り替えるが，防火水槽を経由して注

水が必要な箇所へ送水することにより，各種注水を継続しながら淡水から

海水への切り替えが可能である。ただし，フィルタ装置への補給は，防火

水槽3基(そのうち1基は予備)を水源とした淡水補給のみとする。なお，防

火水槽への淡水補給は，「1.13.2.2(2)a.淡水貯水池から防火水槽への補

給」及び「1.13.2.2(2)b.淡水タンクから防火水槽への補給」の手順にて，

防火水槽への海水補給は，「1.13.2.2(2)c.海から防火水槽への補給」の

手順にて実施する。 

水源特定/可搬型代替注水ポンプ(A-1級又はA-2級)配置/建屋及びスク

ラバ接続口までのホース接続/送水の一連の流れはどの対応においても同

じであり，水源から建屋及びスクラバ接続口までの距離により配置，台数，
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ホース数量が決まる。なお，水源と建屋及びスクラバ接続口の選択は，水

源と建屋及びスクラバ接続口の距離が最短となる組み合わせを優先して

選択する。（可搬型スプレイヘッダを使用した燃料プール代替注水につい

ては，送水先が建屋接続口だけでなく原子炉建屋内に敷設したホースに接

続する手段もある。） 

 

(a)手順着手の判断基準 

復水貯蔵槽又はサプレッション・チェンバを水源とした原子炉圧力容

器への注水等の各種注水/補給ができない場合。また，フィルタ装置の

水位が通常水位を下回ると判断した場合。 

 

(b)操作手順 

可搬型代替注水ポンプ(A-1級又はA-2級)による送水手順の概略は以

下のとおり。概要図を図1.13.2に，タイムチャートを図1.13.3に示す。 

①緊急時対策本部は，プラントの被災状況に応じて可搬型代替注水ポ

ンプ(A-1 級又は A-2 級)による各種注水/補給を行うことを決定し，

各種注水/補給のための建屋及びスクラバ接続口の場所及び可搬型

代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)の配置箇所を決定する。 

②緊急時対策要員は，指示を受けた配置箇所へ可搬型代替注水ポンプ

(A-1 級又は A-2 級)を移動させる。 

③緊急時対策要員は，水源※1から建屋及びスクラバ接続口までのホー

ス敷設，系統構成を行う。 

④緊急時対策要員は，緊急時対策本部に可搬型代替注水ポンプ(A-1 級

又は A-2 級)による送水準備完了を報告する。 

⑤緊急時対策要員は，緊急時対策本部の指示を受け，可搬型代替注水

ポンプ(A-1 級又は A-2 級)を起動し注水/補給を実施する。注水/補

給中は可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)付きの圧力計で圧

力を確認しながら可搬型代替注水ポンプを操作する。 

 

※1 海水取水時には，ホース先端にストレーナを取り付け，海面より

低く着底しない位置に取水部分を固定することにより，ホースへ

の異物の混入を防止する。 

 

(c)操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり可搬型代替注水ポンプ(A-1級又はA-2

級)1台の操作を緊急時対策要員2名にて実施した場合，作業開始を判断
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してから送水開始まで，建屋近傍の防火水槽を用いることによりSFP接

続口，スクラバ接続口及びウェル接続口に接続した場合において約80分

で可能である。 

また，1ユニット当たり可搬型代替注水ポンプ(A-1級又はA-2級)2台又

は3台の操作を緊急時対策要員3名にて実施した場合，作業開始を判断し

てから送水開始まで，建屋近傍の防火水槽を用いることによりMUWC接続

口，SFP接続口に接続した場合において約95分で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。可搬型代替注水ポンプ(A-1級又はA-2級)か

らのホースの接続は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確

保していることから，容易に操作可能である。 

構内のアクセス状況を考慮して防火水槽から送水先へホースを敷設

し，移送ルートを確保する。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，

暗闇における作業性についても確保している。 

(添付資料1.13.3-1) 

 

b.原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時の防火水槽を水源とした原子炉圧力

容器への注水 

  原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時の防火水槽を水源とした原子炉圧

力容器への注水手段としては，低圧代替注水系（可搬型）がある。 

 

(a)低圧代替注水系（可搬型）による防火水槽を水源とした原子炉圧力容 

器への注水 

低圧代替注水系（可搬型）による防火水槽を水源とした原子炉圧力容 

器への注水については，常設の原子炉圧力容器への注水設備，低圧代替

注水系(常設)，消火系の注水機能が喪失した場合に，低圧代替注水系（可

搬型）により原子炉圧力容器への注水する場合と，炉心の著しい損傷，

溶融が発生した場合において，原子炉圧力容器内に溶融炉心が残存した

場合に，低圧代替注水により原子炉圧力容器へ注水することで残存溶融

炉心を冷却し，原子炉圧力容器から原子炉格納容器への放熱量を抑制す

る場合と，炉心の著しい損傷が発生した場合，溶融炉心の原子炉格納容

器下部への落下を遅延又は防止するため原子炉圧力容器へ注水する場

合がある。 
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①手順着手の判断基準 

ⅰ常設の原子炉圧力容器への注水設備，低圧代替注水系(常設)，消火系

の注水機能喪失時の低圧代替注水系(可搬型)による原子炉圧力容器

への注水 

常設の原子炉圧力容器への注水設備，低圧代替注水系(常設)，消火

系により原子炉圧力容器への注水ができず，原子炉圧力容器内の水位

を原子炉水位低(レベル3)以上に維持できない場合において，低圧代替

注水系(可搬型)及び注入配管が使用可能な場合※1。 

 

※1:設備に異常がなく，燃料及び水源(防火水槽又は淡水貯水池)が

確保されている場合。 

【1.4.2.1(1)a.(b)】 

 

ⅱ残存溶融炉心の冷却のための低圧代替注水系(可搬型)による原子炉

圧力容器への注水 

原子炉圧力容器の破損によるパラメータの変化※1により原子炉圧力

容器の破損を判断した場合において，低圧代替注水系(常設)及び消火

系が使用できず，低圧代替注水系(可搬型)による原子炉圧力容器への

注水が可能な場合※2。 

 

※1:｢原子炉圧力容器の破損によるパラメータの変化｣は，原子炉

圧力指示値の低下，格納容器内圧力指示値の上昇，ドライウ

ェル雰囲気温度指示値の上昇により確認する。 

※2:原子炉格納容器スプレイ及び原子炉格納容器下部への注水に

必要な流量(140m3/h，35～70 m3/h)が確保され，更に低圧代替 

注水系(可搬型)により原子炉圧力容器への注水に必要な流量

(30m3/h)が確保できる場合。 

なお，十分な注水流量が確保できない場合には溶融炉心の冷却を 

優先し効果的な注水箇所を選択する。 

【1.4.2.1(3)a.(c)】 

 

ⅲ溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下を遅延又は防止するため

の低圧代替注水系（可搬型）による原子炉圧力容器への注水 

全交流動力電源喪失により，低圧代替注水系(常設)及び消火系によ

る原子炉圧力容器への注水ができない場合において，低圧代替注水系

(可搬型)が使用可能な場合※1。 
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※1:設備に異常がなく，常設代替交流電源設備又は可搬型代替交

流電源設備により注水に必要な電源が確保され，かつ燃料及

び水源(防火水槽又は淡水貯水池)が確保されている場合。 

【1.8.2.2(1)b.】 

 

②操作手順 

常設の原子炉圧力容器への注水設備，低圧代替注水系(常設)，消火系

の注水機能喪失時の低圧代替注水系(可搬型)による原子炉圧力容器へ

の注水手順については，「1.4.2.1(1)a.(b)低圧代替注水系(可搬型)に

よる原子炉圧力容器への注水(淡水/海水)」，残存溶融炉心の冷却のた

めの低圧代替注水系(可搬型)による原子炉圧力容器への注水手順につ

いては，「1.4.2.1(3)a.(c)低圧代替注水系(可搬型)による残存溶融炉

心の冷却による原子炉圧力容器への注水(淡水/海水)」，溶融炉心の原

子炉格納容器下部への落下を遅延又は防止するための低圧代替注水系

（可搬型）による原子炉圧力容器への注水手順については，

「1.8.2.2(1)b.低圧代替注水系(可搬型)による原子炉圧力容器への注

水(淡水/海水)」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及び確

認者），現場運転員2名及び緊急時対策要員3名にて作業を実施した場合，

作業開始を判断してから低圧代替注水系(可搬型)による原子炉圧力容

器への注水開始まで残留熱除去系(B)又は残留熱除去系(A)のいずれの

注入配管を使用した場合においても約95分で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。可搬型代替注水ポンプ(A-2級)からのホー

スの接続は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保してい

ることから，容易に実施可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，

暗闇における作業性についても確保している。 

 

c.防火水槽を水源とした原子炉格納容器内の冷却 

防火水槽を水源とした原子炉格納容器内の冷却手段としては可搬型代

替注水ポンプ（A-2級）による格納容器スプレイ（淡水／海水）がある。 
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(a)可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による防火水槽を水源とした原子炉 

格納容器冷却 

残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却モード)，代替格納容器スプレイ

冷却系及び消火系による原子炉格納容器内の冷却機能の喪失が起きた

場合，可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による格納容器スプレイを実施す

る。 

スプレイ作動後は原子炉格納容器内の圧力が負圧とならないように，

スプレイ流量の調整又はスプレイの起動/停止を行う。 

なお，本手順はプラント状況により可搬型代替注水ポンプ(A-2級)の

接続先を複数ある接続口から任意に選択できる構成としている。 

 

①手順着手の判断基準 

ⅰ可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による格納容器スプレイ 

(淡水/海水)（炉心損傷前） 

残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却モード)，代替格納容器スプレ

イ冷却系及び消火系による格納容器スプレイができない場合において，

可搬型代替注水ポンプ(A-2級)が使用可能な場合※1で，代替格納容器ス

プレイ起動の判断基準に到達した場合※2。 

 

※1:設備に異常がなく，燃料及び水源(防火水槽)が確保されてい

る場合。 

※2:｢代替格納容器スプレイ起動の判断基準に到達｣とは，格納容

器内圧力(D/W)，ドライウェル雰囲気温度，サプレッション・

チェンバ気体温度又はサプレッション・チェンバ・プール水

位指示値が，代替格納容器スプレイ起動の判断基準に達した

場合。 

【1.6.2.1(1)a.(c)】 

 

ⅱ可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による格納容器スプレイ 

(淡水/海水)（炉心損傷後）  

炉心損傷を判断した場合※1において，残留熱除去系(格納容器スプレ

イ冷却モード)，代替格納容器スプレイ冷却系及び消火系による格納容

器スプレイができず，可搬型代替注水ポンプ(A-2級)が使用可能な場合
※2で，代替格納容器スプレイ起動の判断基準に到達した場合※3。 

 

※1:格納容器内雰囲気放射線レベル(CAMS)で原子炉格納容器内の



1.13-50 

γ線線量率が，設計基準事故相当のγ線線量率の10倍を超え

た場合，又は格納容器内雰囲気放射線レベル(CAMS)が使用で

きない場合に原子炉圧力容器温度で300℃以上を確認した場

合。 

※2:設備に異常がなく，燃料及び水源(防火水槽)が確保されてい

る場合。 

※3:｢代替格納容器スプレイ起動の判断基準に到達｣とは，格納容

器内圧力，ドライウェル雰囲気温度又は原子炉圧力容器下鏡

部温度指示値が，代替格納容器スプレイ起動の判断基準に達

した場合。 

【1.6.2.2(1)a.(c)】 

 

②操作手順 

可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による防火水槽を水源とした原子炉 

格納容器内の冷却手順については，「1.6.2.1(1)a.(c)可搬型代替注水

ポンプ (A-2 級 )による格納容器スプレイ (淡水 /海水 )」及び

「1.6.2.2(1)a.(c)可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による格納容器スプ

レイ(淡水/海水)」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及び確

認者），現場運転員2名及び緊急時対策要員3名にて作業を実施した場合，

作業開始を判断してから可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による格納容器

スプレイ開始まで約95分で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。可搬型代替注水ポンプ(A-2級)からのホー

スの接続は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保してい

ることから，容易に実施可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いること 

で，暗闇における作業性についても確保している。 

 

d.防火水槽を水源としたフィルタ装置への補給 

  防火水槽を水源としたフィルタ装置への補給手段としては可搬型代替

注水ポンプ（A-2級）によるフィルタ装置水位調整がある。 
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(a)可搬型代替注水ポンプ（A-2級）によるフィルタ装置水位調整(水張り)

（交流動力電源が健全である場合） 

残留熱除去系の機能が喪失し，最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能

が喪失した場合，フィルタ装置又は代替フィルタ装置により最終ヒート

シンク（大気）へ熱を輸送する。 

フィルタ装置の水位が通常水位を下回り下限水位に到達する前に，フ

ィルタ装置補給水ラインからフィルタ装置へ水張りを実施する。 

 

①手順着手の判断基準 

フィルタ装置の水位が通常水位を下回ると判断した場合。 

【1.5.2.1(1)a.ⅳ】 

【1.5.2.1(1)b.ⅲ】 

【1.7.2.1(1)a.ⅲ】 

【1.7.2.1(1)b.ⅲ】 

②操作手順 

防火水槽を水源としたフィルタ装置のフィルタ装置水位調整(水張

り)手順については，「1.5.2.1(1)a.ⅳ.フィルタ装置水位調整(水張り)」

にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり緊急時対策要員4名にて作業を実施し

た場合，作業開始を判断してから水源と送水ルートの特定～可搬型代替

注水ポンプ(A-2級)の配備～送水準備～フィルタ装置補給用接続口使用

による可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による注水開始まで約80分，フィ

ルタ装置水位調整(水張り)を約50分，計約130分で可能である。 

炉心損傷がない状況下での原子炉格納容器装置であることから，本操

作における作業エリアの被ばく線量率は低く，作業は可能である。 

炉心損傷状況下における本操作は，原子炉格納容器装置実施から25時

間後以降に行うことから，大気中に放出された放射性物質から受ける放

射線量は低下しているため，作業可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明  

及び通信連絡設備を整備する。 

 

(b)可搬型代替注水ポンプ（A-2級）によるフィルタ装置水位調整(水張り)

（全交流動力電源喪失時の場合） 

残留熱除去系の機能が喪失し，最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能
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が喪失した場合，フィルタ装置又は代替フィルタ装置により最終ヒート

シンク（大気）へ熱を輸送する。 

フィルタ装置の水位が通常水位を下回り下限水位に到達する前に，フ

ィルタ装置補給水ラインからフィルタ装置へ水張りを実施する。 

 

①手順着手の判断基準 

フィルタ装置の水位が通常水位を下回ると判断した場合。 

【1.5.2.1(2)a.ⅲ】 

【1.5.2.1(2)b.ⅲ】 

【1.7.2.1(2)a.ⅲ】 

【1.7.2.1(2)b.ⅲ】 

 

②操作手順 

防火水槽を水源としたフィルタ装置のフィルタ装置水位調整(水張

り)手順については，「1.7.2.1(1)a.ⅲ.フィルタ装置水位調整(水張り)」

にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり緊急時対策要員4名にて作業を実施し

た場合，作業開始を判断してから水源と送水ルートの特定～可搬型代替

注水ポンプ(A-2級)の配備～送水準備～フィルタ装置補給用接続口使用

による可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による注水開始まで約80分，フィ

ルタ装置水位調整(水張り)を約50分，計約130分で可能である。 

炉心損傷がない状況下での原子炉格納容器装置であることから，本操

作における作業エリアの被ばく線量率は低く，作業は可能である。 

炉心損傷状況下における本操作は，原子炉格納容器装置実施から25時

間後以降に行うことから，大気中に放出された放射性物質から受ける放

射線量は低下しているため，作業可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明  

及び通信連絡設備を整備する。 

 

e.防火水槽を水源とした原子炉格納容器下部への注水 

  防火水槽を水源とした原子炉格納容器下部への注水手段としては格納

容器下部注水系(可搬型)がある。 

 

 



1.13-53 

   (a)格納容器下部注水系(可搬型)による防火水槽を水源とした原子炉格納

容器下部への注水 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，格納容器下部注水系(常

設)による原子炉格納容器下部への注水機能が喪失した場合，原子炉格

納容器の損傷を防止するため格納容器下部注水系(可搬型)により原子

炉格納容器の下部に落下した溶融炉心の冷却を実施する。 

炉心損傷の進展により原子炉圧力容器が破損に至る可能性がある場

合において，あらかじめ原子炉格納容器下部への初期水張りを実施する。 

また，原子炉圧力容器破損後は，原子炉格納容器の下部に落下した溶

融炉心を冠水冷却するため，原子炉格納容器下部への注水を継続する。

その際の注水流量は，原子炉格納容器内の減圧及び除熱操作時にサプレ

ション・チェンバ・プールの水位が外部水源注水制限に到達しないよう

に崩壊熱相当の流量とする。 

なお，本手順はプラント状況により復水補給水系外部接続口及び消火

系連結送水口を任意に選択できる構成としている。 

 

①手順着手の判断基準 

原子炉格納容器下部への初期水張りの判断基準 

・損傷炉心の冷却が未達成の場合※1で，格納容器下部注水系(常設) 及

び消火系による原子炉格納容器下部への注水ができず，格納容器下

部注水系(可搬型)が使用可能な場合※2。 

 

原子炉圧力容器破損後の原子炉格納容器下部への注水操作の判断基準 

・原子炉圧力容器の破損の徴候※3 及び破損によるパラメータの変化※4

により原子炉圧力容器の破損を判断した場合で，格納容器下部注水

系(常設)，消火系による原子炉格納容器下部への注水ができず，格

納容器下部注水系(可搬型)が使用可能な場合※2。 

 

※1:｢損傷炉心の冷却が未達成｣は，原子炉圧力容器下鏡部温度指

示値が 300℃に達した場合。 

※2:設備に異常がなく，燃料及び水源(防火水槽)が確保されてい

る場合。 

※3:｢原子炉圧力容器の破損の徴候｣は，原子炉圧力容器内の水位

の低下，制御棒の位置表示の喪失数増加，原子炉圧力容器下

鏡部温度指示値の喪失数増加により確認する。 

※4:｢原子炉圧力容器の破損によるパラメータの変化｣は，原子炉
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圧力容器内の圧力の低下，原子炉格納容器内の圧力の上昇，

原子炉格納容器内の温度の上昇により確認する。 

【1.8.2.1(1)b】 

 

②操作手順 

格納容器下部注水系(可搬型)による防火水槽を水源とした原子炉格

納容器下部への注水手順については，「1.8.2.1(1)b.格納容器下部注水

系(可搬型)によるデブリ冷却(淡水/海水)」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及び確

認者），現場運転員4名及び緊急時対策要員3名にて作業を実施した場合，

作業開始を判断してから原子炉格納容器下部への初期水張り開始を確

認するまで約95分で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。可搬型代替注水ポンプ(A-2級)からのホー

スの接続は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保してい

ることから，容易に実施可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，

暗闇における作業性についても確保している。 

 

f.防火水槽を水源とした原子炉格納容器頂部への注水 

防火水槽を水源とした原子炉格納容器頂部への注水手段としては，格納

容器頂部注水系がある。 

 

(a)格納容器頂部注水系による原子炉ウェル注水(淡水/海水) 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉建屋の水素爆発を

防止するため，防火水槽又は淡水貯水池を水源として格納容器頂部注水

系により原子炉ウェルへ注水することで原子炉格納容器頂部を冷却し，

原子炉格納容器から原子炉建屋への水素ガス漏えいを抑制する。 

 

①手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※1において，原子炉格納容器内の温度上昇が

継続している場合で，格納容器頂部注水系が使用可能な場合※2。 

 

※1:格納容器内雰囲気放射線レベル(CAMS)で原子炉格納容器内のγ
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線線量率が，設計基準事故相当のγ線線量率の10倍を超えた場

合，又は格納容器内雰囲気放射線レベル(CAMS)が使用できない

場合に原子炉圧力容器温度で300℃以上を確認した場合。 

※2:設備に異常がなく，燃料及び水源（防火水槽）が確保されてい

る場合。 

【1.10.2.1(1)a】 

 

②操作手順 

格納容器下部注水系による防火水槽を水源とした原子炉格納容 器

頂部への注水手順については，「1.10.2.1(1)a.格納容器頂部注水系に

よる原子炉ウェル注水(淡水/海水)」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員1名及び緊急時対策

要員2名で作業を実施した場合，作業開始を判断してから格納容器頂部

注水系による原子炉ウェル注水開始まで約80分で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路の確保，放射線防護具及び通信連

絡設備を整備する。可搬型代替注水ポンプ(A-2級)からのホースの接続

は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保していることか

ら，容易に実施可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，

暗闇における作業性についても確保している。 

なお，一度原子炉格納容器トップヘッドフランジが冠水するまで注水

した後は，蒸発による水位低下を考慮して定期的に注水し，原子炉格納

容器トップヘッドフランジが冠水する水位を維持することにより，原子

炉格納容器トップヘッドフランジのシール部温度をシールの健全性を

保つことができる温度以下に抑えることが可能である。 

 

g.防火水槽を水源とした使用済燃料プールへの注水/スプレイ 

防火水槽を水源とした使用済燃料プールへの注水/スプレイ手段とし 

ては，燃料プール代替注水系(可搬型)がある。 

 

(a)燃料プール代替注水系(可搬型)による常設スプレイヘッダを使用し 

た使用済燃料プール注水 

使用済燃料プールの冷却機能又は注水機能の喪失，又は使用済燃料プ

ールの小規模な水の漏えいが発生した場合に，防火水槽を水源として可
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搬型代替注水ポンプにより使用済燃料プールへ注水を行う。 

可搬型代替注水ポンプ(A-1級)1台又は(A-2級)1台により，常設スプレ

イヘッダを使用した使用済燃料プールへの注水が可能である。 

可搬型代替注水ポンプ(A-1級)及び(A-2級)で送水が可能となるよう

準備を行うが，可搬型代替注水ポンプ(A-1級)の準備ができない場合に

は，可搬型代替注水ポンプ(A-2級)で常設スプレイヘッダを使用した使

用済燃料プールへの注水を実施する。 

 

①手順着手の判断基準 

以下のいずれかの状況に至った場合。 

・燃料プール水位低警報又は燃料プール温度高警報が発生した場合。 

・使用済燃料プールの冷却機能又は注水機能が喪失し，復旧が見込め

ない場合。 

【1.11.2.1(1)a】 

 

②操作手順 

燃料プール代替注水系(可搬型)による防火水槽を水源とした使用済燃

料プールへの注水/スプレイ手順については，「1.11.2.1(1)a.燃料プール

代替注水系(可搬型)による常設スプレイヘッダを使用した使用済燃料

プール注水(淡水/海水)」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員1名及び緊急時対策

要員2名にて作業を実施した場合，作業開始を判断してから使用済燃料

プールへの注水開始まで80分以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。可搬型代替注水ポンプからのホースの接続

は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保していることか

ら，容易に実施可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，

暗闇における作業性についても確保している。 

 

(b)燃料プール代替注水系(可搬型)による可搬型スプレイヘッダを使用 

した使用済燃料プール注水 

使用済燃料プールの冷却機能又は注水機能の喪失，又は使用済燃料プ

ールの小規模な水の漏えいが発生した場合に，使用済燃料プール代替注
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水系による使用済燃料プールへの注水を行う。 

可搬型代替注水ポンプ(A-1級)1台又は(A-2級)1台により，可搬型スプ

レイヘッダを使用した使用済燃料プールへの注水が可能である。 

可搬型代替注水ポンプ(A-1級)及び(A-2級)で送水が可能となるよう

準備を行うが，可搬型代替注水ポンプ(A-1級)の準備ができない場合に

は，可搬型代替注水ポンプ(A-2級)で可搬型スプレイヘッダより使用済

燃料プールへの注水を実施する。 

 

①手順着手の判断基準 

以下のいずれかの状況に至り，常設スプレイヘッダを使用した使用済

燃料プールへの注水ができない場合。 

・燃料プール水位低警報又は燃料プール温度高警報が発生した場合。 

・使用済燃料プールの冷却機能又は注水機能が喪失し，復旧が見込め

ない場合。 

【1.11.2.1(1)b】 

 

②操作手順 

燃料プール代替注水系(可搬型)による防火水槽を水源とした使用済燃

料プールへの注水/スプレイ手順については，「1.11.2.1(1)b.燃料プール

代替注水系(可搬型)による可搬型スプレイヘッダを使用した使用済燃

料プール注水(淡水/海水)」にて整備する。  

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1 ユニット当たり中央制御室運転員 1 名，現場運転員

2 名及び緊急時対策要員 2 名にて作業を実施した場合，作業開始を判断

してから使用済燃料プールへの注水開始までの所要時間は以下のとお

り。 

SFP 接続口(原子炉建屋南側)使用の場合:約 80 分 

原子炉建屋大物搬入口からの接続の場合:約 90 分 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。また，速やかに作業が開始できるよう，使

用する資機材は作業場所近傍に配備する。可搬型代替注水ポンプからの

ホースの接続は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保し

ていることから，容易に実施可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，

暗闇における作業性についても確保している。 
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(c)燃料プール代替注水系(可搬型)による常設スプレイヘッダを使用し 

た使用済燃料プールスプレイ 

使用済燃料プールからの大量の水の漏えいにより使用済燃料プール

の水位が異常に低下し，使用済燃料プール注水設備による注水を実施し

ても水位を維持できない場合に，可搬型代替注水ポンプ(A-1級)1台及び

(A-2級)2台により，常設スプレイヘッダを使用したスプレイを実施する

ことで燃料損傷を緩和し，臨界を防止する。 

なお，可搬型代替注水ポンプは(A-2級)2台を並列に連結し，更に 

(A-1級)1台を直列に連結して使用する。 

 

①手順着手の判断基準 

使用済燃料プールの水位が水位低警報レベルまで低下し，更に以下の

いずれかの状況に至った場合。 

・使用済燃料プールへの注水を行っても水位低下が継続する場合。 

・使用済燃料プールの異常な水位低下を中央制御室にて確認可能な

TV モニタにて確認した場合。 

【1.11.2.2(1)a】 

 

②操作手順 

燃料プール代替注水系(可搬型)による防火水槽を水源とした使用済

燃料プールへの注水/スプレイ手順については，「1.11.2.2(1)a.燃料プ

ール代替注水系(可搬型)による常設スプレイヘッダを使用した使用済

燃料プールスプレイ(淡水/海水)」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員1名及び緊急時対策

要員3名にて作業を実施した場合，作業開始を判断してから使用済燃料

プールへのスプレイ開始まで95分以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。可搬型代替注水ポンプからのホースの接続

は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保していることか

ら，容易に実施可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，

暗闇における作業性についても確保している。 
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(d)燃料プール代替注水系(可搬型)による可搬型スプレイヘッダを使用 

した使用済燃料プールスプレイ 

使用済燃料プールからの大量の水の漏えいにより，使用済燃料プール

の水位が異常に低下し，使用済燃料プール注水設備による注水を実施し

ても水位が維持できない場合に常設スプレイヘッダを優先して使用す

るが，外的要因(航空機衝突又は竜巻等)により，常設スプレイヘッダの

機能が喪失した場合には，可搬型代替注水ポンプ(A-1級)1台及び(A-2

級)1台，又は(A-2級)2台により，可搬型スプレイヘッダを使用したスプ

レイを実施することで使用済燃料プール内の燃料体等の著しい損傷の

進行を緩和し，臨界を防止する。 

なお，可搬型代替注水ポンプは(A-1級)1台及び(A-2級)1台を直列に連

結，又は(A-2級)2台を直列に連結して使用する。 

 

①手順着手の判断基準 

使用済燃料プールの水位が水位低警報レベルまで低下し，更に以下の

いずれかの状況に至り，常設スプレイヘッダを使用した使用済燃料プー

ルスプレイができない場合。 

・使用済燃料プールへの注水を行っても水位低下が継続する場合。 

・使用済燃料プールの異常な水位低下を中央制御室にて確認可能な

TV モニタにて確認した場合。 

【1.11.2.2(1)b】 

 

②操作手順 

燃料プール代替注水系(可搬型)による防火水槽を水源とした使用済

燃料プールへの注水/スプレイ手順については，「1.11.2.2(1)b.燃料プ

ール代替注水系(可搬型)による可搬型スプレイヘッダを使用した使用

済燃料プールスプレイ(淡水/海水)」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1 ユニット当たり中央制御室運転員 1 名，現場運転員

2 名及び緊急時対策要員 3 名にて作業を実施した場合，作業開始を判断

してから使用済燃料プールへのスプレイ開始までの所要時間は以下の

とおり。 

SFP 接続口(原子炉建屋南側)使用の場合:約 95 分 

原子炉建屋大物搬入口からの接続の場合:約 105 分 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及
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び通信連絡設備を整備する。また，速やかに作業が開始できるよう，使

用する資機材は作業場所近傍に配備する。可搬型代替注水ポンプからの

ホースの接続は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保し

ていることから，容易に実施可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，

暗闇における作業性についても確保している。 

 

(4)淡水貯水池を水源とした対応手順 

重大事故等が発生した場合において，淡水貯水池を水源とした原子炉圧力

容器への注水，原子炉格納容器内の冷却，フィルタ装置への補給，原子炉格

納容器下部への注水，原子炉格納容器頂部への注水及び使用済燃料プールへ

の注水/スプレイを行う手順を整備する。 

 

a.淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプによる送水 

原子炉圧力容器への注水，原子炉格納容器内の冷却，原子炉格納容器下

部への注水，原子炉格納容器頂部への注水及び使用済燃料プールの冷却に

用いる常設の設備が使用できない場合に可搬型代替注水ポンプ(A-1級又

はA-2級)による各種注水を行う。また，フィルタ装置のフィルタ装置の水

位が低下した場合に可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による補給を行う。 

本手順では緊急時対策要員による水源の確保，可搬型代替注水ポンプ

(A-1級又はA-2級)の配置，建屋及びスクラバ接続口までのホース接続及び

可搬型代替注水ポンプ(A-1級又はA-2級)による送水までの手順を整備し，

建屋及びスクラバ接続口から注水等が必要な箇所までの操作手順につい

ては各条文にて整備し，手順のリンク先については，1.13.2.1(3)b.～

1.13.2.1(3)g.に示す。 

水源の確保/可搬型代替注水ポンプ(A-1級又はA-2級)配置/建屋及びス

クラバ接続口までのホース接続/送水の一連の流れはどの対応においても

同じであり，水源から建屋及びスクラバ接続口までの距離により配置，台

数，ホース数量が決まる。なお，水源の確保と建屋及びスクラバ接続口の

選択は，水源と建屋及びスクラバ接続口の距離が最短となる組み合わせを

優先して選択する。（可搬型スプレイヘッダを使用した燃料プール代替注

水については，送水先が建屋接続口だけでなく原子炉建屋内に敷設したホ

ースに接続する手段もある。） 

 

(a)手順着手の判断基準 

復水貯蔵槽又はサプレッション・チェンバ及び防火水槽を水源とした
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原子炉圧力容器への注水等の各種注水／補給ができない場合。また，フ

ィルタ装置の水位が通常水位を下回ると判断した場合。 

 

(b)操作手順 

淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-1級又はA-2級)に

よる送水手順の概略は以下のとおり。概要図を図1.13.4に，タイムチャ

ートを図1.13.5に示す。 

［水源確保（淡水貯水池から可搬型代替注水ポンプへの送水）］ 

①緊急時対策本部は，手順着手の判断基準に基づき，緊急時対策要員

に淡水貯水池から可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)への給

水を指示する。 

②緊急時対策要員は，淡水貯水池出口弁を全開とし，送水ラインの水

張りを開始する。 

③緊急時対策要員は，水張りしながら送水ラインの敷設状況に異常が

ないことを確認する。 

④緊急時対策要員は，送水ラインにホースとホース接続継手を接続し，

送水ライン出口弁を全開とする。 

⑤緊急時対策要員は，送水ライン水張り及びホース接続継手と可搬型

代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)吸管の接続完了後，ホース接続

継手に取付けられている弁を全開とし，可搬型代替注水ポンプ(A-1

級又は A-2 級)へ淡水貯水池の水を給水する。 

 

［淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプによる送水］ 

①緊急時対策本部は，プラントの被災状況に応じて可搬型代替注水ポ

ンプ(A-1 級又は A-2 級)による各種注水/補給を行うことを決定し，

各種注水/補給のための建屋及びスクラバ接続口の場所及び可搬型

代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)の配置箇所を決定する。 

②緊急時対策要員は，指示を受けた配置箇所へ可搬型代替注水ポンプ

(A-1 級又は A-2 級)を移動させる。 

③緊急時対策要員は，ホース接続継手から建屋及びスクラバ接続口ま

でのホース敷設，系統構成を行う。 

④緊急時対策要員は，「淡水貯水池から可搬型代替注水ポンプへの送

水」作業が完了していることを確認する。 

⑤緊急時対策要員は，緊急時対策本部に可搬型代替注水ポンプ(A-1 級

又は A-2 級)による送水準備完了を報告する。 

⑥緊急時対策要員は，緊急時対策本部の指示を受け，可搬型代替注水
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ポンプ(A-1 級又は A-2 級)を起動し注水/補給を実施する。注水/補

給中は可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)付きの圧力計で圧

力を確認しながら可搬型代替注水ポンプを操作する。 

 

(c)操作の成立性 

［水源確保（淡水貯水池から可搬型代替注水ポンプへの送水）］ 

上記の操作は，緊急時対策要員 2名にて作業を実施した場合，作業開

始を判断してから可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)へ淡水貯水

池の水を給水するまで 105 分以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。 

なお，緊急時対策本部からフィルタ装置の使用等による現場からの一

時退避指示があった場合は，可搬型代替注水ポンプ(A-1級又はA-2級)吸

管が接続されているホース接続継手の分岐ラインに取り付けられてい

る弁を開状態にした上で退避する。 

構内のアクセス状況を考慮して淡水貯水池から送水先へホースを敷

設し，移送ルートを確保する。 

 (添付資料1.13.3-2) 

 

[淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプによる送水］ 

上記の操作は，1ユニット当たり可搬型代替注水ポンプ(A-1級又はA-2

級)1台の操作を緊急時対策要員2名にて実施した場合，作業開始を判断

してから送水開始まで，建屋近傍の送水ラインと直接接続し，SFP接続

口，スクラバ接続口及びウェル接続口に接続した場合において約110分

で可能である。 

また，1ユニット当たり可搬型代替注水ポンプ(A-1級又はA-2級)2台又

は3台の操作を緊急時対策要員2名にて実施した場合，作業開始を判断し

てから送水開始まで，建屋近傍の送水ラインと直接接続し，MUWC接続口，

SFP接続口に接続した場合において約120分で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。可搬型代替注水ポンプ(A-1級又はA-2級)か

らのホースの接続は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確

保していることから，容易に操作可能である。 

構内のアクセス状況を考慮して淡水貯水池から送水先へホースを敷

設し，移送ルートを確保する。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，
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暗闇における作業性についても確保している。 

 (添付資料1.13.3-3) 

 

b.原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時の淡水貯水池を水源とした原子炉圧

力容器への注水 

  原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時の淡水貯水池を水源とした原子炉

圧力容器への注水手段としては，低圧代替注水系(可搬型)がある。 

    

(a)低圧代替注水系(可搬型)による淡水貯水池を水源とした原子炉圧力容器

への注水 

低圧代替注水系（可搬型）による淡水貯水池を水源とした原子炉圧力

容器への注水については，常設の原子炉圧力容器への注水設備，低圧代

替注水系(常設)，消火系の注水機能が喪失した場合に，低圧代替注水系

（可搬型）により原子炉圧力容器への注水する場合と，炉心の著しい損

傷，溶融が発生した場合において，原子炉圧力容器内に溶融炉心が残存

した場合に，低圧代替注水により原子炉圧力容器へ注水することで残存

溶融炉心を冷却し，原子炉圧力容器から原子炉格納容器への放熱量を抑

制する場合と，炉心の著しい損傷が発生した場合，溶融炉心の原子炉格

納容器下部への落下を遅延又は防止するため原子炉圧力容器へ注水す

る場合がある。 

 

①手順着手の判断基準 

ⅰ常設の原子炉圧力容器への注水設備，低圧代替注水系（常設），消

火系の注水機能喪失時の低圧代替注水系(可搬型)による原子炉圧力容

器への注水 

常設の原子炉圧力容器への注水設備，低圧代替注水系(常設)，消

火系により原子炉圧力容器への注水ができず，原子炉圧力容器内の

水位を原子炉水位低(レベル3)以上に維持できない場合において，低

圧代替注水系(可搬型)及び注入配管が使用可能な場合※1。 

 

※1:設備に異常がなく，燃料及び水源(淡水貯水池)が確保されて

いる場合。 

【1.4.2.1(1)a.(b)】 
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ⅱ残存溶融炉心の冷却のための低圧代替注水系(可搬型)による原子炉

圧力容器への注水 

原子炉圧力容器の破損によるパラメータの変化※1により原子炉  

圧力容器の破損を判断した場合において，低圧代替注水系(常設)及

び消火系が使用できず，低圧代替注水系(可搬型)による原子炉圧力

容器への注水が可能な場合※2。 

 

※1:｢原子炉圧力容器の破損によるパラメータの変化｣は，原子炉

圧力指示値の低下，格納容器内圧力指示値の上昇，ドライウ

ェル雰囲気温度指示値の上昇により確認する。 

※2:原子炉格納容器スプレイ及び原子炉格納容器下部への注水に

必要な流量(140m3/h，35～70 m3/h)が確保され，更に低圧代替 

注水系(可搬型)により原子炉圧力容器への注水に必要な流量

(30m3/h)が確保できる場合。 

  なお，十分な注水流量が確保できない場合には溶融炉心の冷

却を優先し効果的な注水箇所を選択する。 

【1.4.2.1(3)a.(c)】 

 

ⅲ溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下を遅延又は防止するための

低圧代替注水系(可搬型)による原子炉圧力容器への注水(淡水/海水) 

全交流動力電源喪失により，低圧代替注水系(常設)及び消火系 

による原子炉圧力容器への注水ができない場合において，低圧代替

注水系(可搬型)が使用可能な場合※1。 

 

※1:設備に異常がなく，常設代替交流電源設備又は可搬型代替交

流電源設備により注水に必要な電源が確保され，かつ燃料及

び水源(淡水貯水池)が確保されている場合。 

【1.8.2.2(1)b.】 

 

②操作手順 

常設の原子炉圧力容器への注水設備，低圧代替注水系（常設），消火

系の注水機能喪失時の低圧代替注水系(可搬型)による原子炉圧力容器

への注水手順については，「1.4.2.1(1)a.(b)低圧代替注水系(可搬型)

による原子炉圧力容器への注水(淡水/海水)」，残存溶融炉心の冷却の

ための低圧代替注水系(可搬型)による原子炉圧力容器への注水手順に

ついては，「1.4.2.1(3)a.(c)低圧代替注水系(可搬型)による残存溶融
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炉心の冷却(淡水/海水)による原子炉圧力容器への注水(淡水/海水)」，

溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下を遅延又は防止するための低圧

代替注水系(可搬型)による原子炉圧力容器への注水手順については，

「1.8.2.2(1)b.低圧代替注水系(可搬型)による原子炉圧力容器への注

水(淡水/海水)」にて整備する 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及び確

認者），現場運転員2名及び緊急時対策要員4名にて作業を実施した場合，

作業開始を判断してから低圧代替注水系(可搬型)による原子炉圧力容

器への注水開始まで残留熱除去系(A)(B)(C)又は高圧炉心注水系(B)(C)

のいずれの注入配管を使用した場合においても約120分で可能である。

（炉心損傷後の原子炉圧力容器への注水については，残留熱除去系(C)

又は高圧炉心注水系(B)(C)の注入配管は使用しない。） 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明  

及び通信連絡設備を整備する。可搬型代替注水ポンプ(A-2級)からのホ

ースの接続は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保して

いることから，容易に実施可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いること 

で，暗闇における作業性についても確保している。 

 

c.淡水貯水池を水源とした原子炉格納容器内の冷却 

  淡水貯水池を水源とした原子炉格納容器の除熱手段としては，可搬型代

替注水ポンプ(A-2級)による格納容器スプレイがある 

 

(a)可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による格納容器スプレイによる淡水貯

水池を水源とした原子炉格納容器冷却 

残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却モード)，代替格納容器スプレイ

冷却系及び消火系による原子炉格納容器内の冷却機能の喪失が起きた

場合，可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による格納容器スプレイを実施す

る。 

スプレイ作動後は原子炉格納容器内の圧力が負圧とならないように，

スプレイ流量の調整又はスプレイの起動/停止を行う。 

なお，本手順はプラント状況により可搬型代替注水ポンプ(A-2級)の

接続先を複数ある接続口から任意に選択できる構成としている。 
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①手順着手の判断基準 

ⅰ可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による格納容器スプレイ 

(淡水/海水)（炉心損傷前） 

残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却モード)，代替格納容器スプ

レイ冷却系及び消火系による格納容器スプレイができない場合にお

いて，可搬型代替注水ポンプ(A-2級)が使用可能な場合※1で，代替格

納容器スプレイ起動の判断基準に到達した場合※2。 

 

※1:設備に異常がなく，燃料及び水源(防火水槽又は淡水貯水池)

が確保されている場合。 

※2:｢代替格納容器スプレイ起動の判断基準に到達｣とは，格納容

器内圧力(D/W)，ドライウェル雰囲気温度，サプレッション・

チェンバ気体温度又はサプレッション・チェンバ・プール水

位指示値が，代替格納容器スプレイ起動の判断基準に達した

場合。 

【1.6.2.1(1)a.(c)】 

 

ⅱ可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による格納容器スプレイ 

(淡水/海水)（炉心損傷後） 

炉心損傷を判断した場合※1において，残留熱除去系(格納容器ス  

プレイ冷却モード)，代替格納容器スプレイ冷却系及び消火系による

格納容器スプレイができず，可搬型代替注水ポンプ(A-2級)が使用可

能な場合※2で，代替格納容器スプレイ起動の判断基準に到達した場

合※3。 

 

※1:格納容器内雰囲気放射線レベル(CAMS)で原子炉格納容器内の

γ線線量率が，設計基準事故相当のγ線線量率の10倍を超え

た場合，又は格納容器内雰囲気放射線レベル(CAMS)が使用で

きない場合に原子炉圧力容器温度で300℃以上を確認した場

合。 

※2:設備に異常がなく，燃料及び水源(防火水槽又は淡水貯水池)

が確保されている場合。 

※3:｢代替格納容器スプレイ起動の判断基準に到達｣とは，格納容

器内圧力，ドライウェル雰囲気温度又は原子炉圧力容器下鏡

部温度指示値が，代替格納容器スプレイ起動の判断基準に達

した場合。 
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【「1.6.2.2(1)a.(c)】 

 

②操作手順 

可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による淡水貯水池を水源とした原子 

炉格納容器内の冷却手順については，「1.6.2.1(1)a.(c)可搬型代替注

水ポンプ(A-2級)による格納容器スプレイ(淡水/海水)」及び

1.6.2.2(1)a.(c)可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による格納容器スプレ

イ(淡水/海水)」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及び確

認者），現場運転員2名及び緊急時対策要員4名にて作業を実施した場合，

作業開始を判断してから可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による格納容器

スプレイ開始まで約120分で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明  

及び通信連絡設備を整備する。可搬型代替注水ポンプ(A-2級)からのホ

ースの接続は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保して

いることから，容易に実施可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いること 

で，暗闇における作業性についても確保している。 

 

d.淡水貯水池を水源としたフィルタ装置への補給 

    淡水貯水池を水源としたフィルタ装置への補給手段としては，可搬型代

替注水ポンプ(A-2級)によるフィルタ装置水位調整がある。 

 

(a)可搬型代替注水ポンプ(A-2級)によるフィルタ装置水位調整(水張り)（交

流動力電源が健全である場合） 

残留熱除去系の機能が喪失し，最終ヒートシンクへ熱を輸送する 機

能が喪失した場合，フィルタ装置又は代替フィルタ装置により最終ヒー

トシンク（大気）へ熱を輸送する。 

フィルタ装置の水位が通常水位を下回り下限水位に到達する前に，フ

ィルタ装置補給水ラインからフィルタ装置へ水張りを実施する。 

 

①手順着手の判断基準 

フィルタ装置の水位が通常水位を下回ると判断した場合。 

【1.5.2.1(1)a.ⅳ】 
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【1.5.2.1(1)b.ⅲ】 

【1.7.2.1(1)a.ⅲ】 

【1.7.2.1(1)b.ⅲ】 

 

②操作手順 

淡水貯水池を水源としたフィルタ装置のフィルタ装置水位調整(水張

り)手順については，「1.5.2.1(1)a.ⅳ.フィルタ装置水位調整(水張り)」

にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり緊急時対策要員6名にて作業を実施し

た場合，作業開始を判断してから水源と送水ルートの特定～可搬型代替

注水ポンプ(A-2級)の配備～送水準備～フィルタ装置補給用接続口使用

による可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による注水開始まで約110分，フィ

ルタ装置水位調整(水張り)を約50分，計約160分で可能である。 

炉心損傷がない状況下での原子炉格納容器装置であることから，本操

作における作業エリアの被ばく線量率は低く，作業は可能である。 

炉心損傷状況下における本操作は，原子炉格納容器装置実施から25時

間後以降に行うことから，大気中に放出された放射性物質から受ける放

射線量は低下しているため，作業可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。 

 

(b)可搬型代替注水ポンプ(A-2級)によるフィルタ装置水位調整(水張り)（全

交流動力電源喪失時の場合） 

残留熱除去系の機能が喪失し，最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能

が喪失した場合，フィルタ装置又は代替フィルタ装置により最終ヒート

シンク（大気）へ熱を輸送する。 

フィルタ装置の水位が通常水位を下回り下限水位に到達する前に，フ

ィルタ装置補給水ラインからフィルタ装置へ水張りを実施する。 

 

①手順着手の判断基準 

フィルタ装置の水位が通常水位を下回ると判断した場合。 

【1.5.2.1(2)a.ⅲ】 

【1.5.2.1(2)b.ⅲ】 

【1.7.2.1(2)a.ⅲ】 
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【1.7.2.1(2)b.ⅲ】 

 

②操作手順 

淡水貯水池を水源としたフィルタ装置のフィルタ装置水位調整(水張

り)手順については，「1.7.2.1(1)a.ⅲ.フィルタ装置水位調整(水張り)」

にて整備する。 

 
③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり緊急時対策要員6名にて作業を実施し

た場合，作業開始を判断してから水源と送水ルートの特定～可搬型代替

注水ポンプ(A-2級)の配備～送水準備～フィルタ装置補給用接続口使用

による可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による注水開始まで約110分，フィ

ルタ装置水位調整(水張り)を約50分，計約160分で可能である。 

炉心損傷がない状況下での原子炉格納容器装置であることから，本操

作における作業エリアの被ばく線量率は低く，作業は可能である。 

炉心損傷状況下における本操作は，原子炉格納容器装置実施から25時

間後以降に行うことから，大気中に放出された放射性物質から受ける放

射線量は低下しているため，作業可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明  

及び通信連絡設備を整備する。 

 

e.淡水貯水池を水源とした原子炉格納容器下部への注水 

  淡水貯水池を水源とした原子炉格納容器下部への注水手段としては，格

納容器下部注水系（可搬型）がある。 

 

   (a)格納容器下部注水系（可搬型）による淡水貯水池を水源とした原子炉

格納容器下部への注水 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，格納容器下部注水系(常

設)による原子炉格納容器下部への注水機能が喪失した場合，原子炉格

納容器破損を防止するため格納容器下部注水系(可搬型)により原子炉

格納容器の下部に落下した溶融炉心の冷却を実施する。 

炉心損傷の進展により原子炉圧力容器が破損に至る可能性がある場

合において，あらかじめ原子炉格納容器下部への初期水張りを実施す

る。 

また，原子炉圧力容器破損後は，原子炉格納容器の下部に落下した

溶融炉心を冠水冷却するため，原子炉格納容器下部への注水を継続す
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る。その際の注水流量は，原子炉格納容器内の減圧及び除熱操作時に

サプレション・チェンバ・プールの水位が外部水源注水制限に到達し

ないように崩壊熱相当の流量とする。 

なお，本手順はプラント状況により復水補給水系外部接続口及び消

火系連結送水口を任意に選択できる構成としている。 

 

①手順着手の判断基準 

原子炉格納容器下部への初期水張りの判断基準 

・損傷炉心の冷却が未達成の場合※1で，格納容器下部注水系(常設)及

び消火系による原子炉格納容器下部への注水ができず，格納容器下

部注水系(可搬型)が使用可能な場合※2。 

 

原子炉圧力容器破損後の原子炉格納容器下部への注水操作の判断基準 

・原子炉圧力容器の破損の徴候※3 及び破損によるパラメータの変化※4

により原子炉圧力容器の破損を判断した場合で，格納容器下部注水

系(常設)，消火系による原子炉格納容器下部への注水ができず，格

納容器下部注水系(可搬型)が使用可能な場合※2。 

 

※1:｢損傷炉心の冷却が未達成｣は，原子炉圧力容器下鏡部温度指

示値が 300℃に達した場合。 

※2:設備に異常がなく，燃料及び水源(淡水貯水池)が確保されて

いる場合。 

※3:｢原子炉圧力容器の破損の徴候｣は，原子炉圧力容器内の水位

の低下，制御棒の位置表示の喪失数増加，原子炉圧力容器下

鏡部温度指示値の喪失数増加により確認する。 

※4:｢原子炉圧力容器の破損によるパラメータの変化｣は，原子炉

圧力容器内の圧力の低下，原子炉格納容器内の圧力の上昇，

原子炉格納容器内の温度の上昇により確認する。 

【1.8.2.1(1)b】 

 

②操作手順 

格納容器下部注水系(可搬型)による淡水貯水池を水源とした原子 

炉格納容器下部への注水手順については，「1.8.2.1(1)b.格納容器下部

注水系(可搬型)によるデブリ冷却(淡水/海水)」にて整備する。 
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③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及び確

認者），現場運転員4名及び緊急時対策要員4名にて作業を実施した場合，

作業開始を判断してから原子炉格納容器下部への初期水張り開始を確

認するまで約120分で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。可搬型代替注水ポンプ(A-2級)からのホー

スの接続は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保してい

ることから，容易に実施可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，

暗闇における作業性についても確保している。 

 

f.淡水貯水池を水源とした原子炉格納容器頂部への注水 

  淡水貯水池を水源とした原子炉格納容器頂部への注水手段としては，格

納容器頂部注水系がある。 

 

(a)格納容器頂部注水系による原子炉ウェル注水(淡水/海水) 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉建屋の水素爆発を

防止するため，防火水槽又は淡水貯水池を水源として格納容器頂部注水

系により原子炉ウェルへ注水することで原子炉格納容器頂部を冷却し，

原子炉格納容器から原子炉建屋への水素ガス漏えいを抑制する。 

 

①手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※1において，原子炉格納容器内の温度上昇が

継続している場合で，格納容器頂部注水系が使用可能な場合※2。 

 

※1:格納容器内雰囲気放射線レベル(CAMS)で原子炉格納容器内のγ

線線量率が，設計基準事故相当のγ線線量率の10倍を超えた場

合，又は格納容器内雰囲気放射線レベル(CAMS)が使用できない

場合に原子炉圧力容器温度で300℃以上を確認した場合。 

※2:設備に異常がなく，燃料及び水源（淡水貯水池）が確保されて

いる場合。 

【1.10.2.1(1)a】 

 

②操作手順 

格納容器下部注水系による淡水貯水池を水源とした原子炉格納容 
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器頂部への注水手順については，「1.10.2.1(1)a.格納容器頂部注水系

による原子炉ウェル注水(淡水/海水)」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員1名及び緊急時対策

要員4名で作業を実施した場合，作業開始を判断してから格納容器頂部

注水系による原子炉ウェル注水開始まで約110分で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路の確保，放射線防護具及び通信連

絡設備を整備する。可搬型代替注水ポンプ(A-2級)からのホースの接続

は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保していることか

ら，容易に実施可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，

暗闇における作業性についても確保している。 

なお，一度原子炉格納容器トップヘッドフランジが冠水するまで注水

した後は，蒸発による水位低下を考慮して定期的に注水し，原子炉格納

容器トップヘッドフランジが冠水する水位を維持することにより，原子

炉格納容器トップヘッドフランジのシール部温度をシールの健全性を

保つことができる温度以下に抑えることが可能である。 

 

g.淡水貯水池を水源とした使用済燃料プールへの注水/スプレイ 

淡水貯水池を水源とした使用済燃料貯蔵プールへの注水／スプレイ 

手段としては，燃料プール代替注水系がある。 

 

(a)燃料プール代替注水系(可搬型)による常設スプレイヘッダを使用した

使用済燃料プール注水 

使用済燃料プールの冷却機能又は注水機能の喪失，又は使用済燃料プー

ルの小規模な水の漏えいが発生した場合に，淡水貯水池を水源として可搬

型代替注水ポンプにより使用済燃料プールへの注水を行う。 

可搬型代替注水ポンプ(A-1級)1台又は(A-2級)1台により，常設スプレイ

ヘッダを使用した使用済燃料プールへの注水が可能である。 

可搬型代替注水ポンプ(A-1級)及び(A-2級)で送水が可能となるよう準

備を行うが，可搬型代替注水ポンプ(A-1級)の準備ができない場合には，

可搬型代替注水ポンプ(A-2級)で常設スプレイヘッダより使用済燃料プー

ルへの注水を実施する。 
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①手順着手の判断基準 

以下のいずれかの状況に至った場合。 

・燃料プール水位低警報又は燃料プール温度高警報が発生した場合。 

・使用済燃料プールの冷却機能又は注水機能が喪失し，復旧が見込め

ない場合。 

【1.11.2.1(1)a】 

 

②操作手順 

燃料プール代替注水系(可搬型)による淡水貯水池を水源とした使用

済燃料プールへの注水/スプレイ手順については，「1.11.2.1(1)a.燃料プ

ール代替注水系(可搬型)による常設スプレイヘッダを使用した使用済

燃料プール注水(淡水/海水)」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員1名及び緊急時対策

要員4名にて作業を実施した場合，作業開始を判断してから使用済燃料

プールへの注水開始まで110分以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。可搬型代替注水ポンプからのホースの接続

は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保していることか

ら，容易に実施可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いること 

で，暗闇における作業性についても確保している。 

 

(b)燃料プール代替注水系(可搬型)による可搬型スプレイヘッダを使用し

た使用済燃料プール注水 

使用済燃料プールの冷却機能又は注水機能の喪失，又は使用済燃料プー

ルの小規模な水の漏えいが発生した場合に，使用済燃料プール代替注水系

（可搬型）による使用済燃料プールへの注水を行う。 

可搬型代替注水ポンプ(A-1級)1台又は(A-2級)1台により，可搬型スプレ

イヘッダを使用した使用済燃料プールへの注水が可能である。 

可搬型代替注水ポンプ(A-1級)及び(A-2級)で送水が可能となるよう準

備を行うが，可搬型代替注水ポンプ(A-1級)の準備ができない場合には，

可搬型代替注水ポンプ(A-2級)で可搬型スプレイヘッダより使用済燃料プ

ールへの注水を実施する。 
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①手順着手の判断基準 

以下のいずれかの状況に至り，常設スプレイヘッダを使用した使用済

燃料プールへの注水ができない場合。 

・燃料プール水位低警報又は燃料プール温度高警報が発生した場合。 

・使用済燃料プールの冷却機能又は注水機能が喪失し，復旧が見込め

ない場合。 

【1.11.2.1(1)b】 

 

②操作手順 

燃料プール代替注水系(可搬型)による淡水貯水池を水源とした使用済

燃料プールへの注水/スプレイ手順については，「1.11.2.1(1)b.燃料プー

ル代替注水系(可搬型)による可搬型スプレイヘッダを使用した使用済

燃料プール注水(淡水/海水)」にて整備する。  

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1 ユニット当たり中央制御室運転員 1 名，現場運転員

2 名及び緊急時対策要員 4 名にて作業を実施した場合，作業開始を判断

してから使用済燃料プールへの注水開始までの所要時間は以下のとお

り。 

SFP 接続口(原子炉建屋南側)使用の場合:約 110 分 

原子炉建屋大物搬入口からの接続の場合:約 110 分 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。また，速やかに作業が開始できるよう，使

用する資機材は作業場所近傍に配備する。可搬型代替注水ポンプからの

ホースの接続は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保し

ていることから，容易に実施可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，

暗闇における作業性についても確保している。 

 

(c)燃料プール代替注水系(可搬型)による常設スプレイヘッダを使用し 

た使用済燃料プールスプレイ 

使用済燃料プールからの大量の水の漏えいにより使用済燃料プール

の水位が異常に低下し，使用済燃料プール注水設備による注水を実施し

ても水位を維持できない場合に，可搬型代替注水ポンプ(A-1級)1台及び

(A-2級)2台により，常設スプレイヘッダを使用したスプレイを実施する

ことで燃料損傷を緩和し，臨界を防止する。 
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なお，可搬型代替注水ポンプは(A-2級)2台を並列に連結し，更に 

(A-1級)1台を直列に連結して使用する。 

 

①手順着手の判断基準 

使用済燃料プールの水位が水位低警報レベルまで低下し，更に以下の

いずれかの状況に至った場合。 

・使用済燃料プールへの注水を行っても水位低下が継続する場合。 

・使用済燃料プールの異常な水位低下を中央制御室にて確認可能な

TV モニタにて確認した場合。 

【1.11.2.2(1)a】 

 

②操作手順 

燃料プール代替注水系(可搬型)による淡水貯水池を水源とした使 

用済燃料プールへの注水/スプレイ手順については，「1.11.2.2(1)a.燃

料プール代替注水系(可搬型)による常設スプレイヘッダを使用した使

用済燃料プールスプレイ(淡水/海水)」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員1名及び緊急時対策

要員4名にて作業を実施した場合，作業開始を判断してから使用済燃料

プールへのスプレイ開始まで120分以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。可搬型代替注水ポンプからのホースの接続

は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保していることか

ら，容易に実施可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，

暗闇における作業性についても確保している。 

 

(d)燃料プール代替注水系(可搬型)による可搬型スプレイヘッダを使用 

した使用済燃料プールスプレイ 

使用済燃料プールからの大量の水の漏えいにより，使用済燃料プール

の水位が異常に低下し，使用済燃料プール注水設備による注水を実施し

ても水位が維持できない場合に常設スプレイヘッダを優先して使用す

るが，外的要因(航空機衝突又は竜巻等)により，常設スプレイヘッダの

機能が喪失した場合には，可搬型代替注水ポンプ(A-1級)1台及び(A-2

級)1台，又は(A-2級)2台により，可搬型スプレイヘッダを使用したスプ



1.13-76 

レイを実施することで使用済燃料プール内の燃料体等の著しい損傷の

進行を緩和し，臨界を防止する。 

なお，可搬型代替注水ポンプは(A-1級)1台及び(A-2級)1台を直列に連

結，又は(A-2級)2台を直列に連結して使用する。 

 

①手順着手の判断基準 

使用済燃料プールの水位が水位低警報レベルまで低下し，更に以下の

いずれかの状況に至り，常設スプレイヘッダを使用した使用済燃料プー

ルスプレイができない場合。 

・使用済燃料プールへの注水を行っても水位低下が継続する場合。 

・使用済燃料プールの異常な水位低下を中央制御室にて確認可能な

TV モニタにて確認した場合。 

【1.11.2.2(1)b】 

 

②操作手順 

燃料プール代替注水系(可搬型)による淡水貯水池を水源とした使用

済燃料プールへの注水/スプレイ手順については，「1.11.2.2(1)b.燃料

プール代替注水系(可搬型)による可搬型スプレイヘッダを使用した使

用済燃料プールスプレイ(淡水/海水)」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1 ユニット当たり中央制御室運転員 1 名，現場運転員

2 名及び緊急時対策要員 4 名にて作業を実施した場合，作業開始を判断

してから使用済燃料プールへのスプレイ開始までの所要時間は以下の

とおり。 

SFP 接続口(原子炉建屋南側)使用の場合:約 120 分 

原子炉建屋大物搬入口からの接続の場合:約 125 分 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。また，速やかに作業が開始できるよう，使

用する資機材は作業場所近傍に配備する。可搬型代替注水ポンプからの

ホースの接続は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保し

ていることから，容易に実施可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，

暗闇における作業性についても確保している。 
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(5)ろ過水タンクを水源とした対応手順 

重大事故等が発生した場合において，ろ過水タンクを水源とした原子炉圧

力容器への注水，原子炉格納容器内の冷却，原子炉格納容器下部への注水及

び使用済燃料プールへの注水を行う手順を整備する。 

 

a.原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時のろ過水タンクを水源とした原子炉

圧力容器への注水 

  原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時のろ過水タンクを水源とした原子

炉圧力容器への注水手段としては消火系がある。 

 

   (a)消火系によるろ過水タンクを水源とした原子炉圧力容器への注水 

消火系によるろ過水タンクを水源とした原子炉圧力容器への注水に

ついては，常設の原子炉圧力容器への注水設備，低圧代替注水系(常設)

の注水機能が喪失した場合に，消火ポンプにより原子炉圧力容器への注

水する場合と，炉心の著しい損傷，溶融が発生した場合において，原子

炉圧力容器内に溶融炉心が残存した場合に，低圧代替注水により原子炉

圧力容器へ注水することで残存溶融炉心を冷却し，原子炉圧力容器から

原子炉格納容器への放熱量を抑制する場合と，炉心の著しい損傷が発生

した場合，溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下を遅延又は防止する

ため，原子炉圧力容器へ注水する場合がある。 

 

①手順着手の判断基準 

 ⅰ常設の原子炉圧力容器への注水設備，低圧代替注水系（常設）の注水

機能喪失時の消火系による原子炉圧力容器への注水 

常設の原子炉圧力容器への注水設備，低圧代替注水系(常設)によ 

り原子炉圧力容器への注水ができず，原子炉圧力容器内の水位を原子

炉水位低(レベル3)以上に維持できない場合において，消火系及び注入

配管が使用可能な場合※1。ただし，重大事故等へ対処するために消火

系による消火が必要な火災が発生していない場合。 

 

※1:設備に異常がなく，燃料及び水源(ろ過水タンク)が確保され

ている場合。 

【1.4.2.1(1)a.(c)】 

 

ⅱ残存溶融炉心の冷却のための消火系による原子炉圧力容器への注水 

原子炉圧力容器の破損によるパラメータの変化※1により原子炉  
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圧力容器の破損を判断した場合において，低圧代替注水系(常設)が

使用できず，消火系による原子炉圧力容器への注水が可能な場合※2。 

 

※1:｢原子炉圧力容器の破損によるパラメータの変化｣は，原子炉

圧力指示値の低下，格納容器内圧力指示値の上昇，ドライウ

ェル雰囲気温度指示値の上昇により確認する。 

※2:原子炉格納容器スプレイ及び原子炉格納容器下部への注水に

必要な流量(140m3/h，35～70 m3/h)が確保され，更に消火系に

より原子炉圧力容器への注水に必要な流量(30m3/h)が確保で

きる場合。ただし，重大事故等へ対処するために消火系によ

る消火が必要な火災が発生していない場合。 

なお，十分な注水流量が確保できない場合には溶融炉心の冷却を

優先し効果的な注水箇所を選択する。  

【1.4.2.1(b)ⅰ.】 

 

ⅲ溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下を遅延又は防止するための

消火系による原子炉圧力容器への注水 

全交流動力電源喪失により，低圧代替注水系(常設)による原子炉圧

力容器への注水ができない場合において，消火系が使用可能な場合※1。

ただし，重大事故等へ対処するために消火系による消火が必要な火災

が発生していない場合。 

 

※1:設備に異常がなく，常設代替交流電源設備又は可搬型代替交

流電源設備により注水に必要な電源が確保され，かつ燃料及

び水源(ろ過水タンク)が確保されている場合。 

【1.8.2.2(1)c】 

 

②操作手順 

常設の原子炉圧力容器への注水設備，低圧代替注水系（常設）の注水

機能喪失時の消火系による原子炉圧力容器への注水手順については，

「1.4.2.1(1)a.(c)消火系による原子炉圧力容器への注水」，残存溶融

炉心の冷却のための消火系による原子炉圧力容器への注水手順につい

ては，「1.4.2.1(b)ⅰ.」消火系による残存溶融炉心の冷却」，溶融炉

心の原子炉格納容器下部への落下を遅延又は防止するための消火系に

よる原子炉圧力容器への注水手順については，「1.8.2.2(1)c.消火系に

よる原子炉圧力容器への注水」にて整備する。 
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③操作の成立性 

作業開始を判断してから，消火系による原子炉圧力容器への注水開始

までの必要 な要員及び所要時間は以下のとおり。 

残留熱除去系(A)又は残留熱除去系(B)注入配管使用 

・1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及び確認者），

現場運転員2名及び緊急時対策要員2名にて所要時間を約30分 

残留熱除去系(C)注入配管使用 

・1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及び確認者），

現場運転員4名及び緊急時対策要員2名にて所要時間を約40分 

高圧炉心注水系(B)又は高圧炉心注水系(C)注入配管使用 

・1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及び確認者），

現場運転員4名及び緊急時対策要員2名にて所要時間を約30分 

（炉心損傷後の原子炉圧力容器への注水については，残留熱除去系(C)

又は高圧炉心注水系(B)(C)の注入配管は使用しない。） 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明  

及び通信連絡設備を整備する。 

 

b.ろ過水タンクを水源とした原子炉格納容器内の冷却 

    ろ過水タンクを水源とした原子炉格納容器内の冷却手段としては，消

火系がある。 

 

(a)消火系による格納容器スプレイ 

残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却モード)及び代替格納容器スプ

レイ冷却系による原子炉格納容器内の冷却機能の喪失が起きた場合，ろ

過水タンクを水源とした消火系による格納容器スプレイを実施する。 

スプレイ作動後は原子炉格納容器内の圧力が負圧とならないように，

スプレイ流量の調整又はスプレイの起動/停止を行う。 

 

①手順着手の判断基準 

ⅰ消火系による格納容器スプレイ（炉心損傷前） 

残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却モード)及び代替格納容器スプ

レイ冷却系による格納容器スプレイができない場合において，消火系

が使用可能な場合※1で，代替格納容器スプレイ起動の判断基準に到達

した場合※2。ただし，重大事故等へ対処するために消火系による消火

が必要な火災が発生していない場合。 
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※1:設備に異常がなく，燃料及び水源(ろ過水タンク)が確保され

ている場合。 

※2:｢代替格納容器スプレイ起動の判断基準に到達｣とは，格納容

器内圧力(D/W)，ドライウェル雰囲気温度，サプレッション・

チェンバ気体温度又はサプレッション・チェンバ・プール水

位指示値が，代替格納容器スプレイ起動の判断基準に達した

場合。 

【1.6.2.1(1)a.(b)】 

  ⅱ消火系による格納容器スプレイ（炉心損傷後） 

炉心損傷を判断した場合※1において，残留熱除去系(格納容器スプ 

レイ冷却モード)及び代替格納容器スプレイ冷却系による格納容器ス

プレイができず，消火系が使用可能な場合※2で，代替格納容器スプレ

イ起動の判断基準に到達した場合※3。ただし，重大事故等へ対処する

ために消火系による消火が必要な火災が発生していない場合。 

 

※1:格納容器内雰囲気放射線レベル(CAMS)で原子炉格納容器内

のγ線線量率が，設計基準事故相当のγ線線量率の10倍を

超えた場合，又は格納容器内雰囲気放射線レベル(CAMS)が

使用できない場合に原子炉圧力容器温度で300℃以上を確

認した場合。 

※2:設備に異常がなく，燃料及び水源(ろ過水タンク)が確保さ

れている場合。 

※3:｢代替格納容器スプレイ起動の判断基準に到達｣とは，格納

容器内圧力，ドライウェル雰囲気温度又は原子炉圧力容器

下鏡部温度指示値が，代替格納容器スプレイ起動の判断基

準に達した場合。 

【1.6.2.2(1)a.(b)】 

 

②操作手順 

消火系によるろ過水タンクを水源とした原子炉格納容器内の冷却手

順については，「1.6.2.1(1)a.(b)消火系による格納容器スプレイ」及

び「1.6.2.2(1)a.(b)消火系による格納容器スプレイ」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及び確

認者），現場運転員2名及び緊急時対策要員2名にて作業を実施し，作業
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開始を判断してから消火系による格納容器スプレイ開始まで約30分で

可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。 

 

c.ろ過水タンクを水源とした原子炉格納容器下部への注水 

  ろ過水タンクを水源とした原子炉格納容器下部への注水手段としては

消火系がある。 

(a)消火系によるろ過水タンクを水源とした原子炉格納容器下部への注水 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器の破損を

防止するため，ろ過水タンクを水源とした消火系により原子炉格納容器

の下部に落下した溶融炉心の冷却を実施する。 

炉心損傷の進展により原子炉圧力容器が破損に至る可能性がある場

合において，あらかじめ原子炉格納容器下部への初期水張りを実施する。 

また，原子炉圧力容器破損後は，原子炉格納容器の下部に落下した溶

融炉心を冠水冷却するため，原子炉格納容器下部への注水を継続する。

その際の注水流量は，原子炉格納容器内の減圧及び除熱操作時にサプレ

ション・チェンバ・プールの水位が外部水源注水制限に到達しないよう

に崩壊熱相当の流量とする。 

 

①手順着手の判断基準 

原子炉格納容器下部への初期水張りの判断基準 

・損傷炉心の冷却が未達成の場合※1で，格納容器下部注水系(常設)

による原子炉格納容器下部への注水ができず，消火系が使用可能

な場合※2。ただし，重大事故等へ対処するために消火系による消

火が必要な火災が発生していない場合。 

 

原子炉圧力容器破損後の原子炉格納容器下部への注水操作の判断基準 

・原子炉圧力容器の破損の徴候※3及び破損によるパラメータの変 

化※4 により原子炉圧力容器の破損を判断した場合で，格納容器

下部注水系(常設)による原子炉格納容器下部への注水ができず，

消火系が使用可能な場合※2。ただし，重大事故等へ対処するため

に消火系による消火が必要な火災が発生していない場合。 

 

※1:｢損傷炉心の冷却が未達成｣は，原子炉圧力容器下鏡部温度指 

示値が300℃に達した場合。 



1.13-82 

※2:設備に異常がなく，燃料及び水源(ろ過水タンク)が確保されて

いる場合。 

※3:｢原子炉圧力容器の破損の徴候｣は，原子炉圧力容器内の水位の

低下，制御棒の位置表示の喪失数増加，原子炉圧力容器下鏡部

温度指示値の喪失数増加により確認する。 

※4:｢原子炉圧力容器の破損によるパラメータの変化｣は，原子炉圧

力容器内の圧力の低下，原子炉格納容器内の圧力の上昇，原子

炉格納容器内の温度の上昇により確認する。 

【1.8.2.1(1)c】 

 

②操作手順 

消火系によるろ過水タンクを水源とした原子炉格納容器下部への注

水手順については，「1.8.2.1(1)c.消火系によるデブリ冷却」にて整備

する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及び確

認者），現場運転員2名及び緊急時対策要員2名にて作業を実施した場合，

作業開始を判断してから原子炉格納容器下部への初期水張り開始を確

認するまで約30分で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。   

 

d.ろ過水タンクを水源とした使用済燃料プールへの注水 

  ろ過水タンクを水源とした使用済燃料プールへの注水手段としては，消

火系がある。 

 

 (a)消火系による使用済燃料プールへの注水 

使用済燃料プールの冷却機能又は注水機能の喪失，又は使用済燃料プ

ールの小規模な水の漏えいが発生した場合に，消火系による使用済燃料

プールへの注水を行う。ろ過水タンクを水源とし，残留熱除去系洗浄水

ラインにより残留熱除去系最大熱負荷ラインを経由して使用済燃料プー

ルへの注水を実施する。 

 

①手順着手の判断基準 

以下のいずれかの状況に至り，燃料プール代替注水系(可搬型)による
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使用済燃料プールへの注水ができず，消火系が使用可能な場合※1。ただ

し，重大事故等へ対処するために消火系による消火が必要な火災が発生

していない場合。 

・燃料プール水位低警報又は燃料プール温度高警報が発生した場合。 

・使用済燃料プールの冷却機能又は注水機能が喪失し，復旧が見込め

ない場合。 

 

※1:設備に異常がなく，燃料及び水源(ろ過水タンク)が確保されて

いる場合 

【1.11.2.1(1)c】 

 

②操作手順 

消火系によるろ過水タンクを水源とした使用済燃料プールへの注水

手順については，「1.11.2.1(1)c.消火系による使用済燃料プールへの

注水」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及び確

認者），現場運転員2名及び緊急時対策要員2名にて作業を実施した場合，

作業開始を判断してから消火系による使用済燃料プールへの注水開始

まで約30分で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。 

 

(6)海を水源とした対応手順 

重大事故等が発生した場合において，海を水源とした原子炉圧力容器への

注水，原子炉格納容器内の冷却，原子炉格納容器下部への注水，原子炉格納

容器頂部への注水及び使用済燃料プールへの注水/スプレイを行う手順を整

備する。 

重大事故等が発生した場合において，海を水源とした最終ヒートシンク

(海洋)への代替熱輸送，大気への拡散抑制及び航空機燃料火災への泡消火を

行う手順を整備する。 

 

a.海を水源とした大容量送水車（海水取水用）及び可搬型代替注水ポンプに

よる送水 

原子炉圧力容器への注水，原子炉格納容器内の冷却，原子炉格納容器下
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部への注水，原子炉格納容器頂部への注水及び使用済燃料プールの冷却に

用いる常設の設備が使用できない場合に可搬型代替注水ポンプ(A-1級又は

A-2級)による各種注水を行う。 

本手順では緊急時対策要員による水源の確保として大容量送水車（海水取

水用）の配置，可搬型代替注水ポンプ(A-1級又はA-2級)の配置，建屋接続口

までのホース接続及び可搬型代替注水ポンプ(A-1級又はA-2級)による送水

までの手順を整備し，建屋接続口から注水等が必要な箇所までの操作手順に

ついては各条文にて整備する。(手順のリンク先については，1.13.2.1(6)b.

～1.13.2.1(6)i.に示す。) 

水源の確保/可搬型代替注水ポンプ(A-1級又はA-2級)配置/建屋接続口ま

でのホース接続/送水の一連の流れはどの対応においても同じであり，水源

から建屋接続口までの距離により配置，台数，ホース数量が決まる。なお，

水源と建屋接続口の選択は，水源と建屋接続口の距離が最短となる組み合わ

せを優先して選択する。 

 

(a)手順着手の判断基準 

復水貯蔵槽，サプレッション・チェンバ，淡水貯水池及び防火水槽を

水源とした原子炉圧力容器への注水等の各種注水ができない場合。 

 

(b)操作手順 

海を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-1級又はA-2級)による送水

手順の概略は以下のとおり。概要図を図1.13.6に，タイムチャートを図

1.13.7に示す。 

［水源確保（大容量送水車（海水取水用）による可搬型代替注水ポンプ  

への送水）］ 

①緊急対策本部は，手順着手の判断基準に基づき，大容量送水車（海

水取水用）による可搬型代替注水ポンプへの送水を実施するよう緊

急時対策要員へ指示する。 

②緊急時対策要員は，緊急時対策本部より荒浜側又は大湊側高台資機

材置場へ移動する。 

③緊急時対策要員は，大容量送水車（海水取水用）等の健全性確認を

行う。 

④緊急時対策要員は，大容量送水車（海水取水用）を荒浜側又は大湊

側高台資機材置場よりタービン建屋近傍屋外に移動させる。 

⑤緊急時対策要員は，ホースの敷設及び接続を行う。 

⑥緊急時対策要員は，ホースに接続継手を接続し，接続継手に取付け
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られている弁を全開とする。 

⑦緊急時対策要員は，緊急時対策本部に大容量送水車（海水取水用）

による可搬型代替注水ポンプへの送水の準備完了を報告する。 

⑧緊急時対策要員は，緊急時対策本部の指示を受け，大容量送水車（海

水取水用）を起動し可搬型代替注水ポンプへの送水を実施する。 

⑨緊急時対策要員は，大容量送水車（海水取水用）の吐出圧力により

必要流量が確保されていることを確認する。 

⑩緊急時対策要員は，大容量送水車（海水取水用）の運転状態を継続

して監視する。 

 

［海を水源とした大容量送水車（海水取水用）及び可搬型代替注水ポン 

プによる送水］ 

①緊急時対策本部は，プラントの被災状況に応じて可搬型代替注水ポ

ンプ(A-1 級又は A-2 級)による各種注水/補給を行うことを決定し，

各種注水/補給のための建屋接続口の場所及び可搬型代替注水ポン

プ(A-1 級又は A-2 級)の配置箇所を決定する。 

②緊急時対策要員は，指示を受けた配置箇所へ可搬型代替注水ポンプ

(A-1 級又は A-2 級)を移動させる。 

③緊急時対策要員は，ホース接続継手から建屋接続口までのホース敷

設，系統構成を行う。 

④緊急時対策要員は，「大容量送水車（海水取水用）による可搬型代

替注水ポンプへの送水」作業が完了していることを確認する。 

⑤緊急時対策要員は，緊急時対策本部に可搬型代替注水ポンプ(A-1 級

又は A-2 級)による送水準備完了を報告する。 

⑥緊急時対策要員は，緊急時対策本部の指示を受け，可搬型代替注水

ポンプ(A-1 級又は A-2 級)を起動し注水/補給を実施する。注水/補

給中は可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)付きの圧力計で圧

力を確認しながら可搬型代替注水ポンプを操作する。 

 

(c)操作の成立性 

[水源確保（大容量送水車（海水取水用）による可搬型代替注水ポンプへ

の送水）］ 

上記の操作は，緊急時対策要員 8名にて作業を実施した場合，作業開

始を判断してから大容量送水車（海水取水用）による可搬型代替注水ポ

ンプへの送水まで 5時間以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及
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び通信連絡設備を整備する。大容量送水車（海水取水用）からのホース

の接続は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保している

ことから，容易に操作可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，

暗闇における作業性についても確保している。 

 (添付資料1.13.3-4) 

 

［海を水源とした大容量送水車（海水取水用）及び可搬型代替注水ポンプ

による送水］ 

上記の操作は，1ユニット当たり可搬型代替注水ポンプ(A-1級又はA-2

級)1台の操作を緊急時対策要員2名にて実施した場合，作業開始を判断

してから送水開始まで，建屋近傍の送水ラインと直接接続し，SFP接続

口及びウェル接続口に接続した場合において約5時間5分で可能である。 

また，1ユニット当たり可搬型代替注水ポンプ(A-1級又はA-2級)2台又

は3台の操作を緊急時対策要員2名にて実施した場合，作業開始を判断し

てから送水開始まで，建屋近傍の送水ラインと直接接続し，MUWC接続口，

SFP接続口に接続した場合において約5時間15分で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。可搬型代替注水ポンプ(A-1級又はA-2級)か

らのホースの接続は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確

保していることから，容易に操作可能である。 

構内のアクセス状況を考慮して海から送水先へホースを敷設し，移送

ルートを確保する。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，

暗闇における作業性についても確保している。 

 (添付資料1.13.3-5) 

 

b.原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時の海を水源とした原子炉圧力容器へ

の注水 

  原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時の海を水源とした原子炉圧力容器

への注水手段としては，低圧代替注水系（可搬型）がある。 

 

(a)低圧代替注水系（可搬型）による海を水源とした原子炉圧力容器への

注水 

可搬型代替注水系（可搬型）による海を水源とした原子炉圧力容器へ

の注水については，常設の原子炉圧力容器への注水設備，低圧代替注水
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系(常設)，消火系の注水機能が喪失した場合に，可搬型代替注水ポンプ

により原子炉圧力容器へ注水する場合と，炉心の著しい損傷，溶融が発

生した場合において，原子炉圧力容器内に溶融炉心が残存した場合に，

低圧代替注水系（可搬型）により原子炉圧力容器へ注水することで残存

溶融炉心を冷却し，原子炉圧力容器から原子炉格納容器への放熱量を抑

制する場合と，炉心の著しい損傷が発生した場合，溶融炉心の原子炉格

納容器下部への落下を遅延又は防止するため原子炉圧力容器へ注水す

る場合がある。 

   

①手順着手の判断基準 

ⅰ常設の原子炉圧力容器への注水設備，低圧代替注水系（常設），消火  

系の注水機能喪失時の低圧代替注水系（可搬型）による原子炉圧力容

器への注水 

常設の原子炉圧力容器への注水設備，低圧代替注水系(常設)，消火

系により原子炉圧力容器への注水ができず，原子炉圧力容器内の水位

を原子炉水位低(レベル3)以上に維持できない場合において，低圧代替

注水系(可搬型)及び注入配管が使用可能な場合※1。 

 

※1:設備に異常がなく，燃料が確保されている場合。 

【1.4.2.1(1)a.(b)】 

 

ⅱ残存溶融炉心の冷却のための低圧代替注水系（可搬型）による原子炉

圧力容器への注水 

原子炉圧力容器の破損によるパラメータの変化※1により原子炉  

圧力容器の破損を判断した場合において，低圧代替注水系(常設)及び

消火系が使用できず，低圧代替注水系(可搬型)による原子炉圧力容器

への注水が可能な場合※2。 

 

※1:｢原子炉圧力容器の破損によるパラメータの変化｣は，原子炉

圧力指示値の低下，格納容器内圧力指示値の上昇，ドライウ

ェル雰囲気温度指示値の上昇により確認する。 

※2:原子炉格納容器スプレイ及び原子炉格納容器下部への注水に

必要な流量(140m3/h，35～70 m3/h)が確保され，更に低圧代替 

注水系(可搬型)により原子炉圧力容器への注水に必要な流量

(30m3/h)が確保できる場合。 

  なお，十分な注水流量が確保できない場合には溶融炉心の冷
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却を優先し効果的な注水箇所を選択する。 

【1.4.2.1(3)a.(c)】 

 

ⅲ溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下を遅延又は防止するための

低圧代替注水系（可搬型）による原子炉圧力容器への注水 

全交流動力電源喪失により，低圧代替注水系(常設)及び消火系によ

る原子炉圧力容器への注水ができない場合において，低圧代替注水系

(可搬型)が使用可能な場合※1。 

 

※1:設備に異常がなく，常設代替交流電源設備又は可搬型代替交

流電源設備により注水に必要な電源が確保され，かつ燃料が

確保されている場合。 

【1.8.2.2(1)b.】 

 

②操作手順 

常設の原子炉圧力容器への注水設備，低圧代替注水系（常設），消火  

系の注水機能喪失時の低圧代替注水系（可搬型）による原子炉圧力容器

への注水手順については，「1.4.2.1(1)a.(b)低圧代替注水系(可搬型)

による原子炉圧力容器への注水(淡水/海水)」，残存溶融炉心の冷却の

ための低圧代替注水系（可搬型）による原子炉圧力容器への注水手順に

ついては，「1.4.2.1(3)a.(c)低圧代替注水系(可搬型)による残存溶融

炉心の冷却(淡水/海水)による原子炉圧力容器への注水(淡水/海水)」溶

融炉心の原子炉格納容器下部への落下を遅延又は防止するための低圧

代替注水系（可搬型）による原子炉圧力容器への注水手順については，

「1.8.2.2(1)b.低圧代替注水系(可搬型)による原子炉圧力容器への注

水(淡水/海水)」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及び確

認者），現場運転員2名及び緊急時対策要員10名にて作業を実施し，作

業開始を判断してから低圧代替注水系(可搬型)による原子炉圧力容器

への注水開始まで残留熱除去系(A)又は(B)の注入配管を使用した場合

において約5時間15分で可能である。（炉心損傷前の原子炉圧力容器へ

の注水の場合は残留熱除去系(C)又は高圧炉心注水系(B)(C)の注入配管

も使用し，約5時間15分で対応可能） 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及
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び通信連絡設備を整備する。可搬型代替注水ポンプ(A-2級)からのホー

スの接続は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保してい

ることから，容易に操作可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，

暗闇における作業性についても確保している。 

 

c.海を水源とした原子炉格納容器内の冷却 

  海を水源とした原子炉格納容器内の冷却手段としては，可搬型代替注水

ポンプ(A-2級)による格納容器スプレイがある。 

 

   (a)可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による海を水源とした原子炉格納容器

冷却 

残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却モード)，代替格納容器スプレ

イ冷却系及び消火系による原子炉格納容器内の冷却機能の喪失が起き

た場合，可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による格納容器スプレイを実施

する。 

スプレイ作動後は原子炉格納容器内の圧力が負圧とならないように，

スプレイ流量の調整又はスプレイの起動/停止を行う。 

なお，本手順はプラント状況により可搬型代替注水ポンプ(A-2級)

の接続先を複数ある接続口から任意に選択できる構成としている。 

 

①手順着手の判断基準 

ⅰ可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による格納容器スプレイ 

（炉心損傷前） 

残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却モード)，代替格納容器スプ

レイ冷却系及び消火系による格納容器スプレイができない場合にお

いて，可搬型代替注水ポンプ(A-2級)が使用可能な場合※1で，代替格

納容器スプレイ起動の判断基準に到達した場合※2。 

 

※1:設備に異常がなく，燃料が確保されている場合。 

※2:｢代替格納容器スプレイ起動の判断基準に到達｣とは，格納容

器内圧力(D/W)，ドライウェル雰囲気温度，サプレッション・

チェンバ気体温度又はサプレッション・チェンバ・プール水

位指示値が，代替格納容器スプレイ起動の判断基準に達した

場合。 

【1.6.2.1(1)a.(c)】 
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ⅱ可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による格納容器スプレイ 

（炉心損傷後） 

炉心損傷を判断した場合※1において，残留熱除去系(格納容器ス  

プレイ冷却モード)，代替格納容器スプレイ冷却系及び消火系による

格納容器スプレイができず，可搬型代替注水ポンプ(A-2級)が使用可

能な場合※2で，代替格納容器スプレイ起動の判断基準に到達した場

合※3。 

 

※1:格納容器内雰囲気放射線レベル(CAMS)で原子炉格納容器内の

γ線線量率が，設計基準事故相当のγ線線量率の10倍を超え

た場合，又は格納容器内雰囲気放射線レベル(CAMS)が使用で

きない場合に原子炉圧力容器温度で300℃以上を確認した場

合。 

※2:設備に異常がなく，燃料が確保されている場合。 

※3:｢代替格納容器スプレイ起動の判断基準に到達｣とは，格納容

器内圧力，ドライウェル雰囲気温度又は原子炉圧力容器下鏡

部温度指示値が，代替格納容器スプレイ起動の判断基準に達

した場合。 

【1.6.2.2(1)a.(c)】 

 

②操作手順 

可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による海を水源とした原子炉格納容 

器内の冷却手順については，「1.6.2.1(1)a.(c)可搬型代替注水ポンプ

(A-2級)による格納容器スプレイ(淡水/海水)」及び1.6.2.2(1)a.(c)可

搬型代替注水ポンプ(A-2級)による格納容器スプレイ(淡水/海水)」にて

整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及び確

認者），現場運転員2名及び緊急時対策要員10名にて作業を実施し，作

業開始を判断してから可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による格納容器ス

プレイ開始まで約5時間15分で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。可搬型代替注水ポンプ(A-2級)からのホー

スの接続は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保してい
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ることから，容易に操作可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，

暗闇における作業性についても確保している。 

 

d.海を水源とした原子炉格納容器下部への注水 

  海を水源とした原子炉格納容器下部への注水手段としては格納容器下 

部注水系（可搬型）がある。 

 

   (a)格納容器下部注水系（可搬型）による海を水源とした原子炉格納容器

下部への注水 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，格納容器下部注水系(常

設)による原子炉格納容器下部への注水機能が喪失した場合，原子炉格

納容器の損傷を防止するため格納容器下部注水系(可搬型)により原子

炉格納容器の下部に落下した溶融炉心の冷却を実施する。 

炉心損傷の進展により原子炉圧力容器が破損に至る可能性がある場

合において，あらかじめ原子炉格納容器下部への初期水張りを実施す

る。 

また，原子炉圧力容器破損後は，原子炉格納容器の下部に落下した

溶融炉心を冠水冷却するため，原子炉格納容器下部への注水を継続す

る。その際の注水流量は，原子炉格納容器内の減圧及び除熱操作時に

サプレション・チェンバ・プールの水位が外部水源注水制限に到達し

ないように崩壊熱相当の流量とする。 

なお，本手順はプラント状況により復水補給水系外部接続口及び消

火系連結送水口を任意に選択できる構成としている。 

 

①手順着手の判断基準 

原子炉格納容器下部への初期水張りの判断基準 

・損傷炉心の冷却が未達成の場合※1で，格納容器下部注水系(常設)及

び消火系による原子炉格納容器下部への注水ができず，格納容器下

部注水系(可搬型)が使用可能な場合※2。 

 

原子炉圧力容器破損後の原子炉格納容器下部への注水操作の判断 

基準 

・原子炉圧力容器の破損の徴候※3 及び破損によるパラメータの変化※4

により原子炉圧力容器の破損を判断した場合で，格納容器下部注水

系(常設)，消火系による原子炉格納容器下部への注水ができず，格
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納容器下部注水系(可搬型)が使用可能な場合※2。 

 

※1:｢損傷炉心の冷却が未達成｣は，原子炉圧力容器下鏡部温度指

示値が 300℃に達した場合。 

※2:設備に異常がなく，燃料が確保されている場合。 

※3:｢原子炉圧力容器の破損の徴候｣は，原子炉圧力容器内の水位

の低下，制御棒の位置表示の喪失数増加，原子炉圧力容器下

鏡部温度指示値の喪失数増加により確認する。 

※4:｢原子炉圧力容器の破損によるパラメータの変化｣は，原子炉

圧力容器内の圧力の低下，原子炉格納容器内の圧力の上昇，

原子炉格納容器内の温度の上昇により確認する。 

【1.8.2.1(1)b】 

 

②操作手順 

格納容器下部注水系(可搬型)による海を水源とした原子炉格納容器

下部への注水手順については，「1.8.2.1(1)b.格納容器下部注水系(可

搬型)によるデブリ冷却(淡水/海水)」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及び確

認者），現場運転員4名及び緊急時対策要員10名にて作業を実施した場

合，作業開始を判断してから格納容器下部初期注水の開始を確認するま

で約5時間15分で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。可搬型代替注水ポンプ(A-2級)からのホー

スの接続は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保してい

ることから，容易に操作可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，

暗闇における作業性についても確保している。 

 

e.海を水源とした原子炉格納容器頂部への注水 

    海を水源とした原子炉格納容器頂部への注水手段としては格納容器頂

部注水系がある。 

 

(a)格納容器頂部注水系による海を水源とした原子炉ウェル注水 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器の頂部を
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冷却することで原子炉格納容器から原子炉建屋への水素漏えいを抑制

し，原子炉建屋の水素爆発を防止するため，海を水源として格納容器頂

部注水系により原子炉ウェルに注水する。 

 

①手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※1において，原子炉格納容器内の温度上昇が

継続している場合で，格納容器頂部注水系が使用可能な場合※2。 

 

※1:格納容器内雰囲気放射線レベル(CAMS)で原子炉格納容器内のγ

線線量率が，設計基準事故相当のγ線線量率の10倍を超えた場

合，又は格納容器内雰囲気放射線レベル(CAMS)が使用できない

場合に原子炉圧力容器温度で300℃以上を確認した場合。 

※2:設備に異常がなく，燃料が確保されている場合。 

【1.10.2.1(1)a】 

 

②操作手順 

格納容器下部注水系による海を水源とした原子炉格納容器頂部への

注水手順については，「1.10.2.1(1)a.格納容器頂部注水系による原子

炉ウェル注水(淡水/海水)」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員1名及び緊急時対策

要員10名で作業を実施した場合，作業開始判断から格納容器頂部注水系

による原子炉ウェル注水開始まで約5時間5分で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路の確保，放射線防護具及び通信連

絡設備を整備する。可搬型代替注水ポンプ(A-2級)からのホースの接続

は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保していることか

ら，容易に操作可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，

暗闇における作業性についても確保している。 

なお，一度原子炉格納容器トップヘッドが冠水するまで注水した後は，

原子炉格納容器トップヘッドフランジのシールの健全性を保つことが

できる温度以下に抑えることが可能であるが，RPVフランジヘッド周囲

温度が上昇傾向となった場合には，再度RPVフランジヘッド周囲温度が

低下するまで，格納容器頂部注水系による原子炉ウェル注水を実施する

ことにより，原子炉格納容器トップヘッドフランジを冠水させるだけの
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水位を維持する。 

 

f.海を水源とした使用済燃料プールへの注水/スプレイ 

海を水源とした使用済燃料プールへの注水／スプレイ手段としては，燃

料プール代替注水系（可搬型）がある。 

  

(a)海を水源とした燃料プール代替注水系(可搬型)による常設スプレイヘ

ッダを使用した使用済燃料プール注水 

使用済燃料プールの冷却機能又は注水機能の喪失，又は使用済燃料プ

ールの小規模な水の漏えいが発生した場合に，海を水源として可搬型代

替注水ポンプにより使用済燃料プールへの注水を行う。 

可搬型代替注水ポンプ(A-1級)1台又は(A-2級)1台により，常設スプレ

イヘッダを使用した使用済燃料プールへの注水が可能である。 

可搬型代替注水ポンプ(A-1級)及び(A-2級)で送水が可能となるよう

準備を行うが，可搬型代替注水ポンプ(A-1級)の準備ができない場合に

は，可搬型代替注水ポンプ(A-2級)で常設スプレイヘッダより使用済燃

料プールへの注水を実施する。 

 

①手順着手の判断基準 

以下のいずれかの状況に至った場合。 

・燃料プール水位低警報又は燃料プール温度高警報が発生した場合。 

・使用済燃料プールの冷却機能又は注水機能が喪失し，復旧が見込め

ない場合。 

【1.11.2.1(1)a】 

 

②操作手順 

燃料プール代替注水系(可搬型)による海を水源とした使用済燃料プー

ルへの注水/スプレイ手順については，「1.11.2.1(1)a.燃料プール代替注

水系(可搬型)による常設スプレイヘッダを使用した使用済燃料プール

注水(淡水/海水)」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員1名及び緊急時対策

要員10名にて作業を実施した場合，作業開始を判断してから水源と送水

ルートの特定～可搬型代替注水ポンプの配置～送水準備～使用済燃料

プール注水専用接続口使用による可搬型代替注水ポンプによる注水ま
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で5時間5分以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。可搬型代替注水ポンプからのホースの接続

は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保していることか

ら，容易に操作可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，

暗闇における作業性についても確保している。 

 

(b)海を水源とした燃料プール代替注水系(可搬型)による可搬型スプレイ

ヘッダを使用した使用済燃料プール注水 

使用済燃料プールの冷却機能又は注水機能の喪失，又は使用済燃料プ

ールの小規模な水の漏えいが発生した場合に，燃料プール代替注水系

（可搬型）による使用済燃料プールへの注水を行う。 

可搬型代替注水ポンプ(A-1級)1台又は(A-2級)1台により，可搬型スプ

レイヘッダを使用した使用済燃料プールへの注水が可能である。 

可搬型代替注水ポンプ(A-1級)及び(A-2級)で送水が可能となるよう

準備を行うが，可搬型代替注水ポンプ(A-1級)の準備ができない場合に

は，可搬型代替注水ポンプ(A-2級)で可搬型スプレイヘッダより使用済

燃料プールへの注水を実施する。 

 

①手順着手の判断基準 

以下のいずれかの状況に至り，常設スプレイヘッダを使用した使用済

燃料プールへの注水ができない場合。 

・燃料プール水位低警報又は燃料プール温度高警報が発生した場合。 

・使用済燃料プールの冷却機能又は注水機能が喪失し，復旧が見込め

ない場合。 

【1.11.2.1(1)b】 

 

②操作手順 

燃料プール代替注水系(可搬型)による海を水源とした使用済燃料プー

ルへの注水/スプレイ手順については，「1.11.2.1(1)b.燃料プール代替注

水系(可搬型)による可搬型スプレイヘッダを使用した使用済燃料プー

ル注水(淡水/海水)」にて整備する。  

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1 ユニット当たり中央制御室運転員 1 名，現場運転員
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2 名及び緊急時対策要員 10 名にて作業を実施した場合，作業開始を判断

してから燃料プール代替注水系(可搬型)による可搬型スプレイヘッダ

を使用した使用済燃料プール注水開始までの所要時間は下記のとおり。 

南側貫通接続口使用の場合:約 5時間 5分 

原子炉建屋扉からの接続の場合:約 5時間 5分 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。また，速やかに作業が開始できるよう，使

用する資機材は作業場所近傍に配備する。可搬型代替注水ポンプからの

ホースの接続は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保し

ていることから，容易に操作可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，

暗闇における作業性についても確保している。 

 

(c)海を水源とした燃料プール代替注水系(可搬型)による常設スプレイヘ

ッダを使用した使用済燃料プールスプレイ 

使用済燃料プールからの大量の水の漏えいにより使用済燃料プール

の水位が異常に低下し，使用済燃料プール注水設備による注水を実施し

ても水位を維持できない場合に，可搬型代替注水ポンプ(A-1級)1台及び

(A-2級)2台により，常設スプレイヘッダを使用したスプレイを実施する

ことで燃料損傷を緩和し，臨界を防止する。 

なお，可搬型代替注水ポンプは(A-2級)2台を並列に連結し，更に 

(A-1級)1台を直列に連結して使用する。 

 

①手順着手の判断基準 

使用済燃料プールの水位が水位低警報レベルまで低下し，更に以下の

いずれかの状況に至った場合。 

・使用済燃料プールへの注水を行っても水位低下が継続する場合。 

・使用済燃料プールの異常な水位低下を中央制御室にて確認可能な

TV モニタにて確認した場合。 

【1.11.2.2(1)a】 

 

②操作手順 

燃料プール代替注水系(可搬型)による海を水源とした使用済燃料プ

ールへの注水/スプレイ手順については，「1.11.2.2(1)a.燃料プール代

替注水系(可搬型)による常設スプレイヘッダを使用した使用済燃料プ

ールスプレイ(淡水/海水)」にて整備する。 
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③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員1名及び緊急時対策

要員10名にて作業を実施した場合，作業開始を判断してから水源と送水

ルートの特定～可搬型代替注水ポンプの配置～送水準備～使用済燃料

プール注水専用接続口使用による可搬型代替注水ポンプによるスプレ

イまで5時間15分以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。可搬型代替注水ポンプからのホースの接続

は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保していることか

ら，容易に操作可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，

暗闇における作業性についても確保している。 

 

(d)海を水源とした燃料プール代替注水系(可搬型)による可搬型スプレイ

ヘッダを使用した使用済燃料プールスプレイ 

使用済燃料プールからの大量の水の漏えいにより，使用済燃料プール

の水位が異常に低下し，使用済燃料プール注水設備による注水を実施し

ても水位が維持できない場合に常設スプレイヘッダを優先して使用す

るが，外的要因(航空機衝突又は竜巻等)により，常設スプレイヘッダの

機能が喪失した場合には，可搬型代替注水ポンプ(A-1級)1台及び(A-2

級)1台，又は(A-2級)2台により，可搬型スプレイヘッダを使用したスプ

レイを実施することで使用済燃料プール内の燃料体等の著しい損傷の

進行を緩和し，臨界を防止する。 

なお，可搬型代替注水ポンプは(A-1級)1台及び(A-2級)1台を直列に連

結，又は(A-2級)2台を直列に連結して使用する。 

 

①手順着手の判断基準 

使用済燃料プールの水位が水位低警報レベルまで低下し，更に以下の

いずれかの状況に至り，常設スプレイヘッダを使用した使用済燃料プー

ルスプレイができない場合。 

・使用済燃料プールへの注水を行っても水位低下が継続する場合。 

・使用済燃料プールの異常な水位低下を中央制御室にて確認可能な

TV モニタにて確認した場合。 

【1.11.2.2(1)b】 
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②操作手順 

燃料プール代替注水系(可搬型)による海を水源とした使用済燃料プ

ールへの注水/スプレイ手順については，「1.11.2.2(1)b.燃料プール代

替注水系(可搬型)による可搬型スプレイヘッダを使用した使用済燃料

プールスプレイ(淡水/海水)」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1 ユニット当たり中央制御室運転員 1 名，現場運転員

2名及び緊急時対策要員 10 名にて作業を実施した場合，作業開始を判断

してから燃料プール代替注水系(可搬型)による可搬型スプレイヘッダ

を使用した使用済燃料プールスプレイ開始までの所要時間は下記のと

おり。 

南側貫通接続口使用の場合:約 5時間 15 分 

原子炉建屋扉からの接続の場合:約 5時間 15 分 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。また，速やかに作業が開始できるよう，使

用する資機材は作業場所近傍に配備する。可搬型代替注水ポンプからの

ホースの接続は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保し

ていることから，容易に操作可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，

暗闇における作業性についても確保している。 

 

g.海を水源とした最終ヒートシンク（海洋）への代替熱輸送 

海を水源とした最終ヒートシンク（海洋）への代替熱輸送手段としては

原子炉補機冷却系と代替原子炉補機冷却系がある。 

 

(a)原子炉補機冷却系による補機冷却水確保 

原子炉補機冷却系が健全な場合は，自動起動信号による作動，又は中

央制御室からの手動操作により原子炉補機冷却系を起動し，原子炉補機

冷却系による補機冷却水確保を行う。 

 

①手順着手の判断基準 

残留熱除去系を使用した原子炉及び格納容器の除熱が必要な場合。 
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②操作手順 

原子炉補機冷却系による補機冷却水確保の手順については

「1.5.2.3(1)原子炉補機冷却系による補機冷却水確保」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1 ユニット当たり中央制御室運転員 2 名（操作者及び

確認者）にて操作を実施する。操作スイッチによる中央制御室からの遠

隔操作であるため，速やかに対応できる。 

 

(b)海を水源とした代替原子炉補機冷却系による補機冷却水確保 

原子炉補機冷却水系又は原子炉補機冷却海水系の機能が喪失した場

合，残留熱除去系を使用した原子炉除熱，格納容器除熱，使用済燃料プ

ール除熱戦略ができなくなるため，代替原子炉補機冷却系を用いた補機

冷却水確保のため，原子炉補機冷却水系の系統構成を行い，代替原子炉

補機冷却系により補機冷却水を供給する。  

常設代替交流電源設備により残留熱除去系の電源が確保されている

場合に，冷却水通水確認後，残留熱除去系（サプレッション・チェンバ・

プール水冷却モード，格納容器スプレイ冷却モード又は原子炉停止時冷

却モード）を起動し，最終ヒートシンク（海洋）へ熱を輸送する。 

    

①手順着手の判断基準 

原子炉補機冷却系又は原子炉補機冷却海水系の機器の故障，電源喪失

等により運転継続できない場合。 

【1.5.2.2(1)a】 

②操作手順 

代替原子炉補機冷却系による海を水源とした最終ヒートシンク（海

洋）への代替熱輸送手順については，「1.5.2.2(1)a.代替原子炉補機冷

却系による補機冷却水確保」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名，現場運転員2

名及び緊急時対策要員13名にて作業を実施した場合，作業開始を判断し

てから運転員操作の系統構成完了まで約4時間15分，緊急時対策要員操

作の補機冷却水供給開始まで約9時間で可能である。 

なお，プラント停止中の運転員の体制においては，中央制御室対応は

当直副長の指揮のもと中央制御室運転員1名にて作業を実施する。 
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円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。また，速やかに作業が開始できるよう，使

用する資機材は作業場所近傍に配備する。 

 

(b)大容量送水車又は代替原子炉補機冷却海水ポンプによる補機冷却水 

確保 

原子炉補機冷却水系又は原子炉補機冷却海水系の機能が喪失した場

合，残留熱除去系を使用した除熱戦略ができなくなるため，代替原子炉

補機冷却系により補機冷却水を確保するが，代替原子炉補機冷却系熱交

換器ユニットが機能喪失した場合には，原子炉補機冷却水系の系統構成

を行い，大容量送水車又は代替原子炉補機冷却海水ポンプにより，原子

炉補機冷却水系に海水を注入することで補機冷却水を供給する。 

常設代替交流電源設備により残留熱除去系の電源が確保されている

場合に，冷却水通水確認後，目的に応じた運転モードで残留熱除去系（サ

プレッション・チェンバ・プール水冷却モード，格納容器スプレイ冷却

モード及び原子炉停止時冷却モード）を起動し，最終ヒートシンク（海

洋）へ熱を輸送する。 

 

①手順着手の判断基準 

（大容量送水車使用の場合） 

代替原子炉補機冷却系熱交換器ユニットが機能喪失した場合。 

（代替原子炉補機冷却海水ポンプ使用の場合） 

代替原子炉補機冷却系熱交換器ユニットが機能喪失した場合で，大 

容量送水車が故障等により使用できない場合。 

【1.5.2.2(1)b】 

 

②操作手順 

代替原子炉補機冷却系による海を水源とした最終ヒートシンク（海 

洋）への代替熱輸送手順については，「1.5.2.2(1)b. 大容量送水車又

は代替原子炉補機冷却海水ポンプによる補機冷却水確保」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及び確

認者），現場運転員2名及び緊急時対策要員8名にて作業を実施した場合，

作業開始を判断してから運転員による系統構成完了まで約4時間15分，

緊急時対策要員による大容量送水車を使用した補機冷却水供給開始ま
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で約5時間で可能である。また，代替原子炉補機冷却海水ポンプを使用

した場合は補機冷却水供給開始まで約7時間で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。また，速やかに作業が開始できるよう，使

用する資機材は作業場所近傍に配備する。 

 

h.海を水源とした大気への拡散抑制 

  海を水源とした大気への拡散抑制手段としては大容量送水車及び放水

砲による大気への放射性物質の拡散抑制がある。 

 

(a)海を水源とした大容量送水車及び放水砲による大気への放射性物質の

拡散抑制 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器の破損を

防止するため，格納容器スプレイによる原子炉格納容器内の除熱やフィ

ルタ装置，代替フィルタ装置，及び代替循環冷却による原子炉格納容器

の減圧及び除熱させる手段がある。 

また，使用済燃料プールからの大量の水の漏えいにより使用済燃料プ

ールの水位が異常に低下し，使用済燃料プール注水設備で注水しても水

位が維持出来ない場合は，燃料プールスプレイにより燃料損傷を緩和す

る手段がある。 

しかし，これらの機能が喪失し，原子炉建屋から直接放射性物質が  

拡散する場合を想定し，大容量送水車，放水砲により原子炉建屋に海水

を放水し，大気への放射性物質の拡散を抑制する。 

 

①手順着手の判断基準 

以下のいずれかが該当する場合とする。 

・炉心損傷を判断した場合※1において，あらゆる注水手段を講じても

原子炉への注水が確認できない場合 

・使用済燃料プール水位が低下した場合において，あらゆる注水手段

を講じても水位低下が継続する場合 

・大型航空機の衝突など，原子炉建屋外観で大きな損傷を確認し    

た場合 

 

※1:格納容器内雰囲気放射線レベル(CAMS)で格納容器内のγ線線

量率が，設計基準事故相当のγ線線量率の10倍を超えた場合，

又は格納容器内雰囲気放射線レベル(CAMS)が使用できない場
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合に原子炉圧力容器温度で300℃以上を確認した場合。 

【1.12.2.1(1)a】 

 

②操作手順 

大容量送水車及び放水砲による海を水源とした大気への拡散抑制手

順については，「1.12.2.1(1)a.大容量送水車及び放水砲による大気へ

の拡散抑制」にて整備する。 

 
③操作の成立性 

上記の現場対応は準備段階では緊急時対策要員（復旧班員）8 名（水

張りは 5名）にて実施し，所要時間は，複数あるホース敷設ルートのう

ち，敷設距離が短くなる 7号炉南側からのルートを優先的に選択するこ

とで，手順着手から 120 分（7 号炉の場合，6 号炉の場合は 150 分）で

大気への放射性物質の拡散抑制準備を完了することとしている。（ホー

ス敷設距離が長くなる5号炉北側からのルートでホースを敷設した場合

は，180 分で大気への放射性物質の拡散抑制準備を完了することとして

いる。） 

円滑に作業できるようにアクセスルートを確保し，防護具，可搬型照

明，通信設備等を整備する。作業環境の周囲温度は外気温と同程度であ

る。ホース等の取付けについては速やかに作業ができるように大容量送

水車の保管場所に使用工具及びホースを配備する。 

緊急時対策本部からの指示を受けて，大気への放射性物質の拡散抑制

を開始する。緊急時対策要員（復旧班員）5 名にて実施し，手順着手か

ら 120 分以降（7 号炉の場合，6 号炉の場合は 150 分以降）放水するこ

とが可能である。 

放水砲は可搬型設備のため，任意に敷設場所を設定することが可能で

あり，風向き等の天候状況及びアクセス状況に応じて，最も効果的な方

角から原子炉建屋破損口等の放射性物質放出箇所に向けて放水を実施す

る。 

放水砲による放水については噴射ノズルを調整することで，放水形状

を直線状又は噴霧状に調整でき，放水形状は，直線状とするとより遠く

まで放水できるが，噴霧状とすると，直線状よりも放射性物質の抑制効

果があることから，なるべく噴霧状を使用する。 

また，直線状で放射する場合も到達点では，噴霧状になっているため

放射性物質の抑制効果がある。 

なお，大容量送水車，放水砲の準備にあたり，プラント状況や周辺の
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現場状況，ホースの敷設時間などを考慮し，複数あるホース敷設ルート

から全対応の作業時間が短くなるよう適切なルートを選択する。 

 

i.海を水源とした航空機燃料火災への泡消火 

    海を水源とした航空機燃料火災への泡消火手段としては大容量送水車，

放水砲，泡原液搬送車及び泡原液混合装置がある。 

 

(a)大容量送水車，放水砲，泡原液搬送車及び泡原液混合装置による航空

機燃料火災への泡消火 

原子炉建屋周辺における航空機衝突による航空機燃料火災が発生し

た場合において,海を水源として大容量送水車，放水砲，泡原液搬送車

及び泡混合器による航空機燃料火災への泡消火を行う。 

 
①手順着手の判断基準 

航空機燃料火災が発生した場合。 

【1.12.2.2(2)a】 

 

②操作手順 

大容量送水車，放水砲，泡原液搬送車及び泡原液混合装置による海を

水源とした航空機燃料火災への泡消火手順については，「1.12.2.2(2)a. 

大容量送水車，放水砲，泡原液搬送車及び泡原液混合器による航空機燃

料火災への泡消火」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

大容量送水車，放水砲，泡原液搬送車及び泡原液混合器による泡消火

は，準備段階では現場にて 8名で実施し，手順着手から 120 分（7号炉

の場合，6号炉の場合は 150 分）で準備を完了しその後放水することと

している。（ホース敷設距離が長くなる 5号炉北側からのルートでホー

スを敷設した場合は，180 分で対応することとしている。） 

放水段階では緊急時対策要員（復旧班員）5 名にて実施する。1％濃縮

用泡消火剤 12,000 ㍑配備し，放水開始から約 60 分の泡消火が可能であ

る。 

泡消火剤は，放水流量（15,000 ㍑/min）の 1％濃度で自動注入となる。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設備等

を整備する。ホース等の取付けについては，速やかに作業ができるよう

に大容量送水車の保管場所に使用工具及びホースを配備する。 
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(7)ほう酸水注入系貯蔵タンクを水源とした対応手順 

重大事故等が発生した場合において，ほう酸水注入系貯蔵タンクを水源と

した原子炉圧力容器へのほう酸水注入手順を整備する。 

 

a.ほう酸水注入系貯蔵タンクを水源とした原子炉圧力容器へのほう酸水注入 

 

(a)EOP 原子炉制御「反応度制御」 

ATWS発生時に，原子炉を安全に停止させる。 

 

①手順着手の判断基準 

EOP 原子炉制御「スクラム」(原子炉出力)の操作を実施しても，ペ

アロッド1組又は制御棒1本よりも多くの制御棒が未挿入の場合。 

なお，制御棒操作監視系の故障により，制御棒位置が確認できない場

合もATWSと判断する。 

【1.1.2.1(2)】 

②操作手順 

ほう酸水注入系によるほう酸水注入系貯蔵タンクを水源とした原子

炉圧力容器へのほう酸水注入手順については，「1.1.2.1(2)EOP 原子炉

制御「反応度制御」」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名，現場運転員2

名にて作業を実施した場合，作業開始を判断してからの各操作の所要時

間は以下のとおり。 

・原子炉冷却材再循環ポンプ手動停止：1分以内 

・自動減圧系，代替自動減圧系起動阻止：1分以内 

・ほう酸水注入開始：1分以内 

・制御棒挿入操作開始：1分以内 

・原子炉圧力容器内の水位の低下操作開始：2分以内 

・残留熱除去系サプレッション・チェンバ・プール水冷却モード 

操作完了：5分以内 

・スクラムテストスイッチによるペアロッドスクラム操作完了 

：約10分 

・現場でのスクラムソレノイドヒューズ引き抜き操作完了 

：約25分 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及
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び通信連絡設備を整備する。 

 

(b)ほう酸水注入系による原子炉圧力容器への注水 

全交流動力電源喪失又は高圧炉心注水系の機能が喪失時において, 

高圧代替注水系又は原子炉隔離時冷却系により原子炉圧力容器内の水

位を原子炉水位低(レベル3)以上に維持できない場合は，ほう酸水注入

系貯蔵タンクを水源としてほう酸水注入系を用いて原子炉圧力容器へ

の注水を実施する。 

さらに，原子炉圧力容器への注水を継続するため，復水補給水系等を

水源としてほう酸水注入系貯蔵タンクに補給することで，ほう酸水注入

系を用いて原子炉圧力容器への注水を継続させる。 

     また、復水補給水系等を水源としてほう酸水注入系テストタンクに

補給することで，ほう酸水注入系を用いて原子炉圧力容器への注水を

実施することも可能である。 

 

①手順着手の判断基準 

原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧状態であり，高圧代替注水系又は

原子炉隔離時冷却系により原子炉圧力容器内の水位を原子炉水位低(レ

ベル3)以上に維持できない場合で，ほう酸水注入系が使用可能な場合。 

【1.2.2.3(1)a】 

 

②操作手順 

ほう酸水注入系によるほう酸水注入系貯蔵タンクを水源とした原子

炉圧力容器へのほう酸水注入手順については，「1.2.2.3(1)a.ほう酸水

注入系による原子炉圧力容器への注水」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作のうち，ほう酸水注入系貯蔵タンクを水源とした原子炉注

入は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及び確認者）及び

現場運転員2名にて作業を実施した場合，作業開始を判断してからほう

酸水注入系ポンプの起動まで約20分で可能である。 

さらに，復水補給水系等を水源としてほう酸水注入系貯蔵タンクに補

給し，原子炉への継続注水を行う場合は，1ユニット当たり現場運転員2

名にて作業を実施した場合，作業開始を判断してから原子炉への継続注

水準備完了まで約65分で可能である。 

また，復水補給水系等を水源としたほう酸水注入系テストタンクに補
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給し，原子炉圧力容器への注水を行う場合，1ユニット当たり中央制御

室運転員2名（操作者及び確認者）及び現場運転員4名にて作業を実施し

た場合，作業開始を判断してからほう酸水注入系ポンプ起動まで約75分

で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。 

 

(c)ほう酸水注入系による原子炉圧力容器へのほう酸水注入 

炉心の著しい損傷が発生した場合，溶融炉心の原子炉格納容器下部へ

の落下を遅延又は防止するため原子炉圧力容器へ注水する。また，十分

な炉心の冷却ができず原子炉圧力容器下部へ溶融炉心が移動した場合

でも原子炉圧力容器への注水により原子炉圧力容器の破損防止又は遅

延を図る。 

 

①手順着手の判断基準 

全交流動力電源喪失により，炉心が損傷した場合において，ほう酸水

注入系が使用可能な場合※1。 

 

※1:設備に異常がなく，常設代替交流電源設備又は可搬型代替交流

電源設備により注水に必要な電源が確保され，かつ水源(ほう酸

水注入系貯蔵タンク)が確保されている場合。 

【1.8.2.2(1)e】 

 

②操作手順 

ほう酸水注入系によるほう酸水注入系貯蔵タンクを水源とした原子

炉圧力容器へのほう酸水注入手順については，「1.8.2.2(1)e.ほう酸水

注入系による原子炉圧力容器へのほう酸水注入」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及び確

認者）及び現場運転員2名にて作業を実施した場合，作業開始を判断し

てからほう酸水注入系による原子炉圧力容器へのほう酸水注入開始ま

で25分で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。 
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1.13.2.2 水源へ水を補給するための対応手順 

(1)復水貯蔵槽へ水を補給するための対応手順 

a.可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による復水貯蔵槽への補給(淡水/海水) 

復水貯蔵槽を水源とした原子炉への注水等の対応を実施している場合

に，復水貯蔵槽への補給手段がないと復水貯蔵槽水位は低下し，水源が枯

渇するため，可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による復水貯蔵槽への補給を

実施する。 

可搬型代替注水ポンプ(A-2級)の水源は，防火水槽を優先して使用する。

淡水による復水貯蔵槽への補給が枯渇等により継続できないおそれがあ

る場合は，海水による復水貯蔵槽への補給に切り替えるが，防火水槽を経

由して復水貯蔵槽へ補給することにより，復水貯蔵槽への補給を継続しな

がら淡水から海水への切り替えが可能である。なお，防火水槽への淡水補

給は，「1.13.2.2(2)a.淡水貯水池から防火水槽への補給」及び

「1.13.2.2(2)b.淡水タンクから防火水槽への補給」の手順にて，防火水

槽への海水補給は，「1.13.2.2(2)c.海から防火水槽への補給」の手順に

て実施する。 

また，淡水貯水池を水源として復水貯蔵槽へ補給している場合は，あら

かじめ可搬型代替注水ポンプの水源切替え準備をすることにより速やか

に淡水から海水への切替えが可能である。淡水から海水への切替えは，

「1.13.2.3(2)淡水から海水への切替え」の手順にて実施する。 

 

(a)防火水槽を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による復水貯蔵

槽への補給 

 

ⅰ.手順着手の判断基準 

復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧力容器への注水，原子炉格納容器

へのスプレイ，原子炉格納容器下部への注水及び原子炉格納容器頂部

への注水準備が開始され，防火水槽を水源とした可搬型代替注水ポン

プ(A-2級)による復水貯蔵槽への補給ができる場合。 

 

ⅱ.操作手順 

防火水槽を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による復水貯

蔵槽への補給手順の概要は以下のとおり。概要図を図1.13.8に，タイ

ムチャートを図1.13.9に示す。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員に可搬型代替注

水ポンプ(A-2級)による復水貯蔵槽への補給の準備開始を指示する。 
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②当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に可搬型

代替注水ポンプ(A-2級)による復水貯蔵槽への補給の準備のため，

可搬型代替注水ポンプ(A-2級)の配備及びホース接続を依頼する。 

③中央制御室運転員AまたはBは，可搬型代替注水ポンプ(A-2級)によ

る復水貯蔵槽への補給に必要な監視計器の電源が確保されている

ことを状態表示にて確認する。 

④緊急時対策要員は，可搬型代替注水ポンプ(A-2級)の配置及びホー

ス接続を行い，可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による送水準備完了

を緊急時対策本部を経由し，当直長へ報告する。 

⑤当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に可搬型

代替注水ポンプ(A-2級)による復水貯蔵槽への補給開始を依頼する。 

⑥当直副長は，中央制御室運転員に復水貯蔵槽水位の監視を指示する。 

⑦緊急時対策要員は，可搬型代替注水ポンプ(A-2級)起動後，CSP外部

注水ライン西側/東側注水弁(A)，(B)を全開し，補給開始したこと

を緊急時対策本部を経由し，当直長へ報告する。 

⑧中央制御室運転員A及びBは，復水貯蔵槽への補給が開始されたこと

を復水貯蔵槽水位指示上昇により確認し，当直副長に報告する。 

⑨当直長は，当直副長からの依頼に基づき，可搬型代替注水ポンプ

(A-2級)による復水貯蔵槽への補給が開始されたことを緊急時対策

本部へ報告する。 

⑩中央制御室運転員AまたはBは，復水貯蔵槽の水位が規定水位に到達

したことを当直副長に報告する。 

⑪当直長は，当直副長からの依頼に基づき，復水貯蔵槽への補給停止

を緊急時対策本部に依頼する。 

 

ⅲ.操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員1名及び緊急時対

策要員3名にて作業を実施した場合，作業開始を判断してから可搬型代

替注水ポンプ(A-2級)による復水貯蔵槽への補給開始まで135分以内で

可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明

及び通信連絡設備を整備する。可搬型代替注水ポンプ(A-2級)からのホ

ースの接続は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保し

ていることから，容易に操作可能である。 

構内のアクセス状況を考慮して防火水槽から復水貯蔵槽へホースを

敷設し，移送ルートを確保する。 
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また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いること

で，暗闇における作業性についても確保している。 

(添付資料1.13.3-6) 

 

(b)淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による復水貯

蔵槽への補給 

 

ⅰ.手順着手の判断基準 

復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧力容器への注水，原子炉格納容器

へのスプレイ，原子炉格納容器下部への注水及び原子炉格納容器頂部

への注水準備が開始され，防火水槽を水源とした可搬型代替注水ポン

プ(A-2級)による復水貯蔵槽への補給ができない場合。 

 

ⅱ.操作手順 

淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による復水

貯蔵槽への補給手順の概要は以下のとおり。概要図を図1.13.8に，タ

イムチャートを図1.13.9に示す。 

［水源確保（淡水貯水池から可搬型代替注水ポンプへの送水）］ 

「1.13.2.1(4)a.淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプに

よる送水」の操作手順と同様である。 

 

［淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプによる送水］ 

「1.13.2.2 (4)a.(a)防火水槽を水源とした可搬型代替注水ポンプ

(A-2級)による復水貯蔵槽への補給」の操作手順と同様である。 

 

ⅲ.操作の成立性 

［水源確保（淡水貯水池から可搬型代替注水ポンプへの送水）］ 

上記の操作は，緊急時対策要員2名にて作業を実施した場合，作業開

始を判断してから可搬型代替注水ポンプ(A-1級又はA-2級)へ淡水貯水

池の水を給水するまで105分以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明

及び通信連絡設備を整備する。 

また，構内のアクセス状況を考慮して淡水貯水池から送水先へホー

スを敷設し，移送ルートを確保する。 

なお，緊急時対策本部からフィルタ装置の使用等による現場からの

一時退避指示があった場合は，可搬型代替注水ポンプ(A-1級又はA-2
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級)吸管が接続されているホース接続継手の分岐ラインに取り付けら

れている弁を開状態にした上で退避する。 

 (添付資料1.13.3-1) 

 

［淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプによる送水］ 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員1名及び緊急時対

策要員3名にて作業を実施した場合，作業開始を判断してから可搬型代

替注水ポンプ(A-2級)による復水貯蔵槽への補給開始まで135分以内で

可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明

及び通信連絡設備を整備する。可搬型代替注水ポンプ(A-2級)からのホ

ースの接続は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保し

ていることから，容易に操作可能である。 

構内のアクセス状況を考慮して可搬型代替注水ポンプ(A-2級)から

復水貯蔵槽へホースを敷設し，移送ルートを確保する。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いること

で，暗闇における作業性についても確保している。 

(添付資料1.13.3-6) 

 

(c)海を水源とした大容量送水車（海水取水用）及び可搬型代替注水ポン

プ(A-2級)による復水貯蔵槽への補給 

 

ⅰ.手順着手の判断基準 

復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧力容器への注水，原子炉格納容器

へのスプレイ，原子炉格納容器下部への注水及び原子炉格納容器頂部

への注水準備が開始され，防火水槽及び淡水貯水池を水源とした可搬

型代替注水ポンプ(A-2級)による復水貯蔵槽への補給ができない場合。 

 

ⅱ.操作手順 

海を水源とした大容量送水車（海水取水用）及び可搬型代替注水ポ

ンプ(A-2級)による復水貯蔵槽への補給手順の概要は以下のとおり。概

要図を図1.13.8に，タイムチャートを図1.13.9に示す。 

［水源確保（大容量送水車（海水取水用）による可搬型代替注水ポンプ  

への送水）］ 

「1.13.2.1(6)a.海を水源とした大容量送水車（海水取水用）及び可

搬型代替注水ポンプによる送水」の操作手順と同様である。 
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［海を水源とした大容量送水車（海水取水用）及び可搬型代替注水ポン 

プによる送水］ 

「1.13.2.2 (4)a.(a)防火水槽を水源とした可搬型代替注水ポンプ

(A-2級)による復水貯蔵槽への補給」の操作手順と同様である。 

 

ⅲ.操作の成立性 

[水源確保（大容量送水車（海水取水用）による可搬型代替注水ポンプ

への送水）］ 

上記の操作は，緊急時対策要員8名にて作業を実施した場合，作業開

始を判断してから大容量送水車（海水取水用）による可搬型代替注水

ポンプへの送水まで5時間以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明

及び通信連絡設備を整備する。大容量送水車（海水取水用）からのホ

ースの接続は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保し

ていることから，容易に操作可能である。 

構内のアクセス状況を考慮して海から送水先へホースを敷設し，移

送ルートを確保する。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いること

で，暗闇における作業性についても確保している。 

 (添付資料1.13.3-4) 

 

［海を水源とした大容量送水車（海水取水用）及び可搬型代替注水ポン 

プによる送水］ 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員1名及び緊急時対

策要員10名にて作業を実施した場合，作業開始を判断してから可搬型

代替注水ポンプ(A-2級)による復水貯蔵槽への補給開始まで5時間25分

以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明

及び通信連絡設備を整備する。可搬型代替注水ポンプ(A-2級)からのホ

ースの接続は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保し

ていることから，容易に操作可能である。 

構内のアクセス状況を考慮して可搬型代替注水ポンプ(A-2級)から

復水貯蔵槽へホースを敷設し，移送ルートを確保する。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いること

で，暗闇における作業性についても確保している。 

(添付資料1.13.3-6) 
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b.純水補給水系(仮設発電機使用)による復水貯蔵槽への補給 

復水貯蔵槽を水源とした原子炉への注水等の対応を実施している場合

に，復水貯蔵槽への補給手段がないと復水貯蔵槽水位は低下し，水源が枯

渇するため，純水移送ポンプの電源を仮設発電機により確保し，純水タン

クから復水貯蔵槽への補給を実施する。 

純水移送ポンプ4台のうち，1台のポンプを選定し，仮設発電機を接続し

起動する。 

 

(a)手順着手の判断基準 

復水貯蔵槽を水源とした原子炉圧力容器への注水，原子炉格納容器へ

のスプレイ，原子炉格納容器下部への注水，原子炉格納容器頂部への注

水準備が開始された場合で，可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による復水

貯蔵槽への補給ができない場合。 

 

(b)操作手順 

純水補給水系(仮設発電機使用)による復水貯蔵槽への補給手順の概

要は以下のとおり。概要図を図1.13.10に，タイムチャートを図1.13.11

に示す。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員に純水補給水系

(仮設発電機使用)による復水貯蔵槽への補給の準備開始を指示す

る。 

②当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に純水補

給水系による復水貯蔵槽への補給の準備のため，仮設発電機の移動

及び系統構成を依頼する。 

③中央制御室運転員A及びBは，純水補給水系による復水貯蔵槽補給に

必要な監視計器の電源が確保されていることを状態表示にて確認

する。 

④現場運転員C及びDは，純水補給水系による復水貯蔵槽への系統構成

として，復水貯蔵槽純水バイパス弁の全開操作を実施し，当直副長

に純水補給水系による復水貯蔵槽への補給準備完了を報告する。 

⑤緊急時対策要員は，純水移送ポンプ起動のための仮設発電機を給水

建屋まで移動し，純水移送ポンプ吐出弁の全閉操作を実施する。操

作完了後，緊急時対策本部に純水補給水系による復水貯蔵槽への補

給準備完了を報告する。 

⑥当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に純水補

給水系による復水貯蔵槽への補給開始を依頼する。 
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⑦当直副長は，中央制御室運転員に復水貯蔵槽水位の監視を指示する。 

⑧緊急時対策要員は，仮設発電機及び純水移送ポンプを起動後，純水

移送ポンプ吐出弁にて，純水移送ポンプの吐出圧力を調整し，純水

補給水系による復水貯蔵槽への補給開始について緊急時対策本部

を経由し当直長へ報告する。 

⑨中央制御室運転員AまたはBは，復水貯蔵槽への補給が開始されたこ

とを復水貯蔵槽水位指示上昇により確認し, 当直副長に報告する。 

⑩当直長は，当直副長からの依頼に基づき，純水補給水系による復水

貯蔵槽への補給が開始されたことを緊急時対策本部へ報告する。 

⑪中央制御室運転員AまたはBは，復水貯蔵槽の水位が規定水位に到達

したことを当直副長に報告する。 

⑫当直長は，当直副長からの依頼に基づき，復水貯蔵槽への補給停止

を緊急時対策本部に依頼する。 

 

(c)操作の成立性 

上記の操作は，１ユニット当たり中央制御室運転員1名，現場運転員2

名及び緊急時対策要員6名にて作業を実施した場合，作業開始を判断し

てから運転員操作の系統構成完了まで約15分，緊急時対策本部へ作業着

手を依頼してから緊急時対策要員操作の純水移送ポンプ起動後，補給開

始まで約165分で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。 

(添付資料1.13.3-7) 

 

(2)防火水槽へ水を補給するための対応手順  

a.淡水貯水池から防火水槽への補給 

防火水槽を水源として可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)による

原子炉圧力容器への注水等の各種注水/補給を行う場合に防火水槽の水が

枯渇する前に淡水貯水池の水を防火水槽へ補給する。 

 

(a)手順着手の判断基準 

防火水槽を水源として可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)によ  

る原子炉圧力容器への注水等の各種注水/補給を行う場合。 

 

(b)操作手順 

淡水貯水池から防火水槽への補給手順の概要は以下のとおり。概要図
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を図 1.13.12 に，タイムチャートを図 1.13.13 に示す。 

①緊急時対策本部は，手順着手の判断基準に基づき，緊急時対策要員

に淡水貯水池から防火水槽への補給を指示する。 

②緊急時対策要員は，淡水貯水池出口弁を開けて，送水ラインの水張

りを開始する。 

③緊急時対策要員は，水張りしながら送水ラインの敷設状況に異常が

ないことを確認する。 

④緊急時対策要員は，防火水槽の送水ラインにホースを接続する。 

⑤緊急時対策要員は，送水ライン水張り完了後，ホースの先を防火水

槽マンホールへ入れて，送水ライン出口弁を開けて防火水槽へ淡水

貯水池の水を補給する。 

 

(c)操作の成立性 

上記の操作は，緊急時対策要員 2名にて作業を実施した場合，作業開

始を判断してから防火水槽へ淡水貯水池の水を補給するまで 80 分以内

で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。 

また，構内のアクセス状況を考慮して淡水貯水池から防火水槽へホー

スを敷設し，移送ルートを確保する。 

なお，緊急時対策本部からフィルタ装置の使用等による現場からの一

時退避指示があった場合は，防火水槽からの送水量（可搬型代替注水ポ

ンプによる原子炉等への注水で使用する量）を上回る量で水を補給する

ため，防火水槽の水位が目視で緩やかに上昇するよう送水ライン出口弁

開度を調整した上で退避する。 

 (添付資料1.13.3-8) 

 

b.淡水タンクから防火水槽への補給 

防火水槽を水源として可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)による

原子炉圧力容器への注水等の各種注水/補給を行う場合に防火水槽の水が

枯渇する前に淡水タンク(純水タンク・ろ過水タンク)の水を防火水槽へ補

給する。 

 

(a)手順着手の判断基準 

防火水槽を水源として可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)によ

る原子炉圧力容器への注水等の各種注水/補給を行う場合で，淡水貯水
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池から防火水槽への補給ができない場合。 

 

(b)操作手順 

淡水タンク(純水タンク又はろ過水タンク)から防火水槽への補給手

順の概要は以下のとおり。概要図を図 1.13.14 に，タイムチャートを図

1.13.15 に示す。 

①緊急時対策本部は，手順着手の判断基準に基づき，緊急時対策要員

に淡水タンク(純水タンク又はろ過水タンク)から防火水槽への補給

を指示する。 

②緊急時対策要員は，淡水貯水池からの送水ライン供給止め弁を全閉

する。 

③緊急時対策要員は，指定された淡水タンク(純水タンク又はろ過水

タンク)の送水ラインにホースを接続する。 

④緊急時対策要員は，淡水タンク側の弁及び送水ライン側の弁を開け

て，送水ラインの水張りを開始する。 

⑤緊急時対策要員は，水張りしながら送水ラインの敷設状況に異常が

ないことを確認する。 

⑥緊急時対策要員は，指定された防火水槽への送水ラインにホースを

接続する。 

⑦緊急時対策要員は，送水ライン水張り完了後，ホースの先を防火水

槽マンホールへ入れて，送水ライン出口弁を開けて防火水槽へ淡水

タンクの水を補給する。 

 

(c)操作の成立性 

上記の操作は，緊急時対策要員 2名にて作業を実施した場合，作業開

始を判断してから防火水槽に水を補給するまで約 80 分で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。 

また，構内のアクセス状況を考慮して淡水タンクから防火水槽へホー

スを敷設し，移送ルートを確保する。 

 

c.海から防火水槽への補給 

(可搬型代替注水ポンプ(A-2級)による防火水槽への海水補給の場合) 

淡水貯水池及び淡水タンク(純水タンク及びろ過水タンク)から防火水

槽への補給が不可能となるおそれがある場合に，可搬型代替注水ポンプ

(A-2 級)により海水を防火水槽へ補給する。 
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(a)手順着手の判断基準 

防火水槽を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)による原子炉圧

力容器への注水等の各種注水/補給を継続する場合において，淡水貯水

池及び淡水タンク(純水タンク及びろ過水タンク)から防火水槽への補

給手段が確保できない場合，又は貯水量の減少により防火水槽への淡水

の補給手段がなくなるおそれがある場合。 

 

(b)操作手順 

可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)による補給手順の概略は以下のとおり。

概要図を図 1.13.16 に，タイムチャートを図 1.13.17 に示す。 

①緊急対策本部は，手順着手の判断基準に基づき，可搬型代替注水ポ

ンプ(A-2 級)による防火水槽への海水補給を実施するよう緊急時対

策要員へ指示する。 

②緊急時対策要員は，当該号炉の護岸へ可搬型代替注水ポンプ(A-2

級)を移動させる。 

③緊急時対策要員は，当該号炉の護岸から防火水槽までのホース敷設
※1を行う。 

④緊急時対策要員は，緊急時対策本部に可搬型代替注水ポンプ(A-2

級)による防火水槽への海水補給の準備完了を報告する。 

⑤緊急時対策要員は，緊急時対策本部の指示を受け，可搬型代替注水

ポンプ(A-2 級)を起動し防火水槽への補給を実施する。 

 

※1 海水取水時には，ホース先端にストレーナを取り付け，海面よ

り低く着底しない位置に取水部分を固定することにより，ホー

スへの異物の混入を防止する。 

 

(c)操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり可搬型代替注水ポンプ(A-2級)の操作

を緊急時対策要員3名にて実施した場合，作業開始を判断してから送水開

始まで約180分で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。可搬型代替注水ポンプ(A-2級)からのホース

の接続は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確保している

ことから，容易に操作可能である。 

構内のアクセス状況を考慮して海から防火水槽へホースを敷設し，移

送ルートを確保する。 
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また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，

暗闇における作業性についても確保している。 

(添付資料1.13.3-9) 

 

 (大容量送水車(海水取水用)による防火水槽への海水補給の場合) 

淡水貯水池及び淡水タンク(純水タンク及びろ過水タンク)から防火水

槽への補給が不可能となるおそれがある場合に，大容量送水車(海水取水

用)により海水を防火水槽へ補給する。 

 

(a)手順着手の判断基準 

防火水槽を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)によ

る原子炉圧力容器への注水等の各種注水/補給を継続する場合において，

淡水貯水池及び淡水タンク(純水タンク及びろ過水タンク)から防火水

槽への補給手段が確保できない場合，又は貯水量の減少により防火水槽

への淡水の補給手段がなくなるおそれがある場合で，可搬型代替注水ポ

ンプにより海水を防火水槽へ補給できない場合。 

 

(b)操作手順 

大容量送水車(海水取水用)による補給手順の概略は以下のとおり。概

要図を図1.13.18に，タイムチャートを図1.13.19に示す。 

①緊急対策本部は，手順着手の判断基準に基づき，大容量送水車(海

水取水用)による防火水槽への海水補給を実施するよう緊急時対策

要員へ指示する。 

②緊急時対策要員は，緊急時対策本部より荒浜側又は大湊側高台資機

材置場へ移動する。 

③緊急時対策要員は，大容量送水車（海水取水用）等の健全性確認を

行う。 

④緊急時対策要員は，大容量送水車（海水取水用）を荒浜側又は大湊

側高台資機材置場よりタービン建屋近傍屋外に移動させる。 

⑤緊急時対策要員は，ホースの敷設及び接続を行う。 

⑥緊急時対策要員は，緊急時対策本部に大容量送水車（海水取水用）

による防火水槽への海水補給の準備完了を報告する。 

⑦緊急時対策要員は，緊急時対策本部の指示を受け，大容量送水車（海

水取水用）を起動し防火水槽への補給を実施する。 

⑧緊急時対策要員は，大容量送水車（海水取水用）の吐出圧力により

必要流量が確保されていることを確認する。 
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(c)操作の成立性 

上記の操作は，緊急時対策要員8名にて作業を実施した場合，作業開

始を判断してから大容量送水車(海水取水用)による防火水槽への海水

補給開始まで約5時間で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及び通信

連絡設備を整備する。 

また，構内のアクセス状況を考慮して海から防火水槽へホースを敷設

し，移送ルートを確保する。 

(添付資料1.13.3-10) 

 

(代替原子炉補機冷却海水ポンプによる防火水槽への海水補給の場合) 

淡水貯水池及び淡水タンク(純水タンク及びろ過水タンク)から防火水

槽への補給が不可能となるおそれがある場合に，代替原子炉補機冷却海水

ポンプにより海水を防火水槽へ補給する。 

 

(a)手順着手の判断基準 

防火水槽を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)によ

る原子炉圧力容器への注水等の各種注水/補給を継続する場合において，

淡水貯水池及び淡水タンク(純水タンク及びろ過水タンク)から防火水

槽への補給手段が確保できない場合，又は貯水量の減少により防火水槽

への淡水の補給手段がなくなるおそれがある場合で，大容量送水車及び

可搬型代替注水ポンプにより海水を防火水槽へ補給できない場合。 

 

(b)操作手順 

代替原子炉補機冷却海水ポンプによる補給手順の概略は以下のとお

り。概要図を図1.13.20に，タイムチャートを図1.13.21に示す。 

①緊急時対策本部は，手順着手の判断基準に基づき，代替原子炉補機

冷却海水ポンプによる防火水槽への海水補給を実施するよう緊急時

対策要員へ指示する。 

②緊急時対策要員は，可搬型代替交流電源設備，代替原子炉補機冷却

海水ポンプを荒浜側又は大湊側高台資機材置場よりタービン建屋近

傍屋外に移動させる。 

③緊急時対策要員は，取水ピットの蓋及び防火水槽の蓋を開放する。 

④緊急時対策要員は，代替原子炉補機冷却海水ポンプ，ホースや電源

ケーブルの敷設及び接続を行う。 
⑤緊急時対策要員は，緊急時対策本部に代替原子炉補機冷却海水ポン
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プによる防火水槽への海水補給の準備完了を報告する。 

⑥緊急時対策要員は，可搬型代替交流電源設備を起動後，緊急時対策

本部の指示を受け，代替原子炉補機冷却海水ポンプを起動し防火水

槽への補給を実施する。 
 

(c)操作の成立性 

上記の操作は，緊急時対策要員11名にて作業を実施した場合，作業開

始を判断してから代替原子炉補機冷却海水ポンプの設置及び防火水槽

への補給開始までの所要時間は以下のとおり。 

・海水取水箇所(6号炉)から7号炉建屋南側を経由してNo.15防火水槽へ

補給した場合:約7時間 

・海水取水箇所(7号炉)から7号炉建屋南側を経由してNo.14防火水槽へ

補給した場合:約5時間30分 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及び通信

連絡設備を整備する。 

また，構内のアクセス状況を考慮して海から防火水槽へホースを敷設

し，移送ルートを確保する。 

(添付資料1.13.3-11) 

 

(3)淡水タンクへ水を補給するための対応手順 

a.淡水貯水池から淡水タンクへの補給 

淡水タンク(純水タンク又はろ過水タンク)を水源として，各種注水/補

給を行う場合に淡水タンクの水が枯渇する前に淡水貯水池の水を淡水タ

ンクへ補給する。 

 

(a)手順着手の判断基準 

淡水タンク(純水タンク又はろ過水タンク)を水源として，原子炉圧力

容器への注水等の各種注水/補給を行う場合。 

 

(b)操作手順 

淡水貯水池から淡水タンク(純水タンク又はろ過水タンク)への補給

手順の概要は以下のとおり。概要図を図 1.13.22 に，タイムチャートを

図 1.13.23 に示す。 

①緊急時対策本部は，手順着手の判断基準に基づき，緊急時対策要員

に淡水貯水池から淡水タンクへの補給を指示する。 

②緊急時対策要員は，淡水貯水池出口弁を開けて，送水ラインの水張
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りを開始する。 

③緊急時対策要員は，水張りしながら送水ラインの敷設状況に異常が

ないことを確認する。 

④緊急時対策要員は，指定された淡水タンク(純水タンク又はろ過水

タンク)への送水ラインにホースを接続する。 

⑤送水ライン水張り完了後，淡水タンク側の弁及び送水ライン側の弁

を開けて淡水タンクへ淡水貯水池の水を補給する。 

 

(c)操作の成立性 

上記の操作は，緊急時対策要員2名にて作業を実施した場合，作業開

始を判断してから指定された淡水タンク(純水タンク又はろ過水タン

ク)に補給するまで約80分で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。 

また，構内のアクセス状況を考慮して淡水貯水池から淡水タンクへホ

ースを敷設し，移送ルートを確保する。 

 

1.13.2.3 水源を切替えるための対応手順 

(1)原子炉隔離時冷却系の水源切替え 

重大事故等の収束に必要な水の供給が中断することがないよう，原子炉隔

離時冷却系の水源を切替える。 

 

a.原子炉隔離時冷却系による原子炉圧力容器への注水 

 

①手順着手の判断基準 

サプレッション・チェンバ・プール水の温度が原子炉隔離時冷却系 

の設計温度を超える 

 

②操作手順 

原子炉隔離時冷却系の水源切替え手順については，「1.2.2.4(1) 原子

炉隔離時冷却系による原子炉圧力容器への注水」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及び確

認者）にて操作を実施する。操作スイッチによる中央制御室からの遠隔

操作であるため，速やかに対応できる。 
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b.高圧炉心注水系による原子炉圧力容器への注水 

 

①手順着手の判断基準 

サプレッション・チェンバ・プール水の温度が高圧炉心注水系の設計

温度を超える場合。 

 

②操作手順 

高圧炉心注水系の水源切替え手順については，「1.2.2.4(2) 高圧炉心

注水系による原子炉圧力容器への注水」にて整備する。 

 

③操作の成立性 

上記の操作は，1ユニット当たり中央制御室運転員2名（操作者及び確

認者）にて操作を実施する。操作スイッチによる中央制御室からの遠隔

操作であるため，速やかに対応できる。 

 

(2)淡水から海水への切替え 

（防火水槽を水源とした可搬型代替注水ポンプによる送水中の場合） 

重大事故等の収束に必要な水の供給が中断することがないよう，防火水槽

への淡水の供給が継続できないおそれがある場合は淡水補給から海水補給

へ切替える。 

防火水槽への淡水補給は，「1.13.2.2(2)a.淡水貯水池から防火水槽への

補給」及び「1.13.2.2(2)b.淡水タンクから防火水槽への補給」の手順にて，

防火水槽への海水補給は，「1.13.2.2(2)c.海から防火水槽への補給」の手

順にて整備する。 

 

（淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプによる送水中の場合） 

淡水貯水池より重大事故等の収束に必要な水の供給を行っている場合は，

あらかじめ可搬型代替注水ポンプの水源切替え準備をすることにより速や

かに淡水から海水への切替えを可能とする。 

(a)手順着手の判断基準 

淡水貯水池及び防火水槽を水源とした可搬型代替注水ポンプによる

送水ができない場合で，大容量送水車（海水取水用）による可搬型代替

注水ポンプへの送水準備が完了している場合。 

 

(b)操作手順 

淡水貯水池から海を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-1級又はA-2
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級)への送水の切替え手順の概略は以下のとおり。タイムチャートを図

1.13.24に示す。 

①緊急時対策本部は，手順着手の判断基準に基づき，緊急時対策要員

に淡水貯水池から海を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又

は A-2 級)への送水の切り替えを指示する。 

②緊急時対策要員は，可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)を停

止する。 

③緊急時対策要員は，可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)吸管

のホース接続継手に取付けられている弁を全閉とし，可搬型代替注

水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)への淡水貯水池の送水を停止する。 

④緊急時対策要員は，可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)吸管

のホースを大容量送水車（海水取水用）吐出管に取り付けられてい

るホース接続継手に敷設し，接続継手に取付けられている弁を全開

とする。 

⑤緊急時対策要員は，大容量送水車（海水取水用）を起動し，可搬型

代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)の水源を確保する。 

⑥緊急時対策要員は，緊急時対策本部の指示を受け，可搬型代替注水

ポンプ(A-1 級又は A-2 級)を起動し注水/補給を実施する。注水/補

給中は可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)付きの圧力計で圧

力を確認しながら可搬型代替注水ポンプを操作する。 

 

(c)操作の成立性 

上記の操作は，緊急時対策要員 4名にて作業を実施した場合，作業開

始を判断してから淡水貯水池から海を水源とした可搬型代替注水ポン

プ(A-1級又はA-2級)への送水の切り替えまで約40分以内で可能である。

（大容量送水車（海水取水用）の準備から切り替えを実施した場合は，

5時間 25 分で対応可能である。） 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。可搬型代替注水ポンプ(A-1級又はA-2級)か

らのホースの接続は，汎用の結合金具であり，十分な作業スペースを確

保していることから，容易に操作可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，

暗闇における作業性についても確保している。 

(添付資料1.13.3-12) 
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1.13.2.4 その他の手順項目について考慮する手順 

可搬型代替注水ポンプ(A-1級又はA-2級)による各接続口から注水等が必要

な箇所までの送水手順については，「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧

時に発電用原子炉を冷却するための手順等｣，「1.5 最終ヒートシンクへ熱を

輸送するための手順等」，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」，

「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等｣，「1.8 原子炉

格納容器下部の溶融炉心を冷却するための手順等」，「1.10 水素爆発による

原子炉建屋等の損傷を防止するための手順等」及び「1.11 使用済燃料貯蔵槽

の冷却等のための手順等」にて，それぞれ整備する。 

海を水源とした設備への送水手順については，「1.5 最終ヒートシンクへ

熱を輸送するための手順等」及び「1.12 工場等外への放射性物質の拡散を抑

制するための手順等」にて，それぞれ整備する。 

中操監視計器類への電源供給手順並びに第一ガスタービン発電機，第二ガス

タービン発電機，電源車，可搬型代替注水ポンプ(A-1級及びA-2級)及び仮設発

電機への燃料補給手順については，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて

整備する。 

 

1.13.2.5 重大事故等発生時の対応手段の選択 

重大事故等が発生した場合の対応手段の選択方法は以下のとおり。対応手段

の選択フローチャートを図 1.13.25 に示す。 

 

(1)水源を利用した対応手段 

重大事故等発生時には，原子炉圧力容器への注水，格納容器スプレイ，燃

料プール注水等の復水貯蔵槽又はサプレッション・チェンバを水源とした注

水をするため，必要となる十分な量の水を復水貯蔵槽又はサプレッション・

チェンバに確保する。 

復水貯蔵槽又はサプレッション・チェンバを水源とした注水が実施できず，

さらに重大事故等へ対処するために消火系による消火が必要な火災が発生

していない場合は,ろ過水タンクを水源として消火系による原子炉等の各設

備へ注水を実施する。 

ろ過水タンクを水源として利用できない場合は，防火水槽を水源として可

搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2級)により原子炉等の各設備へ注水する

ため，必要となる十分な量の水を防火水槽に確保する。 

防火水槽を水源として利用できない場合には，淡水貯水池を水源として，

ホースを用いて可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2級)に水を供給するこ

とで原子炉等の各設備へ注水する。 
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淡水貯水池を水源として利用できない場合には，海を利用して可搬型代替

注水ポンプ(A-2 級)により原子炉等の各設備へ注水することとなる。 

 

(2)水源へ水を補給するための対応手段 

a.復水貯蔵槽への補給 

復水貯蔵槽を水源として，各種注水時において，外部電源により交流電

源が確保できた場合には，純水補給水系により純水タンクから復水貯蔵槽

へ補給する。 

外部電源喪失により交流電源が確保できない場合には，可搬型代替注水

ポンプ(A-2 級)により防火水槽から復水貯蔵槽へ補給する。防火水槽から

復水貯蔵槽へ補給できない場合には，可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)によ

り淡水貯水池から復水貯蔵槽へ補給する。淡水貯水池から復水貯蔵槽へ補

給できない場合には，大容量送水車（海水取水用）及び可搬型代替注水ポ

ンプ(A-2 級)により海から復水貯蔵槽へ海水を補給する。可搬型代替注水

ポンプ(A-2 級)により復水貯蔵槽へ補給ができない場合には，仮設発電機

により交流電源を確保し，純水補給水系により純水タンクから復水貯蔵槽

へ補給する。 

 

b.防火水槽への補給 

防火水槽を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)による

送水時において，淡水源であり容量の多い淡水貯水池から補給ができる場

合には，淡水貯水池から防火水槽へ補給する。 

淡水貯水池から補給ができない場合には，淡水タンクから防火水槽へ補

給する。ただし，淡水タンクから補給ができない場合には，海を利用して，

大容量送水車(海水取水用)，代替原子炉補機冷却海水ポンプ又は可搬型代

替注水ポンプ(A-2 級)により防火水槽へ補給する。なお，大容量送水車(海

水取水用)及び代替原子炉補機冷却海水ポンプによる海水の補給は，補給

開始までに時間を要することから可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)による海

水の補給を優先する。 

 

c.淡水タンクへの補給 

淡水タンクを水源としている場合には，淡水貯水池から淡水タンクへ補

給する。 
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表 1.13.1 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

対応手段，対処設備，手順書一覧(1/12) 

分類 

 

機能喪失を想定する 
設計基準事故対処設備 

 

対応 
手段 

対処設備 手順書 

復
水
貯
蔵
槽
を
水
源
と
し
た
対
応
手
段 

サプレッション・チェ
ンバ 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
（
原
子
炉
高
圧
時
） 

復水貯蔵槽 
高圧代替注水系（高圧代替注水ポンプ） 重

大
事
故
等 

対
処
設
備 

手順は「1.2 原子炉冷却材
圧力バウンダリ高圧時に発
電用原子炉を冷却するため

の手順等」にて整備する。 

原子炉隔離時冷却系（原子炉隔離時冷却系
ポンプ） 
高圧炉心注水系（高圧炉心注水系ポンプ） 

 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

手順は「1.2 原子炉冷却材
圧力バウンダリ高圧時に発
電用原子炉を冷却するため

の手順等」にて整備する。 

制御棒駆動水系（制御棒駆動水系ポンプ） 
自
主
対
策 

設
備 

手順は「1.2 原子炉冷却材
圧力バウンダリ高圧時に発
電用原子炉を冷却するため

の手順等」にて整備する。 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の 

注
水
（
原
子
炉
低
圧
時
） 

復水貯蔵槽 

低圧代替注水系（常設）（復水移送ポンプ） 
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

手順は「1.4 原子炉冷却材

圧力バウンダリ低圧時に発
電用原子炉を冷却するため
の手順等」及び「1.8 原子炉

格納容器下部の溶融炉心を
冷却するための手順等」にて
整備する。 

原
子
炉
格
納
容
器 

内
の
冷
却 

復水貯蔵槽 
代替格納容器スプレイ冷却系（復水移送ポ
ンプ） 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

手順は「1.6 原子炉格納容
器内の冷却等のための手順
等」にて整備する。 

－ 

原
子
炉
格
納
容
器 

下
部
へ
の
注
水 

復水貯蔵槽 

格納容器下部注水系（常設）（復水移送ポ
ンプ） 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

手順は「1.8 原子炉格納容

器下部の溶融炉心を冷却す
るための手順等」にて整備す
る。 

原
子
炉
格
納
容
器 

頂
部
へ
の
注
水 

復水貯蔵槽 
サプレッションプール浄化系（サプレッシ

ョンプール浄化用ポンプ） 
自
主
対
策
設
備 

手順は「1.10 水素爆発によ
る原子炉建屋等の損傷を防

止するための手順等」にて整
備する。 

※1:手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
※2:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置） 
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対応手段，対処設備，手順書一覧(2/12) 

分類 

 

機能喪失を想定する 
設計基準事故対処設備 

 

対応 
手段 

対処設備 手順書 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
を
水
源
と
し
た
対
応
手
段 

復水貯蔵槽 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の 

注
水
（
原
子
炉
高
圧
時
） 

サプレッション・チェンバ 
重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

手順は「1.2 原子炉冷却材
圧力バウンダリ高圧時に発
電用原子炉を冷却するため

の手順等」にて整備する。 

原子炉隔離時冷却系（原子炉隔離時冷却系
ポンプ） 
高圧炉心注水系（高圧炉心注水系ポンプ） 

 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の 

注
水
（
原
子
炉
低
圧
時
） 

サプレッション・チェンバ 
重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

手順は「1.4 原子炉冷却材

圧力バウンダリ低圧時に発
電用原子炉を冷却するため
の手順等」にて整備する。 

残留熱除去系（残留熱除去系ポンプ） 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

原
子
炉
格
納
容
器 

内
の
除
熱 

サプレッション・チェンバ 
重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

手順は「1.6 原子炉格納容

器内の冷却等のための手順
等」にて整備する。 

残留熱除去系（残留熱除去系ポンプ） 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

－ 

代
替
循
環
冷
却 

サプレッション・チェンバ 
代替循環冷却系（復水移送ポンプ） 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

手順は「1.7 原子炉格納容
器の過圧破損を防止するた
めの手順等」にて整備する。 

※1:手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※2:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置） 
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対応手段，対処設備，手順書一覧(3/12) 

分類 

 

機能喪失を想定する 
設計基準事故対処設備 

 

対応 
手段 

対処設備 手順書 

防
火
水
槽
を
水
源
と
し
た
対
応
手
段 

サプレッション・チェ
ンバ 
復水貯蔵槽 

防
火
水
槽
を
水
源
と
し
た 

可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
送
水 

可搬型代替注水ポンプ（A-1 級） 
可搬型代替注水ポンプ（A-2 級） 
ホース 

燃料補給設備 ※1 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

多様なハザード対応手順 
「消防車による送水」 

防火水槽 ※2 

自
主
対
策 

設
備 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の 

注
水
（
原
炉
低
圧
時
） 

低圧代替注水系（可搬型）（可搬型代替注
水ポンプ（A-2 級）及びホース・接続口） 重

大
事
故
等 

対
処
設
備 

手順は「1.4 原子炉冷却材
圧力バウンダリ低圧時に発

電用原子炉を冷却するため
の手順等」にて整備する。 

防火水槽 ※2 
自
主
対
策 

設
備 

原
子
炉
格
納
容

器
内
の
除
熱 

防火水槽 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級） 
ホース・接続口 
燃料補給設備 ※1 

自
主
対
策
設
備 

手順は「1.6 原子炉格納容

器内の冷却等のための手順
等」にて整備する。 

※1:手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※2:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置） 
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対応手段，対処設備，手順書一覧(4/12) 

分類 

 

機能喪失を想定する 
設計基準事故対処設備 

 

対応 
手段 

対処設備 手順書 

防
火
水
槽
を
水
源
と
し
た
対
応
手
段 

－ 

フ
ィ
ル
タ
装
置
へ
の
補
給 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級） 
ホース・接続口 
燃料補給設備 ※1 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

手順は「1.5 最終ヒートシ
ンクへ熱を輸送するための
手順等」及び「1.7 原子炉格

納容器の過圧破損を防止す
るための手順等」にて整備す
る。 

防火水槽 ※2 
自
主
対
策 

設
備 

復水貯蔵槽 

原
子
炉
格
納
容
器 

下
部
へ
の
注
水 

格納容器下部注水系（可搬型）（可搬型代

替注水ポンプ（A-2 級）及びホース・接続
口） 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

手順は「1.8 原子炉格納容

器下部の溶融炉心を冷却す
るための手順等」にて整備す
る。 

防火水槽 ※2 
自
主
対
策 

設
備 

サプレッション・チェ
ンバ 

復水貯蔵槽 

原
子
炉
格
納
容
器 

頂
部
へ
の
注
水 

防火水槽 
格納容器頂部注水系（可搬型代替注水ポン

プ（A-2 級）及びホース・接続口） 
自
主
対
策
設
備 

手順は「1.10 水素爆発によ
る原子炉建屋等の損傷を防

止するための手順等」にて整
備する。 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
の 

注
水
／
ス
プ
レ
イ 

燃料プール代替注水系（可搬型）（可搬型
代替注水ポンプ（A-1 級），可搬型代替注水
ポンプ（A-2 級）及びホース・接続口） 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

手順は「1.11 使用済燃料貯
蔵槽の冷却等のための手順
等」にて整備する。 

防火水槽 ※2 
自
主
対
策 

設
備 

※1:手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
※2:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置） 
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対応手段，対処設備，手順書一覧(5/12) 

分類 

 

機能喪失を想定する 
設計基準事故対処設備 

 

対応 
手段 

対処設備 手順書 

淡
水
貯
水
池
を
水
源
と
し
た
対
応
手
段 

サプレッション・チェ
ンバ 
復水貯蔵槽 淡

水
貯
水
池
を
水
源
と
し
た 

可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
送
水 

可搬型代替注水ポンプ（A-1 級） 
可搬型代替注水ポンプ（A-2 級） 
ホース 

燃料補給設備 ※1 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

多様なハザード対応手順 
「貯水池から消防車への送
水」 

「消防車による送水」 

淡水貯水池 ※2 

自
主
対
策 

設
備 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の 

注
水
（
原
炉
低
圧
時
） 

低圧代替注水系（可搬型）（可搬型代替注
水ポンプ（A-2 級）及びホース・接続口） 重

大
事
故
等 

対
処
設
備 

手順は「1.4 原子炉冷却材
圧力バウンダリ低圧時に発

電用原子炉を冷却するため
の手順等」にて整備する。 

淡水貯水池 ※2 
自
主
対
策 

設
備 

原
子
炉
格
納
容

器
内
の
除
熱 

淡水貯水池 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級） 
ホース・接続口 
燃料補給設備 ※1 

自
主
対
策
設
備 

手順は「1.6 原子炉格納容

器内の冷却等のための手順
等」にて整備する。 

※1:手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※2:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置） 
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対応手段，対処設備，手順書一覧(6/12) 

分類 

 

機能喪失を想定する 
設計基準事故対処設備 

 

対応 
手段 

対処設備 手順書 

淡
水
貯
水
池
を
水
源
と
し
た
対
応
手
段 

－ 

フ
ィ
ル
タ
装
置
へ
の
補
給 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級） 
ホース・接続口 
燃料補給設備 ※1 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

手順は「1.5 最終ヒートシ
ンクへ熱を輸送するための
手順等」及び「1.7 原子炉格

納容器の過圧破損を防止す
るための手順等」にて整備す
る。 

淡水貯水池 ※2 
自
主
対
策 

設
備 

復水貯蔵槽 

原
子
炉
格
納
容
器 

下
部
へ
の
注
水 

格納容器下部注水系（可搬型）（可搬型代

替注水ポンプ（A-2 級）及びホース・接続
口） 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

手順は「1.8 原子炉格納容

器下部の溶融炉心を冷却す
るための手順等」にて整備す
る。 

淡水貯水池 ※2 
自
主
対
策 

設
備 

サプレッション・チェ
ンバ 

復水貯蔵槽 

原
子
炉
格
納
容
器 

頂
部
へ
の
注
水 

防火水槽 ※2 
格納容器頂部注水系（可搬型代替注水ポン

プ（A-2 級）及びホース・接続口） 
自
主
対
策
設
備 

手順は「1.10 水素爆発によ
る原子炉建屋等の損傷を防

止するための手順等」にて整
備する。 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
の 

注
水
／
ス
プ
レ
イ 

燃料プール代替注水系（可搬型）（可搬型
代替注水ポンプ（A-1 級），可搬型代替注水
ポンプ（A-2 級）及びホース・接続口） 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

手順は「1.11 使用済燃料貯
蔵槽の冷却等のための手順
等」にて整備する。 

淡水貯水池 ※2 
自
主
対
策 

設
備 

※1:手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
※2:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置） 
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対応手段，対処設備，手順書一覧(7/12) 

分類 

 

機能喪失を想定する 
設計基準事故対処設備 

 

対応 
手段 

対処設備 手順書 

ろ
過
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た
対
応
手
段 

サプレッション・チェ
ンバ 
復水貯蔵槽 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の 

注
水
（
原
子
炉
低
圧
時
） 

ろ過水タンク 
消火系（ディーゼル駆動消火ポンプ） 

自
主
対
策
設
備 

手順は「1.4 原子炉冷却材
圧力バウンダリ低圧時に発
電用原子炉を冷却するため

の手順等」にて整備する。 

原
子
炉
格
納
容
器 

内
の
除
熱 

ろ過水タンク 
消火系（ディーゼル駆動消火ポンプ） 自

主
対
策
設
備 

手順は「1.6 原子炉格納容
器内の冷却等のための手順

等」にて整備する。 

復水貯蔵槽 
原
子
炉
格
納
容
器 

下
部
へ
の
注
水 

ろ過水タンク 
消火系（ディーゼル駆動消火ポンプ） 自

主
対
策
設
備 

手順は「1.8 原子炉格納容
器下部の溶融炉心を冷却す

るための手順等」にて整備す
る。 

サプレッション・チェ
ンバ 

復水貯蔵槽 
使
用
済
燃
料 

プ
ー
ル
へ
の
注
水 

ろ過水タンク 
消火系（ディーゼル駆動消火ポンプ） 自

主
対
策
設
備 

手順は「1.11 使用済燃料貯
蔵槽の冷却等のための手順

等」にて整備する。 

※1:手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※2:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置） 
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対応手段，対処設備，手順書一覧(8/12) 

分類 

 

機能喪失を想定する 
設計基準事故対処設備 

 

対応 
手段 

対処設備 手順書 

海
を
水
源
と
し
た
対
応
手
段 

サプレッション・チェ
ンバ 
復水貯蔵槽 

海
を
水
源
と
し
た
可
搬
型
代

替
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
送
水 

可搬型代替注水ポンプ（A-1 級） 
可搬型代替注水ポンプ（A-2 級） 
大容量送水車（海水取水用） 

海水貯留堰 
スクリーン室 
取水路[海水取水箇所] 

ホース 
燃料補給設備 ※1 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

多様なハザード対応手順 
「大容量送水車による消防
車への送水」 

「消防車による送水」 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の 

注
水
（
原
炉
低
圧
時
） 

低圧代替注水系（可搬型）（可搬型代替注

水ポンプ（A-2 級）及びホース・接続口） 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

手順は「1.4 原子炉冷却材

圧力バウンダリ低圧時に発
電用原子炉を冷却するため
の手順等」にて整備する。 

原
子
炉
格
納
容
器
内 

の
除
熱 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級） 
ホース・接続口 
燃料補給設備 ※1 

自
主
対
策
設
備 

手順は「1.6 原子炉格納容
器内の冷却等のための手順
等」にて整備する。 

復水貯蔵槽 
原
子
炉
格
納
容
器 

下
部
へ
の
注
水 

格納容器下部注水系（可搬型）（可搬型代

替注水ポンプ（A-2 級）及びホース・接続
口） 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

手順は「1.8 原子炉格納容

器下部の溶融炉心を冷却す
るための手順等」にて整備す
る。 

サプレッション・チェ
ンバ 
復水貯蔵槽 

原
子
炉
格
納
容
器 

頂
部
へ
の
注
水 

格納容器頂部注水系（可搬型代替注水ポン
プ（A-2 級）及びホース・接続口） 自

主
対
策
設
備 

手順は「1.10 水素爆発によ
る原子炉建屋等の損傷を防
止するための手順等」にて整

備する。 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
の 

注
水
／
ス
プ
レ
イ 

燃料プール代替注水系（可搬型）（可搬型
代替注水ポンプ（A-1 級），可搬型代替注水
ポンプ（A-2 級）及びホース・接続口） 

 
 
 

 
 
 

 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

手順は「1.11 使用済燃料貯
蔵槽の冷却等のための手順
等」にて整備する。 

※1:手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
※2:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置） 
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対応手段，対処設備，手順書一覧(9/12) 

分類 

 

機能喪失を想定する 
設計基準事故対処設備 

 

対応 
手段 

対処設備 手順書 

海
を
水
源
と
し
た
対
応
手
段 

－ 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ 

（
海
洋
）
へ
の
代
替
熱
輸
送 

代替原子炉補機冷却系（大容量送水車） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

手順は「1.5 最終ヒートシ
ンクへ熱を輸送するための
手順等」にて整備する。 

大
気
へ
の 

拡
散
抑
制 

大容量送水車（原子炉建屋放水設備用） 

放水砲 
ホース 
燃料補給設備 ※1 重

大
事
故
等 

対
処
設
備 

手順は「1.12 工場等外への

放射性物質の拡散を抑制す
るための手順等」にて整備す
る。 

航
空
機
燃
料
火
災 

へ
の
泡
消
火 

大容量送水車（原子炉建屋放水設備用） 
ホース 
放水砲 

泡原液搬送車 
泡原液混合装置 
燃料補給設備 ※1 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

手順は「1.12 工場等外への
放射性物質の拡散を抑制す
るための手順等」にて整備す

る。 

ほ
う
酸
水
注
入
系
貯
蔵
タ
ン
ク
を 

水
源
と
し
た
対
応
手
段 

－ 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の 

ほ
う
酸
水
注
入 

ほう酸水注入系貯蔵タンク 

ほう酸水注入系（ほう酸水注入系ポンプ） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

手順は「1.1 緊急停止失敗

時に発電用原子炉を未臨界
にするための手順等」及び
「1.2 原子炉冷却材圧力バ

ウンダリ高圧時に発電用原
子炉を冷却するための手順
等」にて整備する。 

※1:手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※2:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置） 
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対応手段，対処設備，手順書一覧(10/12) 

分類 

 

機能喪失を想定する 
設計基準事故対処設備 

 

対応 
手段 

対処設備 手順書 

復
水
貯
蔵
槽
へ
の
補
給 

－ 

可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ-

２
級
）
に 

よ
る
復
水
貯
蔵
槽
へ
の
補
給
（
淡
水
／
海
水
） 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級） 
ホース・接続口 
CSP 外部補給配管・弁 

復水貯蔵槽 
大容量送水車（海水取水用） 
海水貯留堰 

スクリーン室 
取水路[海水取水箇所] 
燃料補給設備 ※1 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

事故時運転操作手順書(徴候
ベース) 
「消防車による CSP への補

給」 
 
多様なハザード対応手順 

「消防車によるCSPへの補給
(淡水/海水)」 

淡水貯水池 ※2 

防火水槽 ※2 

自
主
対
策
設
備 

純
水
補
給
水
系
（
仮
設
発
電
機
使
用
） 

に
よ
る
復
水
貯
蔵
槽
へ
の
補
給 

純水移送ポンプ 
純水タンク 
純水補給水系配管・弁 

復水貯蔵槽 
仮設発電機 
燃料補給設備 ※1 

自
主
対
策
設
備 

事故時運転操作手順書(徴候
ベース) 
「MUWP ポンプによる CSP へ

の補給」 
 
多様なハザード対応手順 

「大湊側純水移送ポンプ電
源確保」 

※1:手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
※2:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置） 
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対応手段，対処設備，手順書一覧(11/12) 

分類 

 

機能喪失を想定する 
設計基準事故対処設備 

 

対応 
手段 

対処設備 手順書 

防
火
水
槽
へ
の
補
給 

－ 

淡
水
貯
水
池
か
ら 

防
火
水
槽
へ
の
補
給 

ホース 
重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

多様なハザード対応手順 
「貯水池から大湊側防火水
槽への補給」 

淡水貯水池 ※2 
防火水槽 ※2 自

主
対

策
設
備 

淡
水
タ
ン
ク
か
ら 

防
火
水
槽
へ
の
補
給 

ろ過水タンク 
純水タンク 

ホース 
防火水槽 ※2 

自
主
対
策
設
備 

多様なハザード対応手順 
「大湊側淡水タンクから防

火水槽への補給」 

大
容
量
送
水
車
（
海
水
取
水 

用
）
に
よ
る
防
火
水
槽
へ
の
海
水
補
給 

大容量送水車（海水取水用） 

海水貯留堰 
スクリーン室 
取水路[海水取水箇所] 

ホース 
燃料補給設備 ※1 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

多様なハザード対応手順 

「大容量送水車による防火
水槽への海水補給」 

防火水槽 ※2 

自
主
対
策 

設
備 

代
替
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
ポ
ン
プ 

に
よ
る
防
火
水
槽
へ
の
海
水
補
給 

代替原子炉補機冷却海水ポンプ 
海水貯留堰 
スクリーン室 

取水路[海水取水箇所] 
ホース 
防火水槽 ※2 

可搬型代替交流電源設備 
移動式変圧器 
燃料補給設備 ※1 

自
主
対
策
設
備 

多様なハザード対応手順 
「海水取水ポンプによる防
火水槽への海水補給」 

可
搬
型
代
替
注
水
ポ
ン
プ
（
Ａ-

２

級
）
に
よ
る
防
火
水
槽
へ
の
海
水
補
給 

可搬型代替注水ポンプ(A-2 級) 

ホース 
防火水槽 ※2 
燃料補給設備 ※1 

自
主
対
策
設
備 

多様なハザード対応手順 

「消防車による防火水槽へ
の海水補給」 

※1:手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※2:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置） 
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対応手段，対処設備，手順書一覧(12/12) 

分類 

 

機能喪失を想定する 
設計基準事故対処設備 

 

対応 
手段 

対処設備 手順書 

淡
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給 

－ 

淡
水
貯
水
池
か
ら 

淡
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給 

淡水貯水池 ※2 
ホース 
ろ過水タンク 

純水タンク 自
主
対
策
設
備 

多様なハザード対応手順 
「淡水貯水池から大湊側淡
水タンクへの補給」 

※1:手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※2:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置） 
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表 1.13.2 重大事故等対処に係る監視計器 

監視計器一覧(1/3) 

手順書 
重大事故等の対応に 
必要となる監視項目 

監視パラメータ(計器) 

1.13.2.1 水源を利用した対応手順 
(3)防火水槽を水源とした対応手順 

a.可搬型代替注水ポンプによる送水(淡水/海水) 

多様なハザード対応手順 

「消防車による送水」 判
断
基
準 

水源の確保 

復水貯蔵槽水位 

復水貯蔵槽水位(SA) 
－（淡水貯水池を水源とした可搬型代替注
水ポンプによる送水ができない場合） 

操
作 

水源の確保 防火水槽 

1.13.2.1 水源を利用した対応手順 
(4)淡水貯水池を水源とした対応手順 

a.可搬型代替注水ポンプによる送水 

多様なハザード対応手順 
「貯水池から消防車への送水」 
「消防車による送水」 

判
断
基
準 

水源の確保 
復水貯蔵槽水位 
復水貯蔵槽水位(SA) 

操
作 

水源の確保 淡水貯水池 

1.13.2.1 水源を利用した対応手順 
(6)海を水源とした対応手順 

a.海を水源とした大容量送水車（海水取水用）及び可搬型代替注水ポンプによる送水 

多様なハザード対応手順 

「大容量送水車による消防車への送
水」 
「消防車による送水」 

判
断
基
準 

水源の確保 

復水貯蔵槽水位 

復水貯蔵槽水位(SA) 
－（淡水貯水池及び防火水槽を水源とした
可搬型代替注水ポンプによる送水ができ

ない場合） 

操
作 

水源の確保 海を利用 

1.13.2.2 水源へ水を補給するための対応手順 
(1)復水貯蔵槽へ水を補給するための対応手順 

事故時運転操作手順書(徴候ベース) 

AM 設備別操作手順書 
「消防車による CSP への補給(淡水/
海水)」 

判
断
基
準 

水源の確保 

復水貯蔵槽水位 

復水貯蔵槽水位(SA) 
淡水貯水池 
防火水槽 

操
作 

水源の確保 

復水貯蔵槽水位 
復水貯蔵槽水位(SA) 
淡水貯水池 

防火水槽 
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監視計器一覧(2/3) 

手順書 
重大事故等の対応に 
必要となる監視項目 

監視パラメータ(計器) 

1.13.2.2 水源へ水を補給するための対応手順 

(1)復水貯蔵槽へ水を補給するための対応手順 

事故時運転操作手順書(徴候ベース) 
AM 設備別操作手順書 
「MUWP ポンプによる CSP への補給」 

 
多様なハザード対応手順 
「大湊側純水移送ポンプ電源確保」 

判
断
基
準 

水源の確保 
復水貯蔵槽水位 
復水貯蔵槽水位(SA) 
純水タンク水位 

操
作 

電源 仮設発電機電圧 

水源の確保 

復水貯蔵槽水位 

復水貯蔵槽水位(SA) 
純水タンク水位 

補機監視機能 純水移送ポンプ吐出圧力 

1.13.2.2 水源へ水を補給するための対応手順 
(2)防火水槽へ水を補給するための対応手順 

多様なハザード対応手順 
「貯水池から大湊側防火水槽への補

給」 

判
断
基
準 

水源の確保 
防火水槽 

淡水貯水池 

操
作 

水源の確保 
防火水槽 

淡水貯水池 

多様なハザード対応手順 
「大湊側淡水タンクから防火水槽へ

の補給」 

判
断
基
準 

水源の確保 
防火水槽 
ろ過水タンク水位 
純水タンク水位 

操
作 

水源の確保 

防火水槽 

ろ過水タンク水位 
純水タンク水位 

  



1.13-139 

監視計器一覧(3/3) 

手順書 
重大事故等の対応に 
必要となる監視項目 

監視パラメータ(計器) 

1.13.2.2 水源へ水を補給するための対応手順 

(2)防火水槽へ水を補給するための対応手順 

多様なハザード対応手順 
「大容量送水車による防火水槽への
海水補給」 

判
断
基
準 

水源の確保 防火水槽 

操
作 

水源の確保 防火水槽 

多様なハザード対応手順 
「海水ポンプによる防火水槽への海

水補給」 

判
断
基
準 

水源の確保 防火水槽 

操
作 

水源の確保 防火水槽 

多様なハザード対応手順 
「消防車による防火水槽への海水補
給」 

判
断
基
準 

水源の確保 防火水槽 

操
作 

水源の確保 防火水槽 

1.13.2.2 水源へ水を補給するための対応手順 
(3)淡水タンクへ水を補給するための対応手順 

多様なハザード対応手順 
「貯水池から大湊側淡水タンクへの

補給」 

判
断
基
準 

水源の確保 
ろ過水タンク水位 
純水タンク水位 

淡水貯水池 

操
作 

水源の確保 
ろ過水タンク水位 
純水タンク水位 
淡水貯水池 
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表 1.13.3 審査基準における要求事項毎の給電対象設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

対象条文 供給対象設備 

 

給電元 
給電母線 

 

【1.13】 
重大事故等の収束に必要となる
水の供給手順等 

中操監視計器類 常設代替交流電源設備 
可搬型代替交流電源設備 
 

計測用 A系電源 
計測用 B系電源 



1.13-141 

 

  図 1.13.1 機能喪失原因対策分析 
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※ 本資料は，「機能喪失原因対策分析」を基に，設計基準事故対処設備の機能が喪失に至る原因を順次右側へ展開して

いる。すなわち，機器の機能が喪失することにより，当該機器の左側に記載される機能が喪失する関係にあること

を示している。ただし，AND 条件，OR 条件については表現していないため，必要に応じて「機能喪失原因対策分析」

を確認することとする。 

 

図 1.13.1 機能喪失原因対策分析(補足) 

 

凡例： フロントライン系 サポート系 故障を想定 対応手段あり

フロントライン系，サポート系の整理，故障の想定・対応手段
故障想定機器 故障要因1 故障要因2 故障要因3 故障要因4 故障要因5 故障要因6 故障要因7 故障要因8

CSP補給機能喪失

補給量以上の水の使
用

CSP破損

S/C枯渇

S/C破損

S/C枯渇

S/C破損

S/C枯渇

S/C破損

低圧注水機能喪失

RHRによるS/Cを水源

とした低圧注水機能
喪失

原子炉格納容器冷却
機能喪失

RHRによるS/Cを水源
とした原子炉格納容
器冷却機能喪失

RCIC、HPCFによる

CSPを水源とした高圧
注水機能喪失

RCIC、HPCFによる
S/Cを水源とした高圧
注水機能喪失

高圧注水機能喪失

CSP枯渇



1.13-143 

 

図 1.13.2 防火水槽を水源とした可搬型代替注水ポンプによる送水(淡水/海水) 概要図 

 



1.13-144 

 

※1 SFP 接続口，スクラバ接続口及びウェル接続口を使用する場合。 

※2 荒浜側高台保管場所の可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)を使用する場合は，約 70 分で可能である。 

 

図 1.13.3 防火水槽を水源とした可搬型代替注水ポンプによる送水(淡水/海水) タイムチャート（1/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急時対策所～大湊高台移動　※2

可搬型代替注水ポンプ（A-1級又はA-2級）1台の健全性確認

可搬型代替注水ポンプ（A-1級又はA-2級）1台移動～配置

送水

防火水槽を水源とした
可搬型代替注水ポンプ

による送水　※1

（1台使用の場合）

緊急時対策要員 2

※2 荒浜側高台

保管場所への
移動は，10分と

想定する
送水準備

経過時間（分）
備考

手順の項目 要員（数）
防火水槽を水源とした可搬型代替注水ポンプによる送水 80分

10 20 4030 50 7060 80
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※1 MUWC 接続口，SFP 接続口を使用する場合。 

※2 荒浜側高台保管場所の可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)を使用する場合は，約 85 分で可能である。 

 

図 1.13.3 防火水槽を水源とした可搬型代替注水ポンプによる送水(淡水/海水) タイムチャート（2/2） 

緊急時対策所～大湊高台移動　※2

可搬型代替注水ポンプ（A-1級又はA-2級）2台又は3台の健全性確認

可搬型代替注水ポンプ（A-1級又はA-2級）2台又は3台移動～配置

防火水槽を水源とした
可搬型代替注水ポンプ

による送水　※１

（2台又は3台使用の場合）

緊急時対策要員 3

※2 荒浜側高

台保管場所へ
の移動は，10

分と想定する
送水準備

送水

経過時間（分）
備考

手順の項目 要員（数）
防火水槽を水源とした可搬型代替注水ポンプによる送水 95分

10 20 4030 50 7060 80 90 100
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図 1.13.4 淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプによる送水 概要図  
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※1 SFP 接続口，スクラバ接続口及びウェル接続口を使用する場合。 

※2 荒浜側高台保管場所への移動は，10 分と想定する。 

 

図 1.13.5 淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプによる送水 タイムチャート（1/3）  

緊急時対策所～淡水貯水池移動

貯水池出口弁「開」

送水ライン水張り，健全性確認，送水ホース及び消防ホース接続継手接続

送水

緊急時対策所～大湊高台移動　※2

可搬型代替注水ポンプ（A-1級又はA-2級）1台の健全性確認

可搬型代替注水ポンプ（A-1級又はA-2級）1台移動～配置

送水

可搬型代替注水ポンプ

による送水　※1

（1台使用の場合）

緊急時対策要員 2

※2 荒浜

側高台保

管場所へ
の移動

は，10分と

想定する

送水準備

淡水貯水池から可搬型

代替注水ポンプ（A-1級
又はA-2級）への送水

緊急時対策要員 2

経過時間（分）
備考

手順の項目 要員（数） 110分 淡水貯水池を水源とした

可搬型代替注水ポンプによる送水

10 20 4030 50 7060 80

淡水貯水池から可搬型代替注水ポンプへの送水 105分

90 100 110 120 130 140
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※1 SFP 接続口を使用する場合。 

※2 荒浜側高台保管場所への移動は，10 分と想定する。 

 

図 1.13.5 淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプによる送水 タイムチャート（2/3） 

 

  

緊急時対策所～淡水貯水池移動

貯水池出口弁「開」

送水ライン水張り，健全性確認，送水ホース及び消防ホース接続継手接続

送水

緊急時対策所～大湊高台移動　※2

可搬型代替注水ポンプ（A-1級又はA-2級）2台の健全性確認

可搬型代替注水ポンプ（A-1級又はA-2級）2台移動～配置

淡水貯水池を水源とした

可搬型代替注水ポンプ
（A-1級又はA-2級）によ

る送水　※1

（2台使用の場合）

緊急時対策要員 2

※2 荒浜

側高台保
管場所へ

の移動
は，10分と

想定する

送水準備

送水

淡水貯水池から可搬型
代替注水ポンプ（A-1級

又はA-2級）への送水
緊急時対策要員 2

経過時間（分）
備考

手順の項目 要員（数）

10 20 4030 50 7060 80

淡水貯水池から可搬型代替注水ポンプへの送水 105分

90 100 110 120 130 140

120分 淡水貯水池を水源とした

可搬型代替注水ポンプによる送水
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※1 MUWC 接続口，SFP 接続口を使用する場合。 

※2 荒浜側高台保管場所への移動は，10 分と想定する。 

 

図 1.13.5 淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプによる送水 タイムチャート（3/3） 

  

緊急時対策所～淡水貯水池移動

貯水池出口弁「開」

淡水貯水池～大湊高台移動移動

可搬型代替注水ポンプ（A-1級又はA-2級）1台移動～配置，送水ライン水張り及び健全性確認

送水ホース及び消防ホース接続継手接続

送水

緊急時対策所～大湊高台移動　※2

可搬型代替注水ポンプ（A-1級又はA-2級）3台の健全性確認

可搬型代替注水ポンプ（A-1級又はA-2級）2台移動～配置

淡水貯水池を水源とした

可搬型代替注水ポンプ
（A-1級又はA-2級）によ

る送水　※1

（3台使用の場合）

緊急時対策要員 2

※2 荒浜

側高台保
管場所へ

の移動
は，10分と

想定する

送水準備

送水

淡水貯水池から可搬型

代替注水ポンプ（A-1級
又はA-2級）への送水

緊急時対策要員 2

経過時間（分）
備考

手順の項目 要員（数）

10 20 4030 50 7060 80

淡水貯水池から可搬型代替注水ポンプへの送水 105分

90 100 110 120 130 140

120分 淡水貯水池を水源とした

可搬型代替注水ポンプによる送水
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図 1.13.6 海を水源とした大容量送水車（海水取水用）及び可搬型代替注水ポンプによる送水 概要図 
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※1 SFP 接続口及びウェル接続口を使用する場合。 

※2 荒浜側高台保管場所への移動は，10 分と想定する。 

 

図 1.13.7 海を水源とした大容量送水車（海水取水用）及び可搬型代替注水ポンプによる送水 タイムチャート（1/3） 

  

大容量送水車他移動

海水ホース及び海水ホース接続継手接続

大容量送水車ポンプ起動・可搬型代替注水ポンプへ送水開始

緊急時対策所～大湊高台移動　※2

可搬型代替注水ポンプ（A-1級又はA-2級）1台の健全性確認

可搬型代替注水ポンプ（A-1級又はA-2級）1台移動～配置

送水

海を水源した

可搬型代替注水ポンプ
（A-1級又はA-2級）に

よる送水　※1

（1台使用の場合）

緊急時対策要員 2

※2 荒浜

側高台保
管場所へ

の移動
は，10分と
想定する

送水準備

大容量送水車（海水取
水用）による可搬型代

替注水ポンプ（A-1級又

はA-2級）への送水

緊急時対策要員 8
送水

経過時間（分）
備考

手順の項目 要員（数） 5時間5分 大容量送水車（海水取水用）及び

可搬型代替注水ポンプによる送水

10 20 4030 50 7060 80

大容量送水車（海水取水用）による可搬型代替注水ポンプへの送水 5時間

90 280 300 310 320290
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※1 SFP 接続口を使用する場合。 

※2 荒浜側高台保管場所への移動は，10 分と想定する。 

 

図 1.13.7 海を水源とした大容量送水車（海水取水用）及び可搬型代替注水ポンプによる送水 タイムチャート（2/3） 

  

大容量送水車他移動

海水ホース及び海水ホース接続継手接続

大容量送水車ポンプ起動・可搬型代替注水ポンプへ送水開始

緊急時対策所～大湊高台移動　※2

可搬型代替注水ポンプ（A-1級又はA-2級）2台の健全性確認

可搬型代替注水ポンプ（A-1級又はA-2級）2台移動～配置

経過時間（分）
備考

手順の項目 要員（数）

大容量送水車（海水取

水用）による可搬型代

替注水ポンプ（A-1級又

はA-2級）への送水

緊急時対策要員 8
送水

海を水源した

可搬型代替注水ポンプ

（A-1級又はA-2級）に

よる送水　※1

（2台使用の場合）

緊急時対策要員 2

※2 荒浜

側高台保

管場所へ

の移動

は，10分と

想定する

送水準備

送水

10 20 4030 50 7060 80 90 280 300 310 320290100

大容量送水車（海水取水用）による可搬型代替注水ポンプへの送水 5時間
5時間15分 大容量送水車（海水取水用）及び

可搬型代替注水ポンプによる送水
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※1 MUWC 接続口，SFP 接続口を使用する場合。 

※2 荒浜側高台保管場所への移動は，10 分と想定する。 

 

図 1.13.7 海を水源とした大容量送水車（海水取水用）及び可搬型代替注水ポンプによる送水 タイムチャート（3/3） 

  

大容量送水車他移動

海水ホース及び海水ホース接続継手接続

大容量送水車ポンプ起動・可搬型代替注水ポンプへ送水開始

緊急時対策所～大湊高台移動　※2

可搬型代替注水ポンプ（A-1級又はA-2級）3台の健全性確認

可搬型代替注水ポンプ（A-1級又はA-2級）3台移動～配置

経過時間（分）
備考

海を水源した

可搬型代替注水ポンプ
（A-1級又はA-2級）に

よる送水　※1

（3台使用の場合）

手順の項目 要員（数）

大容量送水車（海水取

水用）による可搬型代
替注水ポンプ（A-1級又

はA-2級）への送水

緊急時対策要員 8
送水

緊急時対策要員 2

※2 荒浜

側高台保
管場所へ

の移動

は，10分と
想定する

送水準備

送水

10 20 4030 50 7060 80 90 280 300 310 320290100 115
大容量送水車（海水取水用）による可搬型代替注水ポンプへの送水 5時間

5時間15分 大容量送水車（海水取水用）及び

可搬型代替注水ポンプによる送水
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図 1.13.8 可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)による復水貯蔵槽への補給(淡水/海水) 概要図（1/3） 

（防火水槽を水源とした場合） 

操作手順 弁名称 
⑦※1 CSP 外部注水ライン西側注入弁(A) 

⑦※2 CSP 外部注水ライン西側注入弁(B) 
⑦※3 CSP 外部注水ライン東側注入弁(A) 
⑦※4 CSP 外部注水ライン東側注入弁(B) 
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図 1.13.8 可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)による復水貯蔵槽への補給(淡水/海水) 概要図（2/3） 

（淡水貯水池を水源とした場合） 

 

  

操作手順 弁名称 
⑦※1 CSP 外部注水ライン西側注入弁(A) 

⑦※2 CSP 外部注水ライン西側注入弁(B) 
⑦※3 CSP 外部注水ライン東側注入弁(A) 
⑦※4 CSP 外部注水ライン東側注入弁(B) 
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図 1.13.8 可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)による復水貯蔵槽への補給(淡水/海水) 概要図（3/3） 

（海を水源とした場合） 

 

  

操作手順 弁名称 
⑦※1 CSP 外部注水ライン西側注入弁(A) 

⑦※2 CSP 外部注水ライン西側注入弁(B) 
⑦※3 CSP 外部注水ライン東側注入弁(A) 
⑦※4 CSP 外部注水ライン東側注入弁(B) 
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※荒浜側高台保管場所の可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)を使用する場合は，125 分以内で可能である。 

 

図 1.13.9 可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)による復水貯蔵槽への補給(淡水/海水) タイムチャート（1/3） 

  

復水貯蔵槽水位確認

緊急時対策所～大湊高台移動　※1

可搬型代替注水ポンプ（A-1級又はA-2級）3台の健全性確認

可搬型代替注水ポンプ（A-2級）3台移動～配置

可搬型代替注水ポンプ（A-2級）送水開始

1

経過時間（分）
備考

手順の項目 要員（数）

防火水槽を水源とした可
搬型代替注水ポンプ（A-

2級）による復水貯蔵へ
の補給 緊急時対策要員 3

※1 荒浜

側高台保
管場所へ

の移動
は，10分と
想定する

送水準備

送水

中央制御室運転員

10 20 4030 50 7060 80 90 100 110 120 130 140

防火水槽を水源とした可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による復水貯蔵槽への補給開始 135分
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※1 荒浜側高台保管場所への移動は，10 分と想定する。 

 

図 1.13.9 可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)による復水貯蔵槽への補給(淡水/海水) タイムチャート（2/3） 

  

復水貯蔵槽水位確認

緊急時対策所～淡水貯水池移動

貯水池出口弁「開」

淡水貯水池～大湊高台移動移動

可搬型代替注水ポンプ（A-2級）1台移動～配置，送水ライン水張り及び健全性確認

送水ホース及び消防ホース接続継手接続

送水 淡水貯水池から可搬型代替注水ポンプ（A-2級）への送水開始

緊急時対策所～大湊高台移動　※1

可搬型代替注水ポンプ（A-1級又はA-2級）2台の健全性確認

可搬型代替注水ポンプ（A-2級）2台移動～配置

可搬型代替注水ポンプ（A-2級）送水開始

備考

手順の項目 要員（数）

送水

送水準備

経過時間（分）

中央制御室運転員 1

淡水貯水池を水源とした

可搬型代替注水ポンプ

（A-2級）による復水貯蔵

への補給 緊急時対策要員

2

2

※1 荒浜

側高台保

管場所へ

の移動

は，10分と

想定する

10 20 4030 50 7060 80 90 100 110 120 130 140

淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による復水貯蔵槽への補給開始 135分
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※1 荒浜側高台保管場所への移動は，10 分と想定する。 

 

図 1.13.9 可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)による復水貯蔵槽への補給(淡水/海水) タイムチャート（3/3） 

 

 

  

復水貯蔵槽水位確認

大容量送水車他移動

海水ホース及び海水ホース接続継手接続

大容量送水車ポンプ起動・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）へ送水開始

緊急時対策所～大湊高台移動　※1

可搬型代替注水ポンプ（A-1級又はA-2級）3台の健全性確認

可搬型代替注水ポンプ（A-1級又はA-2級）3台移動～配置

可搬型代替注水ポンプ（A-2級）送水開始

経過時間（分）
備考

手順の項目 要員（数）

海を水源とした大容量送
水車（海水取水用）及び

可搬型代替注水ポンプ

（A-2級）による復水貯蔵
への補給

8
送水

中央制御室運転員 1

緊急時対策要員

送水

2

※1 荒浜側高台保

管場所への移動

は，10分と想定す
る

送水準備

10 20 4030 50 7060 80 90 280 300 310 320290100
115

海を水源とした大容量送水車（海水取水用）及び可搬型代替注水ポンプによる送水 5時間25分
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操作手順 弁名称 
④ 7 号機復水貯蔵槽純水バイパス弁 

⑤⑧ 純水移送ポンプ A 吐出弁 
 

図 1.13.10 純水補給水系(仮設発電機使用)による復水貯蔵槽への補給 概要図
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図 1.13.11 純水補給水系(仮設発電機使用)による復水貯蔵槽への補給 タイムチャート 

 

監視計器確認 復水貯蔵槽

水位確認

移動、系統構成

緊急時対策所～荒浜高台移動

仮設発電機起動確認　

純水移送ポンプ起動補給開始

純水補給水系(仮設発電機

使用)による復水貯蔵槽へ

の補給

中央制御室
運転員Ａ，Ｂ

1

現場
運転員Ｃ，Ｄ

2

緊急時対策要員 6

経過時間（分）
備考

手順の項目 要員（数）

ＣＶケーブル布設及び接続

仮設発電機移動

純水補給水系(仮設発電機使用)による復水貯蔵槽補給 165分

30 60 12090 180150
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操作手順 弁名称 

②※1 淡水貯水池大湊側第一送ライン水出口弁 
②※2 淡水貯水池大湊側第二送水ライン出口弁 
⑤ 淡水貯水池大湊側第一送水ライン No.14 防火水槽供給弁 

 

図 1.13.12 淡水貯水池から防火水槽への補給 概要図
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図 1.13.13 淡水貯水池から防火水槽への補給 タイムチャート 

貯水池出口弁「開」

送水

送水ライン水張り，健全性確認，送水ホース接続

経過時間（分）
備考

手順の項目 要員（数）

淡水貯水池から
防火水槽への補給

緊急時対策要員 2

緊急時対策所～淡水貯水池移動

淡水貯水池から防火水槽への補給 80分

10 20 4030 6050 70 80
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操作手順 弁名称 

② 淡水貯水池大湊側第一送水ライン供給止め弁 
④※1 淡水貯水池大湊側第一送水ライン No.4 純水タンク供給弁 
④※2 No.4 純水タンク工事用水用隔離弁 
④※3 淡水貯水池大湊側第一送水ライン No.3 ろ過水タンク供給弁 
④※4 No.3 ろ過水タンク工事用水用隔離弁 
⑦ 送水ライン出口弁 

 

図 1.13.14 淡水タンクから防火水槽への補給 概要図
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図 1.13.15 淡水タンクから防火水槽への補給 タイムチャート 

 

  

P17-F2003「閉」

送水

送水ライン水張り，健全性確認，送水ホース接続

経過時間（分）
備考

手順の項目 要員（数）

淡水タンクから
防火水槽への補給

緊急時対策要員 2

緊急時対策所～淡水タンク近傍移動

淡水タンクから防火水槽への補給 80分

10 20 4030 6050 70 80
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図 1.13.16 可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)による防火水槽への海水補給 概要図 
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※荒浜側高台保管場所の可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)を使用する場合は，約 170 分で可能である。 

 

 

図 1.13.17 可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)による防火水槽への海水補給 タイムチャート 

緊急時対策所～大湊高台移動　※

可搬型代替注水ポンプ（A-2級）健全性確認

可搬型代替注水ポンプ（A-2級）移動～配置可搬型代替注水ポンプによる
防火水槽への海水補給

緊急時対策要員 3

※ 荒浜側高台

保管場所への
移動は，10分と

想定する
送水準備

送水

経過時間（分）
備考

手順の項目 要員（数）

30 60 90 120 180150

可搬型代替注水ポンプによる防火水槽への海水補給
180分
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図 1.13.18 大容量送水車(海水取水用)による防火水槽への海水補給 概要図 
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※荒浜側高台保管場所の大容量送水車（海水取水用）を使用する場合は，約 4時間 50 分で可能である。 

 

図 1.13.19 大容量送水車(海水取水用)による防火水槽への海水補給 タイムチャート 

  

　 緊急時対策所～大湊高台移動

大容量送水車他移動

大容量送水車起動・海水供給

大容量送水車（海水取

水用）による防火水槽へ
の海水補給

緊急時対策要員 8

※ 荒浜側高台

保管場所への
移動は，10分と

想定する

ホース（可搬型）敷設

経過時間（時間）
備考

手順の項目 要員（数）
大容量送水車（海水取水用）による防火水槽への海水補給

5時間

1 2 43 65 7
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図 1.13.20 代替原子炉補機冷却海水ポンプによる防火水槽への海水補給 概要図 
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※荒浜側高台保管場所の代替原子炉補機冷却海水ポンプを使用する場合は，約 6 時間 50 分で可能である。 

※海水取水箇所(6 号炉)から 7号炉建屋南側を経由して No.15 防火水槽へ補給した場合は，約 7時間で可能である。 

※海水取水箇所(7 号炉)から 7号炉建屋南側を経由して No.14 防火水槽へ補給した場合は，約 5時間 30 分で可能である。 

 

図 1.13.21 代替原子炉補機冷却海水ポンプによる防火水槽への海水補給 タイムチャート 

　 緊急時対策所～大湊高台移動

可搬型代替交流電源車，海水ポンプ他移動

可搬型代替交流電源車起動・海水補給

経過時間（時間）
備考

手順の項目 要員（数）

代替原子炉補機冷却海
水ポンプによる

防火水槽への海水補給

緊急時対策要員 11

※ 荒浜側高台

保管場所への
移動は，10分と
想定する

ポンプ設置，ホース(可搬型)敷設

代替原子炉補機冷却海水ポンプによる防火水槽への海水補給

7時間

1 2 43 65

手順着手判断，指示

7
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操作手順 弁名称 
② 淡水貯水池大湊側第一送水ライン出口弁 
⑤※1 淡水貯水池大湊側第一送水ライン No.4 純水タンク供給弁 
⑤※2 No.4 純水タンク工事用水用隔離弁 
⑤※3 淡水貯水池大湊側第一送水ライン No.3 ろ過水タンク供給弁 
⑤※4 No.3 ろ過水タンク工事用水用隔離弁 

 

図 1.13.22 淡水貯水池から淡水タンクへの補給 概要図 
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図 1.13.23 淡水貯水池から淡水タンクへの補給 タイムチャート 

 

  

貯水池出口弁「開」

送水

送水ライン水張り，健全性確認，送水ホース接続

経過時間（分）
備考

手順の項目 要員（数）

淡水貯水池から
淡水タンクへの補給

緊急時対策要員 2

緊急時対策所～淡水貯水池移動

淡水貯水池から淡水タンクへの補給 80分

10 20 4030 6050 70 80
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図 1.13.24 淡水貯水池から海を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)への送水の切替 タイムチャート 

 

大容量送水車他移動

海水ホース及び海水ホース接続継手接続［大容量送水車（海水取水用）による可搬型代替注水ポンプへの送水準備完了］

淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプ（A-1級又はA-2級）にて送水中

淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプ（A-1級又はA-2級）の送水停止

可搬型代替注水ポンプ（A-1級又はA-2級）吸管ホース切替［淡水貯水池⇒大容量送水車（海）］

可搬型代替注水ポンプ（A-1級又はA-2級）の起動

　海を利用した大容量送水車（海水取水用）及び可搬型代替注水ポンプによる送水 開始

大容量送水車（海水取水用）の起動（可搬型代替注水ポンプ（A-1級又はA-2級）への送水開始）

要員（数）手順の項目

緊急時対策要員

淡水から海水への切替

［淡水貯水池から海を

利用した可搬型代替注

水ポンプ(A-1級又はA-

2級)への送水の切替］

8

緊急時対策要員 2

緊急時対策要員 2

経過時間（分）
備考

淡水貯水池を水源とした

可搬型代替注水ポンプによる送水 停止 4時間45分

30 60 90 290 310300 320

5時間25分 海を水源した大容量送水車（海水取水用）及び可搬型代替注水ポンプによる送水 開始

330280

淡水から海水への切替え 所要時間40分
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図 1.13.25 重大事故発生時の対応手段選択フローチャート
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表(1/4) 

 

※1:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置） 

  

番号 番号技術的能力審査基準（1.13） 設置許可基準規則（56条） 技術基準規則（71条）

【本文】

発電用原子炉設置者において、設計基準事故の収束

に必要な水源とは別に、重大事故等の収束に必要と

なる十分な量の水を有する水源を確保することに加

えて、設計基準事故対処設備及び重大事故等対処設

備に対して重大事故等の収束に必要となる十分な量

の水を供給するために必要な手順等が適切に整備さ

れているか、又は整備される方針が適切に示されて

いること。

①

【本文】

設計基準事故の収束に必要な水源とは別に、重大事

故等の収束に必要となる十分な量の水を有する水源

を確保することに加えて、発電用原子炉施設には、

設計基準事故対処設備及び重大事故等対処設備に対

して重大事故等の収束に必要となる十分な量の水を

供給するために必要な設備を設けなければならな

い。

【本文】

設計基準事故の収束に必要な水源とは別に、重大事

故等の収束に必要となる十分な量の水を有する水源

を確保することに加えて、発電用原子炉施設には、

設計基準事故対処設備及び重大事故等対処設備に対

して重大事故等の収束に必要となる十分な量の水を

供給するために必要な設備を施設しなければならな

い。

⑧

【解釈】

１ 「設計基準事故の収束に必要な水源とは別に、

重大事故等の収束に必要となる十分な量の水を有す

る水源を確保することに加えて、設計基準事故対処

設備及び重大事故等対処設備に対して重大事故等の

収束に必要となる十分な量の水を供給するために必

要な手順等」とは、以下に掲げる措置又はこれらと

同等以上の効果を有する措置を行うための手順等を

いう。

－

【解釈】

１ 第５６条に規定する「設計基準事故の収束に必

要な水源とは別に、重大事故等の収束に必要となる

十分な量の水を有する水源を確保することに加え

て、発電用原子炉施設には、設計基準事故対処設備

及び重大事故等対処設備に対して重大事故等の収束

に必要となる十分な量の水を供給するために必要な

設備」とは、以下に掲げる措置又はこれらと同等以

上の効果を有する措置を行うための設備をいう。

【解釈】

１ 第７１条に規定する「設計基準事故の収束に必

要な水源とは別に、重大事故等の収束に必要となる

十分な量の水を有する水源を確保することに加え

て、発電用原子炉施設には、設計基準事故対処設備

及び重大事故等対処設備に対して重大事故等の収束

に必要となる十分な量の水を供給するために必要な

設備」とは、以下に掲げる措置又はこれらと同等以

上の効果を有する措置を行うための設備をいう。

－

ａ）想定される重大事故等の収束までの間、十分な

量の水を供給できる手順等を整備すること。
②

ａ）想定される重大事故等の収束までの間、十分な

量の水を供給できること。

ａ）想定される重大事故等の収束までの間、十分な

量の水を供給できること。
⑨

ｂ）複数の代替淡水源（貯水槽、ダム又は貯水池

等）が確保されていること。
③

ｂ）複数の代替淡水源（貯水槽、ダム又は貯水池

等）が確保されていること。

ｂ）複数の代替淡水源（貯水槽、ダム又は貯水池

等）が確保されていること。
⑩

ｃ）海を水源として利用できること。

④

ｃ）海を水源として利用できること。 ｃ）海を水源として利用できること。

⑪

ｄ）各水源からの移送ルートが確保されているこ

と。
⑤

ｄ）各水源からの移送ルートが確保されているこ

と。

ｄ）各水源からの移送ルートが確保されているこ

と。
⑫

ｅ）代替水源からの移送ホース及びポンプを準備し

ておくこと。
⑥

ｅ）代替水源からの移送ホース及びポンプを準備し

ておくこと。

ｅ）代替水源からの移送ホース及びポンプを準備し

ておくこと。
⑬

ｆ）水の供給が中断することがないよう、水源の切

替え手順等を定めること。
⑦

ｆ）原子炉格納容器を水源とする再循環設備は、代

替再循環設備等により、多重性又は多様性を確保す

ること。（PWR）

ｆ）原子炉格納容器を水源とする再循環設備は、代

替再循環設備等により、多重性又は多様性を確保す

ること。（PWR）
－

添付資料 1.13.1 
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表(2/4) 

 
※1:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置）  

機能 機器名称
既設

新設
機能 機器名称

常設

可搬

必要時間内に

使用可能か

対応可能な人数

で使用可能か

復水貯蔵槽 既設 ろ過水タンク 常設 － －

サプレッション・チェンバ 既設

防火水槽 新設

可搬型代替注水ポンプ

（A-1級）
新設

可搬型代替注水ポンプ

（A-2級）
新設

ホース 新設

燃料補給設備
既設

新設

淡水貯水池 新設

可搬型代替注水ポンプ

（A-1級）
新設

可搬型代替注水ポンプ

（A-2級）
新設

ホース・接続口 新設

燃料補給設備
既設

新設

大容量送水車

（海水取水用）
新設

海水貯留堰 新設

スクリーン室 既設

取水路[海水取水箇所] 既設

ホース・接続口 新設

可搬型代替注水ポンプ

（A-1級）
新設

可搬型代替注水ポンプ

（A-2級）
新設

燃料補給設備
既設

新設

①

②

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑪

⑫

⑬

－ －

－

ろ

過

水

タ

ン

ク

を

利

用

し

た

対

応

－

－ －

海

を

利

用

し

た

対

応

－

－ － －

①②③⑤

⑥⑦⑧⑨

⑩⑫⑬

重大事故等対処設備を使用した手段

審査基準の要求に適合するための手段
自主対策

解釈

対応番号
備考

復

水

貯

蔵

槽

/

サ

プ

レ
ッ

シ
ョ

ン

・

チ
ェ

ン

バ

を

利

用

し

た

対

応

防

火

水

槽

を

利

用

し

た

対

応

淡

水

貯

水

池

を

利

用

し

た

対

応

①

②

③

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑫

⑬

①

②

③

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑫

⑬

：重大事故等対処設備
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表(3/4) 

 

※1:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置） 

 

  

機能 機器名称
既設

新設
機能 機器名称

常設

可搬

必要時間内に

使用可能か

対応可能な人数

で使用可能か

ほう酸水注入系貯蔵タ

ンク
既設

ほう酸水注入系
（ほう酸水注入系ポンプ）

既設

可搬型代替注水ポンプ

（A-2級）
新設 純水移送ポンプ 常設

ホース・接続口 新設 純水タンク 常設

淡水貯水池 新設 純水補給水系配管・弁 常設

防火水槽 新設 復水貯蔵槽 常設

CSP大容量接続口 新設 仮設発電機 可搬

CSP外部補給配管・弁
既設

新設
燃料補給設備

常設

可搬

復水貯蔵槽 既設

燃料補給設備
既設

新設

淡水貯水池 新設 ろ過水タンク 常設

ホース 新設 純水タンク 常設

防火水槽 新設 ホース 可搬

防火水槽 常設

淡水貯水池 常設

ホース 可搬

ろ過水タンク 常設

純水タンク 常設

淡

水

貯

水

池

か

ら

防

火

水

槽

へ

の

補

給

①

②

③

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑫

⑬

淡

水

タ

ン

ク

か

ら

防

火

水

槽

へ

の

補

給

淡

水

貯

水

池

か

ら

淡

水

タ

ン

ク

へ

の

補

給

80分 2名

－ －

165分 10名

自主対策対策とする

理由は本文参照

－

－ － －－

80分 2名

淡

水

貯

水

池

か

ら

復

水

貯

蔵

槽

へ

の

補

給

純

水

タ

ン

ク

か

ら

復

水

貯

蔵

槽

へ

の

補

給

－

－

ほ

う

酸

水

注

入

系

貯

蔵

タ

ン

ク

を

利

用

し

た

対

応

重大事故等対処設備を使用した手段

審査基準の要求に適合するための手段
自主対策

解釈

対応番号
備考

①②⑧⑨

－ － －

自主対策対策とする

理由は本文参照

－

①

②

③

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑫

⑬

－ － －

：重大事故等対処設備
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表(4/4) 

 

※1:本条文【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置） 

 

機能 機器名称
既設

新設
機能 機器名称

常設

可搬

必要時間内に

使用可能か

対応可能な人数

で使用可能か

大容量送水車

（海水取水用）
新設

代替原子炉補機冷却海

水ポンプ
可搬

海水貯留堰 新設 海水貯留堰 常設

スクリーン室 既設 スクリーン室 常設

取水路[海水取水箇所] 既設 取水路[海水取水箇所] 常設

ホース 新設 ホース 可搬

防火水槽 新設 防火水槽 常設

燃料補給設備
既設

新設

可搬型代替交流電源設

備
可搬

移動式変圧器 可搬

燃料補給設備
常設

可搬

可搬型代替注水ポンプ

（A-2級）
可搬

ホース 可搬

防火水槽 常設

燃料補給設備
常設

可搬

重大事故等対処設備を使用した手段

審査基準の要求に適合するための手段
自主対策

解釈

対応番号
備考

－ － －

海

か

ら

防

火

水

槽

へ

の

補

給

7時間 13名
自主対策対策とする

理由は本文参照

海

か

ら

防

火

水

槽

へ

の

補

給

180分 3名
自主対策対策とする

理由は本文参照

－ － － － －

海

か

ら

防

火

水

槽

へ

の

補

給

①

②

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑪

⑫

⑬

：重大事故等対処設備
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図 1 対応手順として選定した設備の電源構成図(6 号及び 7号炉 交流電源) 

M/C 7D

AM用

動力変圧器

D/G

非常用所内

電気設備

【区分Ⅰ】

(7B)(7A)

動力

変圧器

動力

変圧器

AM用MCC 7B

P/C 7D-1P/C 7C-1

7号炉

MCC 7C系

D/G

M

代替所内

電気設備

MAM用直流

125V充電器

MCC 7D系

非常用所内

電気設備

【区分Ⅱ】

電源

車

電源

車

AM用切替盤

緊急用

電源切替箱

断路器

M/C 7C

緊急用

電源切替箱

接続装置7B

※本単線結線図は，今後の

検討結果により変更となる

可能性がある

M/C 6D

AM用

動力変圧器

緊急用高圧母線

D/G

非常用所内

電気設備

【区分Ⅰ】

(6B)(6A)

動力

変圧器

動力

変圧器

【凡例】

：ガスタービン発電機

：非常用ディーゼル発電機

：遮断器

：断路器

：配線用遮断器

：接続装置

：電動切替装置

：切替装置

GTG

D/G

AM用MCC 6B

P/C 6D-1P/C 6C-1

6号炉

大湊側緊急用高圧母線

MCC 6C系

D/G

M

代替所内

電気設備

MAM用直流

125V充電器

MCC 6D系

非常用所内

電気設備

【区分Ⅱ】

電源

車

電源

車

AM用切替盤

GTG

GTG GTG
予備

第一ガスタービン発電機

第二ガスタービン発電機

M

緊急用

電源切替箱

断路器

号炉間電力

融通ケーブル

M/C 6C

緊急用

電源切替箱

接続装置6B

緊急用断路器

M M

緊急用

電源切替箱

接続装置6A

緊急用

電源切替箱

接続装置7A

【略語】

D/G ：非常用ディーゼル発電機

M/C ：メタルクラッド開閉装置

P/C ：パワーセンタ

MCC ：モータ・コントロール

・センタ

GTG
予備

添付資料 1.13.2 
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図 2 対応手順として選定した設備の電源構成図(6 号炉 交流電源) 

第二ガスタービン発電機

（緊急用高圧母線経由）

M/C 6C

P/C 6C-1

MCC

6C-1-7

計
測
用
（
Ａ
）系
電
源

MCC

6C-1-8

計
測
用
（
Ａ
）系
電
源

MCC

6D-1-7

計
測
用
（
Ｂ
）
系
電
源

P/C 6D-1

MCC

6D-1-8

計
測
用
（
Ｂ
）
系
電
源

第二ガスタービン発電機

（大湊側緊急用高圧母線経由）

AM用MCC 6B

第一ガスタービン発電機

（緊急用断路器経由）

M

電源

車

D/G

(6A)

M/C 6D

(6B)

D/G

電源

車

緊急用電源切替箱

断路器

号炉間電力融通

（７号炉緊急用電源切替箱断路器へ）

緊急用

電源切替箱

接続装置6A

緊急用

電源切替箱

接続装置6B

【凡例】

：配線用遮断器

：断路器

：動力変圧器

：電動切替装置

：遮断器

D/G ：非常用ディーゼル発電機

：接続装置

M

【略語】

D/G ：非常用ディーゼル発電機

M/C ：メタルクラッド開閉装置

P/C ：パワーセンタ

MCC ：モータ・コントロール・センタ
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図 3 対応手順として選定した設備の電源構成図(7 号炉 交流電源) 

第二ガスタービン発電機

（緊急用高圧母線経由）

M/C 7C

P/C 7C-1

MCC

7C-1-7

計
測
用
（
Ａ
）
系
電
源

MCC

7D-1-6

計
測
用
（
Ｂ
）
系
電
源

P/C 7D-1

MCC

7D-1-7

計
測
用
（
Ｂ
）系
電
源

第二ガスタービン発電機

（大湊側緊急用高圧母線経由）

AM用MCC 7B

第一ガスタービン発電機

（緊急用断路器経由）

M

電源

車

D/G

(7A)

M/C 7D

(7B)

D/G

電源

車

緊急用電源切替箱

断路器

号炉間電力融通

（６号炉緊急用電源切替箱断路器へ）

緊急用

電源切替箱

接続装置7A

緊急用

電源切替箱

接続装置7B

【凡例】

：配線用遮断器

：断路器

：動力変圧器

：電動切替装置

：遮断器

D/G ：非常用ディーゼル発電機

：接続装置

M

【略語】

D/G ：非常用ディーゼル発電機

M/C ：メタルクラッド開閉装置

P/C ：パワーセンタ

MCC ：モータ・コントロール・センタ
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重大事故対策の成立性 

 

1.防火水槽を水源とした可搬型代替注水ポンプによる送水 

(1)防火水槽を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)による送

水 

 

a.操作概要 

緊急時対策本部は，防火水槽を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-1

級又は A-2 級)による送水が必要な状況において，接続口(ホース接続箇

所)及び水源を選定し，送水ルートを決定する。 

現場では，指示された送水ルートを確保したうえで，防火水槽を水源と

した可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)により送水する。 

 

b.作業場所 

屋外(原子炉建屋周辺，取水箇所(防火水槽)周辺) 

 

c.必要要員数及び操作時間 

防火水槽を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)による

送水に必要な要員(可搬型代替注水ポンプ 1 台使用の場合 2 名，可搬型代

替注水ポンプ 2台又は 3台使用の場合 3名)，所要時間(可搬型代替注水ポ

ンプ 1 台使用の場合 80 分，可搬型代替注水ポンプ 2 台又は 3 台使用の場

合 95 分)のうち，防火水槽を水源とした可搬型代替注水ポンプによる送水

に必要な要員数，所要時間は以下のとおり。 

必要要員数 :｢可搬型代替注水ポンプ 1台使用の場合｣ 

2 名(緊急時対策要員) 

｢可搬型代替注水ポンプ 2台又は 3台使用の場合｣ 

3 名(緊急時対策要員) 

 

所要時間目安:｢可搬型代替注水ポンプ 1台使用の場合｣ 

80 分(実績時間なし) 

｢可搬型代替注水ポンプ 2台又は 3台使用の場合｣ 

95 分(実績時間なし) 

 

d.操作の成立性について 

作業環境:車両の作業用照明・ヘッドライト・懐中電灯・LED 多機能ラ

イトにより，夜間における作業性を確保している。放射性物

質が放出される可能性があることから，操作は放射線防護具

(全面マスク，個人線量計，ゴム手袋)を装備又は携行して作

業を行う。温度についても，作業は屋外のため支障はない。 

移動経路:車両のヘッドライトの他，ヘッドライト・懐中電灯・LED 多機

能ライトを携帯しており，夜間においても接近可能である。ま

添付資料 1.13.3-1 
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た，現場への移動は，地震等による重大事故等が発生した場合

でも安全に移動できる経路を移動する。 

操作性 :可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)からのホースの接

続は，汎用の結合金具(オス・メス)であり，容易に実施可能で

ある。また，作業エリア周辺には，支障となる設備はなく，十

分な作業スペースを確保している。 

連絡手段:通信連絡設備(送受話器，電力保安通信用電話設備，衛星電話

設備，無線連絡設備)により，緊急時対策本部及び中央制御室

に適宜連絡する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防火水槽への吸管投入 ホースを建屋接続口まで敷設 
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2.淡水貯水池から可搬型代替注水ポンプへの送水 

(1)淡水貯水池から可搬型代替注水ポンプへの送水 

 

a.操作概要 

緊急時対策本部に使用する送水ラインの指示を受け，ラインの水張り

を行う。 

水張りを行いつつ，淡水貯水池からの送水ライン敷設状況に異常がな

いことを確認，所定の場所においてホース，ホース接続治具（淡水）を

布設し，弁開操作により可搬型代替注水ポンプへの送水を開始する。 

 

b.作業場所 

屋外(淡水貯水池，防火水槽付近) 

 

c.必要要員数及び操作時間 

必要要員数 :2 名(緊急時対策要員) 

所要時間目安:105 分(実績時間なし) 

 

d.操作の成立性について 

作業環境:夜間での作業の場合は，ヘッドライト及び懐中電灯にて作業

を行う。放射性物質が放出される可能性があることから，操作

は放射線防護具(全面マスク，個人線量計，ゴム手袋)を装備又

は携行して作業を行う。温度についても，作業は屋外のため支

障はない。 

移動経路:基本徒歩での作業を想定している。(道路が健全の場合は車両

を使用する) また，現場への移動は，地震等による重大事故等

が発生した場合でも安全に移動できる経路を移動する。 

操作性 :弁の開閉操作に特殊な操作は無く，ホースの接続も汎用の結

合金具(オス・メス)であり，容易に実施可能である。また，作

業エリア周辺には，支障となる設備はなく，十分な作業スペー

スを確保している。 

連絡手段:通信連絡設備(送受話器，電力保安通信用電話設備，衛星電話

設備，無線連絡設備)により，緊急時対策本部と連絡をとる。 

 

添付資料 1.13.3-2 
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ホース接続部 ホースの接続 

ホース接続治具との接続 ホースと可搬型代替注水ポンプ吸管

との接続 
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3.淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプによる送水 

(1)淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)による

送水 

 

a.操作概要 

緊急時対策本部は，淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-

1 級又は A-2 級)による送水が必要な状況において，水源の確保（淡水貯

水池から可搬型代替注水ポンプへの送水），接続口(ホース接続箇所)を選

定し，送水ルートを決定する。 

現場では，指示された送水ルートを確保したうえで，淡水貯水池を水源

とした可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)により送水する。 

 

b.作業場所 

屋外(原子炉建屋周辺，取水箇所(防火水槽)周辺) 

 

c.必要要員数及び操作時間 

淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)によ

る送水に必要な要員(可搬型代替注水ポンプ 1 台使用の場合 2 名，可搬型

代替注水ポンプ 2台又は 3台使用の場合 2名)，所要時間(可搬型代替注水

ポンプ 1台使用の場合 110 分，可搬型代替注水ポンプ 2台又は 3台使用の

場合 120 分)のうち，淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプによ

る送水に必要な要員数，所要時間は以下のとおり。 

必要要員数 :｢可搬型代替注水ポンプ 1台使用の場合｣ 

2 名(緊急時対策要員) 

｢可搬型代替注水ポンプ 2台又は 3台使用の場合｣ 

2 名(緊急時対策要員) 

 

所要時間目安:｢可搬型代替注水ポンプ 1台使用の場合｣ 

110 分(実績時間なし) 

｢可搬型代替注水ポンプ 2台又は 3台使用の場合｣ 

120 分(実績時間なし) 

 

d.操作の成立性について 

作業環境:車両の作業用照明・ヘッドライト・懐中電灯・LED 多機能ラ

イトにより，夜間における作業性を確保している。放射性物

質が放出される可能性があることから，操作は放射線防護具

(全面マスク，個人線量計，ゴム手袋)を装備又は携行して作

業を行う。温度についても，作業は屋外のため支障はない。 

移動経路:車両のヘッドライトの他，ヘッドライト・懐中電灯・LED 多機

能ライトを携帯しており，夜間においても接近可能である。ま

た，現場への移動は，地震等による重大事故等が発生した場合

でも安全に移動できる経路を移動する。 
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操作性 :可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)からのホースの接

続は，汎用の結合金具(オス・メス)であり，容易に実施可能で

ある。また，作業エリア周辺には，支障となる設備はなく，十

分な作業スペースを確保している。 

連絡手段:通信連絡設備(送受話器，電力保安通信用電話設備，衛星電話

設備，無線連絡設備)により，緊急時対策本部及び中央制御室

に適宜連絡する。 

 

 

  

ホースを建屋接続口まで敷設 ホースと可搬型代替注水ポンプ吸管

との接続 
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4.海から大容量送水車（海水取水用）による可搬型代替注水ポンプへの送水 

(1)海から大容量送水車（海水取水用）による可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又

は A-2 級)への送水 

 

a.操作概要 

緊急時対策本部は，海から大容量送水車（海水取水用）による可搬型

代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)への送水が必要な状況において，海水

取水箇所を選定し，補給ルートを決定する。 

所定の場所においてホース，ホース接続治具（海水）を布設し，大容

量送水車（海水取水用）により可搬型代替注水ポンプへの送水を開始す

る。 

 

b.作業場所 

屋外(取水箇所(海水取水ピット)，防火水槽周辺) 

 

c.必要要員数及び操作時間 

必要要員数 : 8 名(緊急時対策要員) 

所要時間目安:5 時間(実績時間なし) 

 

d.操作の成立性について 

作業環境:車両の作業用照明・ヘッドライト・懐中電灯・LED 多機能ライ

トにより，夜間における作業性を確保している。放射性物質が

放出される可能性があることから，操作は放射線防護具(全面

マスク，個人線量計，ゴム手袋)を装備又は携行して作業を行

う。温度についても，作業は屋外のため支障はない。 

移動経路:車両のヘッドライトの他，ヘッドライト・懐中電灯・LED 多機

能ライトを携帯しており，夜間においても接近可能である。ま

た，現場への移動は，地震等による重大事故等が発生した場合

でも安全に移動できる経路を移動する。 

操作性 :大容量送水車（海水取水用）からのホースの接続は，汎用の結

合金具であり，容易に実施可能である。また，作業エリア周辺

には，支障となる設備はなく，十分な作業スペースを確保して

いる。 

連絡手段:通信連絡設備(送受話器，電力保安通信用電話設備，衛星電話

設備，無線連絡設備)により，緊急時対策本部及び中央制御室

に適宜連絡する。 
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大容量送水車（海水取水用） 
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5.海を水源とした大容量送水車（海水取水用）及び可搬型代替注水ポンプによる

送水 

(1)海を水源とした大容量送水車（海水取水用）及び可搬型代替注水ポンプ(A-

1 級又は A-2 級)による送水 

 

a.操作概要 

緊急時対策本部は，海を水源とした大容量送水車（海水取水用）及び

可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)による送水が必要な状況におい

て，水源の確保（海から大容量送水車（海水取水用）による可搬型代替

注水ポンプへの送水），接続口(ホース接続箇所)を選定し，送水ルートを

決定する。 

現場では，指示された送水ルートを確保したうえで，海を水源とした可

搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)により送水する。 

 

b.作業場所 

屋外(原子炉建屋周辺，取水箇所(防火水槽)周辺) 

 

c.必要要員数及び操作時間 

海を水源とした大容量送水車（海水取水用）及び可搬型代替注水ポンプ

(A-1 級又は A-2 級)による送水に必要な要員(可搬型代替注水ポンプ 1 台

使用の場合 2 名，可搬型代替注水ポンプ 2 台又は 3 台使用の場合 2 名)，

所要時間(可搬型代替注水ポンプ 1 台使用の場合 5 時間 5 分，可搬型代替

注水ポンプ 2台又は 3台使用の場合 5時間 15 分)のうち，海を水源とした

大容量送水車（海水取水用）及び可搬型代替注水ポンプによる送水に必要

な要員数，所要時間は以下のとおり。 

必要要員数 :｢可搬型代替注水ポンプ 1台使用の場合｣ 

2 名(緊急時対策要員) 

｢可搬型代替注水ポンプ 2台又は 3台使用の場合｣ 

2 名(緊急時対策要員) 

 

所要時間目安:｢可搬型代替注水ポンプ 1台使用の場合｣ 

5 時間 5分(実績時間なし) 

｢可搬型代替注水ポンプ 2台又は 3台使用の場合｣ 

5 時間 15 分(実績時間なし) 

 

d.操作の成立性について 

作業環境:車両の作業用照明・ヘッドライト・懐中電灯・LED 多機能ラ

イトにより，夜間における作業性を確保している。放射性物

質が放出される可能性があることから，操作は放射線防護具

(全面マスク，個人線量計，ゴム手袋)を装備又は携行して作

業を行う。温度についても，作業は屋外のため支障はない。 

移動経路:車両のヘッドライトの他，ヘッドライト・懐中電灯・LED 多機
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能ライトを携帯しており，夜間においても接近可能である。ま

た，現場への移動は，地震等による重大事故等が発生した場合

でも安全に移動できる経路を移動する。 

操作性 :可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)からのホースの接

続は，汎用の結合金具(オス・メス)であり，容易に実施可能で

ある。また，作業エリア周辺には，支障となる設備はなく，十

分な作業スペースを確保している。 

連絡手段:通信連絡設備(送受話器，電力保安通信用電話設備，衛星電話

設備，無線連絡設備)により，緊急時対策本部及び中央制御室

に適宜連絡する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホースを建屋接続口まで敷設 
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6.可搬型代替注水ポンプによる復水貯蔵槽への補給 

(1)屋外接続口から復水貯蔵槽への直接補給(淡水/海水) 

 

a.操作概要 

緊急時対策本部は，可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)による復水貯蔵槽へ

の補給が必要な状況において，接続口(ホース接続箇所)及び水源を選定

し，補給ルートを決定する。 

現場では，指示された補給ルートを確保したうえで，可搬型代替注水ポン

プにより補給する。 

 

b.作業場所 

屋外(廃棄物処理建屋周辺，取水箇所(護岸，海水取水ピット，防火水槽)

周辺) 

 

c.必要要員数及び操作時間 

可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)による復水貯蔵槽への補給に必要な要員

(防火水槽を水源とした場合 4名，淡水貯水池を水源とした場合 5名，海

を水源とした場合 11 名)，所要時間(防火水槽を水源とした場合 135 分，

淡水貯水池を水源とした場合 135 分，海を水源とした場合 5時間 25 分)

のうち，屋外接続口から復水貯蔵槽への直接補給に必要な要員数,所要時

間は以下のとおり。 

必要要員数 :｢防火水槽を水源とした場合｣3 名(緊急時対策要員 3名) 

｢淡水貯水池を水源とした場合｣4名(緊急時対策要員4名) 

｢海を水源とした場合｣10 名(緊急時対策要員 10 名) 

所要時間目安:｢防火水槽を水源とした場合｣135 分(実績時間なし) 

｢淡水貯水池を水源とした場合｣135 分(実績時間なし) 

｢海を水源とした場合｣5 時間 25 分(実績時間なし) 

 

d.操作の成立性について 

作業環境:車両の作業用照明・ヘッドライト・懐中電灯・LED 多機能ライ

トにより，夜間における作業性を確保している。放射性物質が

放出される可能性があることから，操作は放射線防護具(全面

マスク，個人線量計，ゴム手袋)を装備又は携行して作業を行

う。温度についても，作業は屋外のため支障はない。 

移動経路:車両のヘッドライトの他，ヘッドライト・懐中電灯・LED 多機

能ライトを携帯しており，夜間においても接近可能である。ま

た，現場への移動は，地震等による重大事故等が発生した場合

でも安全に移動できる経路を移動する。 

操作性 :可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)からのホースの接続は，汎用の

結合金具(オス・メス)であり，容易に実施可能である。また，

作業エリア周辺には，支障となる設備はなく，十分な作業スペ

ースを確保している。 
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連絡手段:通信連絡設備(送受話器，電力保安通信用電話設備，衛星電話

設備，無線連絡設備)により，緊急時対策本部及び中央制御室

に適宜連絡する。 

 

 

   

 

  

[防火水槽を水源とした場合] 

防火水槽への吸管投入 

[淡水貯水池を水源とした場合] 

送水ホースと可搬型代替注水ポンプ

吸管との接続 
 

ホースを建屋接続口まで展開 

 

［海を水源とした場合］ 
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7.純水補給水系による復水貯蔵槽への補給 

(1)大湊側純水移送ポンプ電源復旧 

 

a.操作概要 

仮設発電機を大型牽引車両にて給水建屋内の純水移送ポンプと接続し，

ポンプ電源喪失時に復水貯蔵槽へ純水を補給する。 

 

b.作業場所 

給水建屋，荒浜側津波対策高台エリア 

 

c.必要要員数及び操作時間 

純水補給水系による復水貯蔵槽への補給に必要な要員(10 名)，所要時

間(165 分)のうち，仮設発電機による純水移送ポンプ起動に必要な要員

数，所要時間は以下のとおり。 

必要要員数 :6 名(緊急時対策要員 6名) 

所要時間目安:165 分(実績時間:165 分) 

 

d.操作の成立性について 

作業環境:ヘッドライトにより夜間における作業性を確保している。放

射性物質が放出される可能性があることから，操作は放射線

防護具(全面マスク，個人線量計，ゴム手袋)を装備又は携行し

て作業を行う。温度についても，作業は屋外のため支障はない。 

移動経路:車両のヘッドライト他，ヘッドライトを携行しており，夜間に

おいても接近可能である。また，現場への移動は，地震等によ

る重大事故等が発生した場合でも安全に移動できる経路を移

動する。 

操作性 :仮設発電機の移動は大型牽引車両によるものである。CV ケー

ブルの敷設は付近に開口部や高所エリアがないため，容易に

作業可能である。CV ケーブルの接続は，特殊な接続方法では

なく，容易に作業可能である。また，仮設発電機操作も操作パ

ネルに識別表示がされていることから容易に操作が可能であ

る。 

連絡手段:通信連絡設備(送受話器，電力保安通信用電話設備，衛星電話

設備，無線連絡設備)により緊急時対策本部及び中央制御室に

連絡する。 
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仮設発電機移動                      CV ケーブル接続 
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(2)MUWP ポンプによる CSP への補給 

 

a.操作概要 

仮設発電機により純水移送ポンプを起動し，純水補給水系による復水貯

蔵槽への補給を開始するために現場にて系統構成を実施する。 

 

b.作業場所 

廃棄物処理建屋 地上 2階(管理区域) 

 

c.必要要員数及び操作時間 

純水補給水系による復水貯蔵槽への補給に必要な要員(10 名)，所要時間

(165 分)のうち，現場にて系統構成に必要な要員数，所要時間は以下のと

おり。 

必要要員数 :2 名(現場運転員 2名) 

所要時間目安:15 分(実績時間:12 分) 

 

d.操作の成立性について 

作業環境:バッテリー内蔵型 LED 照明を作業エリアに配備しており，建

屋内常用照明消灯時における操作性を確保している。また，

ヘッドライト・懐中電灯をバックアップとして携帯してい

る。操作は汚染の可能性を考慮し放射線防護具(全面マス

ク，個人線量計，ゴム手袋)を装備して作業を行う。温度に

ついても，作業は屋外のため支障はない。 

移動経路:バッテリー内蔵型 LED 照明をアクセスルート上に配備してお

り近接可能である。また，ヘッドライト・懐中電灯をバックア

ップとして携帯している。また，現場への移動は，地震等によ

る重大事故等が発生した場合でも安全に移動できる経路を移

動する。 

操作性  :通常の弁操作であり，容易に実施可能である。 

連絡手段:通信連絡設備(送受話器，電力保安通信用電話設備，携帯型音

声呼出電話設備)により，中央制御室に連絡する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                系統構成 
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8.淡水貯水池から防火水槽への補給 

(1)淡水貯水池から防火水槽への補給 

 

a.操作概要 

緊急時対策本部に使用する送水ラインの指示を受け，ラインの水張り

を行う。 

水張りを行いつつ，淡水貯水池からの送水ライン敷設状況に異常がな

いことを確認，指定の防火水槽までのホースを布設し，弁開操作により

防火水槽への補給を開始する。 

 

b.作業場所 

屋外(淡水貯水池，防火水槽付近) 

 

c.必要要員数及び操作時間 

必要要員数 :2 名(緊急時対策要員) 

所要時間目安:80 分(実績時間:70 分) 

 

d.操作の成立性について 

作業環境:夜間での作業の場合は，ヘッドライト及び懐中電灯にて作業

を行う。放射性物質が放出される可能性があることから，操作

は放射線防護具(全面マスク，個人線量計，ゴム手袋)を装備又

は携行して作業を行う。温度についても，作業は屋外のため支

障はない。 

移動経路:基本徒歩での作業を想定している。(道路が健全の場合は車両

を使用する) また，現場への移動は，地震等による重大事故等

が発生した場合でも安全に移動できる経路を移動する。 

操作性 :弁の開閉操作に特殊な操作は無く，ホースの接続も汎用の結

合金具(オス・メス)であり，容易に実施可能である。また，作

業エリア周辺には，支障となる設備はなく，十分な作業スペー

スを確保している。 

連絡手段:通信連絡設備(送受話器，電力保安通信用電話設備，衛星電話

設備，無線連絡設備)により，緊急時対策本部と連絡をとる。 

 

添付資料 1.13.3-8 



1.13-199 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホース接続部 ホースの接続 



1.13-200 

9．可搬型代替注水ポンプによる防火水槽への海水補給 

(1)可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)による防火水槽への海水補給 

 

a.操作概要 

緊急時対策本部は，可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)による防火水槽への

海水補給が必要な状況において，海水取水箇所を選定し，補給ルートを

決定する。 

現場では，指示された送水ルートを確保したうえで，可搬型代替注水ポ

ンプにより補給する。 

 

b.作業場所 

屋外(取水箇所(護岸)，防火水槽周辺) 

 

c.必要要員数及び操作時間 

可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)による送水に必要な要員(3 名)，所要時

間(180 分)のうち，消防車による防火水槽への海水補給に必要な要員数，

所要時間は以下のとおり。 

必要要員数 :3 名(緊急時対策要員) 

所要時間目安:180 分(実績時間なし) 

 

d.操作の成立性について 

作業環境:車両の作業用照明・ヘッドライト・懐中電灯・LED 多機能ライ

トにより，夜間における作業性を確保している。放射性物質が

放出される可能性があることから，操作は放射線防護具(全面

マスク，個人線量計，ゴム手袋)を装備又は携行して作業を行

う。温度についても，作業は屋外のため支障はない。 

移動経路:車両のヘッドライトの他，ヘッドライト・懐中電灯・LED 多

機能ライトを携帯しており，夜間においても接近可能であ

る。また，現場への移動は，地震等による重大事故等が発生

した場合でも安全に移動できる経路を移動する。 

操作性 :可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)からのホースの接続は，汎用

の結合金具(オス・メス)であり，容易に実施可能である。ま

た，作業エリア周辺には，支障となる設備はなく，十分な作

業スペースを確保している。 

連絡手段:通信連絡設備(送受話器，電力保安通信用電話設備，衛星電話

設備，無線連絡設備)により，緊急時対策本部及び中央制御室

に適宜連絡する。 
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10.大容量送水車（海水取水用）による防火水槽への海水補給 

(1)大容量送水車（海水取水用）による防火水槽への海水補給 

 

a.操作概要 

緊急時対策本部は，大容量送水車（海水取水用）による防火水槽への

海水補給が必要な状況において，海水取水箇所を選定し，補給ルートを

決定する。 

現場では，指示された送水ルートを確保したうえで，大容量送水車（海

水取水用）により補給する。 

 

b.作業場所 

屋外(取水箇所(海水取水ピット)，防火水槽周辺) 

 

c.必要要員数及び操作時間 

必要要員数 :8 名(緊急時対策要員) 

所要時間目安:5 時間(実績時間なし) 

 

d.操作の成立性について 

作業環境:車両の作業用照明・ヘッドライト・懐中電灯・LED 多機能ライ

トにより，夜間における作業性を確保している。放射性物質が

放出される可能性があることから，操作は放射線防護具(全面

マスク，個人線量計，ゴム手袋)を装備又は携行して作業を行

う。温度についても，作業は屋外のため支障はない。 

移動経路:車両のヘッドライトの他，ヘッドライト・懐中電灯・LED 多機

能ライトを携帯しており，夜間においても接近可能である。ま

た，現場への移動は，地震等による重大事故等が発生した場合

でも安全に移動できる経路を移動する。 

操作性 :大容量送水車（海水取水用）からのホースの接続は，汎用の結

合金具であり，容易に実施可能である。また，作業エリア周辺

には，支障となる設備はなく，十分な作業スペースを確保して

いる。 

連絡手段:通信連絡設備(送受話器，電力保安通信用電話設備，衛星電話

設備，無線連絡設備)により，緊急時対策本部及び中央制御室

に適宜連絡する。 
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11.代替原子炉補機冷却海水ポンプによる防火水槽への海水補給 

(1)代替原子炉補機冷却海水ポンプによる防火水槽への海水補給 

 

a.操作概要 

緊急時対策本部は，代替原子炉補機冷却海水ポンプによる防火水槽へ

の海水補給が必要な状況において，海水取水箇所を選定し，補給ルート

を決定する。 

現場では，指示された送水ルートを確保したうえで，海水取水ポンプに

より補給する。 

 

b.作業場所 

屋外(取水箇所(海水取水ピット)，防火水槽周辺) 

 

c.必要要員数及び操作時間 

必要要員数 :11 名(緊急時対策要員) 

所要時間目安:7 時間(実績時間なし) 

 

d.操作の成立性について 

作業環境:車両の作業用照明・ヘッドライト・懐中電灯・LED 多機能ライ

トにより，夜間における作業性を確保している。放射性物質が

放出される可能性があることから，操作は放射線防護具(全面

マスク，個人線量計，ゴム手袋)を装備又は携行して作業を行

う。温度についても，作業は屋外のため支障はない。 

移動経路:車両のヘッドライトの他，ヘッドライト・懐中電灯・LED 多機

能ライトを携帯しており，夜間においても接近可能である。ま

た，現場への移動は，地震等による重大事故等が発生した場合

でも安全に移動できる経路を移動する。 

操作性 :代替原子炉補機冷却海水ポンプからのホースの接続は，専用

の結合金具であり，容易に実施可能である。また，作業エリア

周辺には，支障となる設備はなく，十分な作業スペースを確保

している。 

連絡手段:通信連絡設備(送受話器，電力保安通信用電話設備，衛星電話

設備，無線連絡設備)により，緊急時対策本部及び中央制御室

に適宜連絡する。 
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12．淡水貯水池から海を水源とした可搬型代替注水ポンプへの送水の切替 

(1)淡水貯水池から海を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)

への送水の切替 

 

a.操作概要 

緊急時対策本部は，淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-

1 級又は A-2 級)の送水中において，水源を淡水貯水池から海へ切替が必

要となった場合，一旦可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)を停止

し，水源を淡水貯水池から海に切り替える。水源切替が完了後に再度可

搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)を起動し送水を行う。 

なお，水源切替を速やかに実施するためには，事前に「大容量送水車

（海水取水用）による可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)への送

水」準備を完了させておくことが重要である。 

 

b.作業場所 

屋外(原子炉建屋周辺，取水箇所(防火水槽)周辺) 

 

c.必要要員数及び操作時間 

必要要員数 :4 名(緊急時対策要員) 

所要時間目安:40 分(実績時間なし) 

       （大容量送水車（海水取水用）の準備から切り替えを実

施した場合は，5時間 25 分で対応可能である。） 

 

d.操作の成立性について 

作業環境:車両の作業用照明・ヘッドライト・懐中電灯・LED 多機能ライ

トにより，夜間における作業性を確保している。放射性物質が

放出される可能性があることから，操作は放射線防護具(全面

マスク，個人線量計，ゴム手袋)を装備又は携行して作業を行

う。温度についても，作業は屋外のため支障はない。 

移動経路:車両のヘッドライトの他，ヘッドライト・懐中電灯・LED 多

機能ライトを携帯しており，夜間においても接近可能であ

る。また，現場への移動は，地震等による重大事故等が発生

した場合でも安全に移動できる経路を移動する。 

操作性 :可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)からのホースの接続は，汎用の

結合金具(オス・メス)であり，容易に実施可能である。また，

作業エリア周辺には，支障となる設備はなく，十分な作業スペ

ースを確保している。 

連絡手段:通信連絡設備(送受話器，電力保安通信用電話設備，衛星電話

設備，無線連絡設備)により，緊急時対策本部及び中央制御室

に適宜連絡する。 
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淡水貯水池から海への水源切り替えの判断基準について 

 

1.はじめに 

  原子炉圧力容器への注水等の各種注水において復水貯蔵槽及びサプレッシ

ョン・チェンバを水源として使用できない場合に淡水貯水池を水源として使

用することとしている。淡水貯水池が枯渇した場合には，水源を海へ切り替

える必要があることから，水源を淡水貯水池から海へ切り替えを行う際の判

断基準の考え方を示す。 

 

2.水源を淡水貯水池から海へ切り替える際の考え方 

  水源の淡水貯水池から海へ切り替えは，原子炉圧力容器への注水等の各種

注水が途切れる事がなく，且つ淡水をできる限り使用する運用とする。 

  よって海を水源にする対応の準備中における各種注水での必要水量を算出

し，その必要水量を上回る淡水貯水池の送水可能水位で切り替えることとす

る。 

 

3. 1～7 号炉の必要注水量の設定について 

  1～7 号炉の必要注水量については，1～7号炉の使用済燃料プールにおけ

る使用済燃料崩壊熱相当での蒸発量以上の注水量と 6号及び 7号炉は原子炉

注水や格納容器スプレイを実施していることも考慮し，復水貯蔵槽への補給

量を必要注水量とする。 

 

 (1) 1～7 号炉の使用済燃料崩壊熱相当以上の注水量について 

   使用済燃料プールにおける使用済燃料崩壊熱相当での蒸発量は，6号及

び 7号炉の運転中の使用済燃料崩壊熱相当での蒸発量を算出し，保守的に

1～5号炉にもその蒸発量を適用する。 

   6 号及び 7号炉の運転中の使用済燃料貯蔵プールにおける使用済燃料崩

壊熱相当での蒸発量を以下の条件で求める。 

  【条件】 

  運転中のＳＦＰ中の崩壊熱：2.6[MWt] 

100℃の水の蒸発潜熱：2256 [kJ/kg] 

100℃の水の密度：958[kg/m3] 

 

2.6×103kJ/s÷2256kJ/kg÷958kg/m3×3600s/h=4.33m3/h≒5m3/h 

 

以上から 1プラントあたりの使用済燃料プールへの必要注水量は 5m3/h

であり，1～7号炉全体で 35 m3/h が使用済燃料崩壊熱相当以上の注水量と

なる。 

 

(2) 6 号及び 7号炉の復水貯蔵槽への補給量について 

6 号及び 7号炉は原子炉注水や格納容器スプレイを実施していることも 

考慮し，復水貯蔵槽へ 130m3/h（復水貯蔵槽への最大補給量）で補給を行
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うこととする。 

4.水源切替え時の淡水貯水池の水位 

  水源を淡水貯水池から海に切り替える作業に掛かる時間は約 325 分であ

り，保守性を見込んで約 6時間とすると，水源切替え時の必要水量は以下の

通りとなる。 

  1～7 号炉の使用済燃料崩壊熱相当以上の注水に必要な水量 

   5ｍ3 /h×6h×7 プラント＝210ｍ3  

  6 号及び 7号炉の復水貯蔵槽への補給に必要な水量 

   130m3/h×6h×2 プラント＝1560ｍ3  

  全体の必要水量 

210ｍ3 ＋1560ｍ3 ＝1770ｍ3 

 

以上のことから 1770ｍ3 の必要水量が淡水貯水池から送水可能であれば，

海を水源とした各種注水の準備中であっても，淡水貯水池を水源とした各種

注水が途切れることはない。1770ｍ3の送水可能量が確保されている淡水貯水

池の水位は T.P.43.8m で 2470ｍ3送水可能である。よって淡水貯水池の水位

が T.P.43.8m で水源を淡水貯水池から海へ切り替える事で，淡水をできる限

り使用して各種注水が可能となる。 

 

5.まとめ 

 淡水貯水池から海への水源の切り替えについては，T.P.43.8m で切り替えを実

施する。切り替えを実施するために，1日／回の目安で淡水貯水池に設置した水

位計を目視にて確認する。 
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解釈一覧 

操作手順の解釈一覧 

 

 

操作手順記載内容 解釈
淡水貯水池出口弁 P17-F2002及びP17-F2010
送水ライン出口弁 P17-F2005

CSP外部注水ライン西側/東側注水弁(A)，(B) P13-F036A/B又はP13-F041A/Bのいずれか
復水貯蔵槽の水位が規定水位に到達 復水貯蔵槽水位が15mに到達

復水貯蔵槽純水バイパス弁 P11-F467
純水移送ポンプ吐出弁 P11-F003A～D
純水移送ポンプの吐出圧力を調整 純水移送ポンプの吐出圧力を0.76MPaに調整
復水貯蔵槽の水位が規定水位に到達 復水貯蔵槽水位が15mに到達
淡水貯水池出口弁 P17-F2002及びP17-F2010
送水ライン出口弁 P17-F2005

送水ライン供給止め弁 P17-F2003
淡水タンク側の弁 Y41-F810D又はY41-F829C
送水ライン側の弁 P17-F2008又はP17-F2009
淡水貯水池出口弁 P17-F2002
淡水タンク側の弁 Y41-F810D又はY41-F829C
送水ライン側の弁 P17-F2008又はP17-F2009

1.13.2.1　水源を利用し
た対応手順

(4)淡水貯水池を水源と
した対応手順

b.淡水タンクから防火水
槽への補給

(3)淡水タンクへ水を補
給するための対応手順

a.淡水貯水池から淡水タ
ンクへの補給

a.淡水貯水池を水源とし
た可搬型代替注水ポンプ
による送水

手順

1.13.2.2　水源へ水を補
給するための対応手順

(1)復水貯蔵槽へ水を補
給するための手順

a.可搬型代替注水ポンプ
(A-2級)による復水貯蔵
槽への補給(淡水/海水)

b.純水補給水系(仮設発
電機使用)による復水貯
蔵槽への補給

(2)防火水槽へ水を補給
するための対応手順

a.淡水貯水池から防火水
槽への補給
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1.15 事故時の計装に関する手順等 

 

＜ 目 次 ＞ 
 

1.15.1 設備の選定と対応手段 

(1)設備の選定と対応手段の考え方 

(2)設備の選定と対応手段の選定の結果 

a.パラメータを計測する計器の故障時に発電用原子炉施設の状態を把握す

るための手段及び設備 

b.原子炉圧力容器内の温度，圧力及び水位，並びに原子炉圧力容器及び原

子炉格納容器への注水量を監視するパラメータの値が計器の計測範囲を

超えた場合に発電用原子炉施設の状態を把握するための手段及び設備 

c.計測に必要な計器電源が喪失した場合の手段及び設備 

d.重大事故等時のパラメータを記録する手段及び設備 

e.手順等 

1.15.2 重大事故等時の手順等 

1.15.2.1 監視機能喪失 

(1)計器の故障 

(2)計器の計測範囲(把握能力)を超えた場合 

1.15.2.2 計測に必要な電源の喪失 

(1)全交流動力電源喪失及び直流電源喪失 

a.所内蓄電式直流電源設備からの給電 

b.常設代替交流電源設備又は可搬型代替交流電源設備からの給電 

c.可搬型直流電源設備又は直流給電車からの給電 

d.可搬型計測器によるパラメータ計測又は監視 

e.重大事故等時の対応手段の選択 

1.15.3 重大事故等時のパラメータを記録する手順 

1.15.4 その他の手順項目にて考慮する手順 
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添付資料 1.15.1 審査基準，基準規則と対処設備との対応表 

添付資料 1.15.2 重大事故等の対処に必要なパラメータの選定 

添付資料 1.15.3 重大事故等対処に係る監視事項 
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1.15 事故時の計装に関する手順等 

 

【要求事項】 

発電用原子炉設置者において、重大事故等が発生し、計測機器（非常用のも

のを含む。）の故障により当該重大事故等に対処するために監視することが必

要なパラメータを計測することが困難となった場合において当該パラメータ

を推定するために有効な情報を把握するために必要な手順等が適切に整備さ

れているか、又は整備される方針が適切に示されていること。 

 

【解釈】 

１ 「当該重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを計測

することが困難となった場合においても当該パラメータを推定するために有

効な情報を把握するために必要な手順等」とは、以下に掲げる措置又はこれら

と同等以上の効果を有する措置を行うための手順等をいう。なお、「当該重大

事故等に対処するために監視することが必要なパラメータ」とは、事業者が検

討すべき炉心損傷防止対策及び格納容器破損防止対策を成功させるために把

握することが必要な発電用原子炉施設の状態を意味する。 

ａ）設計基準を超える状態における発電用原子炉施設の状態の把握能力を明確

化すること。（最高計測可能温度等） 

ｂ）発電用原子炉施設の状態の把握能力（最高計測可能温度等）を超えた場合

の発電用原子炉施設の状態を推定すること。 

ⅰ）原子炉圧力容器内の温度、圧力及び水位を推定すること。 

ⅱ）原子炉圧力容器及び原子炉格納容器への注水量を推定すること。 

ⅲ）推定するために必要なパラメータについて、複数のパラメータの中から

確からしさを考慮し、優先順位を定めておくこと。 

ｃ）原子炉格納容器内の温度、圧力、水位、水素濃度及び放射線量率など想定

される重大事故等の対応に必要となるパラメータが計測又は監視及び記録

ができること。 

ｄ）直流電源喪失時に、特に重要なパラメータを計測又は監視を行う手順等（テ

スター又は換算表等）を整備すること。 

 

重大事故等が発生し，計測機器（(非常用のものを含む。）の故障等により，

当該重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを計測する

ことが困難となった場合に，当該パラメータの推定に有効な情報を把握するた

め，計器の故障（検出器の測定値不良，ケーブルの断線等）時の対応，計器の

計測範囲を超えた場合への対応，計器電源の喪失時の対応，計測結果を記録す

る手順等を整備する。 
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1.15.1 設備の選定と対応手段 

(1) 設備の選定と対応手段の考え方 

重大事故等時において，炉心損傷防止対策及び格納容器破損防止対策等

を実施するため，発電用原子炉施設の状態を把握することが重要である。

当該重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを技術

的能力に係る審査基準 1.1～1.15 の手順着手の判断基準及び操作手順に用

いられるパラメータ並びに有効性評価の判断及び確認に用いるパラメータ

を抽出する（以下，「抽出パラメータ」という。）。 

なお，技術的能力に係る審査基準 1.16～1.19 の手順着手の判断基準及び

操作手順に用いられるパラメータについては，炉心損傷防止対策及び格納

容器破損防止対策等を成功させるための手順ではないため，別に整理した

各々の手順において整理する。 

（添付資料 1.15.3） 

 

抽出パラメータのうち，当該重大事故等の炉心損傷防止対策及び格納容

器破損防止対策等を成功させるために把握することが必要な発電用原子炉

施設の状態を直接監視するパラメータ※1（以下，「主要パラメータ」という。）

及び主要パラメータを計測するための重大事故等対処設備を選定する。 

※1： 原子炉圧力容器内の温度，圧力及び水位，原子炉圧力容器及び原

子炉格納容器への注水量，原子炉格納容器内の温度，圧力，水位，

水素濃度及び放射線量率，未臨界の維持又は確認，最終ヒートシン

クの確保，格納容器バイパスの監視，水源の確保，原子炉建屋内の

水素濃度,原子炉格納容器内の酸素濃度，使用済燃料プールの監視。 

 

また，計器の故障，計器の計測範囲（把握能力）の超過及び計器電源喪

失により，主要パラメータを計測することが困難となった場合において，

主要パラメータの推定に必要なパラメータ（以下，「代替パラメータ」と

いう。）を用いて対応する手段を整備し，重大事故等対処設備を選定する

（図 1.15.1，図 1.15.2）。（以下，「機能喪失原因対策分析」という。） 

さらに，原子炉格納容器内の温度，圧力，水位，水素濃度及び放射線量

率等想定される重大事故等の対応に必要となるパラメータの記録手順及び

そのために必要となる重大事故等対処設備を選定する。抽出パラメータの

うち，発電用原子炉施設の状態を直接監視することができないパラメータ

については，電源設備の受電状態，重大事故等対処設備の運転状態及びそ

の他の設備の運転状態により発電用原子炉施設の状態を補助的に監視する

パラメータ（以下，「補助パラメータ」という。）に分類し，表 1.15.4 に

整理した。なお，重大事故等対処設備の運転・動作状態を表示する設備（ラ
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ンプ表示灯等）については，各条文の設置許可基準規則第 43 条への適合状

況のうち，(2)操作の確実性（設置許可基準規則第 43 条第 1 項二）にて，

適合性を整理する。 

 

重大事故等対処設備の他に，設計基準対象施設による対応手段及び柔軟

な事故対応を行うための対応手段と自主対策設備※2を選定する。 

※2 自主対策設備：技術基準上の全ての要求事項を満たすことや全ての

プラント状況において使用することは困難であるが，

プラント状況によっては，事故対応に有効な設備。 

 

選定した重大事故等対処設備により，技術的能力審査基準（以下，「審

査基準」という。）だけでなく，設置許可基準規則第五十八条及び技術基

準規則第七十三条（以下，「基準規則」という。）の要求機能を満足する

設備が網羅されていることを確認するとともに自主対策設備との関係を明

確にする。 

（添付資料1.15.1） 

 

主要パラメータは以下のとおり分類する。 

・重要監視パラメータ 

主要パラメータのうち，耐震性，耐環境性を有し，重大事故等対処

設備としての要求事項を満たした計器を少なくとも1つ以上有するパ

ラメータをいう。 

・有効監視パラメータ 

主要パラメータのうち，自主対策設備の計器のみで計測されるが，

計測することが困難となった場合にその代替パラメータが重大事故等

対処設備としての要求事項を満たした計器で計測されるパラメータを

いう。 

 

代替パラメータは以下のとおり分類する。 

・重要代替監視パラメータ 

主要パラメータの代替パラメータを計測する計器が重大事故等対処

設備としての要求事項を満たした計器を少なくとも1つ以上有するパ

ラメータをいう。 

・有効監視パラメータ 

主要パラメータの代替パラメータが自主対策設備の計器のみで計測

されるパラメータをいう。 
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また，主要パラメータ及び代替パラメータを計測する設備を以下のとお

り分類する。 

主要パラメータを計測する計器は以下のとおり。 

・重要計器 

重要監視パラメータを計測する計器のうち，耐震性，耐環境性を有

し，重大事故等対処設備と位置づける計器をいう。 

・常用計器 

主要パラメータを計測する計器のうち，重要計器以外の自主対策設

備の計器をいう。 

 

代替パラメータを計測する計器は以下のとおり。 

・重要代替計器 

重要代替監視パラメータを計測する計器のうち，耐震性，耐環境性

を有し，重大事故等対処設備と位置づける計器をいう。 

・常用代替計器 

代替パラメータを計測する計器のうち，重要代替計器以外の自主対

策設備の計器をいう。 

 

なお，主要パラメータが重大事故等対処設備で計測できず，かつその代

替パラメータも重大事故等対処設備で計測できない場合は，重大事故等時

に発電用原子炉施設の状況を把握するため，主要パラメータを計測する計

器の１つを重大事故等対処設備としての要求を満たした計器へ変更する。 

（添付資料1.15.2） 

 

以上の分類により抽出した重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメ

ータを表 1.15.2 に示す。あわせて，設計基準を超える状態における発電用

原子炉施設の状態を把握する能力を明確化するために，重要監視パラメー

タ及び重要代替監視パラメータの計測範囲，個数，耐震性及び非常用電源

からの給電の有無についても整理した。 

整理した結果を踏まえ，原子炉圧力容器内の温度，圧力及び水位，並び

に原子炉圧力容器及び原子炉格納容器への注水量を監視するパラメータの

値が計測範囲を超えた場合，発電用原子炉施設の状態を推定するための手

段を整備する。 

重大事故等の対処に必要なパラメータを計測又は監視し，記録する手  

順等を整備する。 

（添付資料1.15.2） 
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(2) 設備の選定と対応手段の選定の結果 

機能喪失原因対策分析の結果，監視機能の喪失として計器故障及び計器

の計測範囲（把握能力）を超過した場合を想定する。また，全交流動力電

源喪失及び直流電源喪失による計器電源の喪失を想定する。 

 

a.パラメータを計測する計器の故障時に発電用原子炉施設の状態を把握す

るための手段及び設備 

(a) 対応手段 

重大事故等の対処時に主要パラメータを計測する計器が故障した場

合，発電用原子炉施設の状態を把握するため，多重化された計器の他チ

ャンネル※3の計器により計測する手段及び代替パラメータを計測する計

器により当該パラメータを推定する手段がある。（表1.15.3） 

※3 チャンネル：単一故障を想定しても，パラメータの監視機能が喪

失しないように，1 つのパラメータを測定原理が同

じである複数の計器で監視しており，多重化された

監視機能のうち，検出器から指示部までの最小単位

をチャンネルと呼ぶ。 

 

他チャンネルによる計測に使用する計器は以下のとおり。 

・主要パラメータの他チャンネルの重要計器 

・主要パラメータの他チャンネルの常用計器 

 

代替パラメータを計測する計器は以下のとおり。 

・重要代替計器 

・常用代替計器 

 

(b) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，主要パラメータを計測

する計器の故障時に発電用原子炉施設の状態を把握するための設備の

うち，当該パラメータの他チャンネルの重要計器は重大事故等対処設備

と位置づける。代替パラメータによる推定に使用する設備のうち，重要

代替計器は重大事故等対処設備として位置づける。 

これらの選定した設備は，審査基準及び基準規則に要求される設備が

全て網羅されている。 

(添付資料 1.15.1) 

 

以上の重大事故等対処設備により，主要パラメータを把握することが
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できる。また，以下の設備はプラント状況によっては事故対応に有効な

設備であるため，自主対策設備と位置づける。あわせて，その理由を示

す。 

・主要パラメータの他チャンネルの常用計器及び常用代替計器 

耐震性又は耐環境性はないが，監視可能であれば発電用原子炉

施設の状態を把握することが可能なことから代替手段として有

効である。 

 

b.原子炉圧力容器内の温度，圧力及び水位，並びに原子炉圧力容器及び原子

炉格納容器への注水量を監視するパラメータの値が計器の計測範囲を超

えた場合に発電用原子炉施設の状態を把握するための手段及び設備 

(a) 対応手段 

重大事故等の対処時に当該パラメータが計測範囲を超えた場合は，発

電用原子炉施設の状態を把握するため，代替パラメータを計測する計器

により必要とするパラメータの値を推定する手段がある。 

代替パラメータによる推定に使用する設備は以下のとおり。 

・重要代替計器 

・常用代替計器 

 

(b) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，主要パラメータの値が

計器の計測範囲を超えた場合に，発電用原子炉施設の状態を把握するた

めの設備のうち，重要代替計器は重大事故等対処設備と位置づける。 

これらの選定した設備は，審査基準及び基準規則に要求される設備が

全て網羅されている。 

(添付資料 1.15.1) 

 

以上の重大事故等対処設備により，当該パラメータを把握することが

できる。また，以下の設備はプラント状況によっては事故対応に有効な

設備であるため,自主対策設備と位置づける。あわせて，その理由を示

す。 

・常用代替計器 

耐震性又は耐環境性はないが，監視可能であれば発電用原子炉

施設の状態を把握することが可能なことから代替手段として有効

である。 

 

c.計測に必要な計器電源が喪失した場合の手段及び設備 
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(a) 対応手段 

監視する計器に供給する電源が喪失し，監視機能が喪失した場合に，

代替電源（交流，直流）から給電し，当該パラメータの計器により計測

又は監視する手段がある。 

また，計器電源が喪失した場合に，電源(乾電池)を内蔵した可搬型計

測器を用いて計測又は監視する手段がある。計器の電源構成図を図

1.15.4に示す。 

代替電源（交流）からの給電に使用する設備は以下のとおり。 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

代替電源(直流)からの給電に使用する設備は以下のとおり。 

・所内蓄電式直流電源設備 

・可搬型直流電源設備 

・直流給電車及び可搬型代替交流電源設備 

可搬型の計測器により必要とするパラメータの値を推定する設備は

以下のとおり。 

・可搬型計測器 

 

(b) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，常設代替交流電源設備，

可搬型代替交流電源設備，所内蓄電式直流電源設備，可搬型直流電源設

備，可搬型計測器は，重大事故等対処設備と位置づける。 

これらの選定した設備は，審査基準及び基準規則に要求される設備が

全て網羅されている。 

(添付資料 1.15.1) 

 

以上の重大事故等対処設備により，主要パラメータを把握することが

できる。また以下の設備は，プラント状況によっては事故対応に有効な

設備であるため,自主対策設備と位置づける。あわせて，その理由を示

す。 

・直流給電車 

給電開始までに時間を要するが，給電可能であれば重大事故等

の対処に必要となるパラメータの監視が可能となることから代替

手段として有効である。 

 

d.重大事故等時のパラメータを記録する手段及び設備 

(a) 対応手段 
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重大事故等時において，原子炉格納容器内の温度，圧力，水位，水素

濃度及び放射線量率等想定される重大事故等の対応に必要となる重要

監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを記録する手段がある。 

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを記録する設備は

以下のとおり。 

・データ伝送装置，緊急時対策支援システム伝送装置，SPDS表示装置 
 
また，重大事故等時の有効監視パラメータが使用できる場合は，パラ

メータを記録する手段がある。 

有効監視パラメータを記録する設備は以下のとおり。 

・データ伝送装置，緊急時対策支援システム伝送装置，SPDS表示装置 
 

なお，その他の記録として，警報発生及びプラントトリップ状態を記

録する手段がある。 

その他のパラメータを記録する設備は以下のとおり。 

・プロセス計算機 

 

重要監視パラメータは，原則，緊急時対策支援システム伝送装置へ記

録するが，監視が必要な時に現場に設置する計器，複数の計測結果を使

用し計算により推定する監視パラメータ(計測結果を含む)の値は，記録

用紙に記録する手順を整備する。 

 

(b) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを記録する設備で

あるデータ伝送装置，緊急時対策支援システム伝送装置，SPDS表示装置

は，重大事故等対処設備と位置づける。 

これらの選定した設備は，審査基準及び基準規則に要求される設備が

全て網羅されている。 

(添付資料 1.15.1) 

 

以上の重大事故等対処設備により，重要な監視パラメータを記録する

ことができる。また，以下の設備は，プラント状況によっては事故対応

に有効な設備であるため,自主対策設備と位置づける。あわせて，その

理由を示す。 

・プロセス計算機 

耐震性を有していないが，設備が健全である場合は重大事故等

の対処に必要となる監視パラメータの記録が可能なことから代替
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手段として有効である。 

 

e.手順等 

上記の「a.パラメータを計測する計器の故障時に発電用原子炉施設の状

態を把握するための手段及び設備」，「b.原子炉圧力容器内の温度，圧力

及び水位，並びに原子炉圧力容器及び原子炉格納容器への注水量を監視す

るパラメータの値が計器の計測範囲を超えた場合に発電用原子炉施設の

状態を把握するための手段及び設備」，「c.計測に必要な計器電源が喪失

した場合の手段及び設備」及び「d.重大事故等時のパラメータを記録する

手段及び設備」により選定した対応手段に係る手順を整備する。 

これらの手順は，運転員及び緊急時対応要員の対応として事故時運転操

作手順書(事象ベース)及び緊急時対策本部運用要領(多様なハザード対応

手順)に定める(表1.15.1)。 
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1.15.2 重大事故等時の手順等 

1.15.2.1 監視機能喪失 

(1) 計器の故障 

主要パラメータを計測する計器が，故障により計測することが困難となっ

た場合，当該パラメータを推定する手段を整備する(表 1.15.3)。 

 

a.手順着手の判断基準 

重大事故等に対処するために発電用原子炉施設の状態を把握するため

に必要な重要監視パラメータを計測する重要計器が故障した場合。 

 

b.操作手順 

計器の故障の判断及び対応手順は，以下のとおり。 

① 運転員は，発電用原子炉施設の状態を把握するために必要な重要監

視パラメータについて，他チャンネルの重要計器がある場合には，

当該計器により当該パラメータを計測する。 

また，当該パラメータの常用計器で監視可能であれば確認に使用す

る。 

② 運転員は，読み取った指示値が正常であることを，計測レンジ範囲

内にあること及びプラント状況によりあらかじめ推定される値と

の間に大きな差異がないことより確認する。 

③ 当該パラメータが計測レンジ範囲外，又はプラント状況によりあら

かじめ推定される値との間に大きな差異がある場合には，当直副長

は，あらかじめ選定した重要代替監視パラメータの計測を運転員に

指示する。 

④ 運転員は，読み取った指示値により，主要パラメータを推定する。 

なお，常用代替計器が使用可能であれば，推定に使用する。 

 

c.操作の成立性 

上記の計測及び推定は，中央制御室運転員１名で対応が可能である。 

速やかに作業ができるように，推定手順を整備している。 

 

d.代替パラメータでの推定方法 

主要パラメータを計測する計器の故障により主要パラメータの監視機

能が喪失した場合は，代替パラメータによる推定を行う。 

計器が故障するまでの発電用原子炉施設の状態及び事象進展状況を踏

まえ，関連するパラメータを複数確認し，得られた情報の中から有効な情

報を評価することで，発電用原子炉施設の状態を把握する。 
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推定に当たっては，使用する計器が複数ある場合，代替パラメータと主

要パラメータの関連性，検出器の種類及び使用環境条件等，以下に示す事

項及び計測される値の不確かさを考慮し，使用するパラメータの優先順位

をあらかじめ定める。 

 

・基準配管に水を満たした構造の計器で計測するパラメータについては，

急激な原子炉減圧等により基準配管の水が蒸発し，不確かな指示を示

すことがある。そのような状態が想定される場合は，関連するパラメ

ータを複数確認しパラメータを推定する。なお，原子炉水位及び原子

炉圧力を除き，基準配管の水位変動に起因する不確かさを考慮する必

要はない。 

 

・常用代替計器が監視機能を維持している場合，重大事故等の対処に有

効な情報を得ることができる。ただし，環境条件や不確かさを考慮し，

重要計器又は重要代替計器で測定されるパラメータの値との差異を

評価し，パラメータの値，信頼性を考慮した上で使用する。 
 

・重大事故等時に最も設置雰囲気の環境が厳しくなるのは，炉心損傷及

び原子炉圧力容器が破損した状況であるため，原子炉格納容器内の圧

力，温度，放射線量率等が厳しい環境下においても，その監視機能を

維持できる重要代替計器を優先して使用する。また，事故等発生時と

校正時の状態変化による影響を考慮する。 

 

・圧力のパラメータと温度のパラメータを水の飽和状態の関係から推定

する場合は，水が飽和状態でないと不確かさが生じるため，計器が故

障するまでの発電用原子炉施設の状況及び事象進展状況を踏まえ，複

数の関連パラメータを確認し，有効な情報を得た上で推定する。 

 

・推定に当たっては，代替パラメータの誤差による影響を考慮する。 

（添付資料 1.15.6） 

 

代替パラメータによる主要パラメータの推定ケースは以下のとおりで

あり，具体的な推定方法については，表1.15.3に整理する。 

・同一物理量（温度，圧力，水位，放射線量率，水素濃度及び中性子束）

から推定するケース 

・水位を注水源若しくは注水先の水位変化又は注水量及び吐出圧力から

推定するケース 
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・流量を注水先又は注水源の水位変化を監視することにより推定するケ

ース 

・除熱状態を温度，圧力等の傾向監視により推定するケース 

・原子炉冷却材圧力バウンダリからの漏えいを水位，圧力等の傾向監視

により推定するケース 

・圧力又は温度を水の飽和状態の関係から推定するケース 

・注水量を注水先の圧力より注水特性の関係から推定するケース 

・格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)の差圧から原子炉格納容

器内の水位を推定するケース 

・未臨界状態の維持を制御棒の挿入状態により推定するケース 

・あらかじめ評価したパラメータの相関関係により酸素濃度を推定する

ケース 

・装置の作動状況により水素濃度を推定するケース 

・使用済燃料プールの状態を同一物理量(温度及び水位)，あらかじめ評

価した水位と放射線量の相関関係及びカメラによる監視により，使用

済燃料プールの水位又は必要な水遮へいが確保されていることを推

定するケース 

（添付資料 1.15.6） 

 

e. 重大事故等時の対応手段の選択 

主要パラメータを計測する計器が故障した場合の，対応手段の優先順位

を以下に示す。 

主要パラメータを計測する多重化された重要計器が，計器の故障により

計測することが困難となった場合に，他チャンネルの重要計器により計測

できる場合は，他チャンネルの重要計器により主要パラメータを計測する。 

他チャンネルの重要計器の故障により，計測することが困難となった場

合は，他チャンネルの常用計器により主要パラメータを計測する。 

主要パラメータを計測する計器の故障により，主要パラメータの監視機

能が喪失した場合は，表1.15.3にて定める優先順位にて代替計器により代

替パラメータを計測し，主要パラメータを推定する。 

 

(2) 計器の計測範囲(把握能力)を超えた場合 

原子炉圧力容器内の温度，圧力及び水位，並びに原子炉圧力容器及び原子

炉格納容器への注水量を計測するパラメータのうち，パラメータの値が計器

の計測範囲を超えるものは，原子炉圧力容器内の温度と水位である。 
原子炉圧力容器内の水位の値が計器の計測範囲を超えた場合，発電用原子

炉施設の状態を推定するための手段は以下のとおり。 
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・原子炉圧力容器内の温度 

原子炉圧力容器内の温度を計測する計器の計測範囲は，0～350℃であ

る。原子炉の冷却機能が喪失し，原子炉圧力容器内の水位が有効燃料棒

頂部以下になった場合，原子炉圧力容器温度の計測範囲を超える場合が

あるが，重大事故等時における損傷炉心冷却成否及び格納容器下部注水

判断の温度は，300℃であり計測範囲内で判断可能である。 

また，原子炉圧力容器温度が計測範囲を超える(350℃以上)場合は炉

心損傷状態と推定して対応する。 

 

・原子炉圧力容器内の圧力 

原子炉圧力容器内の圧力を計測する計器の計測範囲は，0～

10.0MPa[gage]である。重大事故等時の原子炉圧力容器内の圧力は

8.62MPa[gage]以下（原子炉圧力容器の最高使用圧力）であり，重大事

故等時において原子炉圧力容器内の圧力は，計器の計測範囲内で計測が

可能である。 

 

・原子炉圧力容器内の水位 

原子炉圧力容器内の水位を計測する計器の計測範囲は，蒸気乾燥器ス

カート下端を基準として－8000mm～＋3500mm であり，有効燃料棒底部

（BAF）から通常水位を計測できるため，重大事故等時において原子炉

圧力容器内の水位は，計器の計測範囲内で計測が可能である。 

原子炉圧力容器内の水位のパラメータである，原子炉水位の計測範囲

を超えた場合，高圧代替注水系系統流量，復水補給水系流量(原子炉圧

力容器)，原子炉隔離時冷却系系統流量，高圧炉心注水系系統流量，残

留熱除去系系統流量のうち，機器動作状態にある流量計から崩壊熱除去

に必要な水量の差を算出し，直前まで判明していた水位に変換率を考慮

することにより原子炉圧力容器内の水位を推定する。 
 

・原子炉圧力容器への注水量 

原子炉圧力容器の注水量を監視するパラメータは，高圧代替注水系系

統流量，復水補給水系流量（原子炉圧力容器），原子炉隔離時冷却系系

統流量，高圧炉心注水系系統流量，残留熱除去系系統流量である。 

高圧代替注水系系統流量の計測範囲は 0～300m3/h としており，計測

対象である高圧代替注水ポンプの最大流量は 182m3/h であるため，重大

事故等時において計器の計測範囲内での流量測定が可能である。 

復水補給水系流量（原子炉圧力容器）の計測範囲は，0～350m3/h とし
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ており，計測対象である復水移送ポンプの原子炉圧力容器への注水時の

最大流量は 300m3/h であるため，計器の計測範囲内での流量測定が可能

である。 

代替循環冷却系による復水補給水系流量（原子炉圧力容器）の計測範

囲は，0～200m3/h(6 号炉)，0～150m3/h(7 号炉)としており，計測対象で

ある復水移送ポンプの，代替循環冷却系による原子炉圧力容器への注水

時の最大流量は 150m3/h であるため，計器の計測範囲内での流量測定が

可能である。 

原子炉隔離時冷却系系統流量の計測範囲は，0～300m3/h としており，

計測対象である原子炉隔離時冷却ポンプの事故対処時における最大流

量は182m3/hであるため，計器の計測範囲内での流量測定が可能である。 

高圧炉心注水系系統流量の計測範囲は，0～1000m3/h としており，計

測対象である高圧炉心注水ポンプの最大流量は 727m3/h であるため，重

大事故等時において計器の計測範囲内での流量測定が可能である。 

残留熱除去系系統流量の計測範囲は 0～1500m3/h としており，計測対

象である残留熱除去ポンプの最大流量は 954m3/h であるため，重大事故

等時において計器の計測範囲内での流量測定が可能である。 

 

・原子炉格納容器への注水量 

原子炉格納容器の注水量を監視するパラメータは，復水補給水系流量

（原子炉格納容器）である。 

格納容器スプレイによる復水補給水系流量（原子炉格納容器）の計測

範囲は，0～350m3/h としており，計測対象である復水移送ポンプの格納

容器スプレイによる，原子炉格納容器への注水時における最大流量は

140m3/h であるため，計器の計測範囲内での流量測定が可能である。 

格納容器下部注水による復水補給水系流量（原子炉格納容器）の計測

範囲は，0～150m3/h(6 号炉)，0～100m3/h(7 号炉)としており，計測対象

である復水移送ポンプの格納容器下部注水による，原子炉格納容器への

注水時における最大流量は 90m3/h であるため，計器の計測範囲内での

流量測定が可能である。 

 

a.手順着手の判断基準 

重大事故等時に，原子炉圧力容器内の水位を監視するパラメータが計器

の計測範囲を超過し，指示値が確認できない場合。 

 

b. 操作手順 

(a) 原子炉圧力容器内の水位 
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計器の計測範囲を超えたかどうかの判断及び対応手順は以下のとおり。 

① 運転員は，読み取った指示値が正常であるかどうかを，プラント状

況等によりあらかじめ推定される値との間に大きな差異がないこと

により確認する。 

② 運転員は，原子炉水位の他チャンネル指示値を確認し，他チャンネ

ルの指示値も同じ傾向か否かを確認する。 

③ 原子炉水位の計測範囲を超えた場合，運転員は高圧代替注水系系統

流量，復水補給水系流量(原子炉圧力容器)，原子炉隔離時冷却系系

統流量，高圧炉心注水系系統流量，残留熱除去系系統流量のうち，

機器動作状態にある流量計から崩壊熱除去に必要な水量の差を算出

し，直前まで判明していた水位に変換率を考慮することにより原子

炉圧力容器内の水位を推定する。 

 

c.操作の成立性 

上記の計測及び推定は，中央制御室運転員１名で対応が可能である。 

速やかに作業ができるように，推定手順を整備している。 

 

1.15.2.2 計測に必要な電源の喪失 

(1) 全交流動力電源喪失及び直流電源喪失 

全交流動力電源喪失，直流電源喪失等により計器電源が喪失した場合に，

代替電源（交流，直流）から計器へ給電する手順及び可搬型計測器により，

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを計測又は監視する。 

 

a.所内蓄電式直流電源設備からの給電 

全交流動力電源喪失が発生した場合に，所内蓄電式直流電源設備からの

給電に関する手順は，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

なお，所内蓄電式直流電源設備からの給電により計測可能な計器につい

て表1.15.2示す。 

 

b.常設代替交流電源設備又は可搬型代替交流電源設備からの給電 

全交流動力電源喪失が発生した場合に，常設代替交流電源設備又は可搬

型代替交流電源設備からの給電に関する手順は，「1.14 電源の確保に関す

る手順等」にて整備する。 

 

c. 可搬型直流電源設備又は直流給電車からの給電 

全交流動力電源喪失が発生し直流電源が枯渇するおそれがある場合に，

可搬型直流電源設備又は直流給電車からの給電に関する手順は，「1.14 電
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源の確保に関する手順等」にて整備する。 

 

d.可搬型計測器によるパラメータ計測又は監視 

代替電源(交流，直流)からの給電が困難となり，中央制御室でのパラメ

ータ監視が不能となった場合に，重要監視パラメータ及び重要代替監視パ

ラメータのうち，手順着手の判断基準及び操作に必要なパラメータを可搬

型計測器で計測又は監視を行う手順を整備する。 

可搬型計測器による計測対象の選定を行う際，同一パラメータにチャン

ネルが複数ある場合は，いずれか１つの適切なチャンネルを選定し計測又

は監視する。同一の物理量について複数のパラメータがある場合は，いず

れか１つの適切なパラメータを選定し計測又は監視する。 

なお，可搬型計測器により計測可能な計器について表1.15.2に示す。 

(添付資料 1.15.5) 

 

(a) 手順着手の判断基準 

計器電源が喪失し，中央制御室でパラメータ監視ができない場合。 

 

(b) 操作手順（現場での接続） 

可搬型計測器によるパラメータ計測の概要は以下のとおり。また，タ

イムチャートを図1.15.5に示す。 

① 当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員に可搬型計

測器によるパラメータの計測開始を指示する。 

② 現場運転員 C 及び D は，可搬型計測器を使用する前に電池容量

を確認し，残量が少ない場合は予備乾電池と交換する。 

③ 現場運転員 C 及び D は，原子炉建屋地下１階及びタービン建屋

地下中 2 階にて，測定対象パラメータの信号出力端子と可搬型

計測器を接続し，測定を開始する。 

④ 現場運転員 C 及び D は，可搬型計測器に表示される計測結果を

読み取り，結果を中央制御室運転員 A及び Bに報告する。 

⑤ 中央制御室運転員 A 及び B は，現場運転員 C 及び D からの計測

結果を換算表により工学値に換算し，記録する。 

 

(c) 操作の成立性 

上記の現場対応は1測定点当たり，中央制御室運転員2名，現場運転員

2名にて実施し，作業開始を判断してから所要時間は約15分で可能であ

る。 

円滑に作業ができるように，移動経路を確保し，放射線防護服，照明
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及び通信連絡設備を整備する。 

(添付資料 1.15.4) 

 

e. 重大事故等時の対応手段の選択 

全交流動力電源喪失，直流電源喪失等により計器電源が喪失した場合に，

計器に給電する対応手段の優先順位を以下に示す。 

全交流動力電源喪失が発生した場合には，所内蓄電式直流電源設備から

計測可能な計器に給電される。 

所内蓄電式直流電源設備から給電されている間に，常設代替交流電源設

備又は可搬型代替交流電源設備から計器に給電する。 

常設代替交流電源設備又は可搬型代替交流電源設備からの給電が困難

となった場合で直流電源が枯渇するおそれがある場合は，可搬型直流電源

設備又は直流給電車から計器に給電する。 

代替電源(交流，直流)からの給電が困難となった場合は，可搬型計測器

により重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを計測又は監視

する。 

 

1.15.3 重大事故等時のパラメータを記録する手順 

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータは，緊急時対策支援システ

ム伝送装置により，計測結果を記録する。 

ただし，複数の計測結果を使用し計算により推定する主要パラメータ(使用

した計測結果を含む)の値，現場操作時のみ監視する現場の指示値及び可搬型

計測器で計測されるパラメータの値は，記録用紙に記録する。 

主要パラメータのうち記録可能なものについて，自主対策設備であるプロセ

ス計算機により計測結果及び警報等を記録する。 

有効監視パラメータの計測結果の記録について整理し，表1.15.5に示す。 

 

(1) 手順着手の判断基準 

重大事故等が発生した場合。 

 

(2) 操作手順 

重大事故等が発生し，重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータの

計測結果を記録する手順の概要は以下のとおり。 

 

a.緊急時対策支援システム伝送装置による記録 

緊急時対策支援システム伝送装置は，非常用電源又は代替電源から給電

可能で，14日間の記録容量を持っている。重大事故等時のパラメータの値
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を継続して確認できるよう，記録された計測結果が記録容量を超える前に

定期的にメディア(記録媒体)に保存する。 

 

b.現場指示計の記録 

現場運転員は，現場操作時に監視する手順着手の判断基準及び操作に必

要なパラメータの現場指示計がある場合には，記録用紙へ記録する。 

 

c.可搬型計測器の記録 

中央制御室運転員は，1.15.2.2(1) d.で得られた可搬型計測器で計測さ

れたパラメータの値を記録用紙に記録する。 

 

d.プロセス計算機の記録 

(a) 発電日誌 

プロセス計算機が稼動状態にあれば，定められたプロセスの計測結果

を定時ごとに自動で記録し，中央制御室にて日ごとに自動で帳票印刷す

る。 

 

(b) 警報記録 

プロセス計算機が稼動状態にあれば，プロセス値の異常な状態による

中央制御盤の警報発生時，警報の状態を記録し，中央制御室にて日ごと

に自動で帳票印刷する。 

プラントの過渡変化による重要警報のファーストヒット警報発生時，

その発生順序（シーケンス），トリップ状態，工学的安全施設作動信号

及び工学的安全施設の作動状況を記録し，中央制御室にて日ごとに自動

で帳票印刷する。 

 

(c) 事故時データ収集記録 

プロセス計算機が稼動状態にあれば，事象発生前後のプラント状態の

推移を把握するため，定められたプロセス値のデータを自動で収集，記

録し，運転員等は，中央制御室にて事象発生後に手動で帳票印刷する。 

 

(3) 操作の成立性 

緊急時対策支援システム伝送装置による記録は，緊急時対策支援システム

伝送装置の記録容量（14 日間）を超える前に，緊急時対策本部内にて緊急

時対応要員１名で行う。室内での端末操作であるため，対応が可能である。 

現場指示計及び可搬型計測器の記録は記録用紙への記録であり，運転員１

名にて対応が可能である。 
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プロセス計算機による記録のうち，事故時データ収集記録の帳票印刷は，

中央制御室内での端末操作であるため，運転員１名で対応が可能である。 

 

1.15.4 その他の手順項目にて考慮する手順 

技術的能力に係る審査基準1.9，1.10，1.14については，各技術的能力に係

る審査基準において要求事項があるため，以下のとおり各々の手順において整

備する。 

原子炉格納容器内の水素濃度監視に関する手順は「1.9 水素爆発による原子

炉格納容器の破損を防止するための手順等」にて整備する。 

原子炉建屋内の水素濃度監視に関する手順は「1.10 水素爆発による原子炉

建屋等の損傷を防止するための手順等」にて整備する。 

全交流動力電源喪失時の代替電源確保に関する手順は「1.14 電源の確保に

関する手順等」にて整備する。 
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表 1.15.1 事故時に必要な計装に関する手順 

分類 機能喪失を想定する 

重大事故等対処設備 
対応 
手段 対応設備 手順書 

監
視
機
能
喪
失
時 

計器の故障 
他
チ
ャ
ン
ネ
ル 

に
よ
る
計
測 

主要パラメータの他チャンネルの重

要計器 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

多様なハザード対応要領 
「重要監視計器復旧」 

主要パラメータの他チャンネルの常

用計器 

自
主
対
策 

設
備 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ 

に
よ
る
推
定 

重要代替計器 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

常用代替計器 
自
主
対
策 

設
備 

計器の計測範囲を超

えた場合 代
替
パ
ラ
メ
ー
タ 

に
よ
る
推
定 

重要代替計器 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

 

常用代替計器 
自
主
対
策 

設
備 

計
器
電
源
喪
失
時 

全交流動力電源喪失 
直流電源喪失 蓄

電
池 

所内蓄電式直流電源設備 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

事故時運転操作手順書(事象ベ

ース) 
「全交流電源喪失」 

代
替
電
源(

交
流)

か
ら
の

給
電 

常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

代
替
電
源(

直
流) 

か
ら
の
給
電 

可搬型直流電源設備 

重
大
事
故
等 

対
処
設 

直流給電車及び可搬型代替交流電源
設備 

自
主
対
策 

設
備 

可
搬
型
計
測
器 

に
よ
る
計
測 

可搬型計測器 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

－ 

－ 

パ
ラ
メ
ー
タ
記
録 

データ伝送装置，緊急時対策支援シス

テム伝送装置，SPDS 表示装置 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

緊急時対策本部運営要領 

プロセス計算機 

自
主
対
策 

設
備 
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表 1.15.2 重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータ(重大事故等対処設備)(1/9) 
分類 

重要監視パラメータ 

重要代替監視パラメータ 
個数 計測範囲 設計基準 把握能力(計測範囲の考え方) 耐震性 電源 

検出器の

種類 

可搬型

計測器 

図 1.15.3 

No. 

①
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
温
度 

原子炉圧力容器温度 3 0～350℃ 300℃＊4 
炉心の損傷状態を把握し，適切に対応するた

めの判断基準として，300℃を監視可能。 
C(Ss) 

AM 用 

直流電源 
熱電対 可 ⑰ 

原子炉圧力＊2 
「②原子炉圧力容器内の圧力」を監視するパラメータと同じ。 

原子炉圧力(SA)＊2 

原子炉水位＊2 
「③原子炉圧力容器内の水位」を監視するパラメータと同じ。 

原子炉水位(SA)＊2 

残留熱除去系熱交換器入口温度＊2 「⑫最終ヒートシンクの確保＜残留熱除去系＞」を監視するパラメータと同じ。 

②
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力 

原子炉圧力＊1 3 0～10MPa[gage] 8.48MPa[gage] 

重大事故等時における原子炉圧力容器最高

圧力(8.92MPa[gage])を包絡する範囲として

設定。なお，主蒸気逃がし安全弁の手動操作

により変動する範囲についても計測範囲に

包絡されており，監視可能である。 

S 
区分Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ 

直流電源 

弾性圧力 

検出器 
可 ⑱ 

原子炉圧力(SA)＊1 1 0～10MPa[gage] 8.48MPa[gage] 

重大事故等時における原子炉圧力容器最高

圧力(8.92MPa[gage])を包絡する範囲として

設定。なお，主蒸気逃がし安全弁の手動操作

により変動する範囲についても計測範囲に

包絡されており，監視可能である。 

S 
区分Ⅰ 

直流電源 

弾性圧力 

検出器 
可 ⑲ 

原子炉水位＊2 

「③原子炉圧力容器内の水位」を監視するパラメータと同じ。 

原子炉水位(SA)＊2 

原子炉圧力容器温度＊2 「①原子炉圧力容器内の温度」を監視するパラメータと同じ。 
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表 1.15.2 重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータ(重大事故等対処設備)(2/9) 

分類 
重要監視パラメータ 

重要代替監視パラメータ 
個数 計測範囲 設計基準 把握能力(計測範囲の考え方) 耐震性 電源 

検出器の

種類 

可搬型

計測器 

図 1.15.3 

No. 

③
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位 

原子炉水位＊1 

3 -3200～3500mm＊5 
-2880～1650mm＊5 

465～1300mm＊6 
炉心の冷却状況を把握する上で，原子炉水位制

御範囲(レベル 3～8)及び有効燃料棒頂部付近ま

で監視可能。 

S 
区分Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ 

直流電源 

差圧式水位

検出器 
可 

⑳ 
2 -4000～1300mm＊6 S 

区分Ⅰ,Ⅱ 

直流電源 

差圧式水位

検出器 
可 

原子炉水位(SA)＊1 

1 -3200～3500mm＊5 

-2880～1650mm＊5 

S 
AM 用 

直流電源 

差圧式水位

検出器 
可 

㉑ 
1 -8000～3500mm＊6 S 

AM 用 

直流電源 

差圧式水位

検出器 
可 

高圧代替注水系系統流量＊2 

「④原子炉圧力容器への注水量」を監視するパラメータと同じ。 

復水補給水系流量(原子炉圧力容器)＊2 

原子炉隔離時冷却系系統流量＊2 

高圧炉心注水系系統流量＊2 

残留熱除去系系統流量＊2 

④
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
量 

高圧代替注水系系統流量 1 0～300m3/h －＊9 
高圧代替注水系ポンプの最大流量(182m3/h)を監

視可能。 
－(Ss) 

AM 用 

直流電源 

差圧式流量

検出器 
可 ⑨ 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 0～300m3/h 182m3/h 
原子炉隔離時冷却系ポンプの最大流量(182m3/h)

を監視可能。 
S 

区分Ⅰ 

直流電源 

差圧式流量

検出器 
可 ⑨ 

高圧炉心注水系系統流量 2 0～1000m3/h 727m3/h 
高圧炉心注水系ポンプの最大流量(727m3/h)を監

視可能。 
S 

区分Ⅱ,Ⅲ 

直流電源 

差圧式流量

検出器 
可 ⑧ 

復水補給水系流量(原子炉圧力容器) 

1 
0～200m3/h(6 号炉) 

0～150m3/h(7 号炉) 
－＊9 

代替低圧注水系による原子炉圧力容器への注水

時における復水移送ポンプの最大流量(90m3/h)

を監視可能。 

－(Ss) 
AM 用 

直流電源 

差圧式流量

検出器 
可 

⑪ 

1 0～350m3/h －＊9 
重大事故等時における復水移送ポンプの最大流

量(300m3/h)を監視可能。 
－(Ss) 

AM 用 

直流電源 

差圧式流量

検出器 
可 

残留熱除去系系統流量 3 0～1500m3/h 954m3/h 
残留熱除去系ポンプの最大流量(954m3/h)を監視

可能。 
S 

区分Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ 

直流電源 

差圧式流量

検出器 
可 ④ 

復水貯蔵槽水位(SA)＊2 「⑭水源の確保」を監視するパラメータと同じ。 

サプレッション・チェンバ・プール水位＊2 「⑧原子炉格納容器内の水位」を監視するパラメータと同じ。 

原子炉水位＊2 
「③原子炉圧力容器内の水位」を監視するパラメータと同じ。 

原子炉水位(SA)＊2 
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表 1.15.2 重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータ(重大事故等対処設備)(3/9) 

分類 
重要監視パラメータ 

重要代替監視パラメータ 
個数 計測範囲 設計基準 把握能力(計測範囲の考え方) 耐震性 電源 

検出器の

種類 

可搬型

計測器 

図 1.15.3 

No. 

⑤
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
水
量 

復水補給水系流量(原子炉格納容器) 

1 0～350m3/h －＊9 
格納容器スプレイ時における復水移送ポンプ

の最大流量(140m3/h)を監視可能。 
－(Ss) 

AM 用 

直流電源 

差圧式流量

検出器 
可 

⑫ 
1 

0～150m3/h(6号炉)＊7 

0～100m3/h(7 号炉)＊7 
－＊9 

格納容器下部への注水時における復水移送ポ

ンプの最大流量(90m3/h)を監視可能。 
－(Ss) 

AM 用 

直流電源 

差圧式流量

検出器 
可 

復水貯蔵槽水位(SA)＊2 「⑭水源の確保」を監視するパラメータと同じ。 

格納容器内圧力(D/W)＊2 
「⑦原子炉格納容器内の圧力」を監視するパラメータと同じ。 

格納容器内圧力(S/C)＊2 

格納容器下部水位＊2 「⑧原子炉格納容器内の水位」を監視するパラメータと同じ。 

⑥
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度 

ドライウェル雰囲気温度 2 0～300℃ 138℃ 

格納容器の限界温度(200℃)を監視可能。 

C(Ss) 
AM 用 

直流電源 
熱電対 可 ㉒ 

サプレッション・チェンバ気体温度＊1 1 0～200℃ 138℃ C(Ss) 
AM 用 

直流電源 
熱電対 可 ㉓ 

サプレッション・チェンバ・プール 

水温度＊1 
3 0～200℃ 97℃ 

格納容器の限界圧力(620kPa[gage])における

サプレッション・チェンバ・プール水の飽和温

度(約 166℃)を監視可能。 

S 
AM 用 

直流電源 
測温抵抗体 可 ㉔ 

格納容器内圧力(D/W)＊2 
「⑦原子炉格納容器内の圧力」を監視するパラメータと同じ。 

格納容器内圧力(S/C)＊2 
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表 1.15.2 重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータ(重大事故等対処設備)(4/9) 

分類 
重要監視パラメータ 

重要代替監視パラメータ 
個数 計測範囲 設計基準 把握能力(計測範囲の考え方) 耐震性 電源 

検出器の

種類 

可搬型

計測器 

図 1.15.3 

No. 

⑦
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力 

格納容器内圧力(D/W)＊1 1 0～1000kPa[abs] 246kPa[gage] 
格納容器の限界圧力(620kPa[gage])を監視可

能。 

S 
AM 用 

直流電源 

弾性圧力 

検出器 
可 ㉕ 

格納容器内圧力(S/C)＊1 1 0～980.7kPa[abs] 197kPa[gage] S 
AM 用 

直流電源 

弾性圧力 

検出器 
可 ㉖ 

ドライウェル雰囲気温度＊2 

「⑥原子炉格納容器内の温度」を監視するパラメータと同じ。 
サプレッション・チェンバ気体温度＊2 

サプレッション・チェンバ・プール水温度＊

2 

⑧
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
位 

サプレッション・チェンバ・プール水位 1 

-6～11m 

(T.M.S.L.-7150～ 

＋9850mm) ＊8 

-2.59～0m 

(T.M.S.L.-3740～

-1150mm)＊8 

ウェットウェルベント操作可否判断(ベントラ

イン高さ-1m：9.05m)を把握できる範囲を監視可

能。 

S 
AM 用 

直流電源 

差圧式水位

検出器 
可 ㉗ 

格納容器下部水位 3 

+1m,+2m,+3m 

(T.M.S.L.-5600mm，

-4600mm，-3600mm) 

＊8 

－＊9 

重大事故等時において，格納容器下部に溶融炉

心の冷却に必要な水量(底部から+2m)があるこ

とを監視可能。 

－(Ss) 
AM 用 

直流電源 

電極式水位

検出器 
可 ㉘ 

復水補給水系流量(原子炉格納容器)＊2 「⑤原子炉格納容器への注水量」を監視するパラメータと同じ。 

復水貯蔵槽水位(SA)＊2 「⑭水源の確保」を監視するパラメータと同じ。 

格納容器内圧力(D/W)＊2 
「⑦原子炉格納容器内の圧力」を監視するパラメータと同じ。 

格納容器内圧力(S/C)＊2 

⑨
原
子
炉
格
納
容
器
内
の 

水
素
濃
度 

格納容器内水素濃度＊1 2 

0～30vol%(6 号炉) 

0～20vol%/0～

100vol%(7 号炉) 

6.2vol% 

重大事故等時において，格納容器内の水素燃焼

の可能性(水素濃度：4vol%)を把握する上で監視

可能。 

なお，6号炉については，格納容器内水素濃度が

30vol%を超えた場合においても，格納容器内水

素濃度(SA)により把握可能。 

S 

計器，サンプリン

グ装置： 
区分Ⅰ，Ⅱ 

計測用交流電源 

熱伝導式 

水素検出器 
－ ㉙ 

格納容器内水素濃度(SA)＊1 2 0～100vol% S 
AM 用 

直流電源 

水素吸蔵材

料式水素検

出器 

－ ㉚ 
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表 1.15.2 重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータ(重大事故等対処設備)(5/9) 

分類 
重要監視パラメータ 

重要代替監視パラメータ 
個数 計測範囲 設計基準 把握能力(計測範囲の考え方) 耐震性 電源 

検出器の

種類 

可搬型

計測器 

図 1.15.3 

No. 

⑩
原
子
炉
格
納
容
器
内
の 

放
射
線
量
率 

格納容器内雰囲気放射線 

レベル(D/W)＊1 
2 10-2～105Sv/h 10Sv/h 未満＊10 

炉心損傷の判断値(原子炉停止直後に炉心損傷し

た場合は約 10Sv/h)を把握する上で監視可能(上

記の判断値及び推定値は原子炉停止後の経過時

間とともに低くなる）。 

S 

区分Ⅰ 

直流電源 
 

区分Ⅱ 

計測用交流電源 

電離箱 － ㉜ 

格納容器内雰囲気放射線 

レベル(S/C)＊1 
2 10-2～105Sv/h 10Sv/h 未満＊10 

炉心損傷の判断値（原子炉停止直後に炉心損傷し

た場合は約 10Sv/h）を把握する上で監視可能（上

記の判断値は原子炉停止後の経過時間とともに

低くなる）。 

S 

区分Ⅰ 

直流電源 
 

区分Ⅱ 

計測用交流電源 

電離箱 － ㉝ 

⑪
未
臨
界
の
維
持
又
は
確
認 

起動領域モニタ＊1 10 

10-1～106cps(1.0×

103～1.0×109cm-2・

s-1) 

 

0～40%又は 0～125% 

(1.0×108～2.0×

1013 cm-2・s-1) 

定格出力の 

約 10 倍 

原子炉の停止時から起動時及び起動時から定格

出力運転時の中性子束を監視可能。 
S 

区分Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ 

バイタル交流電源 

核分裂 

電離箱 
－ ㉞ 

平均出力領域モニタ＊1 4＊3 

0～125% 

(1.2×1012～2.8×

1014㎝-2･s-1) 

原子炉の起動時から定格出力運転時の中性子束

を監視可能。 

設計基準事故時，一時的に計測範囲を超えるが，

短期間であり，かつ出力上昇及び下降は急峻であ

る。125%を超えた領域でその指示に基づき操作を

伴うものでないことから，現状の計測範囲でも運

転監視上影響はない。また，重大事故等時におい

ても原子炉再循環ポンプトリップ等により中性

子束は低下するため，現状の計測範囲でも対応が

可能。 

S 
区分Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ 

バイタル交流電源 

核分裂 

電離箱 
－ ㉞ 
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表 1.15.2 重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータ(重大事故等対処設備)(6/9) 
分類 

重要監視パラメータ 

重要代替監視パラメータ 
個数 計測範囲 設計基準 把握能力(計測範囲の考え方) 耐震性 電源 

検出器の種

類 

可搬型

計測器 

図 1.15.3 

No. 

⑫
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
保 

(

１
／
２) 

＜代替循環冷却系＞ 

サプレッション・チェンバ・プール水温度＊1 「⑥原子炉格納容器内の温度」を監視するパラメータと同じ。 

復水補給水系温度(代替循環冷却) 1 0～200℃ －＊9 
代替循環冷却時における復水移送ポンプの最高

使用温度(85℃)に余裕を見込んだ設定とする。 
－(Ss) 

AM 用 

直流電源 
熱電対 可 ⑭ 

復水補給水系流量(原子炉圧力容器) 1 
0～200m3/h(6 号炉) 

0～150m3/h(7 号炉) 
「④原子炉圧力容器への注水量」を監視するパラメータと同じ。 

復水補給水系流量(原子炉格納容器) 1 0～350m3/h 「⑤原子炉格納容器への注水量」を監視するパラメータと同じ。 

＜格納容器圧力逃がし装置＞ 

フィルタ装置水位＊1 2 0～6000mm －＊9 

スクラバノズル上端を計測範囲のゼロ点とし，フ

ィルタ装置機能維持のための上限水位：約

aa2200mm，下限水位：約 500mm を監視可能。 

－(Ss) 
AM 用 

直流電源 

差圧式水位

検出器 
可 ㉟ 

フィルタ装置入口圧力＊1 1 0～1MPa[gage] －＊9 
格納容器ベント実施時に，格納容器圧力逃がし装

置の最高圧力(0.62MPa[gage])が監視可能。 
－(Ss) 

AM 用 

直流電源 

弾性圧力 

検出器 
可 ㊱ 

フィルタ装置出口放射線モニタ 2 10-2～105mSv/h －＊9 

格納容器ベント実施時に，想定されるフィルタ装

置出口の最大線量当量率(約 7×104mSv/h)を監視

可能。 

－(Ss) 
AM 用 

直流電源 
電離箱 － ㊲ 

フィルタ装置水素濃度 2 0～100vol% －＊9 

格納容器ベント停止後の窒素によるパージを実

施し，フィルタ装置及び耐圧強化ベントラインの

配管内に滞留する水素濃度が可燃限界濃度

(4vol%)以下であることを監視可能。 

－(Ss) 

計器：AM 用 

直流電源 
熱伝導式 

水素検出器 
－ ㊳ サンプリング装

置：区分Ⅰバイタ

ル交流電源 

フィルタ装置金属フィルタ差圧 1 0～50kPa －＊9 
フィルタ装置金属フィルタの上限差圧       が

監視可能。 
－(Ss) 

AM 用 

直流電源 

差圧式圧力

検出器 
可 ㊴ 

フィルタ装置スクラバ水 pH 1 pH0～14  －＊9 
フィルタ装置スクラバ水の p(pH0～14)が監視可

能。 
－(Ss) 

AM 用 

直流電源 
pH 検出器 － ㊵ 

＜耐圧強化ベント系＞ 

耐圧強化ベント系放射線モニタ 2 10-2～105mSv/h －＊9 
耐圧強化ベント実施時に，想定される排気ライン

の最大線量当量率(約 7×104mSv/h)を監視可能。 
－(Ss) 

AM 用 

直流電源 
電離箱 － ㊶ 

フィルタ装置水素濃度 1 「⑫最終ヒートシンクの確保＜格納容器圧力逃がし装置＞」を監視するパラメータと同じ。 
  ＜残留熱除去系＞ 

残留熱除去系熱交換器入口温度 3 0～300℃ 182℃ 
残留熱除去系の運転時における，残留熱除去系熱

交換器出口温度の変動範囲(182℃)を監視可能。 
C(Ss) 

区分Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ 

直流電源 
熱電対 可 ① 

残留熱除去系熱交換器出口温度 3 0～300℃ 182℃ 
残留熱除去系の運転時における，残留熱除去系熱

交換器出口温度の変動範囲(182℃)を監視可能。 
C(Ss) 

区分Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ 

直流電源 
熱電対 可 ② 

残留熱除去系系統流量 「④原子炉圧力容器への注水量」を監視するパラメータと同じ。 



 

1.15-29 

表 1.15.2 重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータ(重大事故等対処設備)(7/9) 

分類 
重要監視パラメータ 

重要代替監視パラメータ 
個数 計測範囲 設計基準 把握能力(計測範囲の考え方) 耐震性 電源 

検出器の 

種類 

可搬型

計測器 

図 1.15.3 

No. 

⑫
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
保 

(

２
／
２) 

原子炉補機冷却水系系統流量 3 

0～4000m3/h(6 号

炉区分Ⅰ,Ⅱ) 

0～3000m3/h(6 号

炉区分Ⅲ，7号炉区

分Ⅰ,Ⅱ) 

0～2000m3/h(7 号炉

区分Ⅲ) 

1300m3/h(区分Ⅰ,

Ⅱ) 

1100m3/h(6 号炉区

分Ⅲ) 

800m3/h(7号炉区分

Ⅲ) 

原子炉補機冷却系中間ループ循環ポンプの最大

流量(1300m3/h(区分Ⅰ,Ⅱ），1100m3/h(6 号炉区分

Ⅲ)，800m3/h(7 号炉区分Ⅲ))を監視可能。 

熱交換器ユニット(代替原子炉補機冷却水ポン

プ)の最大流量(600m3/h)を監視可能。 

C(Ss) 
区分Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ 

直流電源 

差圧式流量

検出器 
可 ⑤ 

残留熱除去系熱交換器入口冷却水流量 3 
0～2000m3/h(6号炉) 

0～1500m3/h(7号炉) 

1300m3/h(区分Ⅰ,

Ⅱ) 

1100m3/h(6 号炉区

分Ⅲ) 

800m3/h(7号炉区分

Ⅲ) 

原子炉補機冷却系中間ループ循環ポンプの最大

流量(1300m3/h(区分Ⅰ,Ⅱ)，1100m3/h(6 号炉区分

Ⅲ)，800m3/h(7 号炉区分Ⅲ))を監視可能。 

熱交換器ユニット(代替原子炉補機冷却水ポン

プ)の最大流量(600m3/h)を監視可能。 

C(Ss) 
区分Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ 

直流電源 

差圧式流量

検出器 
可 ⑥ 

ドライウェル雰囲気温度＊2 
「⑥原子炉格納容器内の温度」を監視するパラメータと同じ。 

サプレッション・チェンバ気体温度＊2 

格納容器内圧力(D/W)＊2 
「⑦原子炉格納容器内の圧力」を監視するパラメータと同じ。 

格納容器内圧力(S/C)＊2 

格納容器内水素濃度(SA)＊2 「⑨原子炉格納容器内の水素濃度」を監視するパラメータと同じ。 

原子炉圧力容器温度＊2 「①原子炉圧力容器内の温度」を監視するパラメータと同じ。 

⑬
格
納
容
器
バ
イ
パ
ス 

の
監
視 

原子炉水位＊1 
「③原子炉圧力容器内の水位」を監視するパラメータと同じ。 

原子炉水位(SA)＊1 

原子炉圧力＊1 
「②原子炉圧力容器内の圧力」を監視するパラメータと同じ。 

原子炉圧力(SA)＊1 

ドライウェル雰囲気温度＊1 「⑥原子炉格納容器内の温度」を監視するパラメータと同じ。 

格納容器内圧力(D/W)＊1 「⑦原子炉格納容器内の圧力」を監視するパラメータと同じ。 
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表 1.15.2 重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータ(重大事故等対処設備)(8/9) 

分類 
重要監視パラメータ 

重要代替監視パラメータ 
個数 計測範囲 設計基準 把握能力(計測範囲の考え方) 耐震性 電源 

検出器の 

種類 

可搬型

計測器 

図 1.15.3 

No. 

⑭
水
源
の
確
保 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 
0～16m(6 号炉) 

0～17m(7 号炉) 

0～15.5m(6 号炉) 

0～15.7m(7 号炉) 

復水貯蔵槽の底部からオーバーフローレベル(6

号炉：0～15.5m，7 号炉：0～15.7m)を監視可能。 
S 

AM 用 

直流電源 

差圧式水位 

検出器 
可 ⑦ 

サプレッション・チェンバ・プール水位 「⑧原子炉格納容器内の水位」を監視するパラメータと同じ。 

高圧代替注水系系統流量＊2 

「④原子炉圧力容器への注水量」及び「⑤原子炉格納容器への注水量」を監視するパラメータと同じ。 

復水補給水系流量(原子炉圧力容器)＊2 

原子炉隔離時冷却系系統流量＊2 

高圧炉心注水系系統流量＊2 

残留熱除去系系統流量＊2 

復水補給水系流量(原子炉格納容器)＊2 

原子炉水位＊2 
「③原子炉圧力容器内の水位」を監視するパラメータと同じ。 

原子炉水位(SA)＊2 

復水移送ポンプ吐出圧力＊2 3 0～2MPa[gage] －＊9 
復水移送ポンプ吐出圧力(0.92MPa[gage])を監

視可能。 
－(Ss) 

AM 用 

直流電源 

弾性圧力検

出器 
可 ⑬ 

残留熱除去系ポンプ吐出圧力*2 3 0～3.5MPa[gage] 2.2MPa[gage] 
残留熱除去系ポンプ吐出圧力(2.2MPa[gage])を

監視可能 
B(Ss) 

区分Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ 

直流電源 

弾性圧力検

出器 
可 ③ 

⑮
原
子
炉
建
屋
内 

の
水
素
濃
度 

原子炉建屋水素濃度 7 0～20vol% －＊9 

重大事故等時において，原子炉建屋内の水素燃

焼の可能性(水素濃度：4vol%)を把握する上で監

視可能。 

－(Ss) 
AM 用 

直流電源 

熱伝導式 

水素検出器 
－ ⑮ 

静的触媒式水素再結合器 

動作監視装置＊2 
4 0～300℃ －＊9 

重大事故等時において，静的触媒式水素再結合

器の作動時に想定される温度を監視可能。 
－(Ss) 

AM 用 

直流電源 
熱電対 可 ⑯ 

⑯
原
子
炉
格
納
容
器
内
の 

酸
素
濃
度 

格納容器内酸素濃度 2 

0～30vol%(6 号炉) 

0～10vol%/0～

30vol%(7 号炉) 

4.9vol% 

重大事故等時において，格納容器内の水素燃焼

の可能性(酸素濃度：5vol%)を把握する上で監視

可能。 

S 

計器，サンプリン

グ装置：区分Ⅰ,

Ⅱ計測用交流電源 

熱磁気風式 

酸素検出器 
－ ㉛ 

格納容器内雰囲気放射線レベル 

(D/W)＊2 
「⑩原子炉格納容器内の放射線量率」を監視するパラメータと同じ。 

格納容器内雰囲気放射線レベル 

(S/C)＊2 

格納容器内圧力(D/W)＊2 
「⑦原子炉格納容器内の圧力」を監視するパラメータと同じ。 

格納容器内圧力(S/C)＊2 
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表 1.15.2 重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータ(重大事故等対処設備)(9/9)  

＊1：重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータ，＊2：重要代替監視パラメータ 
＊3：局部出力領域モニタの検出器は 208 個であり，平均出力領域モニタの各チャンネルには，52 個ずつの信号が入力される。 
＊4：設計基準事故時に想定される原子炉圧力容器の最高圧力に対する飽和温度。 
＊5：基準点は蒸気乾燥器スカート下端（原子炉圧力容器零レベルより 1224cm） 
＊6：基準点は有効燃料棒頂部（原子炉圧力容器零レベルより 905cm） 
＊7：格納容器下部注水流量，＊8：T.M.S.L. =東京湾平均海面 
＊9：重大事故等時に使用する設備のため，設計基準事故時は値なし。 
＊10：炉心損傷は，原子炉停止後の経過時間における格納容器内雰囲気放射線レベルの値で判断する。原子炉停止直後に炉心損傷した場合の判断値は約 10Sv/h（経過

時間とともに判断値は低くなる）であり，設計基準では炉心損傷しないことからこの値を下回る。 
 

分類 
重要監視パラメータ 

重要代替監視パラメータ 
個数 計測範囲 設計基準 把握能力(計測範囲の考え方) 耐震性 電源 

検出器の種

類 

可搬型

計測器 

図 1.15.3 

No. 

⑰
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
監
視 

使用済燃料貯蔵プール水位 

・温度(SA 広域)＊1 
1 

T.M.S.L.20180mm～

31170mm(6 号炉) 

T.M.S.L.20180mm～

31123mm(7 号炉) 

T.M.S.L.31395mm 

(6 号炉) 

T.M.S.L.31390mm 

(7 号炉) 

重大事故等により変動する可能性のある使用済燃

料プール上部から底部近傍までの範囲にわたり水

位を監視可能。 C(Ss) 
区分Ⅰ 
直流電源 

熱電対 可 ㊷ 

0～150℃ 66℃ 
重大事故等により変動する可能性のある使用済燃

料プールの温度を監視可能。 

使用済燃料貯蔵プール水位 

・温度(SA)＊1 
1 

T.M.S.L.23,420mm～

30,420mm(6 号炉) 

T.M.S.L.23,373mm～

30,373mm(7号炉) 
－＊9 

重大事故等により変動する可能性のある使用済燃

料プール上部から使用済燃料ラック上端近傍まで

の範囲にわたり水位を監視可能。 C(Ss) 
AM 用 

直流電源 
熱電対 可 ㊸ 

0～150℃ 
重大事故等により変動する可能性のある使用済燃

料プールの温度を監視可能。 

使用済燃料貯蔵プール放射線 

モニタ(高レンジ・低レンジ)＊1 

1 101～108mSv/h 

－＊9 
重大事故等により変動する可能性がある放射線量

率の範囲にわたり監視可能。 
C(Ss) 

AM 用 

直流電源 
電離箱 － ㊹ 

1 
10-2～105mSv/h(6号炉) 

10-3～104mSv/h(7号炉) 

使用済燃料貯蔵プール監視 

カメラ＊1 
1 － －＊9 

重大事故等において使用済燃料プール及びその周

辺の状況を監視可能。 
－(Ss) 

カメラ：区分Ⅰ 
バイタル交流電

源 赤外線 

カメラ 
－ 

㊺ 
㊻ 空冷装置：区分

Ⅰ計測用交流電

源 
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表 1.15.3 代替パラメータによる主要パラメータの推定(1/10) 
【推定ケース】 

ケース 1  ： 同一物理量(温度，圧力，水位，放射線量率，水素濃度及び中性子束)から推定する。 
ケース 2  ： 水位を注水源若しくは注水先の水位変化又は注水量及び吐出圧力から推定する。 

ケース 3  ： 流量を注水先又は注水源の水位変化を監視することにより推定する。 

ケース 4  ： 除熱状態を温度，圧力等の傾向監視により推定する。 

ケース 5  ： 原子炉冷却材圧力バウンダリからの漏えいを水位，圧力等の傾向監視により推定する。 

ケース 6  ： 圧力又は温度を水の飽和状態の関係から推定する。 

ケース 7  ： 注水量を注水先の圧力より注水特性の関係から推定する。 

ケース 8  ： 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)の差圧から原子炉格納容器内の水位を推定する。 

ケース 9  ： 未臨界状態の維持を制御棒の挿入状態により推定する。 

ケース 10  ： あらかじめ評価したパラメータの相関関係により酸素濃度を推定する。 

ケース 11  ： 装置の作動状況により水素濃度を推定する。 

ケース 12  ： 使用済燃料プールの状態を同一物理量(温度及び水位)，あらかじめ評価した水位と放射線量の相関関係及びカメラによる監視により， 
使用済燃料プールの水位又は必要な水遮へいが確保されていることを推定する。 
 

なお，代替パラメータによる推定に当たっては，代替パラメータの誤差による影響を考慮する。 

 

分類 主要パラメータ 代替パラメータ＊1 推定ケース 代替パラメータ推定方法 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の 

温
度 

原子炉圧力容器温度 ①主要パラメータの他チャンネル ケース 1 ①原子炉圧力容器温度の 1チャンネルが故障した場合は，他チャンネルにより推定する。 

②原子炉圧力容器温度の監視が不可能となった場合には，原子炉水位から原子炉圧力容器内

が飽和状態にあると想定することで，原子炉圧力より飽和温度／圧力の関係を利用して原

子炉圧力容器内の温度を推定する。 

また，スクラム後，原子炉水位が有効燃料棒頂部に到達するまでの経過時間より原子炉圧

力容器温度を推定する。 

③残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去系熱交換器入口温度により推定する。 

推定は，主要パラメータの他チャンネルを優先する。 

②原子炉圧力 

②原子炉圧力(SA) 

②原子炉水位 

②原子炉水位(SA) 

ケース 6 

③残留熱除去系熱交換器入口温度 
ケース 1 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力 

原子炉圧力 ①主要パラメータの他チャンネル 

②原子炉圧力(SA) 
ケース 1 

①原子炉圧力の 1チャンネルが故障した場合は，他チャンネルにより推定する。 

②原子炉圧力の監視が不可能となった場合には，原子炉圧力(SA)により推定する。 

③原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態にあると想定することで，原子炉圧力容器温

度より飽和温度／圧力の関係を利用して原子炉圧力容器内の圧力を推定する。 

推定は，主要パラメータの他チャンネルを優先する。 

③原子炉水位 

③原子炉水位(SA) 

③原子炉圧力容器温度 

ケース 6 

原子炉圧力(SA) ①原子炉圧力 ケース 1 ①原子炉圧力(SA)の監視が不可能となった場合には，原子炉圧力により推定する。 

②原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態にあると想定することで，原子炉圧力容器温

度より飽和温度／圧力の関係を利用して原子炉圧力容器内の圧力を推定する。 

推定は，原子炉圧力容器内の圧力を直接計測する原子炉圧力を優先する。 

②原子炉水位 

②原子炉水位(SA) 

②原子炉圧力容器温度 

ケース 6 
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表 1.15.3 代替パラメータによる主要パラメータの推定(2/10) 
分類 主要パラメータ 代替パラメータ＊1 推定ケース 代替パラメータ推定方法 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位 

原子炉水位 ①主要パラメータの他チャンネル 

②原子炉水位(SA) 
ケース 1 

①原子炉水位の 1チャンネルが故障した場合は，他チャンネルにより推定する。 

②原子炉水位の監視が不可能となった場合には，原子炉水位(SA)により推定する。 

③高圧代替注水系系統流量，復水補給水系流量(原子炉圧力容器)，原子炉隔離時冷却系系統流

量，高圧炉心注水系系統流量，残留熱除去系系統流量のうち機器動作状態にある流量より，

崩壊熱による原子炉水位変化量を考慮し，原子炉圧力容器内の水位を推定する。 
推定は，主要パラメータの他チャンネルを優先する。 

③高圧代替注水系系統流量 

③復水補給水系流量(原子炉圧力容器) 

③原子炉隔離時冷却系系統流量 
③高圧炉心注水系系統流量 
③残留熱除去系系統流量 

ケース 2 

原子炉水位(SA) ①原子炉水位 ケース 1 ①原子炉水位(SA)の監視が不可能となった場合には，原子炉水位により推定する。 

②高圧代替注水系系統流量，復水補給水系流量(原子炉圧力容器) ，原子炉隔離時冷却系系統

流量，高圧炉心注水系系統流量，残留熱除去系系統流量のうち機器動作状態にある流量より，

崩壊熱による原子炉水位変化量を考慮し，原子炉圧力容器内の水位を推定する。 

推定は，原子炉圧力容器内の水位を直接計測する原子炉水位を優先する。 

②高圧代替注水系系統流量 

②復水補給水系流量(原子炉圧力容器) 

②原子炉隔離時冷却系系統流量 
②高圧炉心注水系系統流量 
②残留熱除去系系統流量 

ケース 2 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
量 

高圧代替注水系系統流量 ①復水貯蔵槽水位(SA) 

②原子炉水位 

②原子炉水位(SA) ケース 3 

①高圧代替注水系系統流量の監視が不可能となった場合には，水源である復水貯蔵槽水位(SA)

の変化により注水量を推定する。なお，復水貯蔵槽の補給状況も考慮した上で注水量を推定

する。 

②注水先の原子炉水位の水位変化により高圧代替注水系系統流量を推定する。 

推定は，環境悪化の影響を受けることが小さい復水貯蔵槽水位(SA)を優先する。 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

①復水貯蔵槽水位(SA) 

②原子炉水位 

②原子炉水位(SA) ケース 3 

①復水補給水系流量(原子炉圧力容器)の監視が不可能となった場合には，水源である復水貯蔵

槽水位(SA)の変化により注水量を推定する。なお，復水貯蔵槽の補給状況も考慮した上で注

水量を推定する。 

②注水先の原子炉水位の水位変化により復水補給水系流量(原子炉圧力容器)を推定する。 

推定は，環境悪化の影響を受けることが小さい復水貯蔵槽水位(SA)を優先する。 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 

①復水貯蔵槽水位(SA) 
②原子炉水位 
②原子炉水位(SA) ケース 3 

①原子炉隔離時冷却系系統流量の監視が不可能となった場合には，水源である復水貯蔵槽水位

(SA)の変化により注水量を推定する。なお，復水貯蔵槽の補給状況も考慮した上で注水量を

推定する。 
②注水先の原子炉水位の水位変化により原子炉隔離時冷却系系統流量を推定する。 
推定は，環境悪化の影響を受けることが小さい復水貯蔵槽水位(SA)を優先する。 
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表 1.15.3 代替パラメータによる主要パラメータの推定(3/10) 
分類 主要パラメータ 代替パラメータ＊1 推定ケース 代替パラメータ推定方法 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
量 

高圧炉心注水系系統流量 ①主要パラメータの他チャンネル ケース 1 ①高圧炉心注水系系統流量の 1チャンネルが故障した場合は，他チャンネルにより推定する。

(他系統が運転状態の場合) 

②高圧炉心注水系系統流量の監視が不可能となった場合には，水源である復水貯蔵槽水位(SA)

の変化により注水量を推定する。なお，復水貯蔵槽の補給状況も考慮した上で注水量を推定

する。 

③注水先の原子炉水位の水位変化により高圧炉心注水系系統流量を推定する。 
推定は，主要パラメータの他チャンネルを優先する。 

②復水貯蔵槽水位(SA) 
③原子炉水位 
③原子炉水位(SA) 

ケース 3 

残留熱除去系系統流量 ①主要パラメータの他チャンネル ケース 1 ①残留熱除去系系統流量の 1チャンネルが故障した場合は，他チャンネルにより推定する。(他

系統が運転状態の場合) 

②残留熱除去系系統流量の監視が不可能となった場合には，水源であるサプレッション・チェ

ンバ・プール水位の変化により注水量を推定する。 
③注水先の原子炉水位の水位変化により残留熱除去系系統流量を推定する。 
推定は，主要パラメータの他チャンネルを優先する。 

②サプレッション・チェンバ・プール水位 
③原子炉水位 
③原子炉水位(SA) ケース 3 

原
子
炉
格
納
容
器

へ
の
注
水
量 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

①復水貯蔵槽水位(SA) ケース 3 ①水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により復水補給水系流量(原子炉格納容器)を推定す

る。なお，復水貯蔵槽の補給状況も考慮した上で注水量を推定する。 

②復水補給水系流量(原子炉格納容器)の監視が不可能となった場合には，注水先の格納容器内

圧力(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)より格納容器への注水量を推定する。 

②注水先の格納容器内の水位の変化により復水補給水系流量(原子炉格納容器)を推定する。 

推定は，環境悪化の影響を受けることが小さい復水貯蔵槽水位(SA)を優先する。 

②格納容器内圧力(D/W) 

②格納容器内圧力(S/C) 
ケース 7 

②格納容器下部水位 

ケース 3 
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表 1.15.3 代替パラメータによる主要パラメータの推定(4/10) 
分類 主要パラメータ 代替パラメータ＊1 推定ケース 代替パラメータ推定方法 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度 

ドライウェル雰囲気温度 ①主要パラメータの他チャンネル ケース 1 ①ドライウェル雰囲気温度の 1チャンネルが故障した場合は，他チャンネルにより推定する。 

②ドライウェル雰囲気温度の監視が不可能となった場合には，飽和温度／圧力の関係を利用

して格納容器内圧力(D/W)によりドライウェル雰囲気温度を推定する。 

③格納容器内圧力(S/C)により，上記①と同様にドライウェル雰囲気温度を推定する。 

推定は，主要パラメータの他チャンネルを優先する。 

②格納容器内圧力(D/W) 

③格納容器内圧力(S/C) 
ケース 6 

サプレッション・チェンバ気

体温度 

①サプレッション・チェンバ・プール水温度 
ケース 1 

①サプレッション・チェンバ気体温度の監視が不可能となった場合には，サプレッション・

チェンバ・プール水温度によりサプレッション・チェンバ気体温度を推定する。 

②飽和温度／圧力の関係を利用して格納容器内圧力(S/C)によりサプレッション・チェンバ気

体温度を推定する。 

③監視可能であればサプレッション・チェンバ気体温度(常用計器)により，温度を推定する。 

推定は，サプレッション・チェンバ内にあるサプレッション・チェンバ・プール水温度を優

先する。 

②格納容器内圧力(S/C) ケース 6 

③[サプレッション・チェンバ気体温度] ＊2 

ケース 1 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 

①主要パラメータの他チャンネル 

②サプレッション・チェンバ気体温度 
ケース 1 

①サプレッション・チェンバ・プール水温度の 1チャンネルが故障した場合は，他チャンネ

ルにより推定する。 

②サプレッション・チェンバ・プール水温度の監視が不可能となった場合には，サプレッシ

ョン・チェンバ気体温度によりサプレッション・チェンバ・プール水温度を推定する。 

③飽和温度／圧力の関係を利用して格納容器内圧力(S/C)によりサプレッション・チェンバ・

プール水温度を推定する。 

推定は，主要パラメータの他チャンネルを優先する。 

③格納容器内圧力(S/C) 

ケース 6 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力 

格納容器内圧力(D/W) ①格納容器内圧力(S/C) ケース 1 ①格納容器内圧力(D/W)の圧力の監視が不可能となった場合には，格納容器内圧力(S/C)によ

り推定する。 

②飽和温度／圧力の関係を利用してドライウェル雰囲気温度により格納容器内圧力(D/W)を

推定する。 

③監視可能であれば格納容器内圧力(D/W)(常用計器)により，圧力を推定する。 

推定は，真空破壊装置，連通孔及びベント管を介して均圧される格納容器内圧力(S/C)を優先

する。 

②ドライウェル雰囲気温度 ケース 6 

③[格納容器内圧力(D/W)] ＊2 

ケース 1 

格納容器内圧力(S/C) ①格納容器内圧力(D/W) ケース 1 ①格納容器内圧力(S/C)の圧力の監視が不可能となった場合には，格納容器内圧力(D/W)によ

り推定する。 

②飽和温度／圧力の関係を利用してサプレッション・チェンバ気体温度及びサプレッショ

ン・チェンバ・プール水温度により格納容器内圧力(S/C)を推定する。 

③監視可能であれば格納容器内圧力(S/C)(常用計器)により，圧力を推定する。 

推定は，真空破壊装置，連通孔及びベント管を介して均圧される格納容器内圧力(D/W)を優先

する。 

②サプレッション・チェンバ気体温度 
②サプレッション・チェンバ・プール水温度 

ケース 6 

③[格納容器内圧力(S/C)] ＊2 

ケース 1 
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表 1.15.3 代替パラメータによる主要パラメータの推定(5/10) 
分類 主要パラメータ 代替パラメータ＊1 推定ケース 代替パラメータ推定方法 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 

①復水補給水系流量(原子炉格納容器) 

②復水貯蔵槽水位(SA) ケース 2 

①サプレッション・チェンバ・プール水位の監視が不可能となった場合には，復水補給水系

流量(原子炉格納容器)の注水量により，サプレッション・チェンバ・プール水位を推定す

る。 

②水源である復水貯蔵槽水位の変化により，サプレッション・チェンバ・プール水位を推定

する。 

（上記①，②の推定方法は，注水流量及び水源の水位変化から算出した水量が全てサプレッ

ション・チェンバへ移行する場合を想定しており，サプレッション・チェンバ・プール水

位の計測目的（ウェットウェルベントの操作可否判断（ベントライン高さ-1m：9.05m）を

把握すること）から考えると保守的な評価となることから問題ない。） 

③格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)の差圧によりサプレッション・チェンバ・プ

ール水位を推定する。 

④監視可能であればサプレッション・チェンバ・プール水位(常用計器)により，水位を推定

する。 
推定は，注水先に近い復水補給水系流量（原子炉格納容器）を優先する。 

③格納容器内圧力(D/W) 

③格納容器内圧力(S/C) ケース 8 

④[サプレッション・チェンバ・プール水位] 

＊2 

ケース 1 

格納容器下部水位 ①主要パラメータの他チャンネル ケース 1 ①格納容器下部水位の 1チャンネルが故障した場合は，他チャンネルにより推定する。 

②格納容器下部水位の監視が不可能となった場合には，復水補給水系流量(原子炉格納容器)

の注水量により，格納容器下部水位を推定する。 

③水源である復水貯蔵槽水位の変化により，格納容器下部水位を推定する。なお，復水貯蔵

槽の補給状況も考慮した上で注水量を推定する。 

推定は，主要パラメータの他チャンネルを優先する。 

②復水補給水系流量(原子炉格納容器) 

 ＊格納容器下部注水流量 

③復水貯蔵槽水位(SA) 

ケース 2 

ケース 2 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水

素
濃
度 

格納容器内水素濃度 ①主要パラメータの他チャンネル 

②格納容器内水素濃度(SA) 
ケース 1 

①格納容器内水素濃度の 1チャンネルが故障した場合は，他チャンネルにより推定する。 

②格納容器内水素濃度の監視が不可能となった場合には，格納容器内水素濃度(SA)により推

定する。 

推定は，主要パラメータの他チャンネルを優先する。 

格納容器内水素濃度(SA) ①主要パラメータの他チャンネル 

②格納容器内水素濃度 
ケース 1 

①格納容器内水素濃度(SA)の 1 チャンネルが故障した場合は，他チャンネルにより推定する。 

②格納容器内水素濃度(SA)の監視が不可能となった場合には，格納容器内水素濃度により推

定する。 

推定は，主要パラメータの他チャンネルを優先する。  
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表 1.15.3 代替パラメータによる主要パラメータの推定(6/10) 
分類 主要パラメータ 代替パラメータ＊1 推定ケース 代替パラメータ推定方法 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
放
射
線
量
率 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 

①主要パラメータの他チャンネル 

②格納容器内雰囲気放射線レベル(S/C) 
③[エリア放射線モニタ] ＊2 

ケース 1 

①格納容器内雰囲気放射線レベル(D/W)の 1 チャンネルが故障した場合は，他チャンネルによ

り推定する。 

②格納容器内雰囲気放射線レベル(D/W)の監視が不可能となった場合には，格納容器内雰囲気

放射線レベル(S/C)により推定する。 

③エリア放射線モニタ(有効監視パラメータ)の指示値を用いて，格納容器内の放射線量率を

推定する。 

推定は，主要パラメータの他チャンネルを優先する。 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 

①主要パラメータの他チャンネル 

②格納容器内雰囲気放射線レベル(D/W) 
③[エリア放射線モニタ] ＊2 

ケース 1 

①格納容器内雰囲気放射線レベル(S/C)の 1 チャンネルが故障した場合は，他チャンネルによ

り推定する。 

②格納容器内雰囲気放射線レベル(S/C)の監視が不可能となった場合には，格納容器内雰囲気

放射線レベル(D/W)により推定する。 

③エリア放射線モニタ(有効監視パラメータ)の指示値を用いて，格納容器内の放射線量率を

推定する。 

推定は，主要パラメータの他チャンネルを優先する。 

未
臨
界
の
維
持
又
は
確
認 

起動領域モニタ ①主要パラメータの他チャンネル 

②平均出力領域モニタ 
ケース 1 

①起動領域モニタの 1チャンネルが故障した場合は，他チャンネルにより推定する。 

②起動領域モニタの監視が不可能となった場合には，平均出力領域モニタにより推定する。 

③制御棒操作監視系(有効監視パラメータ)により全制御棒が挿入状態にあることが確認でき

る場合は，未臨界状態の維持を推定する。 

推定は，主要パラメータの他チャンネルを優先する。 

③[制御棒操作監視系] ＊2 

ケース 9 

平均出力領域モニタ ①主要パラメータの他チャンネル 

②起動領域モニタ 
ケース 1 

①平均出力領域モニタの 1チャンネルが故障した場合は，他チャンネルにより推定する。 

②平均出力領域モニタの監視が不可能となった場合には，起動領域モニタにより推定する。 

③制御棒操作監視系(有効監視パラメータ)により全制御棒が挿入状態にあることが確認でき

る場合は，未臨界状態の維持を推定する。 

推定は，主要パラメータの他チャンネルを優先する。 

③[制御棒操作監視系] ＊2 

ケース 9 

[制御棒操作監視系] ①起動領域モニタ 

②平均出力領域モニタ 
ケース 9 

①制御棒操作監視系(有効監視パラメータ)の監視が不可能となった場合には，起動領域モニ

タにより推定する。 

②平均出力領域モニタにより推定する。 

推定は，低出力領域を監視する起動領域モニタを優先する。 
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表 1.15.3 代替パラメータによる主要パラメータの推定(7/10) 
分類 主要パラメータ 代替パラメータ＊1 推定ケース 代替パラメータ推定方法 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
保 

＜代替循環冷却系＞ 

サプレッション・チェンバ・プール水

温度 

復水補給水系温度(代替循環冷却) 

復水補給水系流量(原子炉圧力容器) 

復水補給水系流量(原子炉格納容器) 

①主要パラメータ(サプレッション・チ

ェンバ・プール水温度)の他チャンネ

ル 

ケース 1 

①主要パラメータのうち，サプレッション・チェンバ・プール水温度の 1チャンネルが故

障した場合は，他チャンネルにより推定する。 

また，復水補給水系温度（代替循環冷却）の監視が不可能となった場合には，サプレッ

ション・チェンバ・プール水温度により推定する。 

②代替循環冷却系による冷却において，サプレッション・チェンバ・プール水温度，復水

補給水系温度(代替循環冷却)，復水補給水系流量(原子炉圧力容器)，復水補給水系流量

(原子炉格納容器)の監視が不可能となった場合には，ドライウェル雰囲気温度，サプレ

ッション・チェンバ気体温度により最終ヒートシンクが確保されていることを推定する。 

推定は，主要パラメータ（サプレッション・チェンバ・プール水温度）の他チャンネルを

優先する。 

②ドライウェル雰囲気温度 

②サプレッション・チェンバ気体温度 

ケース 4 

＜格納容器圧力逃がし装置＞ 

フィルタ装置水位 

フィルタ装置入口圧力 

フィルタ装置出口放射線モニタ 

フィルタ装置水素濃度 

フィルタ装置金属フィルタ差圧 

フィルタ装置スクラバ水 pH 

①主要パラメータ(フィルタ装置水位，

フィルタ装置出口放射線モニタ，フ

ィルタ装置水素濃度)の他チャンネ

ル 

ケース 1 

①主要パラメータのうち，フィルタ装置水位，フィルタ装置出口放射線モニタ，フィルタ

装置水素濃度の 1チャンネルが故障した場合は，他チャンネルにより推定する。 

②格納容器圧力逃がし装置による冷却において，フィルタ装置水位，フィルタ装置入口圧

力，フィルタ装置出口放射線モニタ，フィルタ装置水素濃度，フィルタ装置金属フィル

タ差圧，フィルタ装置スクラバ水 pH の監視が不可能となった場合には，ドライウェル雰

囲気温度，サプレッション・チェンバ気体温度，格納容器内圧力(D/W)，格納容器内圧力

(S/C)により最終ヒートシンクが確保されていることを推定する。 

 なお，フィルタ装置水素濃度の監視が不可能となった場合には，原子炉格納容器内の水

素ガスが格納容器圧力逃がし装置の配管内を通過することから，格納容器内水素濃度

（SA）により推定する。また，フィルタ装置スクラバ水 pH の監視が不可能となった場合

には，フィルタ装置水位によりベントガスに含まれる水蒸気の凝縮によるスクラバ水の

希釈から推定する。さらに，フィルタ装置入口圧力又はフィルタ装置金属フィルタ差圧

の監視が不可能となった場合には，格納容器内圧力（D/W）又は格納容器内圧力（S/C）

の傾向監視により格納容器圧力逃がし装置の健全性を推定する。 

推定は，主要パラメータ（フィルタ装置水位，フィルタ装置出口放射線モニタ，フィルタ

装置水素濃度）の他チャンネルを優先する。 

②ドライウェル雰囲気温度 

②サプレッション・チェンバ気体温度 

②格納容器内圧力(D/W) 

②格納容器内圧力(S/C) 

②格納容器内水素濃度(SA) 

ケース 4 
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表 1.15.3 代替パラメータによる主要パラメータの推定(8/10) 
分類 主要パラメータ 代替パラメータ＊1 推定ケース 代替パラメータ推定方法 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
保 

＜耐圧強化ベント系＞ 

耐圧強化ベント系放射線モニタ 

フィルタ装置水素濃度 

①主要パラメータ(耐圧強化ベント系

放射線モニタ)の他チャンネル 
ケース 1 

①主要パラメータのうち，耐圧強化ベント系放射線モニタの 1 チャンネルが故障した場合

は，他チャンネルにより推定する。 

②耐圧強化ベント系による冷却において，耐圧強化ベント系放射線モニタ，フィルタ装置

水素濃度の監視が不可能となった場合には，ドライウェル雰囲気温度，サプレッション・

チェンバ気体温度，格納容器内圧力(D/W)，格納容器内圧力(S/C)により最終ヒートシン

クが確保されていることを推定する。 

なお，フィルタ装置水素濃度の監視が不可能となった場合には，原子炉格納容器内の水

素ガスが耐圧強化ベント系の配管内を通過することから，格納容器内水素濃度（SA）に

より推定する。 

②ドライウェル雰囲気温度 

②サプレッション・チェンバ気体温度 

②格納容器内圧力(D/W) 

②格納容器内圧力(S/C) 

②格納容器内水素濃度(SA) 

ケース 4 

＜残留熱除去系＞ 

残留熱除去系熱交換器入口温度 

残留熱除去系熱交換器出口温度 

残留熱除去系系統流量 

原子炉補機冷却水系系統流量 

残留熱除去系熱交換器入口冷却水流量 

①主要パラメータ(残留熱除去系熱交

換器入口温度，残留熱除去系熱交換

器出口温度，残留熱除去系系統流量，

原子炉補機冷却水系系統流量，残留

熱除去系熱交換器入口冷却水流量)

の他チャンネル 

②原子炉圧力容器温度 

②ドライウェル雰囲気温度 

②サプレッション・チェンバ気体温度 

②サプレッション・チェンバ・プール

水温度 

ケース 4 

①主要パラメータのうち，残留熱除去系熱交換器入口温度，残留熱除去系熱交換器出口温

度，残留熱除去系系統流量，原子炉補機冷却水系系統流量，残留熱除去系熱交換器入口

冷却水流量の 1チャンネルが故障した場合は，他チャンネルにより推定する。 

②残留熱除去系による冷却において，残留熱除去系熱交換器入口温度，残留熱除去系熱交

換器出口温度，残留熱除去系系統流量，原子炉補機冷却水系系統流量，残留熱除去系熱

交換器入口冷却水流量の監視が不可能となった場合には，原子炉圧力容器温度，ドライ

ウェル雰囲気温度，サプレッション・チェンバ気体温度，サプレッション・チェンバ・

プール水温度により最終ヒートシンクが確保されていることを推定する。 

推定は，主要パラメータ（残留熱除去系熱交換器入口温度，残留熱除去系熱交換器出口温

度，残留熱除去系系統流量，原子炉補機冷却水系系統流量，残留熱除去系熱交換器入口冷

却水流量）の他チャンネルを優先する。 

格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
の
監
視 

原子炉水位 

原子炉水位(SA) 

原子炉圧力 

原子炉圧力(SA) 

①主要パラメータ(原子炉水位，原子炉

圧力)の他チャンネル 
ケース 1 

①主要パラメータのうち，原子炉水位，原子炉圧力の 1 チャンネルが故障した場合は，他

チャンネルにより推定する。 

②原子炉水位，原子炉水位(SA)，原子炉圧力，原子炉圧力(SA)の監視が不可能となった場

合には，ドライウェル雰囲気温度，格納容器内圧力(D/W)，エリア放射線モニタ(有効監

視パラメータ)により格納容器バイパスの発生を推定する。 

推定は，主要パラメータ（原子炉水位，原子炉圧力）の他チャンネルを優先する。 

②ドライウェル雰囲気温度 

②格納容器内圧力(D/W) 

②[エリア放射線モニタ］＊2 
ケース 5 

ドライウェル雰囲気温度 

格納容器内圧力(D/W) 

①主要パラメータ(ドライウェル雰囲

気温度)の他チャンネル 
ケース 1 

①主要パラメータのうち，ドライウェル雰囲気温度の 1 チャンネルが故障した場合は，他

チャンネルのドライウェル雰囲気温度により推定する。 

②ドライウェル雰囲気温度，格納容器内圧力(D/W)の監視が不可能となった場合には，原子

炉水位，原子炉水位(SA)，原子炉圧力，原子炉圧力(SA)，エリア放射線モニタ(有効監視

パラメータ)により格納容器バイパスの発生を推定する。 

推定は，主要パラメータ（ドライウェル雰囲気温度）の他チャンネルを優先する。 

②原子炉水位 

②原子炉水位(SA) 

②原子炉圧力 

②原子炉圧力(SA) 

②［エリア放射線モニタ］＊2 

ケース 5 
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表 1.15.3 代替パラメータによる主要パラメータの推定(9/10) 
分類 主要パラメータ 代替パラメータ＊1 推定ケース 代替パラメータ推定方法 

格
納
容
器
バ
イ
パ
ス

の
監
視 

[エリア放射線モニタ] ＊2 ①原子炉水位 

①原子炉水位(SA) 

①原子炉圧力 

①原子炉圧力(SA) 

①ドライウェル雰囲気温度 

①格納容器内圧力(D/W) 

ケース 5 

①エリア放射線モニタ(有効監視パラメータ)の監視が不可能となった場合には，原子炉水

位，原子炉水位(SA)，原子炉圧力，原子炉圧力(SA)，ドライウェル雰囲気温度，格納容

器内圧力(D/W)により格納容器バイパスの発生を推定する。 

水
源
の
確
保 

復水貯蔵槽水位(SA) ①高圧代替注水系系統流量 

①復水補給水系流量(原子炉圧力容器) 

①原子炉隔離時冷却系系統流量 

①高圧炉心注水系系統流量 

①復水補給水系流量(原子炉格納容器) 

②原子炉水位 

②原子炉水位(SA) 

②復水移送ポンプ吐出圧力 

ケース 2 

①復水貯蔵槽を水源とするポンプの注水量から，復水貯蔵槽水位(SA)を推定する。なお，

復水貯蔵槽の補給状況も考慮した上で水位を推定する。 

②注水先の原子炉水位の水位変化により復水貯蔵槽水位(SA)を推定する。なお，復水貯蔵

槽の補給状況も考慮した上で水位を推定する。 

②復水貯蔵槽を水源とする復水移送ポンプの吐出圧力から復水移送ポンプが正常に動作し

ていることを把握することにより，水源である復水貯蔵槽水位が確保されていることを

推定する。 

③監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器)により，水位を推定する。 

推定は，復水貯蔵槽を水源とするポンプの注水量を優先する。 ③[復水貯蔵槽水位] ＊2 ケース 1 

サプレッション・チェンバ・プール水

位 

①復水補給水系流量(原子炉圧力容器) 

①復水補給水系流量(原子炉格納容器) 

①残留熱除去系系統流量 

②復水移送ポンプ吐出圧力 

②残留熱除去系ポンプ吐出圧力 

ケース 2 

①サプレッション・チェンバ・プール水位の監視が不可能となった場合には，サプレッシ

ョン・チェンバ・プールを水源とする復水移送ポンプ，残留熱除去系ポンプの流量から

復水移送ポンプ，残留熱除去系ポンプが正常に動作していることを把握することにより，

水源であるサプレッション・チェンバ・プール水位が確保されていることを推定する。 

②サプレッション・チェンバ・プールを水源とする復水移送ポンプ，残留熱除去系ポンプ

の吐出圧力から復水移送ポンプ，残留熱除去系ポンプが正常に動作していることを把握

することにより，水源であるサプレッション・チェンバ・プール水位が確保されている

ことを推定する。 

③監視可能であればサプレッション・チェンバ・プール水位(常用計器)により，水位を推

定する。 

推定は，サプレッション・チェンバ・プールを水源とするポンプの注水量を優先する 

③[サプレッション・チェンバ・プール

水位] ＊2 

ケース 1 

原
子
炉
建
屋
内
の 

水
素
濃
度 

原子炉建屋水素濃度 ①主要パラメータの他チャンネル ケース 1 ①原子炉建屋水素濃度の 1チャンネルが故障した場合は，他チャンネルにより推定する。 

②原子炉建屋水素濃度の監視が不可能となった場合には，静的触媒式水素再結合器 動作監

視装置により推定する(静的触媒式水素再結合器入口/出口の差温度から水素濃度を推

定)。 

推定は，主要パラメータの他チャンネルを優先する。 

②静的触媒式水素再結合器 動作監視

装置 

ケース 11 
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表 1.15.3 代替パラメータによる主要パラメータの推定(10/10) 
分類 主要パラメータ 代替パラメータ＊1 推定ケース 代替パラメータ推定方法 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の 

酸
素
濃
度 

格納容器内酸素濃度 ①主要パラメータの他チャンネル ケース 1 ①格納容器内酸素濃度の 1チャンネルが故障した場合は，他チャンネルにより推定する。 
②格納容器内酸素濃度の監視が不可能となった場合には，格納容器内雰囲気放射線レベル

(D/W)又は格納容器内雰囲気放射線レベル(S/C)にて炉心損傷を判断した後，初期酸素濃度

と保守的なＧ値を入力とした評価結果(解析結果)により格納容器内酸素濃度を推定する。 

③格納容器内圧力(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)により，格納容器内圧力が正圧であること

を確認することで，事故後の原子炉格納容器内への空気(酸素)の流入有無を把握し，水素

燃焼の可能性を推定する。 

推定は，主要パラメータの他チャンネルを優先する。 

②格納容器内雰囲気放射線レベル(D/W) 

②格納容器内雰囲気放射線レベル(S/C) 

②格納容器内圧力(D/W) 

②格納容器内圧力(S/C) ケース 10 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
監
視 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 

①使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA) 

①使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ(高

レンジ・低レンジ) 

②使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 
ケース 12 

①使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA 広域)の監視が不可能となった場合には，使用済燃料

貯蔵プール水位・温度(SA) により，水位・温度を把握する。使用済燃料貯蔵プール放射線

モニタ(高レンジ・低レンジ)にて使用済燃料貯蔵プールの状態を判断した後，使用済燃料

プールの水位を推定する。 

②使用済燃料貯蔵プール監視カメラにより，使用済燃料プールの状態を監視する。 

推定は，同じ仕様である使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA)を優先する。 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 

①使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA 広

域) 

①使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ(高

レンジ・低レンジ) 

②使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 

ケース 12 

①使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA)の監視が不可能となった場合には，使用済燃料貯蔵

プール水位・温度(SA 広域) により，水位・温度を把握する。使用済燃料貯蔵プール放射線

モニタ(高レンジ・低レンジ)にて使用済燃料貯蔵プールの状態を判断した後，使用済燃料

プールの水位を推定する。 

②使用済燃料貯蔵プール監視カメラにより，使用済燃料プールの状態を監視する。 

推定は，同じ仕様である使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA 広域)を優先する。 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

①使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA 広

域) 

①使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA) 

②使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 
ケース 12 

①使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ(高レンジ・低レンジ)の監視が不可能となった場合に

は，使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA 広域)，使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA)に

て水位を計測した後，水位と放射線率の関係から放射線量を推定する。 

②使用済燃料貯蔵プール監視カメラにより，使用済燃料プールの状態を監視する。 

推定は，使用済燃料プールを直接監視する使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA 広域)及び使

用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA)を優先する。 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 

①使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA 広

域) 

①使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA) 

①使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ(高

レンジ・低レンジ) 

ケース 12 

①使用済燃料貯蔵プール監視カメラの監視が不可能となった場合には，使用済燃料貯蔵プー

ル水位・温度(SA 広域)，使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA)，使用済燃料貯蔵プール放

射線モニタ(高レンジ・低レンジ)にて，使用済燃料プールの状態を推定する。 

＊1：代替パラメータの番号は優先順位を示す。 

＊2：［ ］は有効監視パラメータ又は重要監視パラメータの常用計器(耐震性又は耐環境性等はないが，監視可能であれば発電用原子炉施設の状態を把握することが可能な計器)を示す。 
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表 1.15.4 補助パラメータ(1/3) 
分類 補助パラメータ 補助パラメータの分類理由 

電源関係 500kV 新新潟幹線 1L,2L 電圧 新新潟幹線 1L,2L の受電状態を確認するパラメータ 

500kV 南新潟幹線 1L,2L 電圧 南新潟幹線 1L,2L の受電状態を確認するパラメータ 

No.1 工事用変圧器入力電圧 
工事用変圧器の受電状態を確認するパラメータ 

No.2 工事用変圧器入力電圧 

M/C C 電圧 

非常用 M/C の受電状態を確認するパラメータ M/C D 電圧 

M/C E 電圧 

P/C C-1 電圧 

非常用 P/C の受電状態を確認するパラメータ P/C D-1 電圧 

P/C E-1 電圧 

直流 125V 主母線盤 A電圧 

直流電源の受電状態を確認するパラメータ 

直流 125V 充電器盤 A-2 電圧 

直流 125V 主母線盤 B電圧 

直流 125V 主母線盤 C電圧 

AM 用直流 125V 充電器電圧 

AM 用直流 125V 蓄電池電圧 

非常用 D/G 発電機電力，電圧，周波数 
非常用ディーゼル発電機の運転状態を確認するパラメータ 

非常用 D/G 発電機電力，電圧，周波数(他号炉) 

第一 GTG 発電機電圧，周波数，タービン回転数， 
潤滑油入口圧力，入口圧力 

代替電源設備の運転状態を確認するパラメータ 
第二 GTG 発電機電圧，周波数，タービン回転数， 
潤滑油入口圧力，入口圧力 

電源車電圧，周波数 

直流給電車電圧 

緊急用 M/C 電圧 
緊急用 M/C の受電状態を確認するパラメータ 

大湊側緊急用 M/C 電圧 
軽油タンク油面 

燃料の確保状態を確認するパラメータ 
燃料ディタンク油面 

タンクローリ油タンクレベル 

各機器油タンクレベル 

補機関係 高圧代替注水系ポンプ吸込圧力 

高圧代替注水系の運転状態を確認するパラメータ(現場) 
高圧代替注水系ポンプ吐出圧力 
高圧代替注水系タービン入口圧力 
高圧代替注水系タービン排気圧力 
可搬式原子炉水位計 
原子炉隔離時冷却系ポンプ吸込圧力 

原子炉隔離時冷却系の運転状態を確認するパラメータ(現場) 

原子炉隔離時冷却系ポンプ吐出圧力 
原子炉隔離時冷却系タービン入口圧力 
原子炉隔離時冷却系タービン排気圧力 
原子炉隔離時冷却系タービン軸受給油圧力 
原子炉隔離時冷却系タービンカップリング側

軸受戻り油温度 
原子炉隔離時冷却系タービン反カップリング

側軸受戻り油温度 
原子炉隔離時冷却系タービン回転速度 
可搬型回転計 
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表 1.15.4 補助パラメータ(2/3) 
分類 補助パラメータ 補助パラメータの分類理由 

補機関係 高圧炉心注水系ポンプ吐出圧力 高圧炉心注水の運転状態を確認するパラメータ 

残留熱除去系ポンプ吐出圧力 残留熱除去系の運転状態を確認するパラメータ 

復水移送ポンプ吐出ヘッダ圧力 
復水移送系の運転状態を確認するパラメータ 

復水移送ポンプ吐出圧力 

ディーゼル駆動消火ポンプ吐出圧力 ディーゼル駆動消火ポンプの運転状態を確認するパラメータ 
可搬型代替注水ポンプ吐出圧力 可搬型代替注水ポンプの運転状態を確認するパラメータ 
大容量送水車吐出圧力 大容量送水車の運転状態を確認するパラメータ 
サプレッションプール浄化系系統流量 サプレッションプール浄化系の運転状態を確認するパラメータ 

その他 スクラム警報 スクラム機能の状態を確認するパラメータ 
制御棒駆動系充てん水ライン圧力 

制御棒駆動系の運転状態を確認するパラメータ 
制御棒駆動系系統流量 
ほう酸水タンク液位 

ほう酸水注入系の運転状態を確認するパラメータ 
ほう酸水注入ポンプ出口圧力 
高圧窒素ガス供給系 ADS 入口圧力 

主蒸気逃し安全弁の運転状態を確認するパラメータ 
高圧窒素ガス供給系 窒素ガスボンベ出口圧力 

SRV 緊急時強制操作用窒素ガスボンベ出口圧力 

SRV 緊急時強制操作用窒素ガス圧力 

ドライウェルサンプ水位 

原子炉冷却材の漏えいを確認するパラメータ 

高圧炉心注水系ポンプ吐出圧力 

RHR ポンプ室雰囲気温度 

RCIC 機器室雰囲気温度 

RCIC 配管室雰囲気温度 

RHR ポンプ室床漏えい 

HPCF ポンプ室床漏えい 

RCIC ポンプ室床漏えい 

RCIC 蒸気管圧力低 

RCIC 蒸気管流量大 

CUW 差流量大 

ドレン移送ライン圧力 

フィルタベント系の運転状態を確認するパラメータ ドレンタンク水位 

フィルタ装置ドレン移送流量 

可燃性ガス濃度制御系入口ガス流量 

可燃性ガス濃度制御系の運転状態を確認するパラメータ 

ブロワ吸込ガス流量 

ブロワ吸込圧力 

加熱管内ガス温度 

加熱管出口ガス温度 

加熱管表面温度 

再結合器内ガス温度 

再結合器表面温度 
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表 1.15.4 補助パラメータ(3/3) 

分類 補助パラメータ 補助パラメータの分類理由 

その他 復水器器内圧力 
給・復水系の運転状態を確認するパラメータ 給水流量 

RFP 吐出ヘッダ圧力 

RCW サージタンク水位 

原子炉補機冷却水系の運転状態を確認するパラメータ 
原子炉補機冷却系熱交換器出口冷却水温度 
代替 RCW ポンプ吸込圧力 
代替 RCW ポンプ吐出圧力 

代替 RCW ユニット入口温度 
原子炉補機冷却海水系ポンプ出口圧力 原子炉補機冷却海水系の運転状態を確認するパラメー

タ 代替 RSW ポンプ出口圧力 
使用済燃料プールエリア雰囲気温度 

使用済燃料プールの状態を確認するパラメータ 

燃料プールエリア放射線モニタ 
プロセス放射線モニタ 

燃料取替エリア排気放射線モニタ 

原子炉区域換気空調系排気放射線モニタ 
スキマサージタンク水位 
FPC ポンプ吐出流量 

純水タンク水位 

代替水源の確保状態を確認するパラメータ 
純粋移送ポンプ吐出圧力 

ろ過水タンク水位 

淡水貯水池 

防火水槽 
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表 1.15.5 有効監視パラメータ(自主対策設備)の監視・記録について 

分類 パラメータ 

可搬型計測器での対応 記録 

計測 
要否理由 記録先 備考 

可否 要否 

原子炉格納容器内

の放射線量率 
エリア放射線モニタ 否 － 可搬型計測器での計測対象外。 

中央制御室 
記録計 

 

未臨界の維持又は

確認 
制御棒操作監視系 否 － 可搬型計測器での計測対象外。 

緊急時対策支援 
システム伝送装置 

 

格納容器バイパス

の監視 
エリア放射線モニタ 否 － 可搬型計測器での計測対象外。 

中央制御室 
記録計 
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パラメータ監視不能

1チャンネル

監視不能

対応手段

①：他チャンネルによる監視

②：代替パラメータによる監視
③：可搬型計測器による監視

④：GTGによる交流電源復旧

⑤：電源車による交流電源復旧

⑥：常設直流電源設備による直流電源復旧

⑦：可搬型直流電源設備による直流電源復旧

⑧：直流給電車による直流電源復旧

凡例

：AND条件

：OR条件

：フロントライン系の対応

：サポート系の対応

※2

フロントライン系

②

駆動源喪失

（AC電源）

P/C故障 M/C故障

D/G機能

喪失

外部電源

喪失

※3

①，②

駆動源喪失

（DC電源）

主母線盤故障 遮断器故障

蓄電池機能喪失

充電器盤故障AC電源

喪失

※3

※2

計測範囲を

超えた場合

他チャンネル監視不能

サポート系

計器故障 計器電源喪失

直流電源喪失

※1

※3

交流電源喪失

※1

※3

交流電源喪失

※1

※2

直流電源喪失

※1：計器電源の構成は、計器タイプにより以下の3とおりがある

・直流電源

・交流電源
・直流電源と交流電源の両方

③

⑦

⑧

⑥

⑤

④

 

図 1.15.1 機能喪失原因対策分析 
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凡例： フロントライン系 サポート系 故障を想定 対応手段あり

フロントライン系，サポート系の整理，故障の想定・対応手段
故障想定機器 故障要因1 故障要因2 故障要因3 故障要因4 故障要因5 故障要因6 故障要因7 故障要因8

他チャンネル監視不
能

計測範囲を超えた

計器本体故障

交流電源喪失（以降、
1.14と同様）

直流電源喪失（以降、
1.14と同様）

パラメータ監視不能
1チャンネル監視不能

計器電源喪失

 

 
※ 本資料は，「機能喪失原因対策分析」を基に，設計基準事故対処設備の機能が喪失に至る原因を順次右側へ展開している。すなわち，機器の機能が喪失することにより，当該機器の左

側に記載される機能が喪失する関係にあることを示している。ただし，AND 条件，OR 条件については表現していないため，必要に応じて「機能喪失原因対策分析」を確認することとす

る。 

 

図 1.15.1 機能喪失原因対策分析（補足） 
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図 1.15.2 重大事故等時に必要なパラメータの選定フロー 

炉心損傷防止対策及び格納容器破損防止

対策等を成功させるために把握すること

が必要な発電用原子炉施設の状態を直接

監視するパラメータか 

当該重大事故等に対処するため

に各技術的能力等に用いられる

パラメータか※１ 

抽出パラメータ 

主要パラメータは耐震性，耐環境

性のある計器で確認できるか 

当該パラメータに耐震性，

耐環境性のある計測機器

で確認できる代替パラメ

ータがあるか 

重大事故等対処設備としての 

要求事項を満たさないパラメータ 

重要監視パラメータ ※2 
  

重大事故等対処設備としての要求事項を満たした 

計器を少なくとも 1 つ以上有するパラメータ 

仕様変更等の実施 

 

 主要パラメータを計測する計器は重大事故等対処設備

としての要求事項を満たした計器へ変更 

 ただし，目視等により容易に確認できる場合を除く 

主要パラメータ 

補助パラメータ  
 

電源設備の受電状態，重大事故等対処設備の運転状態及

びその他の設備の運転状態により発電用原子炉施設の状態

を補助的に監視するパラメータ 

重要代替監視パラメータ 
  

主要パラメータの代替パラメータを計測する計器が重大事

故等対処設備としての要求事項を満たした計器を少なくとも 1

つ以上有するパラメータ 

   対象外 ※3 

発電用原子炉施設等の状態を 

監視するパラメータ 

NO 

NO 

NO 

YES 

YES 

有効監視パラメータ 
 

自主対策設備の計器でのみ計測されるが，計測することが困

難となった場合にその代替パラメータが重大事故等対処設備

としての要求事項を満たした計器で計測されるパラメータ 

NO 

当該パラメータの代替パラメータ 

当該パラメータ 

主要パラメータ 代替パラメータ 
主要パラメータ又は 
代替パラメータ 

YES 

YES 

※1  当該重大事故等に対処するために各技術的能力等に用いられる，以下に示すパラメータ 

・技術的能力に係る審査基準 1.1～1.15(設置許可基準規則 44～58 条)の手順着手の判断基準及び操作

手順に用いられるパラメータ。 

・有効性評価の監視項目に係るパラメータ 

・各技術的能力等で使用する設備(重大事故等対処設備を含む)の運転・動作状態を表示する設備(ラン

プ表示灯等)についてはパラメータとしては抽出しない 

※2  重要監視パラメータは，重要代替監視パラメータ(当該パラメータ以外の重要監視パラメータ等)若しく

は有効監視パラメータによる推定手段を整備する。 

※3  重大事故等対処設備の運転・動作状態を表示する設備(ランプ表示灯等)については，各条文の設置許可

基準規則第 43 条への適合状況のうち，(2)操作の確実性(設置許可基準規則第 43 条第 1 項二)にて，適

合性を整理する。 
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図 1.15.3 主要設備 概略系統図 (1/3) 
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 図 1.15.3 主要設備 概略系統図 (2/3) 
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免震重要棟内緊急時対策所

６号炉

コントロール建屋※

中央制御室等

制御盤

５号炉原子炉建屋内緊急時対策所

中央制御室

※:７号炉も同様

統合原子力防災ネットワーク
を用いた通信連絡設備

データ伝送設備

発電所内 発電所外

データ伝送設備

SPDS
表示装置

データ

伝送装置

緊急時対策支援

システム伝送装置

緊急時対策支援

システム伝送装置

SPDS
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統合原子力防災ネットワーク
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衛星系回線 無線系回線

衛星系回線 無線系回線
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（可搬型）

無線連絡設備
（可搬型）

ＩＰ－電話機 ＩＰ－ＦＡＸ

テレビ会議システム

衛星電話設備
（常設）

無線連絡設備
（常設）

無線連絡設備
（常設）

無線系回線

携帯型音声
呼出電話機

携帯型音声
呼出電話機

携帯型音声呼出電話設備

衛星系回線

衛星系回線
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図 1.15.4  6 号炉 計器の電源構成図 

可搬型計器

C/B
B1F

MCC 6C-1-7 AM用MCC 6B

P/C 6D-1P/C 6C-1

M/C 6C M/C 6D

AM用
動力変圧器R/B 4F

R/B B1F

R/B B1F

MCC 6C-1-5 MCC 6D-1-5

R/B 3F
R/B 3F

MCC 6D-1-7

非常用電気設備
【区分Ⅰ】

非常用電気設備
【区分Ⅱ】代替所内電気設備

動力変圧器

C/B B1F C/B B1F

MCC 6C-1-8

C/B B1F

MCC 6D-1-8

C/B B1F

直流125V分電盤

(6A)

D/G

M

C/B
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流

12
5V充

電
器

直
流
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電

器

(予備)

C/B
MB2F

直流125V
主母線盤

直流125V分電盤

C/B
B1F

交流120V
バイタル
分電盤

R/B 4F

(予備)

AM用
直

流
125V

充
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器

A
M用

直
流

1
25V充

電
器

AM用直流125V
主母線盤

計測機器

C/B
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直
流
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器 中央制御室

計測用電源
切替盤

交流120V中央
制御室計測用
分電盤

C/B
B1F

直流125V
主母線盤

直流125V分電盤
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分電盤
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バイタル
電源装置
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D/G

（略語）

R/B：原子炉建屋

C/B：コントロール建屋

M/C：メタルクラッド開閉装置

P/C：パワーセンタ

MCC：モータコントロールセンタ

電源
車

電源
車

【凡例】

：ガスタービン発電機

：ディーゼル発電機
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：断路器

：配線用遮断器

：接続装置
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M

※本単線結線図は，今後の
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図 1.15.4  7 号炉 計器の電源構成図

D/G

(7B)(7A)

（略語）

R/B：原子炉建屋

C/B：コントロール建屋

M/C：メタルクラッド開閉装置

P/C：パワーセンタ

MCC：モータコントロールセンタ
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R/B B1F

MCC 7C-1-4 MCC 7D-1-4
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D/G

M

直流125V
分電盤

交流120V
バイタル
分電盤

R/B
4F

AM用
直
流

125V充
電
器

AM用
直

流
125V充

電
器

(予備)

計測機器

C/B B1F

C/B
B1F

交流120V
原子炉系計測用
主母線盤

交流120V原子炉建屋
計測用分電盤

交流120V
バイタル
電源装置

交流120V
バイタル分電盤

直
流

1
25V充

電
器

直流125V
主母線盤

直流125V分電盤

C/B
B1F

C/B
B1F

計測機器

交流120V
バイタル
電源装置

計測機器 計測機器 計測機器 計測機器 計測機器

交流120V中央
制御室計測用
主母線盤

交流120V中央
制御室計測用
分電盤

計測機器

電源
車

電源
車

【凡例】

：ガスタービン発電機

：ディーゼル発電機

：遮断器

：断路器

：配線用遮断器

：接続装置

：電動切替装置

：切替装置

GTG

D/G

M

※本単線結線図は，今後の
検討結果により変更となる
可能性がある

R/B 2F R/B B1F

緊急用
高圧母線

GTG
予備

GTG

常設代替
交流電源設備

荒浜側緊急用
高圧母線建屋

C/B 2F

緊急用電源切替箱断路器

荒浜側常設代替
交流電源設備
設置場所

第二ガスタービン発電機

緊急用
電源切替箱
接続装置

緊急用
電源切替箱
接続装置

GTG 常設代替
交流電源設備

７号炉タービン
建屋南側

第一ガスタービン発電機

GTG
予備

６号炉へ

C/B
B1F

交流120V中央
制御室計測用
主母線盤

交流120V中央
制御室計測用
分電盤

計測機器

緊急用
断路器

MCC 7D-1-6

(7C)

P/C 7E-1

動力変圧器

MCC 7E-1-3

C/B B1F

R/B B1F

非常用電気設備
【区分Ⅲ】

C/B
B1F

交流120V
バイタル
分電盤

交流120V
バイタル
電源装置

計測機器

MCC 7E-1-1A

R/B B1F

M/C 7E

D/G

直流125V
主母線盤

直流125V分電盤

直
流

1
25V充

電
器

C/B B1F

計測機器

直
流

1
25V充

電
器

(予備)

※1

C/B
B1F

直
流

125V充
電
器

直流125V
主母線盤

C/B
B1F

交流120V
バイタル
分電盤

交流120V
バイタル
電源装置

計測機器

※2

※3 ※4

非常用電気設備
【区分Ⅳ】

※1 ※2 ※3※4

C/B B1F

可搬型計器



 

1.15-54 

 

可搬計測器によるパラメータ確認

（中央制御室での接続）

経過時間（分）
備考

手順の項目 要員（数）

中央制御室運転員Ａ，Ｂ

１測定点あたり，10分（接続，測定のみ）

2

4 6 8 10 12 14 16 18

接続完了，計測開始接続開始

 

中央制御室での可搬型計器接続 

移動

手順の項目 要員（数）

可搬計測器によるパラメータ確認

（現場での接続）

経過時間（分）

現場運転員Ｃ，Ｄ 2 １測定点あたり，10分（接続，測定のみ）

備考4 6 8 10 12 14 16 18

接続完了，計測開始接続開始

 

現場での可搬型計器接続 

 

図 1.15.5  可搬型計器による監視パラメータ計測タイムチャート 
 
 



 

 

1.15-55 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表(1/2) 

 

番号 番号

⑦

【本文】

発電用原子炉設置者において、重大事故等が発生

し、計測機器（非常用のものを含む。）の故障によ

り当該重大事故等に対処するために監視することが

必要なパラメータを計測することが困難となった場

合において当該パラメータを推定するために有効な

情報を把握するために必要な手順等が適切に整備さ

れているか、又は整備される方針が適切に示されて

いること。

①

【本文】

発電用原子炉施設には、重大事故等が発生し、

計測機器（非常用のものを含む。）の故障によ

り当該重大事故等に対処するために監視するこ

とが必要なパラメータを計測することが困難と

なった場合において当該パラメータを推定する

ために有効な情報を把握できる設備を設けなけ

ればならない。

【本文】

発電用原子炉施設には、重大事故等が発生

し、計測機器（非常用のものを含む。）の

故障により当該重大事故等に対処するため

に監視することが必要なパラメータ（設置

許可基準規則第十六条第三項第二号に規定

するパラメータをいう。以下同じ。）を計

測することが困難となっ

た場合において当該パラメータを推定する

ために有効な情報を把握できる設備を施設

しなければならない。

－

ａ）設計基準を超える状態における発電用原子炉施

設の状態の把握能力を明確化すること。（最高計測

可能温度等）

②

ａ）設計基準を超える状態における発電用原子

炉施設の状態の把握能力を明確にすること。

（最高計測可能温度等）

ａ）設計基準を超える状態における発電用

原子炉施設の状態の把握能力を明確にする

こと。（最高計測可能温度等）

⑧

技術的能力審査基準（1.15） 設置許可基準規則（58条） 技術基準規則（73条）

【解釈】

１ 「当該重大事故等に対処するために監視するこ

とが必要なパラメータを計測することが困難となっ

た場合においても当該パラメータを推定するために

有効な情報を把握するために必要な手順等」とは、

以下に掲げる措置又はこれらと同等以上の効果を有

する措置を行うための手順等をいう。なお、「当該

重大事故等に対処するために監視することが必要な

パラメータ」とは、事業者が検討すべき炉心損傷防

止対策及び格納容器破損防止対策を成功させるため

に把握することが必要な発電用原子炉施設の状態を

意味する。

－

【解釈】

１ 第５８条に規定する「当該重大事故等に対処

するために監視することが必要なパラメータを

計測することが困難となった場合において当該

パラメータを推定するために有効な情報を把握

できる設備」とは、以下に掲げる措置又はこれ

らと同等以上の効果を有する措置を行うための

設備をいう。なお、「当該重大事故等に対処す

るために監視することが必要なパラメータ」と

は、事業者が検討すべき炉心損傷防止対策及び

格納容器破損防止対策等を成功させるために把

握することが必要な発電用原子炉施設の状態を

意味する。

【解釈】

１ 第７３条に規定する「当該重大事故等

に対処するために監視することが必要なパ

ラメータを計測することが困難となった場

合において当該パラメータを推定するため

に有効な情報を把握できる設備」とは、以

下に掲げる措置又はこれらと同等以上の効

果を有する措置を行うための設備をいう。

なお、「当該重大事故等に対処するために

監視することが必要なパラメータ」とは、

事業者が検討すべき炉心損傷防止対策及び

格納容器破損防止対策等を成功させるため

に把握することが必要な発電用原子炉施設

の状態を意味する。

⑨

ⅲ）推定するために必要なパラメータについて、複

数のパラメータの中から確からしさを考慮し、優先

順位を定めておくこと。

④

ⅲ）推定するために必要なパラメータは、複数

のパラメータの中から確からしさを考慮し、優

先順位を定めておくこと。

ⅲ）推定するために必要なパラメータは、

複数のパラメータの中から確からしさを考

慮し、優先順位を定めておくこと。

⑩

ｂ）発電用原子炉施設の状態の把握能力（最高計測

可能温度等）を超えた場合の発電用原子炉施設の状

態を推定すること。

ⅰ）原子炉圧力容器内の温度、圧力及び水位を推定

すること。

ⅱ）原子炉圧力容器及び原子炉格納容器への注水量

を推定すること。

③

ｂ）発電用原子炉施設の状態の把握能力（最高

計測可能温度等）を超えた場合の発電用原子炉

施設の状態の推定手段を整備すること。

ⅰ）原子炉圧力容器内の温度、圧力及び水位が

推定できる手段を整備すること。

ⅱ）原子炉圧力容器及び原子炉格納容器への注

水量が推定できる手段を整備すること。

ｂ）発電用原子炉施設の状態の把握能力

（最高計測可能温度等）を超えた場合の発

電用原子炉施設の状態の推定手段を整備す

ること。

ⅰ）原子炉圧力容器内の温度、圧力及び水

位が推定できる手段を整備すること。

ⅱ）原子炉圧力容器及び原子炉格納容器へ

の注水量が推定できる手段を整備するこ

と。

⑪

ｄ）直流電源喪失時に、特に重要なパラメータを計

測又は監視を行う手順等（テスター又は換算表等）

を整備すること。

⑥

ｃ）原子炉格納容器内の温度、圧力、水位、水素濃

度及び放射線量率など想定される重大事故等の対応

に必要となるパラメータが計測又は監視及び記録が

できること。
⑤

ｃ）原子炉格納容器内の温度、圧力、水位、水

素濃度及び放射線量率など想定される重大事故

等の対応に必要となるパラメータが計測又は監

視及び記録ができること。

ｃ）原子炉格納容器内の温度、圧力、水

位、水素濃度及び放射線量率など想定され

る重大事故等の対応に必要となるパラメー

タが計測又は監視及び記録ができること。

 

添付資料 1.15.1 

 



 

 

1.15-56 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表(2/2) 

 

機能 機器名称
既設

新設
機能 機器名称

常設

可搬

必要時間内に

使用可能か

対応可能な人数

で使用可能か

常用代替計器 常設

可搬型計測器 新設

所内蓄電式直流電源設

備
新設

可搬型直流電源設備 新設

常設代替交流電源設備 新設

可搬型代替交流電源設

備
新設

プロセス計算機 常設

－ －

1.14にて整理－ －

－ －

可搬
直流給電車

可搬型代替交流電源設備

－ －

－ －

代

替

電

源
（

直

流
）

か

ら

の

給

電
－ －

①

⑥

⑦

代

替

電

源
（

直

流
）

か

ら

の

給

電

－ －

－ －

パ

ラ

メ
ー

タ

記

録

データ伝送装置，緊急

時対策支援システム伝

送装置，SPDS表示装置

既設

新設 ①

⑤

⑦

⑪

パ

ラ

メ
ー

タ

記

録

－ －

代

替

電

源
（

交

流
）

か

ら

の

給

電

①

⑥

⑦

－ － －

－

－ －

蓄

電

池

か

ら

の

給

電

①

⑥

⑦

－ －

可

搬

型

計

測

器

に

よ

る

計

測

①

⑥

⑦

－ － － －

－

－ －

－ －

代

替

パ

ラ

メ
ー

タ

に

よ

る

推

定

重要代替計器
既設

新設
①

③

④

⑦

⑨

⑩

代

替

パ

ラ

メ
ー

タ

に

よ

る

推

定

－

主要パラメータの他チャ

ンネルの常用計器
常設

－ －

－ － － －

重大事故等対処設備を使用した手段

審査基準の要求に適合するための手段
自主対策

解釈

対応番号
備考

他

チ
ャ

ン

ネ

ル

に

よ

る

計

測

主要パラメータの他

チャンネルの重要計器

既設

新設 ①

②

⑦

⑧

他

チ
ャ

ン

ネ

ル

に

よ

る

計

測

：重大事故等対処設備

 



 

 

1.15-57 

重大事故等の対処に必要なパラメータの選定 

 

１．選定の考え方 

炉心損傷防止対策及び格納容器破損防止対策等を成功させるために把握す

ることが必要な発電用原子炉施設の状態を監視する主要パラメータは，技術的

能力に係る審査基準 1.1～1.15 のパラメータの判断基準，操作手順に係るパラ

メータ及び有効性評価の監視項目に係るパラメータより選定する。 

選定した主要パラメータ（ パラメータの分類：原子炉圧力容器内の温度，

圧力及び水位，原子炉圧力容器及び原子炉格納容器への注水量，原子炉格納容

器内の温度，圧力，水位，水素濃度及び放射線量率，未臨界の維持又は確認，

最終ヒートシンクの確保，格納容器バイパスの監視，水源の確保，原子炉建屋

内の水素濃度, 原子炉格納容器内の酸素濃度，使用済燃料プールの監視）は，

以下の通り分類する（ 図１参照）。 

なお，監視対象パラメータについては添付資料 1.15.4 参照。 

 

重要監視パラメータ 

主要パラメータのうち，耐震性，耐環境性を有し，重大事故等対処設備

としての要求事項を満たした計器を，少なくとも１つ以上を有するパラメ

ータをいう。 

 

有効監視パラメータ 

主要パラメータのうち，自主対策設備の計器のみで計測されるが，計測

することが困難となった場合にその代替パラメータが重大事故等対処設

備としての要求事項を満たした計器で計測されるパラメータをいう。 

 

重要代替監視パラメータ 

主要パラメータの代替パラメータを計測する計器が，重大事故等対処設

備としての要求事項を満たした計器を，少なくとも１つ以上有するパラメ

ータをいう。 

 

有効監視パラメータ 

主要パラメータの代替パラメータが自主対策設備の計器のみで計測さ

れるパラメータをいう。 

 

 補助パラメータ 

抽出パラメータのうち，原子炉施設の状態を直接監視することはできな

添付資料 1.15.2 

 



 

 

1.15-58 

いが，電源設備の受電状態（ランプ表示等），重大事故等対処設備の運転

状態及びその他の設備の運転状態により，原子炉施設の状態を補助的に監

視するパラメータをいう。 

 

 

なお，主要パラメータが重大事故等対処設備の計器で計測できず，かつその

代替パラメータも重大事故等対処設備の計器で計測できない場合は，重大事故

等時に原子炉施設の状況を把握するため，主要パラメータを計測する計器の１

つを，重大事故等対処設備としての要求を満たした計器へ変更する。



 

 

1.15-59 

仕様変更等の実施 

 

 主要パラメータを計測する計器は重大事故等対処設備

としての要求事項を満たした計器へ変更 

 ただし，目視等により容易に確認できる場合を除く 

図１ 重大事故等時に必要なパラメータの選定フロー 
 

炉心損傷防止対策及び格納容器破損防止

対策等を成功させるために把握すること

が必要な発電用原子炉施設の状態を直接

監視するパラメータか 

当該重大事故等に対処するため

に各技術的能力等に用いられる

パラメータか※１ 

抽出パラメータ 

主要パラメータは耐震性，耐環境

性のある計器で確認できるか 

当該パラメータに耐震性，

耐環境性のある計測機器

で確認できる代替パラメ

ータがあるか 

重大事故等対処設備としての 

要求事項を満たさないパラメータ 

重要監視パラメータ ※2 
  

重大事故等対処設備としての要求事項を満たした 

計器を少なくとも 1 つ以上有するパラメータ 

主要パラメータ 

補助パラメータ  
 

電源設備の受電状態，重大事故等対処設備の運転状態及

びその他の設備の運転状態により発電用原子炉施設の状態

を補助的に監視するパラメータ 

重要代替監視パラメータ 
  

主要パラメータの代替パラメータを計測する計器が重大事

故等対処設備としての要求事項を満たした計器を少なくとも 1

つ以上有するパラメータ 

   対象外 ※3 

発電用原子炉施設等の状態を 

監視するパラメータ 

NO 

NO 

NO 

YES 

YES 

有効監視パラメータ 
 

自主対策設備の計器でのみ計測されるが，計測することが困

難となった場合にその代替パラメータが重大事故等対処設備

としての要求事項を満たした計器で計測されるパラメータ 

NO 

当該パラメータの代替パラメータ 

当該パラメータ 

主要パラメータ 代替パラメータ 
主要パラメータ又は 
代替パラメータ 

YES 

YES 

※1  当該重大事故等に対処するために各技術的能力等に用いられる，以下に示すパラメータ 

・技術的能力に係る審査基準 1.1～1.15(設置許可基準規則 44～58 条)の手順着手の判断基準及び操作

手順に用いられるパラメータ。 

・有効性評価の監視項目に係るパラメータ 

・各技術的能力等で使用する設備(重大事故等対処設備を含む)の運転・動作状態を表示する設備(ラン

プ表示灯等)についてはパラメータとしては抽出しない 

※2  重要監視パラメータは，重要代替監視パラメータ(当該パラメータ以外の重要監視パラメータ等)若しく

は有効監視パラメータによる推定手段を整備する。 

※3  重大事故等対処設備の運転・動作状態を表示する設備(ランプ表示灯等)については，各条文の設置許可

基準規則第 43 条への適合状況のうち，(2)操作の確実性(設置許可基準規則第 43 条第 1 項二)にて，適

合性を整理する。 
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２．選定の結果 

重大事故等の対処に必要なパラメータとして，技術的能力に係る審査基準 1.1

～1.15 のパラメータの判断基準，操作手順に係るパラメータ及び有効性評価の

監視項目に係るパラメータの中から，炉心損傷及び格納容器破損防止のために

必要となる監視パラメータを直接監視するパラメータを選定した。 

選定結果を表１に示す。 

 

表１ 重大事故等の対処に必要なパラメータ(1/6) 

分類 主要パラメータ 代替パラメータ 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の

温
度 

原子炉圧力容器温度 原子炉圧力 

原子炉圧力(SA) 

原子炉水位 

原子炉水位(SA) 

残留熱除去系熱交換器入口温度 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力 

原子炉圧力 原子炉圧力(SA) 

原子炉水位 

原子炉水位(SA) 

原子炉圧力容器温度 

原子炉圧力(SA) 原子炉圧力 

原子炉水位 

原子炉水位(SA) 

原子炉圧力容器温度 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位 

原子炉水位 原子炉水位(SA) 

高圧代替注水系系統流量 

復水補給水系流量（原子炉圧力容器） 

原子炉隔離時冷却系系統流量 
高圧炉心注水系系統流量 
残留熱除去系系統流量 

原子炉水位(SA) 原子炉水位 

高圧代替注水系系統流量 

復水補給水系流量（原子炉圧力容器） 

原子炉隔離時冷却系系統流量 
高圧炉心注水系系統流量 
残留熱除去系系統流量 
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表１ 重大事故等の対処に必要なパラメータ(2/6) 

分類 主要パラメータ 代替パラメータ 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
量 

高圧代替注水系系統流量 復水貯蔵槽水位(SA) 

原子炉水位 

原子炉水位(SA) 

復水補給水系流量（原子炉圧力容器） 復水貯蔵槽水位(SA) 

原子炉水位 

原子炉水位(SA) 

原子炉隔離時冷却系系統流量 復水貯蔵槽水位(SA) 
原子炉水位 
原子炉水位(SA) 

高圧炉心注水系系統流量 復水貯蔵槽水位(SA) 
原子炉水位 
原子炉水位(SA) 

残留熱除去系系統流量 サプレッション・チェンバ・プール水位 
原子炉水位 
原子炉水位(SA) 

原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
水
量 

復水補給水系流量（原子炉格納容器） 復水貯蔵槽水位(SA) 

格納容器内圧力(D/W) 

格納容器内圧力(S/C) 

格納容器下部水位 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度 

ドライウェル雰囲気温度 格納容器内圧力(D/W) 

格納容器内圧力(S/C) 

サプレッション・チェンバ気体温度 サプレッション・チェンバ・プール水温度 

格納容器内圧力(S/C) 

サプレッション・チェンバ・プール水温

度 

サプレッション・チェンバ気体温度 

格納容器内圧力(S/C) 
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表１ 重大事故等の対処に必要なパラメータ(3/6) 

分類 主要パラメータ 代替パラメータ 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の

圧
力 

格納容器内圧力(D/W) 格納容器内圧力(S/C) 

ドライウェル雰囲気温度 

格納容器内圧力(S/C) 格納容器内圧力(D/W) 

サプレッション・チェンバ気体温度 

サプレッション・チェンバ・プール水温度 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
位 

サプレッション・チェンバ・プール水位 復水補給水系流量（原子炉格納容器） 

復水貯蔵槽水位(SA) 

格納容器内圧力(D/W) 

格納容器内圧力(S/C) 

格納容器下部水位 復水補給水系流量（原子炉格納容器） 

 ＊格納容器下部注水流量 

復水貯蔵槽水位(SA) 

原
子
炉
格
納
容
器
内

の
水
素
濃
度 

格納容器内水素濃度 格納容器内水素濃度(SA) 

格納容器内水素濃度(SA) 格納容器内水素濃度 

原
子
炉
格
納
容
器
内

の
放
射
線
量
率 

格納容器内雰囲気放射線レベル(D/W) 格納容器内雰囲気放射線レベル(S/C) 

[エリア放射線モニタ] 

格納容器内雰囲気放射線レベル(S/C) 格納容器内雰囲気放射線レベル(D/W) 

[エリア放射線モニタ] 

未
臨
界
の
維
持
又
は
確
認 

起動領域モニタ 平均出力領域モニタ 

[制御棒操作監視系] 

平均出力領域モニタ 起動領域モニタ 

[制御棒操作監視系] 

[制御棒操作監視系] 起動領域モニタ 

平均出力領域モニタ 
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表１ 重大事故等の対処に必要なパラメータ(4/6) 

分類 主要パラメータ 代替パラメータ 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
保 

＜代替循環冷却系＞ 

サプレッション・チェンバ・プール水温

度 

復水補給水系温度（代替循環冷却） 

復水補給水系流量（原子炉圧力容器） 

復水補給水系流量（原子炉格納容器） 

ドライウェル雰囲気温度 

サプレッション・チェンバ気体温度 

＜格納容器圧力逃がし装置＞ 

フィルタ装置水位 

フィルタ装置入口圧力 

フィルタ装置出口放射線モニタ 

フィルタ装置水素濃度 

フィルタ装置金属フィルタ差圧 

フィルタ装置スクラバ水 pH 

ドライウェル雰囲気温度 

サプレッション・チェンバ気体温度 

格納容器内圧力(D/W) 

格納容器内圧力(S/C) 

＜耐圧強化ベント系＞ 

耐圧強化ベント系放射線モニタ 

フィルタ装置水素濃度 

ドライウェル雰囲気温度 

サプレッション・チェンバ気体温度 

格納容器内圧力(D/W) 

格納容器内圧力(S/C) 

＜残留熱除去系＞ 
残留熱除去系熱交換器入口温度 
残留熱除去系熱交換器出口温度 
残留熱除去系系統流量 
原子炉補機冷却水系系統流量 
残留熱除去系熱交換器入口冷却水流量 

原子炉圧力容器温度 
ドライウェル雰囲気温度 
サプレッション・チェンバ気体温度 
サプレッション・チェンバ・プール水温度 
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表１ 重大事故等の対処に必要なパラメータ(5/6) 

分類 主要パラメータ 代替パラメータ 

格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
の
監
視 

原子炉水位 

原子炉水位(SA) 

原子炉圧力 

原子炉圧力(SA) 

ドライウェル雰囲気温度 

格納容器内圧力(D/W) 

[エリア放射線モニタ] 

ドライウェル雰囲気温度 

格納容器内圧力(D/W) 

原子炉水位 

原子炉水位(SA) 

原子炉圧力 

原子炉圧力(SA) 

[エリア放射線モニタ] 

[エリア放射線モニタ] 原子炉水位 

原子炉水位(SA) 

原子炉圧力 

原子炉圧力(SA) 

ドライウェル雰囲気温度 

格納容器内圧力(D/W) 

水
源
の
確
保 

復水貯蔵槽水位(SA) 高圧代替注水系系統流量 

復水補給水系流量(原子炉圧力容器) 

原子炉隔離時冷却系系統流量 
高圧炉心注水系系統流量 

復水補給水系流量(原子炉格納容器) 

サプレッション・チェンバ・プール水位 復水補給水系流量(原子炉圧力容器) 

復水補給水系流量(原子炉格納容器) 

残留熱除去系系統流量 
復水移送ポンプ吐出圧力 
残留熱除去系ポンプ吐出圧力 

原
子
炉
建
屋
内
の

水
素
濃
度 

原子炉建屋水素濃度 静的触媒式水素再結合器 動作監視装置 
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表１ 重大事故等の対処に必要なパラメータ(6/6) 

分類 主要パラメータ 代替パラメータ 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の

酸
素
濃
度 

格納容器内酸素濃度 格納容器内雰囲気放射線レベル(D/W) 

格納容器内雰囲気放射線レベル(S/C) 

格納容器内圧力(D/W) 

格納容器内圧力(S/C) 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
監
視 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA 広

域) 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA) 

使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ(高レン

ジ・低レンジ) 

使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA) 使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA 広域) 

使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ(高レン

ジ・低レンジ) 

使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 

使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ(高

レンジ・低レンジ) 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA 広域) 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA) 

使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 

使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA 広域) 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA) 

使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ(高レン

ジ・低レンジ) 

＊[ ]は有効監視パラメータを示す。 

以 上 
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重大事故等対処に係る監視事項 
 
1．はじめに 

重大事故等時における運転員の対応操作においては，監視計器を用いてプ

ラント状態を的確に把握する必要がある。また，対応操作の実施にあたって，

監視計器を用いて適切な手順を選定し，適切なタイミングで対応操作を行う

ことが重要である。 

重大事故等時に，運転員が確認する監視項目について，主要パラメータに

加え主要パラメータが監視できない場合の代替パラメータ及び全交流動力電

源が喪失した場合の影響も含めて取りまとめた。 

 

2．監視項目 

技術的能力 1.1～1.15 の手順着手の判断基準及び操作手順に用いられるパ

ラメータ並びに有効性評価の判断及び確認に用いるパラメータについて整理

した。 

(1) 技術的能力 1.1～1.15 の手順着手の判断基準及び操作手順に用いられる

パラメータ【技術的能力における各手段の判断と確認】 

(2) 有効性評価の判断及び確認に用いるパラメータ【判断及び確認】 
 

以 上 
 

添付資料 1.15.3 
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目 次 

0.重大事故等対処に係る監視事項についての説明資料 

 

1.技術的能力における各手段の判断と確認 

・1.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等 

・1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手

順等 

・1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等 

・1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手

順等 

・1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等 

・1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

・1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等 

・1.8 原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却 

・1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための手順等 

・1.10 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための手順等 

・1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等 

・1.12 工場等外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等 

・1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等 

・1.14 電源の確保に関する手順等 

 

2.有効性評価の監視項目に係る判断と確認 

(1) 運転中の原子炉における重大事故に至るおそれがある事故 

・2.1 高圧・低圧注水機能喪失 

・2.2 高圧注水・減圧機能喪失 

・2.3 全交流動力電源喪失 

・2.3.1 全交流電源喪失(外部電源喪失＋DG 喪失) 

・2.3.2 全交流電源喪失(外部電源喪失＋DG 喪失)＋RCIC 失敗 

・2.3.3 全交流電源喪失(外部電源喪失＋DG 喪失)＋直流電源喪失 

・2.3.4 全交流電源喪失(外部電源喪失＋DG 喪失)＋SRV 再閉失敗 

・2.4 崩壊熱除去機能喪失 

・2.4.1 取水機能が喪失した場合 

・2.4.2 残留熱除去系が故障した場合 

・2.5 原子炉停止機能喪失 

・2.6 LOCA 時注水機能喪失 

・2.7 格納容器バイパス(インターフェイスシステム LOCA) 
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(2) 重大事故 

・3.1 雰囲気圧力・温度による静的負荷(格納容器過圧・過温破損) 

・3.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱 

・3.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用 

・3.4 水素燃焼 

・3.5 溶融炉心・コンクリート相互作用 

 

(3) 使用済燃料プールにおける重大事故に至るおそれがある事故 

・4.1 想定事故 1 

・4.2 想定事故 2 

 

(4) 運転停止中の原子炉における重大事故に至るおそれがある事故 

・5.1 崩壊熱除去機能喪失 

・5.2 全交流動力電源喪失 

・5.3 原子炉冷却材の流出 

・5.4 反応度の誤投入 
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0．重大事故等対処に係る監視事項についての説明資料 

次項以降の「重大事故等対処に係る監視事項」についての解説を以下に示

す。 

ａ 「対応手段」欄は，事故処置中に確認する項目，対応手段を示す。 

ｂ 各技術的能力の「項目」欄については，抽出パラメータ又は抽出パラメ

ータの代替パラメータにより判断あるいは確認する項目を示す。 

ｃ 「抽出パラメータを計測する計器」欄は，判断基準の確認で使用する必

要なパラメータを計測する計器を示す。 

ｄ 「抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器」欄は，抽出パラメ

ータが監視できない場合に監視するパラメータを計測する計器を示す。 

ｅ 「SBO 影響（直後）」欄は，全交流動力電源喪失発生直後は区分Ⅰ，Ⅱ，

Ⅲ，Ⅳの蓄電池が健全であるため，CRT を含めて監視可能な計器数を示

す。 

ｆ 「SB0 影響（区分Ⅰ（区分Ⅱ）直流電源を延命した場合）」欄は，区分

Ⅰ（区分Ⅱ）直流電源を延命した場合に監視可能な計器数を示す。 

ｇ 「パラメータ分類」欄は，抽出パラメータの分類を示し，その結果を①

～③にて示す。 

① 重要監視パラメータ 

② 有効監視パラメータ 

③ 補助パラメータ                                      

ｈ 「補助パラメータ分類理由」欄は，補助パラメータの選定について，そ

の理由を示す。 

ｉ 「評価 計器故障等」欄は，抽出パラメータが計器故障等で監視できな

い場合に，判断基準の確認を抽出パラメータの代替パラメータで推定で

きることを評価し，監視方法を示す。 

ｊ 「評価 SBO」欄は，全交流動力電源喪失の影響を考慮した場合に，判断

基準の確認が可能なパラメータの監視方法を示す。 

・区分Ⅰまたは区分Ⅱ直流電源を延命した場合に監視可能な計器を評価

し，監視方法について記載している。 
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表１ 重大事故等対処に係る監視事項（例） 

A 

対応手段 

B 

項目 

c 抽出パラメータを計測する計器 d 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

e SBO 影響 
g 

パラメータ 

分類 

h 

補助パラメータ 

分類理由 

計器名称 計器数 

e SBO 影響 

i 

計器故障等 

j 

SBO e 

直後 

f 区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

f 区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

e 

直後 

f 区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

f 区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

 
原子炉圧力容

器内の水位 
原子炉水位

(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内

の水位を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は抽

出パラメータ

にて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水して
いる系統の注水流量と崩壊

熱除去に必要な水量より原

子炉水位の代替監視可能 

復水補給水系流量（原子

炉圧力容器） 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

0 

0 

高圧炉心注水系系統流量 1 1 0 1 

原子炉隔離時冷却系系統

流量 
1 1 1 0 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

 
※  抽出パラメータを計測する計器の計器名称又は抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器の計器名称の灰

色部は，計測されるパラメータが重要監視パラメータ又は重要代替監視パラメータであることを示す。 

※  [ ]は有効監視パラメータ又は重要監視パラメータの常用計器(耐震性又は耐環境性等はないが，監視可能であれ

ば原子炉施設の状態を把握することが可能な計器)を示す。 
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対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.1.2.1 フロントライン系故障時の対応手順 

(1)EOP 原子炉制御「スクラム」(原子炉出力) 
原子炉手動スクラム 

判
断
基
準 

スクラム

発生の有

無 
スクラム警報 1 1 1 0 ③ 

原子炉スクラム発生の有無

を確認するパラメータ 
－ 

スクラム

要素 原子炉自動スクラムに至るパラメータの変化 － 

プラント

停止状態 

全制御棒全挿入ランプ 1 1 0 0 － － 

[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 
制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 
監視事項は代替パ

ラメータにて確認 起動領域モニタ 10 10 3 2 
起動領域モニタ及び平均出力領域モニタによ

り，未臨界状態が推定可能 平均出力領域モニタ 4 4 1 1 

[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 ② － 
起動領域モニタ 10 10 3 2 起動領域モニタ又は平均出力領域モニタによ

り，未臨界維持の推定可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 平均出力領域モニタ 4 4 1 1 

原子炉出

力 平均出力領域モニタ 4 4 1 1 ① － 

起動領域モニタ 10 10 3 2 
起動領域モニタにより平均出力領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

代替制御棒挿入機能

による制御棒緊急挿

入（手動） 

操
作 

プラント

停止状態 

全制御棒全挿入ランプ 1 1 0 0 － － 

[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 
制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 
監視事項は代替パ

ラメータにて確認 起動領域モニタ 10 10 3 2 起動領域モニタ又は平均出力領域モニタによ

り，未臨界状態が推定可能 平均出力領域モニタ 4 4 1 1 

[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 ② － 
起動領域モニタ 10 10 3 2 起動領域モニタ又は平均出力領域モニタによ

り，未臨界維持の推定可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 平均出力領域モニタ 4 4 1 1 

原子炉出

力 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 ① － 

起動領域モニタ 10 10 3 2 
起動領域モニタにより平均出力領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

起動領域モニタ 10 10 3 2 ① － 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 
平均出力領域モニタにより起動領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能  
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対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.1.2.1 フロントライン系故障時の対応手順 
(2)EOP 原子炉制御「反応度制御」 

原子炉冷却材再循環

ポンプ手動停止によ

る原子炉出力抑制

(手動) 

判
断
基
準 

プラント
停止状態 

全制御棒全挿入ランプ 1 1 0 0 － － 

[制御棒操作監視系] １ 1 0 0 
制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 監視事項は代替パ

ラメータにて確認 起動領域モニタ 10 10 3 2 起動領域モニタ又は平均出力領域モニタによ

り，未臨界状態が推定可能 平均出力領域モニタ 4 4 1 1 

[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 ② － 
起動領域モニタ 10 10 3 2 起動領域モニタ又は平均出力領域モニタによ

り，未臨界維持の推定可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 平均出力領域モニタ 4 4 1 1 

操
作 

RIP-ASD

受電遮断

器開放状

態 

RIP-ASD 受電遮断器表示灯 4 4 1 1 － － － 

原子炉冷

却材再循

環ポンプ

運転状態 

原子炉冷却材再循環ポンプ

表示灯 
2 2 1 1 － － － 

原子炉出

力 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 ① － 

起動領域モニタ 10 10 3 2 
起動領域モニタにより平均出力領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

起動領域モニタ 10 10 3 2 ① － 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 
平均出力領域モニタにより起動領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

自動減圧系の起動阻

止スイッチによる原

子炉出力急上昇防止 判
断
基
準 

プラント

停止状態 

全制御棒全挿入ランプ 1 1 0 0 － － 

制御棒操作監視系 １ 1 0 0 
制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 監視事項は代替パ

ラメータにて確認 起動領域モニタ 10 10 3 2 起動領域モニタ又は平均出力領域モニタによ

り，未臨界状態が推定可能 平均出力領域モニタ 4 4 1 1 

[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 ② － 
起動領域モニタ 10 10 3 2 起動領域モニタ又は平均出力領域モニタによ

り，未臨界維持の推定可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 平均出力領域モニタ 4 4 1 1 

操
作 

ADS 及び

SA-ADS

起動阻止

状態 

ADS 及び SA-ADS 起動阻止状

態表示灯 
2 2 0 0 － － － 
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対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

ほう酸水注入 

操
作 

未臨界の

維持又は

確認 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 ① － 

起動領域モニタ 10 10 3 2 
起動領域モニタにより平均出力領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

起動領域モニタ 10 10 3 2 ① － 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 
平均出力領域モニタにより起動領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

ほう酸水注入ポンプ出口圧

力 
1 0 0 0 ③ ほう酸水注入系の運転状態

を確認するパラメータ 

－ 

ほう酸水タンク液位 1 0 0 0 ③ － 
原子炉冷
却材浄化
系運転状
態 

原子炉冷却材浄化系隔離弁

表示灯 
2 2 1 1 － － － 

原子炉格
納容器内
の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格
納容器内
の温度 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

最終ヒー

トシンク

の確保 

残留熱除去系ポンプ吐出圧

力 
3 3 1 1 ③ 

残留熱除去系の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉格納容器内の温度傾向を監視すること

により最終ヒートシンクが確保されているこ

とを監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 ① － 

残留熱除去系熱交換器出口

温度 
3 3 1 1 ① － ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

原子炉補機冷却水系系統流

量 
3 3 1 1 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

残留熱除去系熱交換器入口

冷却水流量 
3 3 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

原子炉補機冷却水系熱交換

器出口冷却水温度 
3 3 1 1 ③ 

原子炉補機冷却水系の運転

状態を確認するパラメータ 
－ 

原子炉補機冷却海水系ポン

プ吐出圧力 
6 6 2 2 ③ 

原子炉補機冷却海水系の運

転状態を確認するパラメー

タ 

－ 
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対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

代替制御棒挿入機能

による制御棒緊急挿

入(手動) 

操
作 

プラント

停止状態 

全制御棒全挿入ランプ 1 1 0 0 － － 

[制御棒操作監視系] １ 1 0 0 
制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 監視事項は代替パ

ラメータにて確認 起動領域モニタ 10 10 3 2 起動領域モニタ又は平均出力領域モニタによ

り，未臨界状態が推定可能 平均出力領域モニタ 4 4 1 1 

[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 ② － 
起動領域モニタ 10 10 3 2 起動領域モニタ又は平均出力領域モニタによ

り，未臨界維持の推定可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 平均出力領域モニタ 4 4 1 1 

原子炉出

力 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 ① － 

起動領域モニタ 10 10 3 2 
起動領域モニタにより平均出力領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

起動領域モニタ 10 10 3 2 ① － 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 
平均出力領域モニタにより起動領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

制御棒手動挿入 

操
作 

プラント

停止状態 

スクラム弁開閉表示 205 205 0 0 － － － 

全制御棒全挿入ランプ 1 1 0 0 － － 

[制御棒操作監視系] １ 1 0 0 
制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 監視事項は代替パ

ラメータにて確認 起動領域モニタ 10 10 3 2 起動領域モニタ又は平均出力領域モニタによ

り，未臨界状態が推定可能 平均出力領域モニタ 4 4 1 1 

[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 ② － 
起動領域モニタ 10 10 3 2 起動領域モニタ又は平均出力領域モニタによ

り，未臨界維持の推定可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 平均出力領域モニタ 4 4 1 1 

原子炉出

力 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 ① － 

起動領域モニタ 10 10 3 2 
起動領域モニタにより平均出力領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

起動領域モニタ 10 10 3 2 ① － 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 
平均出力領域モニタにより起動領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等 

1.15-75 

 

対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

原子炉水位低下によ

る原子炉出力抑制 

操
作 

原子炉出

力 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 ① － 

起動領域モニタ 10 10 3 2 
起動領域モニタにより平均出力領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

起動領域モニタ 10 10 3 2 ① － 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 
平均出力領域モニタにより起動領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

原子炉隔

離状態の

有無 
主蒸気隔離弁開閉表示灯 8 8 4 4 － － － 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

4 

3 

4 

3 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器へ

の注水量 

給水流量 2 2 0 2 ③ 
給水系の運転状態を確認す

るパラメータ 
－ 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-76 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.2.2.1 フロントライン系故障時の対応手順 

(1)高圧代替注水系による原子炉の冷却 
事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 
「水位確保」等 
「中央制御室からの

高圧代替注水系起動」 

判
断
基
準 

電源 AM 用直流 125V 充電器電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
AM 用直流 125V 蓄電池電圧 1 1 1 1 ③ － 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

水源の確

保 
[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-77 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 
「水位確保」等 
「中央制御室からの

高圧代替注水系起動」 

操
作
） 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧

力容器へ

の注水量 
高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

水源の確

保 
[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-78 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「水位確保」等 

 

AM 設備別操作手順書 

「HPAC 現場起動」 

判
断
基
準 

電源 AM 用直流 125V 充電器電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
AM 用直流 125V 蓄電池電圧 1 1 1 1 ③ － 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

水源の確

保 
[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

操
作 

原子炉圧

力容器内

の水位 
可搬式原子炉水位計 1 1 1 1 ③ 

高圧代替注水系の運転状態

を確認するパラメータ(現

場) 

－ 

補機監視

機能 

原子炉隔離時冷却系タービ

ン入口圧力 
1 1 1 1 ③ 

高圧代替注水系の運転前に

確認するパラメータ(現場) 
－ 

高圧代替注水系ポンプ吐出

圧力 
1 1 1 1 ③ 

高圧代替注水系の運転状態

を確認するパラメータ(現

場)） 

－ 

高圧代替注水系タービン入

口圧力 
1 1 1 1 ③ － 

高圧代替注水系タービン排

気圧力 
1 1 1 1 ③ － 

高圧代替注水系ポンプ吸込

圧力 
1 1 1 1 ③ － 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-79 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.2.2.2 サポート系故障時の対応手順 

(1)全交流動力電源喪失及び常設直流電源系統喪失時の原子炉の冷却 
事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 
「水位確保」等 
 
AM 設備別操作手順書 

「RCIC 現場起動」 

判
断
基
準 

電源 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 

直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 充電器盤A-2 電圧 1 1 1 1 ③ － 
AM用直流125V充電器盤電圧 1 1 1 1 ③ － 
AM 用直流 125V 蓄電池電圧 1 1 1 1 ③ － 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

水源の確

保 
[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転し

ている系統の注水量より復水貯蔵水位の代替

監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽

水位が確保されていることを監視可能 

操
作 

原子炉圧

力容器内

の水位 
可搬式原子炉水位計 1 1 1 1 ③ 

原子炉隔離時冷却系の運転

状態を確認するパラメータ

（現場） 

－ 

補機監視

機能 

可搬型回転計 1 1 1 1 ③ － 
原子炉隔離時冷却系タービ

ン入口圧力 
1 1 1 1 ③ － 

原子炉隔離時冷却系ポンプ

吸込圧力 
1 1 1 1 ③ － 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-80 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.2.2.3 重大事故等の進展抑制時の対応手順 

(1)重大事故等の進展抑制 
事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「水位確保」等 
 
AM 設備別操作手順書 

「SLC ポンプによる

注水」 

判
断
基
準 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

ろ過水タンク水位 「緊急時対策本部」に確認 ③ 代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 

－ 
純水タンク水位 「緊急時対策本部」に確認 ③ －  



重大事故等対処に係る監視事項 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「水位確保」等 

 

AM 設備別操作手順書 

「SLC ポンプによる

注水」 

操
作 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 
原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

補機監視

機能 

ほう酸水注入ポンプ出口圧

力 
1 0 0 0 ③ 

ほう酸水注入系の運転状態

を確認するパラメータ 
－ 

復水移送ポンプ吐出ヘッダ

圧力 
1 1 0 0 ③ 復水移送系の運転状態を確

認するパラメータ－ 

－ 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 ③ －  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-82 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 
「水位確保」等 
 
AM 設備別操作手順書 

「CRD による原子炉

注水」 

判
断
基
準 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 
非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 
－ 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 
非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 
－ 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 
直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 
－ 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

補機監視

機能 
原子炉補機冷却水系系統流

量 
3 3 1 1 ① － － 

水源の確

保 
[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-83 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 
「水位確保」等 
 
AM 設備別操作手順書 

「CRD による原子炉

注水」 

操
作
（
１
／
２
） 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 
原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-84 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「水位確保」等 

 

AM 設備別操作手順書 

「CRD による原子炉

注水」 

操
作
（
２
／
２
） 

 

原子炉圧

力容器内

の温度 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 
3 

2 
1 

1 
1 

1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去

系熱交換器入口温度により代替監視可能 
原子炉圧

力容器内

への注水

流量 

制御棒駆動系系統流量 1 1 0 0 ③ 
制御棒駆動系の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

補機監視

機能 

制御棒駆動系充てん水ライ

ン圧力 
1 1 1 0 ③ 

制御棒駆動系の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

水源の確

保 
[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-85 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「水位確保」等 

 

AM 設備別操作手順書 

「HPCF 緊急注水」 

判
断
基
準 

電源 

M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ 
非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 
－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ 
非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 
－ 

直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ 
直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 
－ 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

水源の確

保 
[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-86 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 
「水位確保」等 
 
AM 設備別操作手順書 

「HPCF 緊急注水」 

操
作
（
１
／
２
） 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 
「水位確保」等 
 
AM 設備別操作手順書 

「HPCF 緊急注水」 

操
作
（
２
／
２
） 

原子炉圧

力容器内

への注水

流量 

高圧炉心注水系系統流量 

(B 系のみ) 
1 1 0 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
復水貯蔵槽水位の水位変化より，高圧炉心注水

系系統流量の代替監視可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 
崩壊熱除去に必要な注水量と原子炉水位の変

化より，高圧炉心注水系系統流量の代替監視可

能 原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

補機監視

機能 
高圧炉心注水ポンプ吐出圧

力(B系のみ) 
1 1 0 1 ③ 

高圧炉心注水系の運転状態

を確認するパラメータ 
－ 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量（原子炉

圧力容器） 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 サプレッション・チェンバ・プール水位を水源

とする系統のうち，運転している系統の注水量

より復水貯蔵水位の代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量（原子炉

格納容器 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 サプレッション・チェンバ・プールを水源とす

る系統のポンプ吐出圧力により，サプレッショ

ン・チェンバ・プール水位が確保されているこ

とを監視可能 

残留熱除去系ポンプ吐出圧

力 
3 3 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能     
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.2.2.4 重大事故等対処設備（設計基準拡張）による対応手順 

(1)原子炉隔離時冷却系による原子炉注水 
事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 
「水位確保」等 
 

判
断
基
準 

電源 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 

直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 充電器盤A-2 電圧 1 1 1 1 ③ － 
AM用直流125V充電器盤電圧 1 1 1 1 ③ － 
AM 用直流 125V 蓄電池電圧 1 1 1 1 ③ － 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量（原子炉圧

力容器） 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 サプレッション・チェンバ・プール水位を水源

とする系統のうち，運転している系統の注水量

より復水貯蔵水位の代替監視可能 
 

 

復水補給水系流量（原子炉格

納容器 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 サプレッション・チェンバ・プールを水源とす

る系統のポンプ吐出圧力により，サプレッショ

ン・チェンバ・プール水位が確保されているこ

とを監視可能 

残留熱除去系ポンプ吐出圧力 3 3 1 1 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 
「水位確保」等 
 

操
作
（
１
／
２
） 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧

力容器へ

の注水量 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 
「水位確保」等 

操
作
（
２
／
２
） 

補機監視

機能 

原子炉隔離時冷却系タービ

ン軸受給油圧力 
1 1 1 0 ③ 

原子炉隔離時冷却系の運転

状態を確認するパラメータ 

－ 

原子炉隔離時冷却系ポンプ

吐出圧力 
1 1 1 0 ③ － 

原子炉隔離時冷却系タービ

ン入口圧力 
1 1 1 0 ③ － 

原子炉隔離時冷却系タービ

ン排気圧力 
1 1 1 0 ③ － 

原子炉隔離時冷却系タービ

ン回転速度 
1 1 1 0 ③ － 

原子炉隔離時冷却系タービ

ン反カップリング側軸受戻

り油温度 

1 1 1 0 ③ － 

原子炉隔離時冷却系タービ

ンカップリング側軸受戻り

油温度 

1 1 1 0 ③ － 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量（原子炉圧

力容器） 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 サプレッション・チェンバ・プール水位を水源

とする系統のうち，運転している系統の注水量

より復水貯蔵水位の代替監視可能 

 

 

復水補給水系流量（原子炉格

納容器 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 サプレッション・チェンバ・プールを水源とす

る系統のポンプ吐出圧力により，サプレッショ

ン・チェンバ・プール水位が確保されているこ

とを監視可能 

残留熱除去系ポンプ吐出圧

力 
3 3 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-91 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.2.2.4 重大事故等対処設備（設計基準拡張）による対応手順 

(2)高圧炉心注水系による原子炉注水 
事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「水位確保」等 
 

判
断
基
準 

電源 

M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C E 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
P/C E-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 C電圧 1 1 1 1 ③ － 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量（原子炉圧

力容器） 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 サプレッション・チェンバ・プール水位を水源

とする系統のうち，運転している系統の注水量

より復水貯蔵水位の代替監視可能 

 

 

復水補給水系流量（原子炉格

納容器 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 サプレッション・チェンバ・プールを水源とす

る系統のポンプ吐出圧力により，サプレッショ

ン・チェンバ・プール水位が確保されているこ

とを監視可能 

残留熱除去系ポンプ吐出圧力 3 3 1 1 

[サプレッション・チェンバ・

プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-92 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 
「水位確保」等 
 

操
作
（
１
／
２
） 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧

力容器へ

の注水量 
高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

補機監視

機能 
高圧炉心注水系ポンプ吐出

圧力 
2 2 0 1 ③ 

高圧炉心注水系の運転状態

を確認するパラメータ 
－ 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-93 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 
「水位確保」等 
 

操
作
（
２
／
２ 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量（原子炉圧

力容器） 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 サプレッション・チェンバ・プール水位を水源

とする系統のうち，運転している系統の注水量

より復水貯蔵水位の代替監視可能 

 

 

復水補給水系流量（原子炉格

納容器 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 サプレッション・チェンバ・プールを水源とす

る系統のポンプ吐出圧力により，サプレッショ

ン・チェンバ・プール水位が確保されているこ

とを監視可能 

残留熱除去系ポンプ吐出圧力 3 3 1 1 

[サプレッション・チェンバ・

プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順書等 

1.15-94 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.3.2.1 フロントライン系故障時の対応手順 

(1)代替減圧 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「減圧冷却」 

判
断
基
準 

補機監視

機能 

高圧炉心注水系ポンプ吐出

圧力 
2 2 0 1 ③ 

高圧炉心注水系の運転状態

を確認するパラメータ 
－ 

原子炉隔離時冷却系ポンプ

吐出圧力 
1 1 1 0 ③ 

原子炉隔離時冷却系の運転

状態を確認するパラメータ 
－ 

残留熱除去系ポンプ吐出圧

力 
3 3 1 1 ③ 

残留熱除去系の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

RFP 吐出ヘッダ圧力 1 1 0 0 ③ 給・復水系の運転状態を確

認するパラメータ 

－ 
復水器器内圧力 1 1 0 0 ③ － 

操
作 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉格

納容器内

の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

補機監視

機能 
復水器器内圧力 1 1 0 0 ③ 

給・復水系の運転状態を確
認するパラメータ 

－ 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順書等 

1.15-95 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「急速減圧」 

 

判
断
基
準 

補機監視

機能 

高圧炉心注水系ポンプ吐出

圧力 
2 2 0 1 ③ 

高圧炉心注水系の運転状態

を確認するパラメータ 
－ 

原子炉隔離時冷却系ポンプ

吐出圧力 
1 1 1 0 ③ 

原子炉隔離時冷却系の運転

状態を確認するパラメータ 
－ 

残留熱除去系ポンプ吐出圧

力 
3 3 1 1 ③ 

原子炉隔離時冷却系の運転

状態を確認するパラメータ 
－ 

RFP 吐出ヘッダ圧力 1 1 0 0 ③ 
給・復水系の動作状態を確

認するパラメータ 
－ 

復水移送ポンプ吐出ヘッダ

圧力 
1 1 0 0 ③ 

復水移送系の運転状態を確

認するパラメータ 

－ 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 ③ － 

ディーゼル駆動消火ポンプ

吐出圧力 
「緊急時対策本部」に確認 ③ 

ディーゼル駆動消火ポンプ

の運転状態を確認するパラ

メータ 

－ 

復水器器内圧力 1 1 0 0 ③ 
給・復水系の運転状態を確
認するパラメータ 

－ 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順書等 

1.15-96 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「急速減圧」 

 

操
作 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉格

納容器内

の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

補機監視

機能 
復水器器内圧力 1 1 0 0 ③ 

給・復水系の動作状態を確
認するパラメータ 

－ 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順書等 

1.15-97 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水-1」 

 

判
断
基
準 

補機監視

機能 

残留熱除去系ポンプ吐出圧

力 
3 3 1 1 ③ 

残留熱除去系の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

復水移送ポンプ吐出ヘッダ

圧力 
1 1 0 0 ③ 復水移送系の運転状態を確

認するパラメータ 

－ 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 ③ － 

ディーゼル駆動消火ポンプ

吐出圧力 
「緊急時対策本部」に確認 ③ 

ディーゼル駆動消火ポンプ

の運転状態を確認するパラ

メータ 

－ 

原子炉圧

力容器内

の水位 

原子炉水位(燃料域) 2 2 1 1 ① － 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測するこ

とができ，監視可能 

監視事項は主要

パラメータにて

確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流量

と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測するこ

とができ，監視可能 

監視事項は主要

パラメータにて

確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流量

と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順書等 

1.15-98 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水-1」 

 

操
作 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測するこ

とができ，監視可能 

監視事項は主要

パラメータにて

確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態に

あると想定し、飽和温度／圧力の関係から原子

炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測するこ

とができ，監視可能 

監視事項は主要

パラメータにて

確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態に

あると想定し、飽和温度／圧力の関係から原子

炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測するこ

とができ，監視可能 

監視事項は主要

パラメータにて

確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流量

と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測するこ

とができ，監視可能 

監視事項は主要

パラメータにて

確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流量

と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉格

納容器内

の放射線

量率 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計測
することができ，監視可能 

監視事項は主要

パラメータにて

確認 [エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計測
することができ，監視可能 

監視事項は主要

パラメータにて

確認 [エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

原子炉圧

力容器内

の温度 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態に

あると想定し、飽和温度／圧力の関係から原子

炉圧力より代替監視可能 

監視事項は主要

パラメータにて

確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 

残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去

系熱交換器入口温度により代替監視可能 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順書等 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.3.2.2 サポート系故障時の対応手順 

(1)常設直流電源系統喪失時の減圧 
事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

 

AM 設備別操作手順書 

「AM用切替装置によ

る逃がし安全弁開放」 

 判
断
基
準 

電源 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 
直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 充電器盤A-2 電圧 1 1 1 1 ③ － 

補機監視

機能 

高圧窒素ガス供給系 ADS入

口圧力 
2 2 1 1 ③ 

主蒸気逃し安全弁の作動状

態を確認するパラメータ 

－ 

高圧窒素ガス供給系 窒素

ガスボンベ出口圧力 
2 2 2 2 ③ － 

残留熱除去系ポンプ吐出圧

力(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ③ 

残留熱除去系の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

復水移送ポンプ吐出ヘッダ

圧力 
1 1 0 0 ③ 復水移送系の運転状態を確

認するパラメータ 

－ 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 ③ － 

ディーゼル駆動消火ポンプ

吐出圧力 
「緊急時対策本部」に確認 ③ 

ディーゼル駆動消火ポンプ

の運転状態を確認するパラ

メータ 

－ 

操
作 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(可搬計測器) 1 1 1 1 － 直流電源喪失時に原子炉圧

力を確認するパラメータ

（現場） 

－ 

原子炉圧力(現場計器) 1 1 1 1 － － 

補機監視

機能 

高圧窒素ガス供給系 ADS入

口圧力 
2 2 1 1 ③ 

主蒸気逃し安全弁の作動状

態を確認するパラメータ 

－ 

高圧窒素ガス供給系 窒素

ガスボンベ出口圧力 
2 2 2 2 ③ －  



重大事故等対処に係る監視事項 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

 

AM 設備別操作手順書 

「逃がし安全弁用可

搬型蓄電池による

SRV 開放(多重伝送

盤)」 

 

判
断
基
準 

電源 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 
直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 充電器盤A-2 電圧 1 1 1 1 ③ － 

補機監視

機能 

高圧窒素ガス供給系 ADS入

口圧力 
2 2 1 1 ③ 

主蒸気逃し安全弁の作動状

態を確認するパラメータ 

－ 

高圧窒素ガス供給系 窒素ガ

スボンベ出口圧力 
2 2 2 2 ③ － 

残留熱除去系ポンプ吐出圧

力(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ③ 

残留熱除去系の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

復水移送ポンプ吐出ヘッダ

圧力 
1 1 0 0 ③ 復水移送系の運転状態を確

認するパラメータ 

－ 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 ③ － 

ディーゼル駆動消火ポンプ

吐出圧力 
「緊急時対策本部」に確認 ③ 

ディーゼル駆動消火ポンプ

の運転状態を確認するパラ

メータ 

－ 

操
作 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(可搬計測器) 1 1 1 1 － 直流電源喪失時に原子炉圧

力を確認するパラメータ

(現場) 

－ 

原子炉圧力(現場計器) 1 1 1 1 － － 

補機監視

機能 

高圧窒素ガス供給系 ADS入

口圧力 
2 2 1 1 ③ 

主蒸気逃し安全弁の作動状

態を確認するパラメータ 

－ 

高圧窒素ガス供給系 窒素ガ

スボンベ出口圧力 
2 2 2 2 ③ － 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

 

AM 設備別操作手順書 

「代替 SRV 駆動装置

による SRV 開放」 

判
断
基
準 

電源 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 
直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 

直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 充電器盤A-2 電圧 1 1 1 1 ③ － 

補機監視

機能 

SRV緊急時強制操作用窒素ガ

スボンベ出口圧力 
2 2 2 1 ③ 

主蒸気逃し安全弁の作動状

態を確認するパラメータ 

－ 

SRV緊急時強制操作用窒素ガ

ス圧力 
2 2 2 1 ③ － 

残留熱除去系ポンプ吐出圧

力(A,B 系のみ) 
2 2 2 1 ③ 

残留熱除去系の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

復水移送ポンプ吐出ヘッダ

圧力 
1 1 0 0 ③ 復水移送系の運転状態を確

認するパラメータ 

－ 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 ③ － 

ディーゼル駆動消火ポンプ

吐出圧力 
「緊急時対策本部」に確認 ③ 

ディーゼル駆動消火ポンプ

の運転状態を確認するパラ

メータ 

－ 

操
作 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(可搬計測器) 1 1 1 1 － 直流電源喪失時に原子炉圧

力を確認するパラメータ

（現場） 

－ 

原子炉圧力(現場計器) 1 1 1 1 － － 

補機監視

機能 

SRV緊急時強制操作用窒素ガ

スボンベ出口圧力 
2 2 1 1 ③ 

主蒸気逃し安全弁の作動状

態を確認するパラメータ 
－ 

SRV緊急時強制操作用窒素ガ

ス圧力 
2 2 1 1 ③ 

主蒸気逃し安全弁の作動状

態を確認するパラメータ 
－ 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.3.2.2 サポート系故障時の対応手順 

(2)逃がし安全弁の作動に必要な窒素ガス喪失時の減圧 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

 

AM 設備別操作手順書 

「SRV 駆動源確保」 

判
断
基
準 

補機監視

機能 

高圧窒素ガス供給系 ドライ

ウェル入口圧力低警報 
1 1 1 1 － － － 

高圧窒素ガス供給系 窒素ガ

スボンベ出口圧力低警報 
2 2 2 2 － － － 

操
作 

補機監視

機能 

高圧窒素ガス供給系 ADS入

口圧力 
2 2 1 1 ③ 

主蒸気逃し安全弁の作動状

態を確認するパラメータ 

－ 

高圧窒素ガス供給系 窒素ガ

スボンベ出口圧力 
2 2 2 2 ③ － 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.3.2.4 インターフェイスシステム LOCA 発生時の対応手順 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「原子炉建屋制御」 

 

判
断
基
準 

格納容器

バイパス

の監視 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

4 

3 

4 

3 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 0 

ドライウェル雰囲気温度，格納容器内圧力

(D/W)，エリア放射線モニタにより格納容器バ

イパスの発生を推定する。 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 0 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 
[エリア放射線モニタ] 25 25 0 0 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位，原子炉水位(SA)，原子炉圧力，原

子炉圧力(SA)，エリア放射線モニタにより格納

容器バイパスの発生を推定する。 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

[エリア放射線モニタ] 25 25 0 0 

残留熱除去系ポンプ吐出圧

力 
3 3 1 1 ③ 

当該系統からの漏えいを確

認するパラメータ 

－ 

高圧炉心注水系ポンプ吐出

圧力 
2 2 0 1 ③ － 

原子炉隔離時冷却系ポンプ

吐出圧力 
1 1 1 0 ③ － 

RHR ポンプ室雰囲気温度 12 12 3 3 ③ － 
RCIC ポンプ室雰囲気温度 4 4 1 1 ③ － 
RCIC 機器室雰囲気温度 4 4 1 1 ③ － 

[エリア放射線モニタ] 25 25 0 0 ② － 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位，原子炉水位(SA)，原子炉圧力，原

子炉圧力(SA)，ドライウェル雰囲気温度，格納

容器内圧力(D/W)により格納容器バイパスの発

生を推定する。 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 

補機監視

機能 
ドライウェルサンプ水位 2 0 0 0 ③ LOCA を確認するパラメータ － 

漏えい関

連警報 

RHR ポンプ室床漏えい 3 3 0 0 ③ 

漏えいを確認するパラメー

タ 

－ 
HPCF ポンプ室床漏えい 2 2 0 0 ③ － 
RCIC ポンプ室床漏えい 1 1 0 0 ③ － 
RCIC 蒸気管圧力低 4 4 2 2 ③ － 
RCIC 蒸気管流量大 4 4 2 2 ③ － 
CUW 差流量大 4 4 2 2 ③ － 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順書等 

1.15-104 

  

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「原子炉建屋制御」 

 

 

操
作
（
１
／
２
） 

格納容器

バイパス

の監視 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

4 

3 

4 

3 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 0 
原子炉水位，原子炉水位(SA)，原子炉圧力，原

子炉圧力(SA)，ドライウェル雰囲気温度，格納

容器内圧力(D/W)により格納容器バイパスの発

生を推定する 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 
[エリア放射線モニタ] 25 25 0 0 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

残留熱除去系ポンプ吐出圧

力 
3 3 1 1 ③ 

当該系統の漏えいを確認す

るパラメータ 

－ 

高圧炉心注水系ポンプ吐出

圧力 
2 2 0 1 ③ － 

原子炉隔離時冷却系ポンプ

吐出圧力 
1 1 1 0 ③ － 

RHR ポンプ室雰囲気温度 12 12 3 3 ③ － 

RCIC ポンプ室雰囲気温度 4 4 1 1 ③ － 

RCIC 機器室雰囲気温度 4 4 1 1 ③ － 

[エリア放射線モニタ] 25 25 0 0 ② － 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位，原子炉水位(SA)，原子炉圧力，原

子炉圧力(SA)，ドライウェル雰囲気温度，格納

容器内圧力(D/W)により格納容器バイパスの発

生を推定する。 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 

原子炉区域換気空調系排気
放射線モニタ 

4 4 1 1 ③ 
原子炉建屋の放射線率を確

認するパラメータ 

－ 

燃料取替エリア排気放射線
モニタ 

4 4 1 1 ③ － 

原子炉圧
力容器へ
の注水量 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水位 
1 1 1 1 

水源であるサプレッション・チェンバ・プール

水位の水位変化より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 
崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 1 1 1 1 

補機監視
機能 

残留熱除去系ポンプ吐出圧

力 
3 3 1 1 ③ 

残留熱除去系の運転状態を
確認するパラメータ 

－ 

高圧炉心注水系ポンプ吐出

圧力 
2 2 0 1 ③ 

高圧炉心注水系の運転状態
を確認するパラメータ 

－ 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順書等 

1.15-105 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「原子炉建屋制御」 

 

操
作
（
２
／
２
） 

水源の確
保 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水

量により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェン

バ・プール水位(常用計器）により代替監視可

能 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転し

ている系統の注水量より復水貯蔵水位の代替

監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統

流量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽

水位が確保されていることを監視可能 

原子炉格
納容器内
の温度 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変

化により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

最終ヒー
トシンク
の確保 

残留熱除去系熱交換器入口
温度 

3 3 1 1 ① － 原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉格納容器内の温度傾向を監視すること

により最終ヒートシンクが確保されているこ

とを監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

残留熱除去系熱交換器出口
温度 

3 3 1 1 ① － ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － 
サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 原子炉補機冷却水系系統流

量 
3 3 1 1 ① － 

残留熱除去系熱交換器入口
冷却水流量 

2 2 1 1 ① － 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

原子炉補機冷却水系熱交換
器出口冷却水温度 

3 3 1 1 ③ 
原子炉補機冷却水系の運転
状態を確認するパラメータ 

－ 
原子炉補機冷却海水系ポン
プ吐出圧力 

6 6 2 2 ③ － 
補機監視
機能 

復水器器内圧力 1 1 0 0 ③ 
給・復水系の動作状態を確認
するパラメータ 

－ 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-106 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.4.2.1 原子炉運転中における対応手順 

(1)フロントライン系故障時の対応手順 

a.低圧代替注水 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「水位確保」等 

 

AM 設備別操作手順書 

「MUWC による原子炉

注水」 

判
断
基
準 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-107 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「水位確保」等 

 

AM 設備別操作手順書 

「MUWC による原子炉

注水」 

操
作
（
１
／
２
） 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧

力容器へ

の注水量 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

補機監視

機能 

復水移送ポンプ吐出ヘッダ

圧力 
1 1 0 0 ③ 復水移送系の運転状態を確

認するパラメータ 

－ 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 ③ － 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「水位確保」等 

 

AM 設備別操作手順書 

「消防車による原子

炉注水」 

 

多様なハザード対応

手順 

「消防車による送水

(淡水/海水)」 

判
断
基
準 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 
－ 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「水位確保」等 

 

AM 設備別操作手順書 

「消防車による原子

炉注水」 

 

多様なハザード対応

手順 

「消防車による送水

(淡水/海水)」 

 

操
作 

原子炉圧
力容器内
の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流
量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可
能 

復水補給水系流量(原子炉圧
力容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流
量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可
能 

復水補給水系流量(原子炉圧
力容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧
力容器内
の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 
原子炉水位(燃料域) 

3 
2 

3 
2 

1 
1 

1 
1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原
子炉圧力容器温度より代替監視可能 

原子炉水位(SA) 
1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 
原子炉水位(燃料域) 

3 
2 

3 
2 

1 
1 

1 
1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原
子炉圧力容器温度より代替監視可能 

原子炉水位(SA) 
1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧
力容器へ
の注水量 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化
より代替監視可能 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

補機監視
機能 

可搬型代替注水ポンプ吐出
圧力 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 
可搬型代替注水ポンプの運転
状態を確認するパラメータ 

－ 

水源の確
保 

防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替水源の確保状態を確認す
るパラメータ 

－ 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「水位確保」等 

 

AM 設備別操作手順書 

「消火ポンプによる

原子炉注水」 

判
断
基
準 

原子炉圧
力容器内
の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流
量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可
能 

復水補給水系流量(原子炉圧
力容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流
量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可
能 

復水補給水系流量(原子炉圧
力容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

ろ過水タンク水位 「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 
－ 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-111 

  

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「水位確保」等 

 

AM 設備別操作手順書 

「消火ポンプによる

原子炉注水」 

操
作 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧

力容器へ

の注水量 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

補機監視

機能 

ディーゼル駆動消火ポンプ

吐出圧力 
「緊急時対策本部」に確認 ③ 

ディーゼル駆動消火ポンプ

の運転状態を確認するパラ

メータ 

－ 

水源の確

保 
ろ過水タンク水位 「緊急時対策本部」に確認 ③ 

代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 
－ 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-112 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.4.2.1 原子炉運転中における対応手順 

(2)サポート系故障時の対応手順 

a.復旧 

故時運転操作手順書

(徴候ベース) 

「水位確保」等 

 

AM 設備別操作手順書 

「RHR(A)による原子

炉注水」 

「RHR(B)による原子

炉注水」 

判
断
基
準 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

補機監視

機能 

原子炉補機冷却水系系統流

量(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － － 

残留熱除去系熱交換器入口

冷却水流量(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － － 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

水源の確

保 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量（原子炉

圧力容器） 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 サプレッション・チェンバ・プール水位を水源

とする系統のうち，運転している系統の注水量

より復水貯蔵水位の代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量（原子炉

格納容器 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
サプレッション・チェンバ・プールを水源とす

る系統のポンプ吐出圧力により，サプレッショ

ン・チェンバ・プール水位が確保されているこ

とを監視可能 

残留熱除去系ポンプ吐出圧

力 
3 3 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-113 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「水位確保」等 

 

AM 設備別操作手順書 

「RHR(A)による原子

炉注水」 

「RHR(B)による原子

炉注水」 

操
作 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧

力容器へ

の注水量 

残留熱除去系系統流量 

(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水位 
1 1 1 1 

水源であるサプレッション・チェンバ・プール

水位の水位変化より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

補機監視

機能 

残留熱除去系ポンプ吐出圧

力(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ③ 残留熱除去系の運転状態を

確認するパラメータ － 

水源の確

保 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量（原子炉

圧力容器） 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 サプレッション・チェンバ・プール水位を水源

とする系統のうち，運転している系統の注水量

より復水貯蔵水位の代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量（原子炉

格納容器 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 サプレッション・チェンバ・プールを水源とす

る系統のポンプ吐出圧力により，サプレッショ

ン・チェンバ・プール水位が確保されているこ

とを監視可能 

残留熱除去系ポンプ吐出圧

力 
3 3 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-114 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.4.2.1 原子炉運転中における対応手順 

(3)溶融炉心が原子炉圧力容器内に残存する場合の対応手順 

a.低圧代替注水 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水-4」 

 

AM 設備別操作手順書 

「MUWC(RPV破損後の

RPV 代替注水)」 

判
断
基
準
（
１
／
２
） 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-115 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水-4」 

 

AM 設備別操作手順書 

「MUWC(RPV破損後の

RPV 代替注水)」 

判
断
基
準
（
２
／
２
） 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 
2 

3 
2 

1 
1 

1 
1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水
位が確保されていることを監視可能 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-116 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水-4」 

 

AM 設備別操作手順書 

「MUWC(RPV破損後の

RPV 代替注水)」 

操
作 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流
量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可
能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流
量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可
能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態
にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原
子炉圧力容器温度より代替監視可能 原子炉水位(SA) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態
にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原
子炉圧力容器温度より代替監視可能 原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧

力容器へ

の注水量 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

補機監視

機能 

復水移送ポンプ吐出ヘッダ

圧力 
1 1 0 0 ③ 復水移送系の運転状態を確

認するパラメータ 

－ 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 ③ － 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 
2 

3 
2 

1 
1 

1 
1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水
位が確保されていることを監視可能 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水-4」 

 

AM 設備別操作手順書 

「FP(RPV 破損後の

RPV 代替注水)」 

判
断
基
準
（
１
／
２
） 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水-4」 

 

AM 設備別操作手順書 

「FP(RPV 破損後の

RPV 代替注水)」 

判
断
基
準
（
２
／
２
） 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 
復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

ろ過水タンク水位 「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 
－  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-119 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水-4」 

 

AM 設備別操作手順書 

「FP(RPV 破損後の

RPV 代替注水)」 

操
作 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧
力容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧
力容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧

力容器へ

の注水量 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

補機監視

機能 

ディーゼル駆動消火ポンプ

吐出圧力 
「緊急時対策本部」に確認 ③ 

ディーゼル駆動消火ポンプ
の運転状態を確認するパラ
メータ 

－ 

水源の確

保 
ろ過水タンク水位 「緊急時対策本部」に確認 ③ 

代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 
－    



重大事故等対処に係る監視事項 
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-120 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水-4」 

 

AM 設備別操作手順書 

「消防車による原子

炉注水」 

 

多様なハザード対応

手順 

「消防車による送水

(淡水/海水)」 
判
断
基
準
（
１
／
２
） 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-121 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水-4」 

 

AM 設備別操作手順書 

「消防車による原子

炉注水」 

 

多様なハザード対応

手順 

「消防車による送水

(淡水/海水)」 

判
断
基
準
（
２
／
２
） 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 
復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替水源の確保状態を確認
するパラメータ 

－ 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-122 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水-4」 

 

AM 設備別操作手順書 

「消防車による原子

炉注水」 

 

多様なハザード対応

手順 

「消防車による送水

(淡水/海水)」 

操
作 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧
力容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧
力容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 
原子炉水位(燃料域) 

3 
2 

3 
2 

1 
1 

1 
1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 
原子炉水位(燃料域) 

3 
2 

3 
2 

1 
1 

1 
1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧

力容器へ

の注水量 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

補機監視

機能 

可搬型代替注水ポンプ吐出
圧力 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 
可搬型代替注水ポンプの運
転状態を確認するパラメー
タ 

－ 

水源の確

保 
防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ 

代替水源の確保状態を確認
するパラメータ 

－ 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-123 

  

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.4.2.2 原子炉停止中における対応手順 

(2)サポート系故障時の対応手順 

a.復旧 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「水位確保」等 

 

AM 設備別操作手順書 

「RHR(A)による原子

炉除熱」 

「RHR(B)による原子

炉除熱」 

判
断
基
準 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧

力容器内

の温度 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(SA) 
1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 

残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去

系熱交換器入口温度により代替監視可能 

残留熱除去系熱交換器入口

温度(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － － 

補機監視

機能 

原子炉補機冷却水系系統流

量(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － － 

残留熱除去系熱交換器入口

冷却水流量(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － － 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ －  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-124 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「水位確保」等 

 

AM 設備別操作手順書 

「RHR(A)による原子

炉除熱」 

「RHR(B)による原子

炉除熱」 

操
作 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧

力容器内

の温度 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 

残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去

系熱交換器入口温度により代替監視可能 

最終ヒー

トシンク

の確保 

残留熱除去系熱交換器入口

温度(A，B系のみ) 
2 2 1 1 ① － 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉格納容器内の温度傾向を監視すること

により最終ヒートシンクが確保されているこ

とを監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

残留熱除去系熱交換器出口

温度(A，B系のみ) 
2 2 1 1 ① － 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 残留熱除去系系統流量(A，B

系のみ) 
2 2 1 1 ① － 

原子炉補機冷却水系系統流

量(A，B系のみ) 
2 2 1 1 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

残留熱除去系熱交換器入口

冷却水流量(A，B系のみ) 
2 2 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

原子炉補機冷却水系熱交換

器出口冷却水温度 
2 2 1 1 ③ 原子炉補機冷却水系の運転

状態を確認するパラメータ － 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-125 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.4.2.3 重大事故等対処設備(設計基準拡張)による対応手順 

(1)残留熱除去系(低圧注水モード)による原子炉注水 

故時運転操作手順書

(徴候ベース) 

「水位確保」等 

判
断
基
準 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

補機監視

機能 

原子炉補機冷却水系系統流

量 
3 3 1 1 ① － － 

残留熱除去系熱交換器入口

冷却水流量 
3 3 1 1 ① － － 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 
非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 
M/C E 電圧 1 1 1 1 ③ － 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 
非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C E-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 
直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 C電圧 1 1 1 1 ③ － 

水源の確

保 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量（原子炉

圧力容器） 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 サプレッション・チェンバ・プール水位を水源

とする系統のうち，運転している系統の注水量

より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量（原子炉

格納容器 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 サプレッション・チェンバ・プールを水源とす

る系統のポンプ吐出圧力により，水源が確保さ

れていることを監視可能 

残留熱除去系ポンプ吐出圧

力 
3 3 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-126 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「水位確保」等 

  

 

操
作 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧

力容器へ

の注水量 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水位 
1 1 1 1 

水源であるサプレッション・チェンバ・プール

水位の水位変化より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

補機監視

機能 

残留熱除去系ポンプ吐出圧

力 
3 3 1 1 ③ 残留熱除去系の運転状態を

確認するパラメータ － 

水源の確

保 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量（原子炉

圧力容器） 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 サプレッション・チェンバ・プール水位を水源

とする系統のうち，運転している系統の注水量

より復水貯蔵水位の代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量（原子炉

格納容器 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 サプレッション・チェンバ・プールを水源とす

る系統のポンプ吐出圧力により，水源が確保さ

れていることを監視可能 

残留熱除去系ポンプ吐出圧

力 
3 3 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-127 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.4.2.3 重大事故等対処設備(設計基準拡張)による対応手順 

(2)残留熱除去系(原子炉停止時冷却モード)による原子炉除熱 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「減圧冷却」等 

 

判
断
基
準 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧

力容器内

の温度 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(SA) 
1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

残留熱除去系熱交換器入口温

度 
3 3 1 1 

残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去

系熱交換器入口温度により代替監視可能 

残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 ① － － 

補機監視

機能 

原子炉補機冷却水系系統流

量 
3 3 1 1 ① － － 

残留熱除去系熱交換器入口

冷却水流量 
3 3 1 1 ① － － 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 
非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 
M/C E 電圧 1 1 1 1 ③ － 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 
非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C E-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 
直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 C電圧 1 1 1 1 ③ － 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

1.15-128 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「減圧冷却」等 

 

操
作 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧

力容器内

の温度 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 

残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去

系熱交換器入口温度により代替監視可能 

最終ヒー

トシンク

の確保 

残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉格納容器内の温度傾向を監視すること

により最終ヒートシンクが確保されているこ

とを監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

残留熱除去系熱交換器出口

温度 
3 3 1 1 ① － 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

原子炉補機冷却水系系統流

量 
3 3 1 1 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

残留熱除去系熱交換器入口

冷却水流量 
3 3 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

原子炉補機冷却水系熱交換

器出口冷却水温度 
3 3 1 1 ③ 原子炉補機冷却水系の運転

状態を確認するパラメータ － 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等 

1.15-129 

   

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.5.2.1 フロントライン系故障時の対応手順 

(1)最終ヒートシンク（大気）への代替熱輸送（交流動力電源が健全である場合） 

ａ．格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 

ｂ．代替格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「PCV 圧力制御」 

 

AM 設備別操作手順書 

「FCVS(S/P側):フィ

ルタベント設備使用」 

「FCVS(D/W側):フィ

ルタベント設備使用」 

判
断
基
準 

原子炉格

納容器内

の放射線

量率 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 
[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

原子炉格

納容器内

の水素濃

度 

格納容器内水素濃度 2 0 0 0 ① － 格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 ① － 格納容器内水素濃度 2 0 0 0 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉格

納容器内

の酸素濃

度 

格納容器内酸素濃度 2 0 0 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 格納容器内雰囲気放射線レベル(D/W)または格
納容器内雰囲気放射線レベル(S/C)の解析結果
により格納容器内酸素濃度の代替監視可能 

監視事項は抽出パ
ラメータにて確認 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 2 1 1 0 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
格納容器内圧力(D/W)又は格納容器内圧力

(S/C)により，事故後の格納容器内の空気(酸

素)の流入の有無し，水素爆発の可能性を把握

可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 

直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 
AM用直流125V充電器盤電圧 1 1 1 1 ③ － 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等 

1.15-130 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「PCV 圧力制御」 

 

AM 設備別操作手順書 

「FCVS(S/P側):フィ

ルタベント設備使用」 

「FCVS(D/W側):フィ

ルタベント設備使用」 

操
作 

原子炉格

納容器内

の放射線

量率 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の水素濃

度 

格納容器内水素濃度 2 0 0 0 ① － 格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 ① － 格納容器内水素濃度 2 0 0 0 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉格

納容器内

の酸素濃

度 

格納容器内酸素濃度 2 0 0 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 格納容器内雰囲気放射線レベル(D/W)または格
納容器内雰囲気放射線レベル(S/C)の解析結果
により格納容器内酸素濃度の代替監視可能 

監視事項は抽出パ
ラメータにて確認 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 2 1 1 0 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
格納容器内圧力(D/W)又は格納容器内圧力

(S/C)により，事故後の格納容器内の空気(酸

素)の流入の有無し，水素爆発の可能性を把握

可能 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

原子炉格

納容器内

の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 
[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

最終ヒー

トシンク

の確保 

フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 
ドライウェル雰囲気温度，サプレッション・チ

ェンバ気体温度，格納容器内圧力(D/W)及び格

納容器内圧力(S/C)により格納容器圧力逃がし

装置による冷却の代替監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

フィルタ装置入口圧力 1 1 1 1 ① － 
サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

フィルタ装置出口放射線モ

ニタ 
2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等 
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対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

多様なハザード対応

手順 
「フィルタ装置ドレ

ン移送ポンプ水張り」 

判
断 

基
準 － － － 

操
作 － － － 

多様なハザード対応

手順 
「フィルタベント水

位調整(水張り)」 

判
断 

基
準 

補機監視

機能 
フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － － 

操
作 

補機監視

機能 フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － － 

多様なハザード対応

手順 
「フィルタベント水

位調整(水抜き)」 

判
断
基
準 

補機監視

機能 

フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － － 

フィルタ装置金属フィルタ

差圧 
1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 フィルタ装置入口圧力を格納容器圧力との関

係から代替監視可能 
監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

操
作 

補機監視

機能 

フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － － 

フィルタ装置ドレン移送流

量 1 1 1 1 ③ フィルタベント系の動作状

態を確認するパラメータ － 

多様なハザード対応

手順 
「フィルタベント停

止後のN2パージ手順」 

判
断 

基
準 － － － 

操
作 

補機監視

機能 

フィルタ装置水素濃度 2 2 2 2 ① － 格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 

原子炉格納容器内の水素ガスが格納容器圧力

逃がし装置の配管内を通過することから，代替

監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

フィルタ装置入口圧力 1 1 1 1 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 フィルタ装置金属フィルタ差圧を格納容器圧

力との関係から代替監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
多様なハザード対応

手順 
「フィルタ装置スク

ラバ水 pH調整」 

判
断 

基
準 － － － 

操
作 

補機監視

機能 
フィルタ装置スクラバ水 pH 1 1 1 1 ① － フィルタ装置水位 2 2 2 2  監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － － 

多様なハザード対応

手順 
「ドレン移送ライン

N2パージ手順」 

判
断 

基
準 － － － 

操
作 

補機監視

機能 
ドレン移送ライン圧力 1 1 1 1 ③ フィルタベント系の動作状

態を確認するパラメータ － 

多様なハザード対応

手順 
「ドレンタンク水抜

き」 

判
断 

基
準 

補機監視

機能 
ドレンタンク水位 1 1 1 1 ③ フィルタベント系の動作状

態を確認するパラメータ 
－ 

操
作 

補機監視

機能 
ドレンタンク水位 1 1 1 1 ③ フィルタベント系の動作状

態を確認するパラメータ 
－  
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.5.2.1 フロントライン系故障時の対応手順 
(1)最終ヒートシンク（大気）への代替熱輸送（交流動力電源が健全である場合） 
ｃ．耐圧強化ベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「PCV 圧力制御」 

 

AM 設備別操作手順書 

「耐圧強化ライン使

用(S/C 側)）」 

「耐圧強化ライン使

用(D/W 側)」 

判
断
基
準 

原子炉格

納容器内

の放射線

量率 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 [エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで
き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲
気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用
計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで
き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ
気体温度 

1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・
チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン
バ・プール水温度により代替監視可能 

サプレッション・チェン
バ・プール水温度 

3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用
計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力
(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により
代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン
バ・プール水温度 

3 3 3 3 
サプレッション・チェンバ・プール水温度の上
昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 
[サプレッション・チェンバ
気体温度] 

3 0 0 0 
監視可能であればサプレッション・チェンバ気
体温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ
気体温度 

1 1 1 1 
サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化
により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力
(S/C)により代替監視可能。 

原子炉格

納容器内

の水素濃

度 

格納容器内水素濃度 2 0 0 0 ① － 格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること
ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 ① － 格納容器内水素濃度 2 0 0 0 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること
ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉格

納容器内

の酸素濃

度 

格納容器内酸素濃度 2 0 0 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 格納容器内雰囲気放射線レベル(D/W)または格
納容器内雰囲気放射線レベル(S/C)の解析結果
により格納容器内酸素濃度の代替監視可能 

監視事項は抽出パ
ラメータにて確認 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)又は格納容器内圧力
(S/C)により，事故後の格納容器内の空気(酸
素)の流入の有無し，水素爆発の可能性を把握
可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

原子炉格

納容器内

の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉
格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量
により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により
代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)
の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン
バ・プール水位] 

2 2 1 1 
監視可能であればサプレッション・チェンバ・
プール水位(常用計器）により代替監視可能 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 

直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 
AM用直流125V充電器盤電圧 1 1 1 1 ③ －  
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「PCV 圧力制御」 

 

AM 設備別操作手順書 

「耐圧強化ライン使

用(S/C 側)）」 

「耐圧強化ライン使

用(D/W 側)」 

操
作 

原子炉格

納容器内

の放射線

量率 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能  

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の水素濃

度 

格納容器内水素濃度 2 0 0 0 ① － 格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 ① － 格納容器内水素濃度 2 0 0 0 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉格

納容器内

の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 
[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

最終ヒー

トシンク

の確保 

耐圧強化ベント放射線モニ

タ 
2 2 2 2 ① － 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

ドライウェル雰囲気温度，サプレッション・チ

ェンバ気体温度，格納容器内圧力(D/W)及び格

納容器内圧力(S/C)により耐圧強化ベントによ

る冷却のの代替監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
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1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.5.2.1 フロントライン系故障時の対応手順 
(2)最終ヒートシンク（大気）への代替熱輸送（全交流動力電源喪失時の場合） 
ａ．格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内の減圧及び除熱（現場操作） 
ｂ．代替格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内の減圧及び除熱（現場操作） 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「PCV 圧力制御」 

 

AM 設備別操作手順書 

「FCVS(S/P側):フィ

ルタベント設備使用」 

「FCVS(D/W側):フィ

ルタベント設備使用」 

判
断
基
準 

原子炉格

納容器内

の放射線

量率 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 
[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

原子炉格

納容器内

の水素濃

度 

格納容器内水素濃度 2 0 0 0 ① － 格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること
ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 ① － 格納容器内水素濃度 2 0 0 0 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 

直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 
AM用直流125V充電器盤電圧 1 1 1 1 ③ －  
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「PCV 圧力制御」 

 

AM 設備別操作手順書 

「FCVS(S/P側):フィ

ルタベント設備使用」 

「FCVS(D/W側):フィ

ルタベント設備使用」 

操
作 

原子炉格

納容器内

の放射線

量率 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能  

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の水素濃

度 

格納容器内水素濃度 2 0 0 0 ① － 格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 ① － 格納容器内水素濃度 2 0 0 0 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉格

納容器内

の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 
[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

最終ヒー

トシンク

の確保 

フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

ドライウェル雰囲気温度，サプレッション・チ

ェンバ気体温度，格納容器内圧力(D/W)及び格

納容器内圧力(S/C)により格納容器圧力逃がし

装置による冷却のの代替監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
フィルタ装置入口圧力 1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

フィルタ装置出口放射線モ

ニタ 
2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
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対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

多様なハザード対応

手順 
「フィルタ装置ドレ

ン移送ポンプ水張り」 

判
断
基
準 

－ － － 

操
作 － － － 

多様なハザード対応

手順 
「フィルタベント水

位調整(水張り)」 

判
断
基
準 

補機監視

機能 
フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － － 

操
作 

補機監視

機能 フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － － 

多様なハザード対応

手順 
「フィルタベント水

位調整(水抜き)」 

判
断
基
準 

補機監視

機能 

フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － － 

フィルタ装置金属フィルタ

差圧 
1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 フィルタ装置入口圧力を格納容器圧力との関

係から代替監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

操
作 

補機監視

機能 

フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － － 

フィルタ装置ドレン移送流

量 1 1 1 1 ③ フィルタベント系の動作状

態を確認するパラメータ － 

多様なハザード対応

手順 
「フィルタベント停

止後のN2パージ手順」 

判
断
基
準 

－ － － 

操
作 

補機監視

機能 

フィルタ装置水素濃度 1 1 1 1 ① － 格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 

原子炉格納容器内の水素ガスが格納容器圧力

逃がし装置の配管内を通過することから，代替

監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

フィルタ装置入口圧力 1 1 1 1 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 フィルタ装置金属フィルタ差圧を格納容器圧

力との関係から代替監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
多様なハザード対応

手順 
「フィルタ装置スク

ラバ水 pH調整」 

判
断
基
準 

－ － － 

操
作 

補機監視

機能 
フィルタ装置スクラバ水 pH 1 1 1 1 ① － フィルタ装置水位 2 2 2 2 

フィルタ装置水位によりフィルタ装置の水位

変化を把握することで，代替監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① －   － 
多様なハザード対応

手順 
「ドレン移送ライン

N2パージ手順」 

判
断
基
準 

－ － － 

操
作 

補機監視

機能 
ドレン移送ライン圧力 1 1 1 1 ③ フィルタベント系の動作状

態を確認するパラメータ － 

多様なハザード対応

手順 
「ドレンタンク水抜

き」 

判
断
基
準 

補機監視

機能 
ドレンタンク水位 1 1 1 1 ③ フィルタベント系の動作状

態を確認するパラメータ 
－ 

操
作 

補機監視

機能 
ドレンタンク水位 1 1 1 1 ③ フィルタベント系の動作状

態を確認するパラメータ 
－ 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.5.2.1 フロントライン系故障時の対応手順 
(2)最終ヒートシンク（大気）への代替熱輸送（全交流動力電源喪失時の場合） 
ｃ．耐圧強化ベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱（現場操作） 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「PCV 圧力制御」 

 

AM 設備別操作手順書 

「耐圧強化ライン使

用(S/C 側)）」 

「耐圧強化ライン使

用(D/W 側)」 

判
断
基
準 

原子炉格

納容器内

の放射線

量率 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲
気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用
計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン
バ・プール水温度により代替監視可能 サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用
計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 
[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気
体温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力
(S/C)により代替監視可能。 

原子炉格

納容器内

の水素濃

度 

格納容器内水素濃度 2 0 0 0 ① － 格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 ① － 格納容器内水素濃度 2 0 0 0 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉格

納容器内

の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により
代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)
の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・
プール水位(常用計器）により代替監視可能 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 

直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 
AM用直流125V充電器盤電圧 1 1 1 1 ③ － 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等 

1.15-138 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「PCV 圧力制御」 

 

AM 設備別操作手順書 

「耐圧強化ライン使

用(S/C 側)）」 

「耐圧強化ライン使

用(D/W 側)」 

操
作 

原子炉格

納容器内

の放射線

量率 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能  

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の水素濃

度 

格納容器内水素濃度 2 0 0 0 ① － 格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 ① － 格納容器内水素濃度 2 0 0 0 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉格

納容器内

の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 
[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

最終ヒー

トシンク

の確保 

耐圧強化ベント放射線モニ

タ 
2 2 2 2 ① － 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

ドライウェル雰囲気温度，サプレッション・チ

ェンバ気体温度，格納容器内圧力(D/W)及び格

納容器内圧力(S/C)により耐圧強化ベントによ

る冷却のの代替監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等 

1.15-139 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.5.2.2 サポート系故障時の対応手順 
(1)最終ヒートシンク（海洋）への代替熱輸送 
ａ．代替原子炉補機冷却水系による補機冷却水確保 
ｂ．大容量送水車(熱交換器ユニット)又は代替原子炉補機冷却海水ポンプによる補機冷却水確保 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「S/P 温度制御他」 

 

AM 設備別操作手順書 

「代替 Hxによる補機

冷却水(A系)確保」 

「代替 Hxによる補機

冷却水(B系)確保」 

 

多様なハザード対応

手順 

「熱交換器ユニット

による補機冷却水確

保(A系)」 

「熱交換器ユニット

による補機冷却水確

保(B系)」 

判
断
基
準 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 
[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

水源の確

保 

RCW サージタンク水位(A,B

系のみ) 
2 2 1 1 ③ 

原子炉補機冷却水系の状態

を確認するパラメータ 
－ 

最終ヒー

トシンク

の確保 

原子炉補機冷却水系系統流

量(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① 

－ 

－ 

残留熱除去系熱交換器入口

冷却水流量(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － 

補機監視

機能 

代替 RCW ユニット入口温度 

「緊急時対策本部」に確認 

③ 

代替原子炉補機冷却水系の

運転状態を確認するパラメ

ータ 

－ 

代替 RCW ポンプ吸込圧力 ③ － 

代替 RCW ポンプ吐出圧力 ③ － 

代替 RSW ポンプ出口圧力 ③ － 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等 

1.15-140 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「S/P 温度制御他」 

 

AM 設備別操作手順書 

「代替 Hxによる補機

冷却水(A系)確保」 

「代替 Hxによる補機

冷却水(B系)確保」 

 

多様なハザード対応

手順 

「代替原子炉補機冷

却海水ポンプ又は，大

容量送水車による補

機冷却水確保」 
判
断
基
準 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 
[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

操
作 

最終ヒー

トシンク

の確保 

原子炉補機冷却水系系統流

量(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － － 

残留熱除去系熱交換器入口

冷却水流量(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － － 

補機監視

機能 
大容量送水車吐出圧力 「緊急時対策本部」に確認 ③ 

大容量送水車の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等 

1.15-141 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.5.2.3 重大事故等対処設備（設計基準拡張）による対応手順 
(1)原子炉補機冷却系による補機冷却水確保 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「S/P 温度制御他」 

 

 

判
断
基
準 

原子炉圧

力容器内

の温度 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 

残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去

系熱交換器入口温度により代替監視可能 

残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 ① － － 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 
[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 
非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ 

－ 
M/C E 電圧 1 1 1 1 ③ 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 
非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ 

－ 
P/C E-1 電圧 1 1 1 1 ③ 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 
直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ 

－ 
直流 125V 主母線盤 C電圧 1 1 1 1 ③ 

水源の確

保 
RCW サージタンク水位 3 3 1 1 ③ 

原子炉補機冷却水系の動作

状態を確認するパラメータ 
－ 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等 

1.15-142 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「S/P 温度制御他」 

 

操
作 

原子炉格

納容器内

の温度 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度

の温度変化により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格納容

器内圧力(S/C)により代替監視可能 

最終ヒー

トシンク

の確保 

残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉格納容器内の温度傾向を監視

することにより最終ヒートシンクが

確保されていることを監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

残留熱除去系熱交換器出口

温度 
3 3 1 1 ① － 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 
残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － 

原子炉補機冷却水系系統流

量 
3 3 1 1 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

残留熱除去系熱交換器入口

冷却水流量 
3 3 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

原子炉補機冷却系熱交換器

出口冷却水温度 
3 3 1 1 ③ 

原子炉補機冷却系の運転状

態を確認するパラメータ 
－ 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

1.15-143 

 対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.6.2.1 炉心の著しい損傷防止のための対応手順 

(1)フロントライン系故障時の対応手順 

a.代替格納容器スプレイ 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「PCV 圧力制御」等 

 

AM 設備別操作手順書 

「MUWC による PCVス

プレイ」 

 

判
断
基
準
（
１
／
２
） 

原子炉圧
力容器内
の温度 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 

残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去

系熱交換器入口温度により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

1.15-144 

 

 対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「PCV 圧力制御」等 

 

AM 設備別操作手順書 

「MUWC による PCVス

プレイ」 

 

判
断
基
準
（
２
／
２
） 

原子炉格

納容器内

の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C) 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

1.15-145 

 

 対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「PCV 圧力制御」等 

 

AM 設備別操作手順書 

「MUWC による PCVス

プレイ」 

 

操
作 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3  

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ気

体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェンバ・

プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器へ

の注水量 

復水補給水系流量（原子炉格

納容器）(B系のみ) 
1 1 1 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 注水先の納容器内圧力(D/W)又は格納容器内圧

力(S/C)より代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

格納容器下部水位 3 3 3 3 
注水先の格納容器下部水位の水位変化により

代替監視可能 

補機監視

機能 

復水移送ポンプ吐出ヘッダ

圧力 
1 1 0 0 ③ 復水移送系の運転状態

を確認するパラメータ 

－ 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 ③ － 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転し

ている系統の注水量より復水貯蔵水位の代替

監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 
復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転し

ている系統の注水量より復水貯蔵水位の代替

監視可能 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽

水位が確保されていることを監視可能  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

1.15-146 

 

 対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「PCV 圧力制御」等 

 

AM 設備別操作手順書 

「消火ポンプによる

PCV スプレイ」 

 

判
断
基
準
（
１
／
２
） 

原子炉圧
力容器内
の温度 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系熱交換器入口温

度 
3 3 1 1 

残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去

系熱交換器入口温度により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ気

体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)
の差圧よりサプレッション・チェンバ・プー 

[サプレッション・チェンバ・

プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・
プール水位(常用計器）により代替監視可能 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

1.15-147 

 

 対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「PCV 圧力制御」等 

 

AM 設備別操作手順書 

「消火ポンプによる

PCV スプレイ」 

 

判
断
基
準
（
２
／
２
） 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

ろ過水タンク水位 「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 
－  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

1.15-148 

 

 対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「PCV 圧力制御」等 

 

AM 設備別操作手順書 

「消火ポンプによる

PCV スプレイ」 

 

操
作 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器へ

の注水量 

復水補給水系流量（原子炉格

納容器）(B系のみ) 
1 1 1 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 注水先の納容器内圧力(D/W)又は格納容器内圧

力(S/C)より代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

格納容器下部水位 3 3 3 3 
注水先の格納容器下部水位の水位変化により

代替監視可能 

補機監視

機能 

ディーゼル駆動消火ポンプ

吐出圧力 
「緊急時対策本部」に確認 ③ 

ディーゼル駆動消火ポンプ

の運転状態を確認するパラ

メータ 

－ 

水源の確

保 
ろ過水タンク水位 「緊急時対策本部」に確認 ③ 

代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 
－ 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

1.15-149 

 

 対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「PCV 圧力制御」等 

 

AM 設備別操作手順書 

「消防車による PCV

スプレイ」 

 

多様なハザード対応

手順 

「消防車による送水

(淡水/海水)」 

判
断
基
準
（
１
／
２
） 

原子炉圧
力容器内
の温度 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 

残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去

系熱交換器入口温度により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

1.15-150 

 

 対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「PCV 圧力制御」等 

 

AM 設備別操作手順書 

「消防車による PCV

スプレイ」 

 

多様なハザード対応

手順 
「消防車による送水
(淡水/海水)」 

判
断
基
準
（
２
／
２
） 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確認
するパラメータ 

－ 

M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確認

するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

水源の確保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧
力容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格
納容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉水位(広帯域) 
原子炉水位(燃料域) 

3 
2 

3 
2 

1 
1 

1 
1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水
位が確保されていることを監視可能 

防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ 代替水源の確保状態を確認す
るパラメータ 

－ 
淡水貯水池 「緊急時対策本部」に確認 ③ －  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

1.15-151 

 

 対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「PCV 圧力制御」等 

 

AM 設備別操作手順書 

「消防車による PCV

スプレイ」 

 

多様なハザード対応

手順 
「消防車による送水
(淡水/海水)」 

操
作 

原子炉格納容
器内の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲
気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用
計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ気
体温度 

1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・
チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン
バ・プール水温度により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・
プール水温度 

3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用
計器）により代替監視可能 

原子炉格納容
器内の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力
(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ気
体温度] 

3 0 0 0 
監視可能であればサプレッション・チェンバ気
体温度(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格納容
器内の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により
代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)
の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェンバ・
プール水位] 

2 2 1 1 
監視可能であればサプレッション・チェンバ・
プール水位(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格納容
器への注水量 

復水補給水系流量（原子炉格
納容器）(B系のみ) 

1 1 1 1 ③ － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 注水先の納容器内圧力(D/W)又は格納容器内圧

力(S/C)より代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

格納容器下部水位 3 3 3 3 
注水先の格納容器下部水位の水位変化により

代替監視可能 

補機監視機能 
可搬型代替注水ポンプ吐出
圧力 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 
可搬型代替注水ポンプの運転
状態を確認するパラメータ 

－ 

水源の確保 
防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ 代替水源の確保状態を確認す

るパラメータ 

－ 

淡水貯水池 「緊急時対策本部」に確認 ③ － 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

1.15-152 

  

 対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.6.2.1 炉心の著しい損傷防止のための対応手順 

(2)サポート系故障時の対応手順 

a.復旧 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「PCV 圧力制御」等 

 

AM 設備別操作手順書 

「RHR(B)による PCV

スプレイ」 

判
断
基
準 

原子炉圧
力容器内
の温度 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 

残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去

系熱交換器入口温度により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 

補機監視

機能 

原子炉補機冷却水系系統流

量(B系のみ) 
1 1 0 1 ① － － 

残留熱除去系熱交換器入口
冷却水流量(B系のみ) 

1 1 0 1 ① － － 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確
認するパラメータ 

－ 

M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 
－ 

直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

1.15-153 

  

 対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「PCV 圧力制御」等 

 

AM 設備別操作手順書 
「RHR(B)による PCV
スプレイ」 

操
作 

原子炉格納
容器内の圧
力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲
気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用
計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ気
体温度 

1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・
チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン
バ・プール水温度により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・
プール水温度 

3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用
計器）により代替監視可能 

原子炉格納
容器内の温
度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体

温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力
(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ気
体温度] 

3 0 0 0 
監視可能であればサプレッション・チェンバ気
体温度(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格納
容器への注
水量 

残留熱除去系系統流量(B系の

み) 
1 1 0 1 ① － 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 

水源であるサプレッション・チェンバ・プール

水位の水位変化より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位(広帯域) 
原子炉水位(燃料域) 

3 
2 

3 
2 

1 
1 

1 
1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 1 

1 
1 
1 

1 
1 

1 
1 

補機監視機
能 

残留熱除去系ポンプ吐出圧力

(B系のみ) 
1 1 0 1 ③ 

残留熱除去系の運転状態

を確認するパラメータ 
－ 

原子炉格納
容器内の水
位 

サプレッション・チェンバ・プ

ール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェンバ・

プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

1.15-154 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「S/P 温度制御」等 

 

AM 設備別操作手順書 

「RHR(A)による S/P

除熱」 

「RHR(B)による S/P

除熱」 

判
断
基
準 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体

温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・プ

ール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態

を確認するパラメータ 

－ 

直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

最終ヒー

トシンク

の確保 

残留熱除去系熱交換器入口温

度(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉格納容器内の温度傾向を監視すること

により最終ヒートシンクが確保されているこ

とを監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

残留熱除去系熱交換器出口温

度(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 残留熱除去系系統流量(A,B 系

のみ) 
2 2 1 1 ① － 

原子炉補機冷却水系系統流量

(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 1 1 1 1 

残留熱除去系熱交換器入口冷

却水流量(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 3 3 3 3 

原子炉補機冷却水系熱交換器

出口冷却水温度(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ③ 

原子炉補機冷却水系の運

転状態を確認するパラメ

ータ 

－ 

原子炉格

納容器内

の水位 

サプレッション・チェンバ・プ

ール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能    
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「S/P 温度制御」等 

 

AM 設備別操作手順書 

「RHR(A)による S/P

除熱」 

「RHR(B)による S/P

除熱」 

操
作 

原子炉格

納容器内

の温度 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

補機監視

機能 

残留熱除去系ポンプ吐出

圧力 

(A,B 系のみ) 

2 2 1 1 ③ 
残留熱除去系の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

最終ヒー

トシンク

の確保 

残留熱除去系熱交換器入

口温度(A,B系のみ) 
2 2 1 1 ① － 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉格納容器内の温度傾向を監視すること

により最終ヒートシンクが確保されているこ

とを監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

残留熱除去系熱交換器出

口温度(A,B系のみ) 
2 2 1 1 ① － 

残留熱除去系系統流量

(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

原子炉補機冷却水系系統

流量(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

残留熱除去系熱交換器入

口冷却水流量(A,B系のみ) 
2 2 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

原子炉補機冷却水系熱交

換器出口冷却水温度(A,B

系のみ) 

2 2 1 1 ③ 
原子炉補機冷却水系の運転

状態を確認するパラメータ 
－ 

原子炉格

納容器内

の水位 

サプレッション・チェン

バ・プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能  
 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

1.15-156 

 

 対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.6.2.2 原子炉格納容器破損を防止するための対応手順 

(1)フロントライン系故障時の対応手順 

a.代替格納容器スプレイ 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「除熱－1」「除熱－2」 

 

AM 設備別操作手順書 

「MUWC(代替 D/W スプ

レイ)」 

「MUWC(代替 S/C スプ

レイ)」 

判
断
基
準
（
１
／
２
） 

原子炉格
納容器内
の放射線
量率 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

原子炉圧
力容器内
の温度 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 

残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去

系熱交換器入口温度により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

1.15-157 

 

 対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「除熱－1」「除熱－2」 

 

AM 設備別操作手順書 

「MUWC(代替 D/W スプ

レイ)」 

「MUWC(代替 S/C スプ

レイ)」 

判
断
基
準
（
２
／
２
） 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

1.15-158 

 

 対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「除熱－1」「除熱－2」 

 

AM 設備別操作手順書 

「MUWC(代替 D/W スプ

レイ)」 

「MUWC(代替 S/C スプ

レイ)」 

操
作 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器へ

の注水量 

復水補給水系流量（原子炉格

納容器）(B系のみ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 注水先の納容器内圧力(D/W)又は格納容器内圧

力(S/C)より代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

格納容器下部水位 3 3 3 3 
注水先の格納容器下部水位の水位変化により

代替監視可能 

補機監視

機能 

復水移送ポンプ吐出ヘッダ

圧力 
1 1 0 0 ③ 復水移送系の運転状態を確

認するパラメータ 

－ 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 ③ － 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

1.15-159 

 

 対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「除熱－1」「除熱－2」 

 

AM 設備別操作手順書 

「FP(代替 D/W スプレ

イ)」 

「FP(代替 S/C スプレ

イ)」 

判
断
基
準
（
１
／
２
） 

原子炉格
納容器内
の放射線
量率 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レベ
ル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レベ
ル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

原子炉格
納容器内
の温度 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系熱交換器入口温

度 
3 3 1 1 

残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去

系熱交換器入口温度により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 
認 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ気

体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)
の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェンバ・

プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・
プール水位(常用計器）により代替監視可能 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

1.15-160 

 

 対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「除熱－1」「除熱－2」 

 

AM 設備別操作手順書 

「FP(代替 D/W スプレ

イ)」 

「FP(代替 S/C スプレ

イ)」 

判
断
基
準
（
２
／
２
） 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

ろ過水タンク水位 「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 
－  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

1.15-161 

 

 対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「除熱－1」「除熱－2」 

 

AM 設備別操作手順書 

「FP(代替 D/W スプレ

イ)」 

「FP(代替 S/C スプレ

イ)」 

操
作 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器へ

の注水量 

復水補給水系流量（原子炉格

納容器）(B系のみ) 
1 1 0 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 注水先の納容器内圧力(D/W)又は格納容器内圧

力(S/C)より代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

格納容器下部水位 3 3 3 3 
注水先の格納容器下部水位の水位変化により

代替監視可能 

補機監視

機能 

ディーゼル駆動消火ポンプ

吐出圧力 
「緊急時対策本部」に確認 ③ 

ディーゼル駆動消火ポンプ

の運転状態を確認するパラ

メータ 

－ 

水源の確

保 
ろ過水タンク水位 「緊急時対策本部」に確認 ③ 

代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 
－ 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

1.15-162 

 

 対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「除熱－1」「除熱－2」 

 

AM 設備別操作手順書 

「消防車による PCV

スプレイ」 

 

多様なハザード対応

手順 

「消防車による送水

（淡水/海水）」 

判
断
基
準
（
１
／
２
） 

原子炉格
納容器内
の放射線
量率 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 
エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 
エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 

原子炉格
納容器内
の温度 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 

残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去

系熱交換器入口温度により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

1.15-163 

 

 対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「除熱－1」「除熱－2」 

 

AM 設備別操作手順書 

「消防車による PCV

スプレイ」 

 

多様なハザード対応

手順 
「消防車による送水
（淡水/海水）」 

判
断
基
準
（
２
／
２
） 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確認
するパラメータ 

－ 

M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確認

するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

水源の確保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧
力容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格
納容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉水位(広帯域) 
原子炉水位(燃料域) 

3 
2 

3 
2 

1 
1 

1 
1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水
位が確保されていることを監視可能 

防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ 代替水源の確保状態を確認す
るパラメータ 

－ 
淡水貯水池 「緊急時対策本部」に確認 ③ －  
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 対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「除熱－1」「除熱－2」 

 

AM 設備別操作手順書 

「消防車による PCV

スプレイ」 

 

多様なハザード対応

手順 
「消防車による送水
（淡水/海水）」 

操
作 

原子炉格納容
器内の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲
気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用
計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ気
体温度 

1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・
チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン
バ・プール水温度により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・
プール水温度 

3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用
計器）により代替監視可能 

原子炉格納容
器内の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力
(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ気
体温度] 

3 0 0 0 
監視可能であればサプレッション・チェンバ気
体温度(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格納容
器内の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により
代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)
の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェンバ・
プール水位] 

2 2 1 1 
監視可能であればサプレッション・チェンバ・
プール水位(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格納容
器への注水量 

復水補給水系流量（原子炉格
納容器）(B系のみ) 

1 1 0 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 注水先の納容器内圧力(D/W)又は格納容器内圧

力(S/C)より代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

格納容器下部水位 3 3 3 3 
注水先の格納容器下部水位の水位変化により

代替監視可能 

補機監視機能 
可搬型代替注水ポンプ吐出
圧力 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 
可搬型代替注水ポンプの運転
状態を確認するパラメータ 

－ 

水源の確保 
防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ 代替水源の確保状態を確認す

るパラメータ 

－ 

淡水貯水池 「緊急時対策本部」に確認 ③ － 
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 対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 
分類 

補助パラメータ 
分類理由 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 

直後 
区分Ⅰ直流電源 
を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 
を延命した場合 

直後 
区分Ⅰ直流電源 
を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 
を延命した場合 

1.6.2.2 原子炉格納容器破損を防止するための対応手順 

(1)フロントライン系故障時の対応手順 

b.格納容器除熱 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「除熱-1」「除熱-2」 

 

AM 設備別操作手順書 

「DWクーラ代替除熱

（RCW-A 系）」 

「DWクーラ代替除熱

（RCW-B 系）」 

判
断
基
準 

原子炉格

納容器内

の放射線

量率 

格納容器内雰囲気放射線レベ

ル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レベ

ル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

原子炉圧

力容器内

の温度 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 
3 

2 
3 

2 
1 

1 
1 

1 

原子炉水位(SA) 1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
残留熱除去系熱交換器入口

温度 3 3 1 1 残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去

系熱交換器入口温度により代替監視可能 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

補機監視

機能 

原子炉補機冷却水系系統流量

(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － － 
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 対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 
補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 

直後 
区分Ⅰ直流電源 
を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 
を延命した場合 

直後 
区分Ⅰ直流電源 
を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 
を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「除熱-1」「除熱-2」 

 

AM 設備別操作手順書 

「DWクーラ代替除熱

（RCW-A 系）」 

「DWクーラ代替除熱

（RCW-B 系）」 

操
作 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

補機監視

機能 

原子炉補機冷却水系系統流量

(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － － 
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 対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.6.2.2 原子炉格納容器破損を防止するための対応手順 

(2)サポート系故障時の対応手順 

a.復旧 

事故時運転操作手順
書(シビアアクシデン
ト) 
「除熱-1」「除熱-2」 
 

AM 設備別操作手順書 
「RHR(B)による PCV
スプレイ」 
 

判
断
基
準
（
１
／
２
） 

原子炉格
納容器内
の放射線
量率 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 
エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 
エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 

原子炉圧
力容器内
の温度 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 

残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去

系熱交換器入口温度により代替監視可能 

原子炉格
納容器内
の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

1.15-168 

 

 対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順
書(シビアアクシデン
ト) 
「除熱-1」「除熱-2」 
 

AM 設備別操作手順書 
「RHR(B)による PCV
スプレイ」 
 

判
断
基
準
（
２
／
２
） 

原子炉格
納容器内
の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格
納容器内
の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 

補機監視
機能 

原子炉補機冷却水系系統流

量(B系のみ) 
1 1 0 1 ① － － 

残留熱除去系熱交換器入口

冷却水流量(B系のみ) 
1 1 0 1 ① － － 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 

直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

1.15-169 

 

 対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 
「除熱-1」「除熱-2」 

 

AM 設備別操作手順書 

「RHR(B)による PCV

スプレイ」 

 

操
作 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器へ

の注水量 

残留熱除去系系統流量(B系

のみ) 
1 1 0 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水位 
1 1 1 1 

水源であるサプレッション・チェンバ・プール

水位の水位変化より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

補機監視

機能 

残留熱除去系ポンプ吐出圧

力(B系のみ) 
1 1 0 1 ③ 

残留熱除去系の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

原子炉格

納容器内

の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

1.15-170 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

 

AM 設備別操作手順書 

「RHR(A)による S/P

除熱」 

「RHR(B)による S/P

除熱」 

 

 

判
断
基
準 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体

温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 

直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

最終ヒー

トシンク

の確保 

残留熱除去系熱交換器入口温

度(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉格納容器内の温度傾向を監視すること

により最終ヒートシンクが確保されているこ

とを監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

残留熱除去系熱交換器出口温

度(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 残留熱除去系系統流量(A,B 系

のみ) 
2 2 1 1 ① － 

原子炉補機冷却水系系統流量

(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 1 1 1 1 

残留熱除去系熱交換器入口冷

却水流量(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 3 3 3 3 

原子炉補機冷却水系熱交換器

出口冷却水温度(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ③ 

原子炉補機冷却水系の運転

状態を確認するパラメータ 
－ 

原子炉格

納容器内

の水位 

サプレッション・チェンバ・プ

ール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

1.15-171 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

 

AM 設備別操作手順書 

「RHR(A)による S/P

除熱」 

「RHR(B)による S/P

除熱」 

操
作 

原子炉格

納容器内

の温度 

サプレッション・チェンバ・プ

ール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

補機監視

機能 

残留熱除去系ポンプ吐出圧力

(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 － － － 

最終ヒー

トシンク

の確保 

残留熱除去系熱交換器入口温

度(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉格納容器内の温度傾向を監視すること

により最終ヒートシンクが確保されているこ

とを監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

残留熱除去系熱交換器出口温

度(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 残留熱除去系系統流量(A,B 系

のみ) 
2 2 1 1 ① － 

原子炉補機冷却水系系統流量

(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

残留熱除去系熱交換器入口冷

却水流量(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 3 3 3 3 

原子炉補機冷却水系熱交換器

出口冷却水温度(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ③ 

原子炉補機冷却水系の運転

状態を確認するパラメータ 
－ 

原子炉格

納容器内

の水位 

サプレッション・チェンバ・プ

ール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C) 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

1.15-172 

 

 対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.6.2.3 重大事故等対処設備（設計基準拡張）による対応手順 

(1)残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却モード）による格納容器除熱 

事故時運転操作手順
書(徴候ベース) 
「PCV 圧力制御」等 

判
断
基
準 

原子炉格
納容器内
の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉格
納容器内
の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格
納容器内
の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 

補機監視
機能 

原子炉補機冷却水系系統流

量(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － － 

残留熱除去系熱交換器入口

冷却水流量(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － － 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 
非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

M/C E 電圧 1 1 1 1 ③ － 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 
非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

P/C E-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 
直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 

直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 主母線盤 C電圧 1 1 1 1 ③ － 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

1.15-173 

 

 対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順
書(徴候ベース) 

「PCV 圧力制御」等 

操
作 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器へ

の注水量 

残留熱除去系系統流量(A,B

系のみ) 
2 2 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水位 
1 1 1 1 

水源であるサプレッション・チェンバ・プール

水位の水位変化より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

補機監視

機能 

残留熱除去系ポンプ吐出圧

力(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ③ 

残留熱除去系の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

原子炉格

納容器内

の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

1.15-174 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.6.2.3 重大事故等対処設備（設計基準拡張）による対応手順 

(2)残留熱除去系（サプレッション・チェンバ・プール水冷却モード）によるサプレッション・チェンバ・プール水除熱 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「S/P 温度制御」等 

 

判
断
基
準 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体

温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・プ

ール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 
非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ 

－ 
M/C E 電圧 1 1 1 1 ③ 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 
非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ 
－ 

P/C E-1 電圧 1 1 1 1 ③ 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 
直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 

直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ 
－ 

直流 125V 主母線盤 C電圧 1 1 1 1 ③ 

最終ヒー

トシンク

の確保 

残留熱除去系熱交換器入口温

度 
3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉格納容器内の温度傾向を監視すること

により最終ヒートシンクが確保されているこ

とを監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

残留熱除去系熱交換器出口温

度 
3 3 1 1 ① － 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 
残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － 

原子炉補機冷却水系系統流量 3 3 1 1 ① － 
サプレッション・チェンバ

気体温度 1 1 1 1 

残留熱除去系熱交換器入口冷

却水流量 
3 3 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 3 3 3 3 

原子炉補機冷却水系熱交換器

出口冷却水温度) 
3 3 1 1 ③ 

原子炉補機冷却水系の運転

状態を確認するパラメータ 
－ 

原子炉格

納容器内

の水位 

サプレッション・チェンバ・プ

ール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能    



重大事故等対処に係る監視事項 
1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

1.15-175 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「S/P 温度制御」等 

 

操
作 

原子炉格

納容器内

の温度 

サプレッション・チェンバ・プ

ール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

補機監視

機能 
残留熱除去系ポンプ吐出圧力 3 3 1 1 ③ 

残留熱除去系の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

最終ヒー

トシンク

の確保 

残留熱除去系熱交換器入口温

度 
3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉格納容器内の温度傾向を監視すること

により最終ヒートシンクが確保されているこ

とを監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

残留熱除去系熱交換器出口温

度 
3 3 1 1 ① － 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 
残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － 

原子炉補機冷却水系系統流量 3 3 1 1 ① － 
サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

残留熱除去系熱交換器入口冷

却水流量 
3 3 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

原子炉補機冷却水系熱交換器

出口冷却水温度) 
3 3 1 1 ③ 

原子炉補機冷却水系の運転

状態を確認するパラメータ 
－ 

原子炉格

納容器内

の水位 

サプレッション・チェンバ・プ

ール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等 

1.15-176 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.7.2.1 原子炉格納容器の過圧破損防止のための対応手順 
(1)交流動力電源が健全である場合の対応手順 
a.格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 
b.代替格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「放出」 

 

AM 設備別操作手順書 

FCVS(S/P 側) 

FCVS(D/W 側) 

FCVS（遠隔操作可能弁

開閉操作） 

判
断
基
準
（
１
／
２
） 

原子炉格

納容器内

の線量当

量率 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 

残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去
系熱交換器入口温度により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 
飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲
気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用
計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン
バ・プール水温度により代替監視可能 サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用
計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力
(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気
体温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力
(S/C)により代替監視可能。 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等 

1.15-177 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「放出」 

 

AM 設備別操作手順書 

FCVS(S/P 側) 

FCVS(D/W 側) 

FCVS（遠隔操作可能弁

開閉操作） 

判
断
基
準
（
２
／
２
） 

原子炉格
納容器内
の水素濃
度 

格納容器内水素濃度 2 0 0 0 ① － 格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 ① － 格納容器内水素濃度 2 0 0 0 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉格
納容器内
の酸素濃
度 

格納容器内酸素濃度 2 0 0 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 格納容器内雰囲気放射線レベル(D/W)または格
納容器内雰囲気放射線レベル(S/C)の解析結果
により格納容器内酸素濃度の代替監視可能 

監視事項は抽出パ
ラメータにて確認 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)又は格納容器内圧力
(S/C)により，事故後の格納容器内の空気(酸
素)の流入の有無し，水素爆発の可能性を把握
可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

原子炉建
屋内の水
素濃度 

原子炉建屋水素濃度 7 7 7 7 ① － 
静的触媒式水素再結合器 
動作監視装置 

4 4 4 4 
静的触媒式水素再結合器動作監視装置により
原子炉建屋水素濃度の代替監視可能 

監視事項は抽出パ
ラメータにて確認 

静的触媒式水素再結合器 動
作監視装置 

4 4 4 4 ③ 
静的触媒式水素再結合器の
動作を監視すパラメータ － 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確
認するパラメータ 

－ 

M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確
認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 
直流電源設備の受電状態を
確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 
AM用直流125V充電器盤電圧 1 1 1 1 ③ － 

操
作
（
１
／
２
） 

原子炉格
納容器内
の線量当
量率 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 [エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 [エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

原子炉格
納容器内
の水素濃
度 

格納容器内水素濃度 2 0 0 0 ① － 格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 ① － 格納容器内水素濃度 2 0 0 0 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉格 
納容器内
の酸素濃
度 

格納容器内酸素濃度 2 0 0 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 格納容器内雰囲気放射線レベル(D/W)または格
納容器内雰囲気放射線レベル(S/C)の解析結果
により格納容器内酸素濃度の代替監視可能 

監視事項は抽出パ
ラメータにて確認 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)又は格納容器内圧力
(S/C)により，事故後の格納容器内の空気(酸
素)の流入の有無し，水素爆発の可能性を把握
可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

原子炉建
屋内の水
素濃度 

原子炉建屋水素濃度 7 7 7 7 ① － 
静的触媒式水素再結合器 
動作監視装置 

4 4 4 4 
静的触媒式水素再結合器動作監視装置により
原子炉建屋水素濃度の代替監視可能 

監視事項は抽出パ
ラメータにて確認 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等 

1.15-178 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「放出」 

 

AM 設備別操作手順書 

FCVS(S/P 側) 

FCVS(D/W 側) 

FCVS（遠隔操作可能弁

開閉操作） 

操
作
（
２
／
２
） 

原子炉格
納容器内
の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により
代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)
の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン
バ・プール水位] 

2 2 1 1 
監視可能であればサプレッション・チェンバ・
プール水位(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格
納容器内
の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲
気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用
計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ
気体温度 

1 1 1 1 
飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・
チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン
バ・プール水温度により代替監視可能 

サプレッション・チェン
バ・プール水温度 

3 3 3 3 
より格納容器内圧力(S/C)及びサプレッショ
ン・チェンバ・プール水温度の代替監視可能 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用
計器）により代替監視可能 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
エリア放射線モニタの上昇より格納容器内雰
囲気放射線レベル(D/W)の代替監視可能 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力
(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気
体温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力
(S/C)により代替監視可能。 

補機監視

機能 

フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 
ドライウェル雰囲気温度，サプレッション・チ
ェンバ気体温度，格納容器内圧力(D/W)及び格
納容器内圧力(S/C)により格納容器圧力逃がし
装置による冷却のの代替監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
フィルタ装置入口圧力 1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

フィルタ装置出口放射線モ

ニタ 
2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1  
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

多様なハザード対応

手順 
「フィルタ装置ドレ

ン移送ポンプ水張り」 

判
断 

基
準 

－ － － 

操
作 

－ － － 

多様なハザード対応

手順 
「フィルタベント水

位調整(水張り)」 

判
断
基
準 

補機監視

機能 
フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － － 

操
作 

補機監視

機能 
フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － － 

多様なハザード対応

手順 
「フィルタベント水

位調整(水抜き)」 

判
断
基
準 

補機監視

機能 

フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － － 
フィルタ装置金属フィルタ

差圧 
1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 フィルタ装置入口圧力を格納容器圧力との関

係から代替監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

操
作 

補機監視

機能 

フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － － 

フィルタ装置ドレン移送流

量 
1 1 1 1 ③ 

フィルタベント系の動作状

態を確認するパラメータ 
－ 

多様なハザード対応

手順 

「フィルタベント停

止後の N₂パージ手

順」 

判
断 

基
準 

－ － － 

操
作 

補機監視

機能 

フィルタ装置水素濃度 1 1 1 1 ① － 格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 

原子炉格納容器内の水素ガスが格納容器圧力

逃がし装置の配管内を通過することから，代替

監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

フィルタ装置入口圧力 1 1 1 1 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 フィルタ装置金属フィルタ差圧を格納容器圧

力との関係から代替監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

多様なハザード対応

手順 

フィルタ装置スクラ

バ水 pH調整 

判
断 

基
準 

－ － － 

操
作 

補機監視

機能 

フィルタ装置スクラバ水 pH 1 1 1 1 ① － フィルタ装置水位 2 2 2 2 
フィルタ装置水位によりフィルタ装置の水位

変化を把握することで，代替監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － － 

多様なハザード対応

手順 

「ドレン移送ライン

N₂パージ手順」 

判
断 

基
準 

－ － － 

操
作 

補機監視

機能 
ドレン移送ライン圧力 1 1 1 1 ③ 

フィルタベント系の動作状

態を確認するパラメータ 
－ 

多様なハザード対応

手順 

「ドレンタンク水抜

き」 

判
断 

基
準 

補機監視

機能 
ドレンタンク水位 1 1 1 1 ③ 

フィルタベント系の動作状

態を確認するパラメータ 
－ 

操
作 

補機監視

機能 
ドレンタンク水位 1 1 1 1 ③ フィルタベント系の動作状

態を確認するパラメータ － 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.7.2.1 原子炉格納容器の過圧破損防止のための対応手順 

(1)交流動力電源が健全である場合の対応手順 

c.代替循環冷却系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「除熱-1」「除熱-2」 

 

AM 設備別操作手順書 

「復水補給水系を用

いた代替循環冷却」 

判
断
基
準 

原子炉格

納容器内

の放射線

量率 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 [エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

原子炉水位(広帯域) 
原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系熱交換器入口
温度 

3 3 1 1 
残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去
系熱交換器入口温度により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで
き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 
[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 

監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用
計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで
き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ
気体温度 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン
バ・プール水温度により代替監視可能 サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用
計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により
代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン
バ・プール水温度 

3 3 3 3 
サプレッション・チェンバ・プール水温度の上
昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力
(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ
気体温度] 

3 0 0 0 
監視可能であればサプレッション・チェンバ気
体温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ
気体温度 

1 1 1 1 
サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化
により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力
(S/C)により代替監視可能。 

最終ヒー

トシンク

の確保 

原子炉補機冷却水系系統流

量(B系のみ) 
1 1 0 1 ① － － 

残留熱除去系熱交換器入口

冷却水流量(B系のみ) 
1 1 0 1 ① － － 

原子炉補機冷却水系熱交換

器出口冷却水温度(B系のみ) 
1 1 0 1 ③ 

原子炉補機冷却水系の運転

状態を確認するパラメータ 
－ 

水源の確

保 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量（原子炉
圧力容器） 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 サプレッション・チェンバ・プール水位を水源
とする系統のうち，運転している系統の注水量
より復水貯蔵水位の代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量（原子炉
格納容器 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 サプレッション・チェンバ・プールを水源とす
る系統のポンプ吐出圧力により，サプレッショ
ン・チェンバ・プール水位が確保されているこ
とを監視可能 

残留熱除去系ポンプ吐出圧
力 

3 3 1 1 

[サプレッション・チェン
バ・プール水位] 

2 2 1 1 
監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順
書(シビアアクシデン
ト) 
「除熱-1」「除熱-2」 
 
AM 設備別操作手順書 
「復水補給水系を用
いた代替循環冷却」 

操
作 

原子炉格
納容器内
の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流
量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可
能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流
量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可
能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉格
納容器内
の水位 

格納容器下部水位 3 3 3 3 ① － 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

 ＊格納容器下部注水流量 

1 1 1 1 
復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により、代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位の変化により、代替
監視可能 

原子炉格
納容器内
の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用
計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ気

体温度 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・
チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン
バ・プール水温度により代替監視可能 サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用
計器）により代替監視可能 

原子炉格
納容器内
の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力
(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ気

体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気
体温度(常用計器）により代替監視可能 

最終ヒー
トシンク
の確保 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化
によりサプレッション・チェンバ・プール水温
度の代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系温度(代替循環
冷却) 

1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉圧
力容器)(A 系のみ) 

1 1 1 1 ① － 
サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 
2 2 2 2 ① － 

残留熱除去系熱交換器入口
冷却水流量(B系のみ) 

1 1 1 1 ① － － 

原子炉補機冷却水系熱交換
器出口冷却水温度(B系のみ) 

1 1 1 1 ③ 
原子炉補機冷却水系の運転
状態を確認するパラメータ 

－ 

補機監視
機能 

復水移送ポンプ吐出ヘッダ

圧力 
1 1 0 0 ③ 復水移送系の運転状態を確

認するパラメータ 

－ 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 ③ － 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等 

1.15-182 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.7.2.1 原子炉格納容器の過圧破損防止のための対応手順 
(1)交流動力電源が健全である場合の対応手順 
d.格納容器内 pH制御 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「放出」 

 

AM 設備別操作手順書 

「格納容器 pH制御」 
判
断
基
準 

原子炉格

納容器内

の線量当

量率 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計測
することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計測
することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

原子炉格
納容器内
の温度 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態に

あると想定し、飽和温度／圧力の関係から原子

炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 

残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去
系熱交換器入口温度により代替監視可能 

操
作 

原子炉格

納容器へ

の注水量 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 注水先の納容器内圧力(D/W)又は格納容器内圧

力(S/C)より代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

格納容器下部水位 3 3 3 3 
注水先の格納容器下部水位の水位変化により代
替監視可能 

 

原子炉格

納容器内

の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により代

替監視可能 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)の

差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 

格納容器下部水位 3 3 3 3 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

 ＊格納容器下部注水流量 

1 1 1 1 
復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により、代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位の変化により、代替

監視可能 

補機監視

機能 

薬液タンク水位 「緊急時対策本部」に確認 － 

サプレッションプール水 pH 「緊急時対策本部」に確認 － 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等 

1.15-183 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.7.2.1 原子炉格納容器の過圧破損防止のための対応手順 
(2)交流動力電源喪失時の対応手順 
a.格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内の減圧及び除熱（現場操作） 
b.代替格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内の減圧及び除熱（現場操作） 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「放出」 

 

AM 設備別操作手順書 

「FCVS(S/P側)」 

「FCVS(D/W側)」 

「FCVS（遠隔操作可能

弁開閉操作）」 

判
断
基
準
（
１
／
２
） 

原子炉格

納容器内

の線量当

量率 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 

残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去
系熱交換器入口温度により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲
気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用
計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン
バ・プール水温度により代替監視可能 サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用
計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力
(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気
体温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力
(S/C)により代替監視可能。 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等 

1.15-184 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「放出」 

「FCVS(S/P側)」 

「FCVS(D/W側)」 

 

AM 設備別操作手順書 

「FCVS（遠隔操作可能

弁開閉操作）」 

判
断
基
準
（
２
／
２
） 

原子炉格
納容器内
の水素濃
度 

格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 ① － 格納容器内水素濃度 2 0 0 0 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること
ができ，監視可能 

監視事項は抽出パ
ラメータにて確認 

原子炉建
屋内の水
素濃度 

原子炉建屋水素濃度 7 7 7 7 ① － 
静的触媒式水素再結合器 
動作監視装置 

4 4 4 4 
静的触媒式水素再結合器動作監視装置により
原子炉建屋水素濃度の代替監視可能 

監視事項は抽出パ
ラメータにて確認 

静的触媒式水素再結合器 動
作監視装置 

4 4 4 4 ③ 
静的触媒式水素再結合器の
動作を監視すパラメータ 

－ 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確
認するパラメータ 

－ 

M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確
認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 
直流電源設備の受電状態を
確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 
AM用直流125V充電器盤電圧 1 1 1 1 ③ － 

操
作
（
１
／
２
） 

原子炉格
納容器内
の線量当
量率 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 [エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 [エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

原子炉格
納容器内
の水素濃
度 

格納容器内水素濃度 2 0 0 0 ① － 格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 ① － 格納容器内水素濃度 2 0 0 0 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉建
屋内の水
素濃度 

原子炉建屋水素濃度 7 7 7 7 ① － 
静的触媒式水素再結合器 
動作監視装置 

4 4 4 4 
静的触媒式水素再結合器動作監視装置により
原子炉建屋水素濃度の代替監視可能 

監視事項は抽出パ
ラメータにて確認 

原子炉格
納容器内
の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により
代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)
の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン
バ・プール水位] 

2 2 1 1 
監視可能であればサプレッション・チェンバ・
プール水位(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格
納容器内
の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲
気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用
計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ
気体温度 

1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・
チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン
バ・プール水温度により代替監視可能 

サプレッション・チェン
バ・プール水温度 

3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用
計器）により代替監視可能 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等 

1.15-185 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「放出」 

 

AM 設備別操作手順書 

「FCVS(S/P側)」 

「FCVS(D/W側)」 

「FCVS（遠隔操作可能

弁開閉操作）」 

操
作
（
２
／
２
） 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
エリア放射線モニタの上昇より格納容器内雰
囲気放射線レベル(D/W)の代替監視可能 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力
(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気
体温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力
(S/C)により代替監視可能。 

補機監視

機能 

フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 
ドライウェル雰囲気温度，サプレッション・チ
ェンバ気体温度，格納容器内圧力(D/W)及び格
納容器内圧力(S/C)により格納容器圧力逃がし
装置による冷却のの代替監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
フィルタ装置入口圧力 1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

フィルタ装置出口放射線モ

ニタ 
2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等 

1.15-186 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

多様なハザード対応

手順 
「フィルタ装置ドレ

ン移送ポンプ水張り」 

判
断
基
準 

－ － － 

操
作 

－ － － 
多様なハザード対応

手順 
「フィルタベント水

位調整(水張り)」 

判
断
基
準 

補機監視

機能 
フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － － 

操
作 

補機監視

機能 
フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － － 

多様なハザード対応

手順 
「フィルタベント水

位調整(水抜き)」 

判
断
基
準 

補機監視

機能 

フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － － 
フィルタ装置金属フィルタ

差圧 
1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 フィルタ装置入口圧力を格納容器圧力との関

係から代替監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

操
作 

補機監視

機能 

フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － － 

フィルタ装置ドレン移送流

量 
1 1 1 1 ③ 

フィルタベント系の動作状

態を確認するパラメータ 
－ 

多様なハザード対応

手順 

「フィルタベント停

止後の N₂パージ手

順」 

判
断
基
準 

－ － － 

操
作 

補機監視

機能 

フィルタ装置水素濃度 1 1 1 1 ① － 格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 

原子炉格納容器内の水素ガスが格納容器圧力

逃がし装置の配管内を通過することから，代替

監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

フィルタ装置入口圧力 1 1 1 1 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 フィルタ装置金属フィルタ差圧を格納容器圧

力との関係から代替監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

多様なハザード対応

手順 

「フィルタ装置スク

ラバ水 pH調整」 

判
断
基
準 

－ － － 

操
作 

補機監視

機能 

フィルタ装置スクラバ水 pH 1 1 1 1 ① － フィルタ装置水位 2 2 2 2 
フィルタ装置水位によりフィルタ装置の水位

変化を把握することで，代替監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － － 

多様なハザード対応

手順 

「ドレン移送ライン

N₂パージ手順」 

判
断
基
準 

－ － － 

操
作 

補機監視

機能 
ドレン移送ライン圧力 1 1 1 1 ③ 

フィルタベント系の動作状

態を確認するパラメータ 

 

－ 

多様なハザード対応

手順 

「ドレンタンク水抜

き」 

判
断
基
準 

補機監視

機能 
ドレンタンク水位 1 1 1 1 ③ 

フィルタベント系の動作状

態を確認するパラメータ 
－ 

操
作 

補機監視

機能 
ドレンタンク水位 1 1 1 1 ③ フィルタベント系の動作状

態を確認するパラメータ － 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.8 原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却 

1.15-187 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.8.2.1 原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却のための対応手順 

(1)格納容器下部注水 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水－3a」，「注水－

3b」 

 

AM 設備別操作手順書 

「MUWC（下部 D/W 注

水）（必要注水量到達

後注入停止）」 

「MUWC（下部 D/W 注

水）（注水継続）」 

 

判
断
基
準
（
１
／
２
） 

原子炉格
納容器内
の放射線
量率 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 [エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 [エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

原子炉圧
力容器内
の温度 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

原子炉水位(広帯域) 
原子炉水位(燃料域) 

3 
2 

3 
2 

1 
1 

1 
1 

原子炉水位(SA) 
1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

残留熱除去系熱交換器入口
温度 

3 3 1 1 
残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去
系熱交換器入口温度により代替監視可能 

原子炉圧
力容器内
の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流
量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可
能 

復水補給水系流量(原子炉
圧力容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉隔離時冷却系系統流
量 

1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流
量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可
能 

復水補給水系流量(原子炉
圧力容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉隔離時冷却系系統流
量 

1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧
力容器内
の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 
原子炉水位(燃料域) 

3 
2 

3 
2 

1 
1 

1 
1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原
子炉圧力容器温度より代替監視可能 

原子炉水位(SA) 
1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 
原子炉水位(燃料域) 

3 
2 

3 
2 

1 
1 

1 
1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原
子炉圧力容器温度より代替監視可能 

原子炉水位(SA) 
1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.8 原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却 

1.15-188 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水－3a」，「注水－

3b」 

 

AM 設備別操作手順書 

「MUWC（下部 D/W 注

水）（必要注水量到達

後注入停止）」 

「MUWC（下部 D/W 注

水）（注水継続）」 

 

判
断
基
準
（
２
／
２
） 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

原子炉格

納容器内

の水素濃

度 

格納容器内水素濃度 2 0 0 0 ① － 格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 ① － 格納容器内水素濃度 2 0 0 0 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

制御棒の

位置 
制御棒操作監視系 1 1 0 0 － 

制御棒の位置不明より，炉

心損傷を確認 
－ 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 

直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.8 原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水-3a」，「注水

-3b」 

 

AM 設備別操作手順書 

「MUWC（下部 D/W 注

水）（必要注水量到達

後注入停止）」 

「MUWC（下部 D/W 注

水）（注水継続）」 

 

操
作 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

原子炉格

納容器内

の水位 

格納容器下部水位 3 3 3 3 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

 ＊格納容器下部注水流量 

1 1 1 1 
復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により、代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位の変化により、代替

監視可能 

原子炉格

納容器へ

の注水量 

復水補給水系流量（原子炉格

納容器） 

 ＊格納容器下部注水流量 

1 1 1 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 注水先の納容器内圧力(D/W)又は格納容器内圧

力(S/C)より代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

格納容器下部水位 3 3 3 3 
注水先の格納容器下部水位の水位変化により

代替監視可能 

補機監視

機能 

復水移送ポンプ吐出ヘッダ

圧力 
1 1 0 0 ③ 復水移送系の運転状態を確

認するパラメータ 

－ 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 ③ － 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 



重大事故等対処に係る監視事項 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水-3a」，「注水

-3b」 

 

AM 設備別操作手順書 

「消防車(下部 D/W 注

水)(必要注水量到達

後注入停止)」 

「消防車(下部 D/W 注

水)(注水継続)」 

 

多様なハザード対応

手順 

「消防車による送水

(淡水/海水)」 

 

判
断
基
準
（
１
／
２
） 

原子炉格

納容器内

の放射線

量率 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 ① － 
格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 

[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

原子炉圧

力容器内

の温度 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

原子炉水位(広帯域) 
原子炉水位(燃料域) 

3 
2 

3 
2 

1 
1 

1 
1 

原子炉水位(SA) 
1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

残留熱除去系熱交換器入口
温度 

3 3 1 1 
残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去
系熱交換器入口温度により代替監視可能 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流
量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可
能 

復水補給水系流量(原子炉
圧力容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉隔離時冷却系系統流
量 

1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流
量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可
能 

復水補給水系流量(原子炉
圧力容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉隔離時冷却系系統流
量 

1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 
原子炉水位(燃料域) 

3 
2 

3 
2 

1 
1 

1 
1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原
子炉圧力容器温度より代替監視可能 

原子炉水位(SA) 
1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 
原子炉水位(燃料域) 

3 
2 

3 
2 

1 
1 

1 
1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原
子炉圧力容器温度より代替監視可能 

原子炉水位(SA) 
1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3  
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水-3a」，「注水

-3b」 

 

AM 設備別操作手順書 

「消防車(下部 D/W 注

水)(必要注水量到達

後注入停止)」 

「消防車(下部 D/W 注

水)(注水継続)」 

 

多様なハザード対応

手順 

「消防車による送水

(淡水/海水)」 

 

判
断
基
準
（
２
／
２
） 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ気

体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

原子炉格

納容器内

の水素濃

度 

格納容器内水素濃度 2 0 0 0 ① － 格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 ① － 格納容器内水素濃度 2 0 0 0 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

制御棒の

位置 
制御棒操作監視系 1 1 0 0 － 

制御棒の位置不明より，炉

心損傷を確認 
－ 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 

直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 
－ 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水-3a」，「注水

-3b」 

 

AM 設備別操作手順書 

「消防車(下部 D/W 注

水)(必要注水量到達

後注入停止)」 

「消防車(下部 D/W 注

水)(注水継続)」 

 

多様なハザード対応

手順 

「消防車による送水

(淡水/海水)」 

 

操
作 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

原子炉格

納容器内

の水位 

格納容器下部水位 3 3 3 3 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

 ＊格納容器下部注水流量 

1 1 1 1 
復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により、代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位の変化により、代替

監視可能 

原子炉格

納容器へ

の注水量 

復水補給水系流量（原子炉格

納容器） 

 ＊格納容器下部注水流量 

1 1 1 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 注水先の納容器内圧力(D/W)又は格納容器内圧

力(S/C)より代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

格納容器下部水位 3 3 3 3 
注水先の格納容器下部水位の水位変化により

代替監視可能 

補機監視

機能 

可搬型代替注水ポンプ吐出

圧力 
「緊急時対策本部」に確認 ③ 

可搬型代替注水ポンプの運転

状態を確認するパラメータ 
－ 

水源の確

保 
防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ 

代替水源の確保状態を確認す

るパラメータ 
－ 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水-3a」，「注水

-3b」 

 

AM 設備別操作手順書 

「FP(下部 D/W 注水) 

(必要注水量到達後注

入停止)」 

「FP(下部 D/W 注水) 

(注水継続)」 

判
断
基
準
（
１
／
２
） 

原子炉格
納容器内
の放射線
量率 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 

[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

原子炉圧
力容器内
の温度 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

原子炉水位(広帯域) 
原子炉水位(燃料域) 

3 
2 

3 
2 

1 
1 

1 
1 

原子炉水位(SA) 
1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

残留熱除去系熱交換器入口
温度 

3 3 1 1 
残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去
系熱交換器入口温度により代替監視可能 

原子炉圧
力容器内
の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流
量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可
能 

復水補給水系流量(原子炉
圧力容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉隔離時冷却系系統流
量 

1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流
量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可
能 

復水補給水系流量(原子炉
圧力容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉隔離時冷却系系統流
量 

1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧
力容器内
の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 
原子炉水位(燃料域) 

3 
2 

3 
2 

1 
1 

1 
1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原
子炉圧力容器温度より代替監視可能 

原子炉水位(SA) 
1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 
原子炉水位(燃料域) 

3 
2 

3 
2 

1 
1 

1 
1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原
子炉圧力容器温度より代替監視可能 

原子炉水位(SA) 
1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水-3a」，「注水

-3b」 

 

AM 設備別操作手順書 

「FP(下部 D/W 注水) 

(必要注水量到達後注

入停止)」 

「FP(下部 D/W 注水) 

(注水継続)」 

判
断
基
準
（
２
／
２
） 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 
飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲
気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用
計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン
バ・プール水温度により代替監視可能 サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用
計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力
(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気
体温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力
(S/C)により代替監視可能。 

原子炉格

納容器内

の水素濃

度 

格納容器内水素濃度 2 0 0 0 ① － 格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 ① － 格納容器内水素濃度 2 0 0 0 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

制御棒の

位置 
制御棒操作監視系 1 1 0 0 ③ 

制御棒の位置不明より，炉

心損傷を確認 
－ 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 

直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

ろ過水タンク水位 「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 
－ 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水-3a」，「注水

-3b」 

 

AM 設備別操作手順書 

「FP(下部 D/W 注水) 

(必要注水量到達後注

入停止)」 

「FP(下部 D/W 注水) 

(注水継続)」 

操
作 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

原子炉格

納容器内

の水位 

格納容器下部水位 3 3 3 3 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

 ＊格納容器下部注水流量 

1 1 1 1 
復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により、代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位の変化により、代替

監視可能 

原子炉格

納容器へ

の注水量 

復水補給水系流量（原子炉格

納容器） 

 ＊格納容器下部注水流量 

1 1 1 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 注水先の納容器内圧力(D/W)又は格納容器内圧

力(S/C)より代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

格納容器下部水位 3 3 3 3 
注水先の格納容器下部水位の水位変化により

代替監視可能 

補機監視

機能 

ディーゼル駆動消火ポンプ

吐出圧力 
「緊急時対策本部」に確認 ③ 

ディーゼル駆動消火ポンプ

の運転状態を確認するパラ

メータ 

－ 

水源の確

保 
ろ過水タンク水位 「緊急時対策本部」に確認 ③ 

代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 
－ 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.8.2.2 溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下遅延・防止のための対応手順 

(1)原子炉圧力容器への注水 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水-1」，「注水-2」 

 

AM 設備別操作手順書 

「MUWC（RPV 破損が無

い場合の RPV 代替注

水）」 

「MUWC（RPV 破損後の

RPV 代替注水）」 

 

判
断
基
準 

原子炉圧
力容器内
の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流
量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可
能 

復水補給水系流量(原子炉圧
力容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流
量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可
能 

復水補給水系流量(原子炉圧
力容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 

直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水-1」，「注水-2」 

 

AM 設備別操作手順書 

「MUWC（RPV 破損が無

い場合の RPV 代替注

水）」 

「MUWC（RPV 破損後の

RPV 代替注水）」 

 

操
作 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 
原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧

力容器へ

の注水量 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

補機監視

機能 

復水移送ポンプ吐出ヘッダ

圧力 
1 1 0 0 ③ 復水移送系の運転状態を確

認するパラメータ 

－ 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 ③ － 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 
復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水-1」，「注水-2」 

 

AM 設備別操作手順書 

「消防車（RPV 破損が

無い場合の RPV 代替

注水）」 

「消防車（RPV 破損後

の RPV 代替注水）」 

 

多様なハザード対応

手順 

「消防車による送水

(淡水/海水)」 

 

判
断
基
準 

原子炉圧
力容器内
の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流
量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可
能 

復水補給水系流量(原子炉圧
力容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流
量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可
能 

復水補給水系流量(原子炉圧
力容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 

直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 
復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 
－  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.8 原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却 

1.15-199 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト)  

「注水-1」，「注水-2」 

 

AM 設備別操作手順書 

「消防車（RPV 破損が

無い場合の RPV 代替

注水）」 

「消防車（RPV 破損後

の RPV 代替注水）」 

 

 

多様なハザード対応

手順 

「消防車による送水

(淡水/海水)」 

 

操
作 

原子炉圧
力容器内
の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流
量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可
能 

復水補給水系流量(原子炉圧
力容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流
量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可
能 

復水補給水系流量(原子炉圧
力容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧
力容器内
の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 
原子炉水位(燃料域) 

3 
2 

3 
2 

1 
1 

1 
1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原
子炉圧力容器温度より代替監視可能 

原子炉水位(SA) 
1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 
原子炉水位(燃料域) 

3 
2 

3 
2 

1 
1 

1 
1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原
子炉圧力容器温度より代替監視可能 

原子炉水位(SA) 
1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧
力容器へ
の注水量 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化
より代替監視可能 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

補機監視
機能 

可搬型代替注水ポンプ吐出
圧力 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 
可搬型代替注水ポンプの運転
状態を確認するパラメータ 

－ 

水源の確
保 

防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替水源の確保状態を確認す
るパラメータ 

－ 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.8 原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却 

1.15-200 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水-1」，「注水-2」 

 

AM 設備別操作手順書 

「FP(RPV 破損が無い

場合の RPV 代替注

水)」 

「FP（RPV 破損後の

RPV 代替注水）」 

判
断
基
準 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

ろ過水タンク 「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 
－ 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.8 原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却 

1.15-201 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水-1」，「注水-2」 

 

AM 設備別操作手順書 

「FP(RPV 破損が無い

場合の RPV 代替注

水)」 

「FP（RPV 破損後の

RPV 代替注水）」 

操
作 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧

力容器へ

の注水量 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

補機監視

機能 

ディーゼル駆動消火ポンプ

吐出圧力 
「緊急時対策本部」に確認 ③ 

ディーゼル駆動消火ポンプ

の運転状態を確認するパラ

メータ 

－ 

水源の確

保 
ろ過水タンク水位 「緊急時対策本部」に確認 ③ 

代替水源の確保状態を確認
するパラメータ 

－ 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.8 原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却 

1.15-202 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 
「注水-1」，「注水-2」 

 
 

判
断
基
準 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

電源 AM 用直流 125V 充電器電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
AM 用直流 125V 蓄電池電圧 1 1 1 1 ③ － 

水源の確

保 
[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 
「注水-1」，「注水-2」 

 

操
作
（
１
／
２
） 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 
「注水-1」，「注水-2」 

 

操
作
（
２
／
２
） 

原子炉圧

力容器へ

の注水量 
高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

補機監視

機能 

高圧代替注水系ポンプ吐出

圧力 
1 1 1 1 ③ 

高圧代替注水系の運転状態

を確認するパラメータ（現

場） 

－ 

高圧代替注水系タービン入

口圧力 
1 1 1 1 ③ － 

高圧代替注水系タービン排

気圧力 
1 1 1 1 ③ － 

高圧代替注水系ポンプ吸込

圧力 
1 1 1 1 ③ － 

水源の確

保 
[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 
「注水-1」，「注水-2」 

 
AM 設備別操作手順書 

「SLC ポンプによる

ほう酸水注入」 

判
断
基
準 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

水源の確

保 ほう酸水タンク液位 1 0 0 0 ③ 
ほう酸水注入系の運転状態

を確認するパラメータ 
－ 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 
「注水-1」，「注水-2」 

 
AM 設備別操作手順書 

「SLC ポンプによる

ほう酸水注入」 

操
作 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.8 原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却 

1.15-207 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水-1」，「注水-2」 

 

AM 設備別操作手順書 

「CRD による原子炉

注水」 

判
断
基
準 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

補機監視

機能 
原子炉補機冷却水系系統流

量(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － － 

水源の確

保 
[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.8 原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却 

1.15-208 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水-1」，「注水-2」 

 

AM 設備別操作手順書 

「CRD による原子炉

注水」 

操
作
（
１
／
２
） 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 
原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.8 原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却 

1.15-209 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水-1」，「注水-2」 

 

AM 設備別操作手順書 

「CRD による原子炉

注水」 

操
作
（
２
／
２
） 

 

原子炉圧

力容器内

の温度 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 
3 

2 
1 

1 
1 

1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去

系熱交換器入口温度により代替監視可能 
原子炉圧

力容器内

への注水

量 

制御棒駆動系系統流量 1 1 0 0 ③ 
制御棒駆動系の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

補機監視

機能 

制御棒駆動系充てん水ラ

イン圧力 
1 1 1 0 ③ 

制御棒駆動系の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

水源の確

保 
[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.8 原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却 

1.15-210 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水-1」，「注水-2」 

 

AM 設備別操作手順書 

「HPCF 緊急注水」 

判
断
基
準 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

電源 

M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ 
非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 
－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ 
非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 
－ 

直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ 
直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 
－ 

水源の確

保 
[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.8 原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却 

1.15-211 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水-1」，「注水-2」 

 

AM 設備別操作手順書 

「HPCF 緊急注水」 

操
作 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器内

の圧力 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧

力容器内

への注水

流量 

高圧炉心注水系系統流量 

(B 系のみ) 
1 1 0 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

補機監視

機能 
高圧炉心注水ポンプ吐出圧

力(B系のみ) 
1 1 0 1 ③ 

高圧炉心注水系の運転状態

を確認するパラメータ 
－ 

水源の確

保 
[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための手順等 

1.15-212 

   

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.9.2.1 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための対応手順 

(2)炉心の著しい損傷が発生した場合の原子炉格納容器水素爆発防止 

a.格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内の水素ガス・酸素ガスの排出 

b.代替格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内の水素ガス・酸素ガスの排出 
c.耐圧強化ベント系による原子炉格納容器内の水素ガス・酸素ガスの排出 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 
「除熱-1」「除熱-2」

「放出」 

 

判
断
基
準
（
１
／
２
） 

原子炉格
納容器内
の放射線
量率 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 [エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 [エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

原子炉圧
力容器内
の温度 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

原子炉水位(広帯域) 
原子炉水位(燃料域) 

3 
2 

3 
2 

1 
1 

1 
1 

原子炉水位(SA) 
1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

残留熱除去系熱交換器入口
温度 

3 3 1 1 
残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去
系熱交換器入口温度により代替監視可能 

原子炉格
納容器内
の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲
気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用
計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ
気体温度 

1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・
チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン
バ・プール水温度により代替監視可能 

サプレッション・チェン
バ・プール水温度 

3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用
計器）により代替監視可能 

原子炉格
納容器内
の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 
[サプレッション・チェンバ
気体温度] 

3 0 0 0 
監視可能であればサプレッション・チェンバ気
体温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力
(S/C)により代替監視可能。 

原子炉格
納容器内
の水素濃
度 

格納容器内水素濃度 2 0 0 0 ① － 格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 ① － 格納容器内水素濃度 2 0 0 0 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉格
納容器内
の酸素濃
度 

格納容器内酸素濃度 2 0 0 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 格納容器内雰囲気放射線レベル(D/W)または格
納容器内雰囲気放射線レベル(S/C)の解析結果
により格納容器内酸素濃度の代替監視可能 

監視事項は抽出パ
ラメータにて確認 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 2 1 1 0 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)又は格納容器内圧力
(S/C)により，事故後の格納容器内の空気(酸
素)の流入の有無し，水素爆発の可能性を把握
可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための手順等 

1.15-213 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 
「除熱-1」「除熱-2」

「放出」 

 判
断
基
準
（
２
／
２
） 

原子炉格
納容器内
の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により
代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)
の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン
バ・プール水位] 

2 2 1 1 
監視可能であればサプレッション・チェンバ・
プール水位(常用計器）により代替監視可能 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確
認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 
直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 

直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

AM用直流125V充電器盤電圧 1 1 1 1 ③ － 

操
作
（
１
／
２
） 

原子炉格

納容器内

の放射線

量率 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の水素濃

度 

格納容器内水素濃度 2 0 0 0 ① － 格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 ① － 格納容器内水素濃度 2 0 0 0 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉格
納容器内
の水位 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により
代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)
の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・
プール水位(常用計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲
気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用
計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン
バ・プール水温度により代替監視可能 サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用
計器）により代替監視可能  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための手順等 

1.15-214 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 
「除熱-1」「除熱-2」

「放出」 

 

操
作
（
２
／
２
） 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 
[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気
体温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力
(S/C)により代替監視可能。 

最終ヒー

トシンク

の確保 

フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 
ドライウェル雰囲気温度，サプレッション・チ

ェンバ気体温度，格納容器内圧力(D/W)及び格

納容器内圧力(S/C)により格納容器圧力逃がし

装置による冷却の代替監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

フィルタ装置入口圧力 1 1 1 1 ① － 
サプレッション・チェンバ

気体温度 1 1 1 1 

フィルタ装置出口放射線モ

ニタ 
2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

耐圧強化ベント放射線モニ

タ 
2 2 2 2 ① － 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

ドライウェル雰囲気温度，サプレッション・チ

ェンバ気体温度，格納容器内圧力(D/W)及び格

納容器内圧力(S/C)により格納容器圧力逃がし

装置による冷却の代替監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2         



重大事故等対処に係る監視事項 
1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための手順等 

1.15-215 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.9.2.1 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための対応手順 

(2)炉心の著しい損傷が発生した場合の原子炉格納容器水素爆発防止 

d.可燃性ガス濃度制御系による原子炉格納容器内の水素濃度制御 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 
「除熱-1」「除熱-2」

「放出」 
 

AM 設備別操作手順書 

「可燃性ガス濃度制

御系(A)による格納容

器内水素濃度制御」 
「可燃性ガス濃度制

御系(B)による格納容

器内水素濃度制御」 
 

判
断
基
準
（
１
／
２
） 

原子炉格

納容器内

の水素濃

度 

格納容器内水素濃度 2 0 0 0 ① － 格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 ① － 格納容器内水素濃度 2 0 0 0 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉格

納容器内

の酸素濃

度 

格納容器内酸素濃度 2 0 0 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 格納容器内雰囲気放射線レベル(D/W)または格
納容器内雰囲気放射線レベル(S/C)の解析結果
により格納容器内酸素濃度の代替監視可能 

監視事項は抽出パ
ラメータにて確認 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)又は格納容器内圧力

(S/C)により，事故後の格納容器内の空気(酸

素)の流入の有無し，水素爆発の可能性を把握

可能 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲
気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用
計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の放射線

量率 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

原子炉圧

力容器内

の温度 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 

残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去

系熱交換器入口温度により代替監視可能   



重大事故等対処に係る監視事項 
1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための手順等 

1.15-216 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 
「除熱-1」「除熱-2」

「放出」 
 

AM 設備別操作手順書 

「可燃性ガス濃度制

御系(A)による格納容

器内水素濃度制御」 
「可燃性ガス濃度制

御系(B)による格納容

器内水素濃度制御 

判
断
基
準
（
２
／
２
） 

原子炉格

納容器内

の温度 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

最終ヒー

トシンク

の確保 

残留熱除去系熱交換器入口

温度(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉格納容器内の温度傾向を監視すること

により最終ヒートシンクが確保されているこ

とを監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

残留熱除去系熱交換器出口

温度(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 残留熱除去系系統流量(A,B

系のみ) 
2 2 1 1 ① － 

原子炉補機冷却水系系統流

量(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

残留熱除去系熱交換器入口

冷却水流量(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

原子炉補機冷却水系熱交換

器出口冷却水温度(A,B 系の

み) 

2 2 1 1 ③ 
原子炉補機冷却水系の運転

状態を確認するパラメータ 
－ 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 

直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための手順等 

1.15-217 

 

対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 
「除熱-1」「除熱-2」

「放出」 
 
AM 設備別操作手順書 

「可燃性ガス濃度制

御系(A)による格納容

器内水素濃度制御」 
「可燃性ガス濃度制

御系(B)による格納容

器内水素濃度制御」 
 

操
作 

原子炉格

納容器内

の水素濃

度 

格納容器内水素濃度 2 0 0 0 ① － 格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 ① － 格納容器内水素濃度 2 0 0 0 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉格

納容器内

の酸素濃

度 

格納容器内酸素濃度 2 0 0 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 格納容器内雰囲気放射線レベル(D/W)または格
納容器内雰囲気放射線レベル(S/C)の解析結果
により格納容器内酸素濃度の代替監視可能 

監視事項は抽出パ
ラメータにて確認 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)又は格納容器内圧力

(S/C)により，事故後の格納容器内の空気(酸

素)の流入の有無し，水素爆発の可能性を把握

可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

補機監視

機能 

可燃性ガス濃度制御系入口

ガス流量 
2 2 １ １ ③ 

可燃性ガス濃度制御系の運

転状態を確認するパラメー

タ 

－ 

ブロワ吸込ガス流量 2 2 １ １ ③ － 
ブロワ吸込圧力 2 2 １ １ ③ － 
加熱管内ガス温度 2 2 １ １ ③ － 
加熱管出口ガス温度 2 2 １ １ ③ － 
加熱管表面温度 2 2 １ １ ③ － 
再結合器内ガス温度 2 2 １ １ ③ － 
再結合器表面温度 2 2 １ １ ③ －   
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.10.2.1 原子炉格納容器外への水素漏えい抑制のための対応手順 

(1)原子炉ウェル注水 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

 

AM 設備別操作手順書 

「消防車による原子

炉ウェル注水」 

 

多様なハザード対応

手順 

「消防車による送水

(淡水/海水)」 

判
断
基
準 

原子炉格

納容器内

の放射線

量率 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

原子炉圧

力容器内

の温度 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 

残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去

系熱交換器入口温度により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

水源の確

保 

防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ 代替水源の確保状態を確認す

るパラメータ 

－ 

淡水貯水池 「緊急時対策本部」に確認 ③ － 

操
作 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

水源の確

保 

防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ 代替水源の確保状態を確認す

るパラメータ 

－ 

淡水貯水池 「緊急時対策本部」に確認 ③ －   
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト) 

「注水-1(損傷炉心へ

の注水)」 

「注水-4(長期の RPV

破損後の注水)」 

 

AM 設備別操作手順書 

「原子炉ウェルへの

注水(SPCU 系の起

動)」 

判
断
基
準 

原子炉格

納容器内

の放射線

量率 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

原子炉圧

力容器内

の温度 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 

残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去

系熱交換器入口温度により代替監視可能 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 
直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(シビアアクシデン

ト)  

「注水-1(損傷炉心へ

の注水)」 

「注水-4(長期の RPV

破損後の注水)」 

 

AM 設備別操作手順書 

原子炉ウェルへの注

水(SPCU 系の起動) 
操
作 

原子炉格

納容器内

の温度 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

補機監視

機能 

サプレッションプール浄化

系系統流量 
1 1 1 0 ③ 

圧力抑制室プール水浄化系

の運転状態を確認するパラ

メータ 
－ 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 
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対応手段 項目 分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.10.2.2 水素爆発による原子炉建屋等の損傷防止のための対応手順 

(1)原子炉建屋トップベント 

多様なハザード対応

手順 

「水素対策（トップベ

ント）」 

判
断
基
準 

原子炉建

屋内の水

素濃度 

原子炉建屋水素濃度 7 7 7 7 ① － 
静的触媒式水素再結合器 
動作監視装置 

4 4 4 4 
静的触媒式水素再結合器動作監視装置により
原子炉建屋水素濃度の代替監視可能 

監視事項は抽出パ
ラメータにて確認 

静的触媒式水素再結合器 動

作監視装置 
4 4 4 4 ③ 

静的触媒式水素再結合器の

動作を監視すパラメータ － 

操
作 

原子炉建

屋内の水

素濃度 

原子炉建屋水素濃度 7 7 7 7 ① － 
静的触媒式水素再結合器 
動作監視装置 

4 4 4 4 
静的触媒式水素再結合器動作監視装置により
原子炉建屋水素濃度の代替監視可能 

監視事項は抽出パ
ラメータにて確認 
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対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.11.2.1 使用済燃料プールの冷却機能又は注水機能の喪失時又は使用済燃料プール水の小規模な漏えい発生時の対応手順 

(1)燃料プール代替注水 
事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「SFP 水位・温度制

御」 

 

AM 設備別操作手順書 

「消防車による SFP

注水」 

 

多様なハザード対応

手順 

「消防車による送水

(淡水/海水)」 

判
断
基
準 

使用済燃

料プール

の監視 

燃料プール水位低 警報 2 2 1 1 － 
－ 

－ 

燃料プール温度高 警報 2 2 1 1 － － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 

直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 

直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 充電器盤A-2 電圧 1 1 1 1 ③ － 

AM用直流125V充電器盤電圧 1 1 1 1 ③ － 

水源の確

保 
防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ 代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 

－ 

淡水貯水池 「緊急時対策本部」に確認 ③ － 
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対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「SFP 水位・温度制

御」 

 

AM 設備別操作手順書 

「消防車による SFP

注水」 

 

多様なハザード対応

手順 

「消防車による送水

(淡水/海水)」 

操
作 

使用済燃

料プール

の監視 

燃料プール水位低 警報 2 2 1 1 － 
－ 

－ 

燃料プール温度高 警報 2 2 1 1 － － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 

スキマサージタンク水位 2 2 1 1 ③ 
使用済燃料プールの状態を

確認するパラメータ 
－ 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料プールエリア雰

囲気温度 
4 4 1 1 ③ 

使用済燃料プールの状態を

確認するパラメータ 

－ 

燃料貯蔵プールエリア放射

線モニタ 
4 4 1 1 ③ － 

プロセス放射線モニタ 4 4 1 1 ③ － 
燃料取替エリア排気放射能

モニタ 
4 4 1 1 ③ － 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 

水源の確

保 
防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ 代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 

－ 

淡水貯水池 「緊急時対策本部」に確認 ③ － 
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対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「SFP 水位・温度制

御」 

 

AM 設備別操作手順書 

「消防車による SFP

注水」 

 

多様なハザード対応

手順 

「消防車による送水

(淡水/海水)」 

判
断
基
準 

使用済燃

料プール

の監視 

燃料プール水位低 警報 2 2 1 1 － 
－ 

－ 

燃料プール温度高 警報 2 2 1 1 － － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 

直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 

直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 充電器盤A-2 電圧 1 1 1 1 ③ － 

AM用直流125V充電器盤電圧 1 1 1 1 ③ － 

水源の確

保 ろ過水タンク水位 「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 
－ 
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対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「SFP 水位・温度制

御」 

 

AM 設備別操作手順書 

「消防車による SFP

注水」 

 

多様なハザード対応

手順 

「消防車による送水

(淡水/海水)」 

操
作 

使用済燃料

プールの監

視 

燃料プール水位低 警報 2 2 1 1 － 
－ 

－ 

燃料プール温度高 警報 2 2 1 1 － － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 

スキマサージタンク水位 2 2 1 1 ③ 
使用済燃料プールの状態を

確認するパラメータ 
－ 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 

使用済燃料プールエリア雰

囲気温度 
4 4 1 1 ③ 

使用済燃料プールの状態を

確認するパラメータ 

－ 

燃料貯蔵プールエリア放射

線モニタ 
4 4 1 1 ③ － 

プロセス放射線モニタ 4 4 1 1 ③ － 
燃料取替エリア排気放射能

モニタ 
4 4 1 1 ③ － 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 

使用済燃料

プールへの

注水量 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 
－ 

補機監視機

能 

ディーゼル駆動消火ポンプ

吐出圧力 
「緊急時対策本部」に確認 ③ 

ディーゼル駆動消火ポンプ

の運転状態を確認するパラ

メータ 

－ 

水源の確保 ろ過水タンク水位 「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 
－ 
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対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.11.2.2 使用済燃料プールからの大量の水の漏えい発生時の対応手順 

(1)燃料プールスプレイ 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「SFP 水位・温度制

御」 

 

AM 設備別操作手順書 

「消防車による SFP

注水」 

 

多様なハザード対応

手順 

「消防車による送水

(淡水/海水)」 

判
断
基
準 

使用済燃

料プール

の監視 

燃料プール水位低 警報 2 2 1 1 － 
－ 

－ 

燃料プール温度高 警報 2 2 1 1 － － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 

直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 

直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 充電器盤A-2 電圧 1 1 1 1 ③ － 

AM用直流125V充電器盤電圧 1 1 1 1 ③ － 

水源の確

保 
防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ 代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 

－ 

淡水貯水池 「緊急時対策本部」に確認 ③ － 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等 

1.15-227 

 

対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「SFP 水位・温度制

御」 

 

AM 設備別操作手順書 

「消防車による SFP

注水」 

 

多様なハザード対応

手順 

「消防車による送水

(淡水/海水)」 

操
作 

使用済燃料

プールの監

視 

燃料プール水位低 警報 2 2 1 1 － 
－ 

－ 
燃料プール温度高 警報 2 2 1 1 － － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 

スキマサージタンク水位 2 2 1 1 ③ 
使用済燃料プールの状態を

確認するパラメータ 
－ 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料プールエリア雰

囲気温度 
4 4 1 1 ③ 

使用済燃料プールの状態を

確認するパラメータ 

－ 

燃料貯蔵プールエリア放射

線モニタ 
4 4 1 1 ③ － 

プロセス放射線モニタ 4 4 1 1 ③ － 
燃料取替エリア排気放射能

モニタ 
4 4 1 1 ③ － 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 

水源の確保 
防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ 代替水源の確保状態を 

確認するパラメータ 

－ 

淡水貯水池 「緊急時対策本部」に確認 ③ － 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等 

1.15-228 

 

対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.11.2.4 重大事故等発生時における使用済燃料プールの除熱のための対応手順 

(1)復旧 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「SFP 水位・温度制

御」 

 

AM 設備別操作手順書 

「FPC による SFP 除

熱」 

 

判
断
基
準 

使用済燃

料プール

の監視 

燃料プール水位低 警報 2 2 1 1 － 
－ 

－ 

燃料プール温度高 警報 2 2 1 1 － － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

スキマサージタンク水位 2 2 1 1 ③ 
使用済燃料プールの状態を

確認するパラメータ 
－ 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 

直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 

直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 充電器盤A-2 電圧 1 1 1 1 ③ － 

AM用直流125V充電器盤電圧 1 1 1 1 ③ － 

最終ヒー

トシンク

の確保 

原子炉補機冷却水系系統流

量(A,B 系のみ) 
2 2 1 1 ① － － 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等 

1.15-229 

 

対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

「SFP 水位・温度制

御」 

 

AM 設備別操作手順書 

「FPC による SFP 除

熱」 

 

操
作 

使用済燃料

プールの監

視 

燃料プール水位低 警報 2 2 1 1 － 
－ 

－ 
燃料プール温度高 警報 2 2 1 1 － － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 

スキマサージタンク水位 2 2 1 1 ③ 使用済燃料プールの状態を

確認するパラメータ 

－ 
FPC ポンプ吐出流量 2 2 1 1 ③ － 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料プールエリア雰

囲気温度 
4 4 1 1 ③ 

使用済燃料プールの状態を

確認するパラメータ 
－ 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.12 工場等外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等 

1.15-230 

 

対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

多様なハザード対応

手順 

「大容量送水車（原子

炉建屋放水設備用）及

び放水砲による大気

への放射性物質の拡

散抑制」 

判
断
基
準
（
１
／
３
） 

原子炉格

納容器内

の線量当

量率 

格納容器内雰囲気放射線

レベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レベル
(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 [エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線

レベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レベル
(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 [エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

原子炉圧

力容器内

の温度 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態
にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から
原子炉圧力より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 飽和温度／圧力の関係から原子炉圧力により

原子炉圧力容器温度の代替監視可能 

残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除

去系熱交換器入口温度により代替監視可能 

残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除

去系熱交換器入口温度により代替監視可能 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(SA) 
1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

残留熱除去系熱交換器入口温度 3 3 1 1 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧力

容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧力

容器) 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 
高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 
残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.12 工場等外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等 

1.15-231 

 

対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

多様なハザード対応

手順 

「大容量送水車（原子

炉建屋放水設備用）及

び放水砲による大気

への放射性物質の拡

散抑制」 

判
断
基
準
（
２
／
３
） 

原子炉圧

力容器へ

の注水量 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 

水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(SA) 
1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

制御棒駆動系系統流量 1 1 0 0 ③ 
制御棒駆動系の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 

崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 
原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位(広帯域) 
原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉格

納容器内

の圧力 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 3 0 0 0 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 0 0 0 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.12 工場等外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等 

1.15-232 

 

対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

多様なハザード対応

手順 

「大容量送水車（原子

炉建屋放水設備用）及

び放水砲による大気

への放射性物質の拡

散抑制」 

判
断
基
準
（
３
／
３
） 

使用済燃

料プール

の監視 

燃料プール水位低 警報 2 2 1 1 － － － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位

(SA 広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位

(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位

(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール水位

(SA 広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 

原子炉建

屋内の水

素濃度 

原子炉建屋水素濃度 7 7 7 7 ① － 
静的触媒式水素再結合器 
動作監視装置 

4 4 4 4 
静的触媒式水素再結合器動作監視装置により
原子炉建屋水素濃度の代替監視可能 

監視事項は抽出パ
ラメータにて確認 

屋外の放

射線 
屋外放射線監視端末 「緊急時対策本部」に確認 － － － 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等 

1.15-233 

対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.13.2.1 水源を利用した対応手順 

(3)淡水貯水池を水源とした対応手順 

a.可搬型代替注水ポンプによる送水 

多様なハザード対応

手順 

「貯水池から消防車

への送水」 

「消防車による送水」 

判
断
基
準 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

操
作 

水源の確

保 
淡水貯水池 「緊急時対策本部」に確認 ③ 

代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 
－ 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等 

1.15-234 

 

対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.13.2.1 水源を利用した対応手順 

(4)防火水槽を水源とした対応手順 

a.可搬型代替注水ポンプによる送水(淡水/海水) 

多様なハザード対応

手順 

「消防車による送

水」」 

判
断
基
準 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

操
作 

水源の確

保 
防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ 

代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 
－ 



重大事故等対処に係る監視事項 
1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等 

1.15-235 

 

対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.13.2.1 水源を利用した対応手順 

(6)海を水源とした対応手順 

a.海を水源とした大容量送水車（海水取水用）及び可搬型代替注水ポンプによる送水 

多様なハザード対応

手順 

「大容量送水車によ

る消防車への送水」 

「消防車による送水」 

判
断
基
準 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

操
作 

水源の確

保 
海を利用 「緊急時対策本部」に確認 ③ 

代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 
－ 
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対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.13.2.2 水源へ水を補給するための対応手順 

(1)復水貯蔵槽へ水を補給するための対応手順 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

AM 設備別操作手順書

「消防車による CSP

への補給(淡水/海

水)」 

判
断
基
準 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

淡水貯水池 「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 

－ 

防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ － 

操
作 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

淡水貯水池 「緊急時対策本部」に確認 ③ 代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 

－ 

防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ － 



重大事故等対処に係る監視事項 
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対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(徴候ベース) 

AM 設備別操作手順書 

「MUWP ポンプによる

CSP への補給」 

 

多様なハザード対応

手順 

「大湊側純水移送ポ

ンプ電源確保」 

判
断
基
準 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

純水タンク水位 「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 
－ 

操
作 

電源 仮設発電機電圧 「緊急時対策本部」に確認 － － － 

水源の確

保 

[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

0 

1 

① 

① 

－ 

－ 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

純水タンク水位 「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 
－ 

補機監視

機能 
純水移送ポンプ吐出圧力 「緊急時対策本部」に確認 ③ 

純水移送ポンプの運転状態

を確認するパラメータ 
－ 
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対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.13.2.2 水源へ水を補給するための対応手順 

(2)防火水槽へ水を補給するための対応手順 

多様なハザード対応

手順 

「貯水池から大湊側

防火水槽への補給」 

判
断 

基
準 

水源の確

保 

淡水貯水池 「緊急時対策本部」に確認 ③ 代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 

－ 

防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ － 

操
作 

水源の確

保 

淡水貯水池 「緊急時対策本部」に確認 ③ 代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 

－ 

防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ － 

多様なハザード対応

手順 

「大湊側淡水タンク

から防火水槽への補

給」 

判
断 

基
準 

水源の確

保 

防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 

－ 

ろ過水タンク水位 「緊急時対策本部」に確認 ③ － 

純水タンク水位 「緊急時対策本部」に確認 ③ － 

操
作 

水源の確

保 

防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 

－ 

ろ過水タンク水位 「緊急時対策本部」に確認 ③ － 

純水タンク水位 「緊急時対策本部」に確認 ③ － 

1.13.2.2 水源へ水を補給するための対応手順 

(2)防火水槽へ水を補給するための対応手順 

多様なハザード対応

手順 

「大容量送水車によ

る防火水槽への海水

補給」 

判
断 

基
準 

水源の確

保 
防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ 

代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 
－ 

操
作 

水源の確

保 
防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ 

代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 
－ 

多様なハザード対応

手順 

「海水ポンプによる

防火水槽への海水補

給」 

判
断 

基
準 

水源の確

保 
防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ 

代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 
－ 

操
作 

水源の確

保 
防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ 

代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 
－ 

多様なハザード対応

手順 

「消防車による防火

水槽への海水補給」 

判
断 

基
準 

水源の確

保 
防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ 

代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 
－ 

操
作 

水源の確

保 
防火水槽 「緊急時対策本部」に確認 ③ 

代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 
－ 

1.13.2.2 水源へ水を補給するための対応手順 

(3)淡水タンクへ水を補給するための対応手順 

多様なハザード対応

手順 

「貯水池から大湊側

淡水タンクへの補給」 

判
断 

基
準 

水源の確

保 

ろ過水タンク水位 「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 

－ 

純水タンク水位 「緊急時対策本部」に確認 ③ － 

淡水貯水池 「緊急時対策本部」に確認 ③ － 

操
作 

水源の確

保 

ろ過水タンク水位 「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替水源の確保状態を確認

するパラメータ 

－ 

純水タンク水位 「緊急時対策本部」に確認 ③ － 

淡水貯水池 「緊急時対策本部」に確認 ③ － 
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対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.14.2.1 交流電源喪失時の対応手順 

(1)代替交流電源設備による給電 

事故時運転操作手順

書(事象ベース) 

「全交流電源喪失・全

直流電源喪失」 

AM 設備別操作手順書 

第一ガスタービン発

電機,第二ガスタービ

ン発電機又は電源車

による M/C C 系及び

M/C D 系受電 

 

「第一ガスタービン

発電機起動」 

「M/C7C･7D受電」 

判
断
基
準 

電源 

500kV新新潟幹線1L,2L電圧 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 

新新潟幹線 1L,2L の受電状

態を確認するパラメータ 

－ 500kV南新潟幹線1L,2L電圧 
南新潟幹線 1L,2L の受電状

態を確認するパラメータ 

No.1 工事用変圧器入力電圧 工事用変圧器の受電状態を

確認するパラメータ No.2 工事用変圧器入力電圧 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

操
作 

第一 GTG

運転監視 

第一 GTG 発電機電圧 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替電源設備の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

第一 GTG 発電機周波数 

第一 GTG タービン回転数 

第一 GTG 潤滑油入口温度 

第一 GTG 潤滑油入口圧力 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

事故時運転操作手順

書(事象ベース) 

「全交流電源喪失・全

直流電源喪失」 

AM 設備別操作手順書 

第一ガスタービン発

電機,第二ガスタービ

ン発電機又は電源車

による M/C C 系及び

M/C D 系受電 

「緊急用 M/C から

M/C7C･7D への電路構

成」 

「M/C7C･7D受電」 

 

多様なハザード対応

手順 

「第二 GTG による荒

浜側緊急用 M/C 受電」 

判
断
基
準 

電源 

500kV新新潟幹線1L,2L電圧 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 

新新潟幹線 1L,2L の受電状

態を確認するパラメータ 

－ 500kV南新潟幹線1L,2L電圧 
南新潟幹線 1L,2L の受電状

態を確認するパラメータ 

No.1 工事用変圧器入力電圧 工事用変圧器の受電状態を

確認するパラメータ No.2 工事用変圧器入力電圧 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

操
作 

第二 GTG

運転監視 

第二 GTG 発電機電圧 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替電源設備の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

第二 GTG 発電機周波数 

第二 GTG タービン回転数 

第二 GTG 潤滑油入口温度 

第二 GTG 潤滑油入口圧力 

電源 緊急用 M/C 電圧 「緊急時対策本部」に確認 ③ 
緊急用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 
－ 

事故時運転操作手順

書(事象ベース) 

「全交流電源喪失・全

直流電源喪失」 

AM 設備別操作手順書 

第一ガスタービン発

電機,第二ガスタービ

ン発電機又は電源車

による M/C C 系及び

M/C D 系受電 

「大湊側緊急用 M/C

から M/C7C･7D への電

路構成」 

「M/C7C･7D受電」 

 

多様なハザード対応

手順 

「第二 GTG による大

湊側緊急用 M/C 受電」 

判
断
基
準 

電源 

500kV新新潟幹線1L,2L電圧 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 

新新潟幹線 1L,2L の受電状

態を確認するパラメータ 

－ 500kV南新潟幹線1L,2L電圧 
南新潟幹線 1L,2L の受電状

態を確認するパラメータ 

No.1 工事用変圧器入力電圧 工事用変圧器の受電状態を

確認するパラメータ No.2 工事用変圧器入力電圧 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

操
作 

第二 GTG

運転監視 

第二 GTG 発電機電圧 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替電源設備の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

第二 GTG 発電機周波数 

第二 GTG タービン回転数 

第二 GTG 潤滑油入口温度 

第二 GTG 潤滑油入口圧力 

電源 大湊側緊急用 M/C 電圧 「緊急時対策本部」に確認 ③ 
緊急用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 
－ 
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対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(事象ベース)  

「全交流電源喪失・全

直流電源喪失」 

AM 設備別操作手順書 

第一ガスタービン発

電機,第二ガスタービ

ン発電機又は電源車

による M/C C 系及び

M/C D 系受電 

「緊急用 M/C から

M/C7C･7D への電路構

成」 

「M/C7C･7D受電」 

 

多様なハザード対応

手順 

「電源車による荒浜

側緊急用 M/C 受電」 

判
断
基
準 

電源 

500kV新新潟幹線1L,2L電圧 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 

新新潟幹線 1L,2L の受電状

態を確認するパラメータ 

－ 500kV南新潟幹線1L,2L電圧 
南新潟幹線 1L,2L の受電状

態を確認するパラメータ 

No.1 工事用変圧器入力電圧 工事用変圧器の受電状態を

確認するパラメータ No.2 工事用変圧器入力電圧 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

第一 GTG 発電機電圧 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 

代替電源設備の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

第一 GTG 発電機周波数 

第二 GTG 発電機電圧 

第二 GTG 発電機周波数 

緊急用 M/C 電圧 
緊急用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

操
作 

電源車運

転監視 

電源車電圧 
「緊急時対策本部」に確認 ③ 

代替電源設備の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

電源車周波数 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

緊急用 M/C 電圧 「緊急時対策本部」に確認 ③ 
緊急用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 
－ 

事故時運転操作手順

書(事象ベース) 

「全交流電源喪失・全

直流電源喪失」 

AM 設備別操作手順書 

電源車による P/C C

系及び P/C D 系受電 

「電源車による P/C 

7C-1･7D-1 への電路

構成」 

「電源車（緊急用電源

切替箱 7A経由）によ

る M/C7C･7D への電路

構成」 

「M/C 7C・7D 受電」 

「P/C7C-1･7D-1 受電

（P/C 動力変圧器～

M/C7C･7D 経由）」 

 

多様なハザード対応

手順 

「電源車による P/C 

7C-1・P/C 7D-1 受電」 

判
断
基
準 

電源 

500kV新新潟幹線1L,2L電圧 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 

新新潟幹線 1L,2L の受電状

態を確認するパラメータ 

－ 

500kV南新潟幹線1L,2L電圧 
南新潟幹線 1L,2L の受電状

態を確認するパラメータ 

No.1 工事用変圧器入力電圧 工事用変圧器の受電状態を

確認するパラメータ No.2 工事用変圧器入力電圧 

第一 GTG 発電機電圧 

代替電源設備の運転状態を

確認するパラメータ 

第二 GTG 発電機電圧 

電源車電圧(緊急用M/C 経

由) 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

操
作 

電源車運

転監視 

電源車電圧 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替電源設備の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

電源車周波数 

電源 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 
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対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.14.2.1 交流電源喪失時の対応手順 

(2)電力融通による給電 

事故時運転操作手順

書(事象ベース) 

「全交流電源喪失・全

直流電源喪失」 

AM 設備別操作手順書 

号炉間電力融通ケー

ブルによる電力融通 

「K6D/G による M/C 

7C･7D への電路構成

（号炉間電力融通ケ

ーブル使用）」 

「DG（A）（B）による

他号炉への電力融通」 

 

多様なハザード対応

手順 

「号炉間電力融通ケ

ーブルによる電力融

通」 

判
断
基
準 

電源 

非常用 D/G(A)発電機電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 D/G の発電状態を確

認するパラメータ 

－ 
非常用 D/G(B)発電機電圧 1 1 1 1 ③ － 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

D/G 運転

監視 

(6 号炉) 

非常用 D/G(A)発電機電圧(6

号炉) 

「6号炉中央操作室」に確認 ③ 

他号炉の非常用ディーゼル

発電機の運転状態を確認す

るパラメータ 

－ 

非常用 D/G(B)発電機電圧(6

号炉) 

非常用 D/G(A)発電機電力(6

号炉) 

非常用 D/G(B)発電機電力(6

号炉) 

非常用 D/G(A)発電機周波数

(6号炉) 

非常用 D/G(B)発電機周波数

(6号炉) 

操
作 

電源 
M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

D/G 運転

監視 

(6 号炉) 

非常用 D/G(A)発電機電圧(6

号炉) 

「6号炉中央操作室」に確認 ③ 

他号炉の非常用ディーゼル

発電機の運転状態を確認す

るパラメータ 

－ 

非常用 D/G(B)発電機電圧(6

号炉) 

非常用 D/G(A)発電機電力(6

号炉) 

非常用 D/G(B)発電機電力(6

号炉) 

非常用 D/G(A)発電機周波数

(6号炉) 

非常用 D/G(B)発電機周波数

(6号炉)  



重大事故等対処に係る監視事項 
1.14 電源の確保に関する手順等 

1.15-242 

 

対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.14.2.2 交流電源及び直流電源喪失時の対応手順 

(1)代替直流電源設備による給電 

事故時運転操作手順

書(事象ベース) 

「全交流電源喪失・全

直流電源喪失」 

AM 設備別操作手順書 

所内蓄電式直流電源

設備による給電 

判
断
基
準 

電源 

500kV 新新潟幹線 1L,2L 電圧 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 

新新潟幹線 1L,2L の受電状
態を確認するパラメータ 

－ 500kV 南新潟幹線 1L,2L 電圧 
南新潟幹線 1L,2L の受電状
態を確認するパラメータ 

No.1 工事用変圧器入力電圧 工事用変圧器の受電状態を
確認するパラメータ No.2 工事用変圧器入力電圧 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確
認するパラメータ 

－ 

M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

操
作 

電源 
直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 

直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

事故時運転操作手順

書(事象ベース) 

「全交流電源喪失・全

直流電源喪失」 

AM 設備別操作手順書 

所内蓄電式直流電源

設備による給電 

「直流 125V 蓄電池切

替（7A，7A-2，AM 用）」 

判
断
基
準 

電源 

500kV 新新潟幹線 1L,2L 電圧 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 

新新潟幹線 1L,2L の受電状
態を確認するパラメータ 

－ 500kV 南新潟幹線 1L,2L 電圧 
南新潟幹線 1L,2L の受電状
態を確認するパラメータ 

No.1 工事用変圧器入力電圧 工事用変圧器の受電状態を
確認するパラメータ No.2 工事用変圧器入力電圧 

蓄電池解放

継続時間 

直流 125V 蓄電池 Aの放電時間が8

時間以上となるおそれ 
－ － 

操
作 

電源 直流125V充電器盤A-2蓄電池電圧 1 1 1 1 ③ 
直流電源設備の受電状態を
確認するパラメータ 

－ 

事故時運転操作手順

書(事象ベース) 

「全交流電源喪失・全

直流電源喪失」 

AM 設備別操作手順書 

所内蓄電式直流電源

設備による給電 

「直流 125V 蓄電池切

替（7A，7A-2，AM 用）」 

判
断
基
準 

電源 

500kV 新新潟幹線 1L,2L 電圧 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 

新新潟幹線 1L,2L の受電状
態を確認するパラメータ 

－ 500kV 南新潟幹線 1L,2L 電圧 
南新潟幹線 1L,2L の受電状
態を確認するパラメータ 

No.1 工事用変圧器入力電圧 工事用変圧器の受電状態を
確認するパラメータ No.2 工事用変圧器入力電圧 

蓄電池解放

継続時間 

直流125V蓄電池A-2の放電時間が

19時間以上となるおそれ 
－ － 

操
作 

電源 
AM 用直流 125V 充電器盤蓄電池電

圧 
1 1 1 1 ③ 

直流電源設備の受電状態を
確認するパラメータ 

－ 

事故時運転操作手順

書(事象ベース) 

「全交流電源喪失・全

直流電源喪失」 

AM 設備別操作手順書 

所内蓄電式直流電源

設備による給電 

「直流 125V 充電器盤

7A受電」 

判
断 

基
準 

電源 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

操
作 

電源 

直流 125V 充電器盤 A充電器電圧 1 1 1 1 ③ 

直流電源設備の受電状態を
確認するパラメータ 

－ 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ － 

事故時運転操作手順

書(事象ベース) 

「全交流電源喪失・全

直流電源喪失」 

AM 設備別操作手順書 

所内蓄電式直流電源

設備による給電 

「直流 125V 充電器盤

7B受電」 

判
断 

基
準 

電源 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

操
作 

電源 

直流 125V 充電器盤 B充電器電圧 1 1 1 1 ③ 

直流電源設備の受電状態を
確認するパラメータ 

－ 

直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

事故時運転操作手順

書(事象ベース)  

「全交流電源喪失・全

直流電源喪失」 

AM 設備別操作手順書 

所内蓄電式直流電源

設備による給電 

「直流 125V 充電器盤

7A-2 受電」 

判
断 

基
準 

電源 
P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

操
作 

電源 直流125V充電器盤A-2充電器電圧 1 1 1 1 ③ 
直流電源設備の受電状態を
確認するパラメータ 

－ 
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対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順書(事象ベース)  

「全交流電源喪失・全直流電源喪失」 

AM 設備別操作手順書 

所内蓄電式直流電源設備による給電 

「AM直流 125V 充電器盤受電」 

判
断
基
準 

電源 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 
非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

操
作 

電源 
AM用直流125V充電器盤充

電器電圧 
1 1 1 1 ③ 

直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 
－ 

事故時運転操作手順書(事象ベース) 

「全交流電源喪失・全直流電源喪失」 

AM 設備別操作手順書 

所内蓄電式直流電源設備による給電 

「中操監視計器復旧(C系)」 

「中操監視計器復旧(D系)」 

判
断
基
準 

電源 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 

非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

事故時運転操作手順書(事象ベース) 

「全交流電源喪失・全直流電源喪失」 

AM 設備別操作手順書 

可搬型直流電源設備による給電 

「緊急用 M/C から AM用 MCC への電路構成」 

「電源車（AM用動力変圧器）による AM用 MCC

への電路構成」 

「電源車（緊急用電源箱 7A経由）による AM

用 MCC への電路構成」 

「AM用 MCC 受電」 

多様なハザード対応手順 

「電源車による荒浜側緊急用 M/C 受電」 

「電源車による AM用 MCC 受電」 

判
断
基
準 

電源 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 

直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 

直流 125V 充電器盤A-2 蓄

電池電圧 
1 1 1 1 ③ － 

AM用直流125V充電器盤蓄

電池電圧 
1 1 1 1 ③ － 

電源車運転

監視 

電源車電圧 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替電源設備の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

電源車周波数 

操
作 

電源 
AM用直流125V充電器盤充

電器電圧 
1 1 1 1 ③ 

直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 
－ 

多様なハザード対応手順 

直流給電車による直流 125V 主母線盤 A給電 

「直流給電車による直流 125V 主母線盤7A

給電」 判
断
基
準 

電源 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 

直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 

直流 125V 充電器盤A-2 蓄

電池電圧 
1 1 1 1 ③ － 

AM用直流125V充電器盤蓄

電池電圧 
1 1 1 1 ③ － 

電源車電圧 「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替電源設備の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

直流給電車

運転監視 
直流給電車電圧 「緊急時対策本部」に確認 ③ 

代替電源設備の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

操
作 

電源 直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 
直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 
－ 
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対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.14.2.2 交流電源及び直流電源喪失時の対応手順 

(2)常設代替直流電源設備による遮断器用制御電源復旧 

事故時運転操作手順書(事象ベース) 

「全交流電源喪失・全直流電源喪失」 

AM 設備別操作手順書 

「AM用直流 125V 蓄電池による直流 125V

主母線盤 7A受電」 

判
断
基
準 

電源 

500kV新新潟幹線1L,2L電圧 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 

新新潟幹線 1L,2L の受電状

態を確認するパラメータ 

－ 500kV南新潟幹線1L,2L電圧 
南新潟幹線 1L,2L の受電状

態を確認するパラメータ 

No.1 工事用変圧器入力電圧 工事用変圧器の受電状態を

確認するパラメータ No.2 工事用変圧器入力電圧 

AM用直流125V充電器盤蓄電

池電圧 
1 1 1 1 ③ 

直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 
－ 

操
作 

電源 

直流 125V 充電器盤 A充電器

電圧 
1 1 1 1 ③ 

直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ － 

AM用直流125V充電器盤蓄電

池電圧 
1 1 1 1 ③ － 

事故時運転操作手順書(事象ベース) 

「全交流電源喪失・全直流電源喪失」 

AM 設備別操作手順書 

「緊急 M/C から M/C7C･7D への電路構成」 

「大湊緊急用M/CからM/C7C･7Dへの電路

構成」 

「電源車による P/C7C-1･7D-1 への電路

構成」 

「電源車（緊急用電源切替箱 7A経由）に

よる M/C7C･7D への電路構成」 

「第一ガスタービン発電機起動」 

「M/C7C･7D受電」 

多様なハザード対応手順 

「第二GTGによる荒浜側緊急用M/C受電」 

「第二GTGによる大湊側緊急用M/C受電」 

「電源車による P/C 7C-1・P/C 7D-1受電」 

「非常用 D/G 軽油タンクからタンクロー

リへの給油」 

｢タンクローリから各機器等への給油｣ 

判
断
基
準 

電源 

M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ 
非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 充電器盤 B充電器

電圧 
1 1 1 1 ③ 

直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 

直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

操
作 

電源 

直流 125V 充電器盤 B充電器

電圧 
1 1 1 1 ③ 

直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 

直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 
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対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.14.2.2 交流電源及び直流電源喪失時の対応手順 

(3)低圧電源号炉間融通 

事故時運転操作手順

書(事象ベース) 

「全交流電源喪失・

全直流電源喪失」 

AM 設備別操作手順書 

「低圧電源号炉間融

通による直流125V主

母線盤A又はB受電」 

判
断
基
準 

電源 

500kV新新潟幹線1L,2L電圧 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 

新新潟幹線 1L,2L の受電状

態を確認するパラメータ 

－ 500kV南新潟幹線1L,2L電圧 
南新潟幹線 1L,2L の受電状

態を確認するパラメータ 

No.1 工事用変圧器入力電圧 工事用変圧器の受電状態を

確認するパラメータ No.2 工事用変圧器入力電圧 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 

直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 

直流 125V 充電器盤A-2 蓄電

池電圧 
1 1 1 1 ③ － 

AM用直流125V充電器盤蓄電

池電圧 
1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

D/G 運転

監視 

(6 号炉) 

非常用 D/G(A)発電機電圧(6

号炉) 

「6号炉中央操作室」に確認 ③ 

他号炉の非常用ディーゼル

発電機の運転状態を確認す

るパラメータ 

－ 

非常用 D/G(B)発電機電圧(6

号炉) 

非常用 D/G(A)発電機電力(6

号炉) 

非常用 D/G(B)発電機電力(6

号炉) 

非常用 D/G(A)発電機周波数

(6号炉) 

非常用 D/G(B)発電機周波数

(6号炉) 

操
作 

電源 
直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 

直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 
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対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.14.2.3 非常用所内電気設備機能喪失時の対応手順 

(1)代替所内電気設備による給電 

事故時運転操作手順

書(事象ベース) 

AM 設備別操作手順書 

第一ガスタービン発

電機，第二ガスター

ビン発電機又は電源

車によるAM用 MCC 受

電 

「第一ガスタービン

発電機起動」 

「第一 GTG 又は電源

車から AM用 MCC への

電路構成」 

「AM用 MCC 受電」 

判
断
基
準 

電源 

第一 GTG 発電機電圧 「緊急時対策本部」に確認 ③ 
電源車の運転状態を確認す

るパラメータ 
－ 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

操
作 

第一 GTG

運転監視 

第一 GTG 発電機電圧 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替電源設備の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

第一 GTG 発電機周波数 

第一 GTG タービン回転数 

第一 GTG 潤滑油入口温度 

第一 GTG 潤滑油入口圧力 

電源 AM 用 MCC B 電圧 1 1 1 1 ③ 
AM 用 MCC の受電状態を確認

するパラメータ 
－ 

事故時運転操作手順

書(事象ベース) 

AM 設備別操作手順書 

第一ガスタービン発

電機，第二ガスター

ビン発電機又は電源

車によるAM用 MCC 受

電 

「緊急用 M/C から AM

用 MCCへの電路構成」 

「AM用 MCC 受電」 

 

多様なハザード対応

手順 

「第二 GTG による荒

浜側緊急用M/C受電」 

判
断
基
準 

電源 

第二 GTG 発電機電圧 
「緊急時対策本部」に確認 ③ 

代替電源設備の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

緊急用 M/C 電圧 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

操
作 

第二 GTG

運転監視 

第二 GTG 発電機電圧 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替電源設備の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

第二 GTG 発電機周波数 

第二 GTG タービン回転数 

第二 GTG 潤滑油入口温度 

第二 GTG 潤滑油入口圧力 

電源 

緊急用 M/C 電圧 「緊急時対策本部」に確認 ③ 
緊急用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 
－ 

AM 用 MCC B 電圧 1 1 1 1 ③ 
AM 用 MCC の受電状態を確認

するパラメータ 
－ 

事故時運転操作手順

書(事象ベース) 

AM 設備別操作手順書 

第一ガスタービン発

電機，第二ガスター

ビン発電機又は電源

車によるAM用 MCC 受

電 

「大湊側緊急用 M/C

から AM用 MCCへの電

路構成」 

「AM用 MCC 受電」 

 

多様なハザード対応

手順 

「第二 GTG による大

湊側緊急用M/C受電」 

判
断
基
準 

電源 

第二 GTG 発電機電圧 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 

代替電源設備の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

大湊側緊急用 M/C 電圧 
緊急用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

操
作 

第二 GTG

運転監視 

第二 GTG 発電機電圧 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替電源設備の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

第二 GTG 発電機周波数 

第二 GTG タービン回転数 

第二 GTG 潤滑油入口温度 

第二 GTG 潤滑油入口圧力 

電源 

大湊側緊急用 M/C 電圧 「緊急時対策本部」に確認 ③ 
緊急用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 
－ 

AM 用 MCC B 電圧 1 1 1 1 ③ 
AM 用 MCC の受電状態を確認

するパラメータ 
－ 
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対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

事故時運転操作手順

書(事象ベース) 

AM 設備別操作手順書 

第一ガスタービン発

電機，第二ガスター

ビン発電機又は電源

車による AM用 MCC受

電 

「電源車（AM用動力

変圧器）による AM用

MCC への電路構成」 

「AM用 MCC 受電」 

 

多様なハザード対応

手順 

「電源車による AM用

MCC 受電」 

判
断
基
準 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

電源車運

転監視 

電源車電圧 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替電源設備の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

電源車周波数 

操
作 

電源 AM 用 MCC B 電圧 1 1 1 1 ③ 
AM 用 MCC の受電状態を確認

するパラメータ 
－ 

電源車運

転監視 

電源車電圧 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替電源設備の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

電源車周波数 

事故時運転操作手順

書(事象ベース) 

AM 設備別操作手順書 

第一ガスタービン発

電機，第二ガスター

ビン発電機又は電源

車による AM用 MCC受

電 

「電源車（緊急用電

源箱 7A経由）による

AM用 MCC への電路構

成」 

「AM用 MCC 受電」 

 

多様なハザード対応

手順 

「電源車による AM用

MCC 受電」 

判
断
基
準 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

P/C C-1 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 P/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 

P/C D-1 電圧 1 1 1 1 ③ － 

電源車運

転監視 

電源車電圧 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替電源設備の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

電源車周波数 

操
作 

電源 AM 用 MCC B 電圧 1 1 1 1 ③ 
AM 用 MCC の受電状態を確認

するパラメータ 
－ 

電源車運

転監視 

電源車電圧 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 
代替電源設備の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

電源車周波数 

1.14.2.4 燃料の補給手順 

(1)軽油タンクからタンクローリへの給油 

多様なハザード対応

手順 

「非常用 D/G 軽油タ

ンクからタンクロー

リへの給油」 

判
断
基
準 

補機監視

機能 

軽油タンク(A)油面 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 燃料の確保状態を確認する

パラメータ 
－ 軽油タンク(B)油面 

タンクローリ油タンクレベル 

操
作 

補機監視

機能 

軽油タンク(A)油面 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 燃料の確保状態を確認する

パラメータ 
－ 軽油タンク(B)油面 

タンクローリ油タンクレベル 

1.14.2.4 燃料の補給手順 

(2)タンクローリから各機器等への給油 

多様なハザード対応

手順 

「タンクローリから

各機器等への給油」 

判
断
基
準 

補機監視

機能 

タンクローリ油タンクレベル 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 燃料の確保状態を確認する

パラメータ 
－ 

各機器油タンクレベル 

操
作 

補機監視

機能 

タンクローリ油タンクレベル 
「緊急時対策本部」に確認 ③ 燃料の確保状態を確認する

パラメータ 
－ 

各機器油タンクレベル 
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対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.14.2.5 重大事項等対処設備(設計基準拡張)の対応手順 

(1)非常用交流電源設備による給電 

事故時運転操作手順

書(事象ベース) 

「全交流電源喪失・

全直流電源喪失」 

 

判
断
基
準 

電源 

500kV新新潟幹線1L,2L電圧 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 

新新潟幹線 1L,2L の受電状

態を確認するパラメータ 

－ 500kV南新潟幹線1L,2L電圧 
南新潟幹線 1L,2L の受電状

態を確認するパラメータ 

No.1 工事用変圧器入力電圧 工事用変圧器の受電状態を

確認するパラメータ No.2 工事用変圧器入力電圧 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 
非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

M/C E 電圧 1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 主母線盤 A電圧 1 1 1 1 ③ 

直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 

直流 125V 充電器盤A-2 蓄電

池電圧 
1 1 1 1 ③ － 

AM用直流125V充電器盤蓄電

池電圧 
1 1 1 1 ③ － 

直流 125V 主母線盤 B電圧 1 1 1 1 ③ － 

原子炉圧

力容器内

の水位 

[原子炉水位(狭帯域)] 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

4 

3 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

① 

－ 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

操
作 

電源 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 
非常用M/Cの受電状態を確認

するパラメータ 

－ 
M/C D 電圧 1 1 1 1 ③ － 

M/C E 電圧 1 1 1 1 ③ － 

D/G 運転

監視 

非常用 D/G 発電機電圧 3 3 3 3 ③ 非常用ディーゼル発電機の

運転状態を確認するパラメ

ータ 

－ 

非常用 D/G 発電機電力 3 3 3 3 ③ － 
非常用 D/G 発電機周波数 3 3 3 3 ③ － 

補機監視

機能 

燃料ディタンク油面 3 3 3 3 ③ 燃料の確保状態を確認する

パラメータ 

－ 
軽油タンク油面 2 2 2 2 ③ － 

原子炉補機冷却水系系統流

量 
3 3 1 1 ① － － 

原子炉補機冷却系熱交換器

出口冷却水温度 
3 3 1 1 ③ 

原子炉補機冷却系の運転状

態を確認するパラメータ 
－ 
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対応手段 項目 

監視パラメータ 

分類 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

1.14.2.5 重大事項等対処設備(設計基準拡張)の対応手順 

(2) 非常用直流電源設備による給電 

 

判
断
基
準 

電源 

500kV新新潟幹線1L,2L電圧 

「緊急時対策本部」に確認 ③ 

新新潟幹線 1L,2L の受電状

態を確認するパラメータ 

－ 500kV南新潟幹線1L,2L電圧 
南新潟幹線 1L,2L の受電状

態を確認するパラメータ 

No.1 工事用変圧器入力電圧 工事用変圧器の受電状態を

確認するパラメータ No.2 工事用変圧器入力電圧 

M/C C 電圧 1 1 1 1 ③ 非常用 M/C の受電状態を確

認するパラメータ 

－ 
M/C E 電圧 1 1 1 1 ③ － 

操
作 

電源 
直流 125V 主母線盤 C電圧 1 1 1 1 ③ 直流電源設備の受電状態を

確認するパラメータ 

－ 

直流 125V 主母線盤 D電圧 1 1 1 1 ③ － 
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対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

原子炉スクラム確認 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 ① － 

起動領域モニタ 10 10 3 2 
起動領域モニタにより平均出力領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

起動領域モニタ 10 10 3 2 ① － 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 
平均出力領域モニタにより起動領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

高圧・低圧注水機能喪

失確認 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系ポンプ吐出圧

力 
3 3 1 1 ③ 

残留熱除去系の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 
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対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

高圧代替注水系によ

る原子炉水位回復 ※ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 

逃がし安全弁による

原子炉急速減圧 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

※ 有効性評価上考慮しない操作 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.1 高圧・低圧注水機能喪失 

1.15-252 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

低圧代替注水系(常

設)による原子炉注水 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能  



重大事故等対処に係る監視事項 
2.1 高圧・低圧注水機能喪失 

1.15-253 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

代替格納容器スプレ

イ冷却系による原子

炉格納容器冷却 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

格納容器下部水位 3 3 3 3 
格納容器下部水位の水位変化により復水補給

水系流量（原子炉圧力容器）の代替監視可能 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.1 高圧・低圧注水機能喪失 

1.15-254 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

格納容器圧力逃がし

装置等による原子炉

格納容器除熱 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

ドライウェル雰囲気温度，サプレッション・チ

ェンバ気体温度，格納容器内圧力(D/W)及び格

納容器内圧力(S/C)により格納容器圧力逃がし

装置による冷却のの代替監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

フィルタ装置入口圧力 1 1 1 1 ① － 
サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

フィルタ装置出口放射線モ

ニタ 
2 2 2 2 ① － 格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 

フィルタ装置金属フィルタ

差圧 
1 1 1 1 ① － 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.2 高圧注水・減圧機能喪失 

1.15-255 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

原子炉スクラム確認 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 ① － 

起動領域モニタ 10 10 3 2 
起動領域モニタにより平均出力領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

起動領域モニタ 10 10 3 2 ① － 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 
平均出力領域モニタにより起動領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

高圧注水機能喪失確

認 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1  
 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.2 高圧注水・減圧機能喪失 

1.15-256 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

高圧代替注水系によ

る原子炉注水 ※ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 

 ※ 有効性評価上考慮しない操作 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.2 高圧注水・減圧機能喪失 

1.15-257 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

代替自動減圧ロジッ

ク動作確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.2 高圧注水・減圧機能喪失 

1.15-258 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

残留熱除去系（低圧注

水モード）による原子

炉注水 
原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水位 
1 1 1 1 

水源であるサプレッション・チェンバ・プール

水位の水位変化より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.2 高圧注水・減圧機能喪失 
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対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

残留熱除去系（サプレ

ッション・チェンバ・

プール水冷却モード）

運転 
残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水位 
1 1 1 1 

水源であるサプレッション・チェンバ・プール

水位の水位変化より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

残留熱除去系（原子炉

停止時冷却モード）運

転 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水位 
1 1 1 1 

水源であるサプレッション・チェンバ・プール

水位の水位変化より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 ① － － 



重大事故等対処に係る監視事項 
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対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

全交流動力電源喪失

及び原子炉スクラム

確認 
平均出力領域モニタ 4 4 1 1 ① － 

起動領域モニタ 10 10 3 2 
起動領域モニタにより平均出力領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

起動領域モニタ 10 10 3 2 ① － 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 
平均出力領域モニタにより起動領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

原子炉隔離時冷却系

による原子炉注水 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
復水貯蔵槽水位の水位変化より，原子炉隔離時

冷却系系統流量の代替監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 
崩壊熱除去に必要な注水量と原子炉水位の変

化より，原子炉隔離時冷却系系統流量の代替監

視可能 原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 
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対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

高圧代替注水系によ

る原子炉注水 ※ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 

直流電源切替 － － － 

※ 有効性評価上考慮しない操作 
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対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

格納容器圧力逃がし

装置等による原子炉

格納容器除熱 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

ドライウェル雰囲気温度，サプレッション・チ

ェンバ気体温度，格納容器内圧力(D/W)及び格

納容器内圧力(S/C)により格納容器圧力逃がし

装置による冷却のの代替監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

フィルタ装置入口圧力 1 1 1 1 ① － 
サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

フィルタ装置出口放射線モ

ニタ 
2 2 2 2 ① － 格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 

フィルタ装置金属フィルタ

差圧 
1 1 1 1 ① － 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

逃がし安全弁による

原子炉急速減圧 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 
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対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

残留熱除去系(低圧注

水モード)による原子

炉注水 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流量と

崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流量と

崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 

水源であるサプレッション・チェンバ・プール水

位の水位変化より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化より

代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系(格納容

器スプレイモード)に

よる原子炉格納容器

除熱 
残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 

水源であるサプレッション・チェンバ・プール水

位の水位変化より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化より

代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 直接的に格納容器内圧力を計測することができ，

監視可能 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲気

温度により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用計

器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することができ，

監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・チ

ェンバ気体温度及びサプレッション・チェンバ・

プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用計

器）により代替監視可能 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により代替

監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上昇

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力(S/C)

により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ気

体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気体

温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化に

より代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力(S/C)

により代替監視可能。 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.3 全交流動力電源喪失 

2.3.1 全交流電源喪失(外部電源喪失＋DG 喪失) 

1.15-264 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

低圧代替注水系(常

設)による原子炉注水 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.3 全交流動力電源喪失 

2.3.2 全交流電源喪失(外部電源喪失＋DG 喪失)＋RCIC 失敗 

1.15-265 

  

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

全交流動力電源喪失

及び原子炉スクラム

確認 
平均出力領域モニタ 4 4 1 1 ① － 

起動領域モニタ 10 10 3 2 
起動領域モニタにより平均出力領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

起動領域モニタ 10 10 3 2 ① － 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 
平均出力領域モニタにより起動領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

高圧代替注水系によ

る原子炉注水 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 
崩壊熱除去に必要な注水量と原子炉水位の変

化より，高圧代替注水系系統流量の代替監視可

能 原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.3 全交流動力電源喪失 

2.3.2 全交流電源喪失(外部電源喪失＋DG 喪失)＋RCIC 失敗 

1.15-266 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

格納容器圧力逃がし

装置等による原子炉

格納容器除熱 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① 

－ 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

ドライウェル雰囲気温度，サプレッション・チ

ェンバ気体温度，格納容器内圧力(D/W)及び格

納容器内圧力(S/C)により格納容器圧力逃がし

装置による冷却のの代替監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

フィルタ装置入口圧力 1 1 1 1 ① 
サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

フィルタ装置出口放射線モ

ニタ 
2 2 2 2 ① 格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 

フィルタ装置金属フィルタ

差圧 
1 1 1 1 ① 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

逃がし安全弁による

原子炉急速減圧 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.3 全交流動力電源喪失 

2.3.2 全交流電源喪失(外部電源喪失＋DG 喪失)＋RCIC 失敗 

1.15-267 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

残留熱除去系(低圧注

水モード)による原子

炉注水 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水位 
1 1 1 1 

水源であるサプレッション・チェンバ・プール

水位の水位変化より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.3 全交流動力電源喪失 

2.3.2 全交流電源喪失(外部電源喪失＋DG 喪失)＋RCIC 失敗 

1.15-268 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

残留熱除去系(格納容

器スプレイモード)に

よる原子炉格納容器

除熱 
残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水位 
1 1 1 1 

水源であるサプレッション・チェンバ・プール

水位の水位変化より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ

気体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.3 全交流動力電源喪失 

2.3.2 全交流電源喪失(外部電源喪失＋DG 喪失)＋RCIC 失敗 

1.15-269 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

低圧代替注水系(常

設)による原子炉注水 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧力

容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧力

容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧力

容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格納

容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.3 全交流動力電源喪失 

2.3.3 全交流電源喪失(外部電源喪失＋DG 喪失)＋直流電源喪失 

1.15-270 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

全交流動力電源喪失

及び原子炉スクラム

確認 
原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

高圧代替注水系によ

る原子炉注水 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.3 全交流動力電源喪失 

2.3.3 全交流電源喪失(外部電源喪失＋DG 喪失)＋直流電源喪失 
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対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

格納容器圧力逃がし

装置等による原子炉

格納容器除熱 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

ドライウェル雰囲気温度，サプレッション・チ

ェンバ気体温度，格納容器内圧力(D/W)及び格

納容器内圧力(S/C)により格納容器圧力逃がし

装置による冷却のの代替監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

フィルタ装置入口圧力 1 1 1 1 ① － 
サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

フィルタ装置出口放射線モ

ニタ 
2 2 2 2 ① － 格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 

フィルタ装置金属フィルタ

差圧 
1 1 1 1 ① － 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

逃がし安全弁による

原子炉急速減圧 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.3 全交流動力電源喪失 

2.3.3 全交流電源喪失(外部電源喪失＋DG 喪失)＋直流電源喪失 

1.15-272 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

残留熱除去系(低圧注

水モード)による原子

炉注水 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 

水源であるサプレッション・チェンバ・プール

水位の水位変化より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系(格納容

器スプレイモード)に

よる原子炉格納容器

除熱 
残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 

水源であるサプレッション・チェンバ・プール

水位の水位変化より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 ① － 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の上

昇により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能 

[サプレッション・チェンバ気

体温度] 
3 0 0 0 

監視可能であればサプレッション・チェンバ気

体温度(常用計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ気

体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.3 全交流動力電源喪失 

2.3.3 全交流電源喪失(外部電源喪失＋DG 喪失)＋直流電源喪失 

1.15-273 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

低圧代替注水系(常

設)による原子炉注水 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.3 全交流動力電源喪失 

2.3.4 全交流電源喪失(外部電源喪失＋DG 喪失)＋SRV 再閉失敗 

1.15-274 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

全交流動力電源喪失

及び原子炉スクラム

確認 
平均出力領域モニタ 4 4 1 1 ① － 

起動領域モニタ 10 10 3 2 
起動領域モニタにより平均出力領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

起動領域モニタ 10 10 3 2 ① － 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 
平均出力領域モニタにより起動領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

原子炉隔離時冷却系

による原子炉注水 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.3 全交流動力電源喪失 

2.3.4 全交流電源喪失(外部電源喪失＋DG 喪失)＋SRV 再閉失敗 

1.15-275 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

高圧代替注水系によ

る原子炉注水 ※ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 

低圧代替注水系（可搬

型）による原子炉注水

準備 

－ － 

※ 有効性評価上考慮しない操作 
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対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

逃がし安全弁による

原子炉急速減圧 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

低圧代替注水系（可搬

型）による原子炉注水 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 
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対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

代替格納容器スプレ

イ冷却系(可搬型)に

よる原子炉格納容器

冷却 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ気体

温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェンバ・プ

ール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧力

容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧力

容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 注水先の納容器内圧力(D/W)又は格納容器内圧

力(S/C)より代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

格納容器下部水位 3 3 3 3 
注水先の格納容器下部水位の水位変化により

代替監視可能 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧力

容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格納

容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(広帯域) 

原子炉水位(燃料域) 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能  



重大事故等対処に係る監視事項 
2.3 全交流動力電源喪失 

2.3.4 全交流電源喪失(外部電源喪失＋DG 喪失)＋SRV 再閉失敗 

1.15-278 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

格納容器圧力逃がし

装置等による原子炉

格納容器除熱 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ気体

温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェンバ・プ

ール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉格納

容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェンバ・

プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レベ
ル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レベ

ル(D/W) 
2 1 1 0 

直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計

測することができ，監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

ドライウェル雰囲気温度，サプレッション・チ

ェンバ気体温度，格納容器内圧力(D/W)及び格

納容器内圧力(S/C)により格納容器圧力逃がし

装置による冷却のの代替監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

フィルタ装置入口圧力 1 1 1 1 ① － 
サプレッション・チェンバ気体

温度 
1 1 1 1 

フィルタ装置出口放射線モ

ニタ 
2 2 2 2 ① － 格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 

フィルタ装置金属フィルタ

差圧 
1 1 1 1 ① － 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.3 全交流動力電源喪失 

2.3.4 全交流電源喪失(外部電源喪失＋DG 喪失)＋SRV 再閉失敗 

1.15-279 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

残留熱除去系（低圧注

水モード）による原子

炉注水 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量に

より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により代替

監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)の差

圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・プ

ール水位(常用計器）により代替監視可能 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測すること
ができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態にあ

ると想定し、飽和温度／圧力の関係から原子炉圧

力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測すること
ができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態にあ

ると想定し、飽和温度／圧力の関係から原子炉圧

力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流量と

崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流量と

崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水位 
1 1 1 1 

水源であるサプレッション・チェンバ・プール水

位の水位変化より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化より

代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系（サプレ

ッション・チェンバ・

プール水冷却モード）

運転 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － － 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.4 崩壊熱除去機能喪失 

2.4.1 取水機能が喪失した場合 

1.15-280 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

全交流動力電源喪失

及び原子炉スクラム

確認 
平均出力領域モニタ 4 4 1 1 ① － 

起動領域モニタ 10 10 3 2 
起動領域モニタにより平均出力領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

起動領域モニタ 10 10 3 2 ① － 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 
平均出力領域モニタにより起動領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

原子炉隔離時冷却系

による原子炉注水 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.4 崩壊熱除去機能喪失 
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対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

高圧代替注水系によ

る原子炉注水 ※ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 

逃がし安全弁による

原子炉急速減圧 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

※ 有効性評価上考慮しない操作 
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対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 

計器

数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

低圧代替注水系(常

設)による原子炉注水 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧力

容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧力

容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧力

容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格納

容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 
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対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 

計器

数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

代替格納容器スプレ

イ冷却系による原子

炉格納容器冷却 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ気体

温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェンバ・プ

ール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧力

容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧力

容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

格納容器下部水位 3 3 3 3 
格納容器下部水位の水位変化により復水補給

水系流量（原子炉圧力容器）の代替監視可能 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧力

容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格納

容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 
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対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 

計器

数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

サプレッション・チェ

ンバ・プール水冷却モ

ード運転 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － － 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ気体

温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化に

より代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力(S/C)

により代替監視可能。 

残留熱除去系の低圧

注水モード運転によ

る原子炉注水 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉格納

容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量に

より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により代替

監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)の差

圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェンバ・

プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・プ

ール水位(常用計器）により代替監視可能 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測すること
ができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態にあ

ると想定し、飽和温度／圧力の関係から原子炉圧

力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測すること
ができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態にあ

ると想定し、飽和温度／圧力の関係から原子炉圧

力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流量と

崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可能 

復水補給水系流量(原子炉圧力

容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流量と

崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可能 

復水補給水系流量(原子炉圧力

容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － 

サプレッション・チェンバ・プ

ール水位 
1 1 1 1 

水源であるサプレッション・チェンバ・プール水

位の水位変化より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化より

代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1  
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対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

原子炉スクラム確認 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 ① － 

起動領域モニタ 10 10 3 2 
起動領域モニタにより平均出力領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

起動領域モニタ 10 10 3 2 ① － 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 
平均出力領域モニタにより起動領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

原子炉隔離時冷却系

による原子炉注水 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 
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対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

高圧代替注水系によ

る原子炉注水 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
復水貯蔵槽水位の水位変化より，高圧代替注水

系系統流量の代替監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 
崩壊熱除去に必要な注水量と原子炉水位の変

化より，高圧代替注水系系統流量の代替監視可

能 原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 

残留熱除去系機能喪

失確認 

残留熱除去系ポンプ吐出圧

力 
3 3 1 1 ③ 

残留熱除去系の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

※ 有効性評価上考慮しない操作 
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対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

逃がし安全弁による

原子炉減圧 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 
原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

高圧炉心注水系によ

る原子炉注水 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 
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対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 

計器

数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

代替格納容器スプレ

イ冷却系による原子

炉格納容器冷却 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ気体温度 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・プール

水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

復水補給水系流量(原子炉圧力容

器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

格納容器下部水位 3 3 3 3 
格納容器下部水位の水位変化により復水補給

水系流量（原子炉圧力容器）の代替監視可能 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧力容

器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格納容

器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能  



重大事故等対処に係る監視事項 
2.4 崩壊熱除去機能喪失 

2.4.2 残留熱除去系が故障した場合 
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対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 

計器

数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

格納容器圧力逃がし

装置等による原子炉

格納容器除熱 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ気体温度 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェンバ・プール

水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・プー

ル水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉格納容

器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェンバ・プー

ル水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レベル

(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レベル
(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レベル

(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レベル
(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ドライウェル雰囲気温度，サプレッション・チ

ェンバ気体温度，格納容器内圧力(D/W)及び格

納容器内圧力(S/C)により格納容器圧力逃がし

装置による冷却の代替監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

フィルタ装置入口圧力 1 1 1 1 ① － サプレッション・チェンバ気体温度 1 1 1 1 

フィルタ装置出口放射線モニタ 2 2 2 2 ① － 格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 

フィルタ装置金属フィルタ差圧 1 1 1 1 ① － 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.5 原子炉停止機能喪失 
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対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

原子炉スクラム失敗

確認 
平均出力領域モニタ 4 4 1 1 ① － 

起動領域モニタ 10 10 3 2 
起動領域モニタにより平均出力領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

起動領域モニタ 10 10 3 2 ① － 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 
平均出力領域モニタにより起動領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

格納容器圧力上昇に

よる高圧・低圧注水系

起動確認 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系ポンプ吐出圧

力 
3 3 1 1 ③ 残留熱除去系の運転状態を

確認するパラメータ － 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.5 原子炉停止機能喪失 
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対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

原子炉隔離時冷却系

及び高圧炉心注水系

による原子炉水位維

持 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.5 原子炉停止機能喪失 
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対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

高圧代替注水系によ

る原子炉水位維持 

※ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 

※ 有効性評価上考慮しない操作 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.5 原子炉停止機能喪失 

1.15-293 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

自動減圧系自動起動

阻止 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

ほう酸水注入系によ

る原子炉未臨界操作 
平均出力領域モニタ 4 4 1 1 ① － 

起動領域モニタ 10 10 3 2 
起動領域モニタにより平均出力領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

起動領域モニタ 10 10 3 2 ① － 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 
平均出力領域モニタにより起動領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

残留熱除去系（サプレ

ッション・チェンバ・

プール水冷却モード）

運転による原子炉格

納容器除熱 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － － 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.6 LOCA 時注水機能喪失(中小破断 LOCA) 

1.15-294 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

外部電源喪失及び原

子炉スクラム確認 
平均出力領域モニタ 4 4 1 1 ① － 

起動領域モニタ 10 10 3 2 
起動領域モニタにより平均出力領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

起動領域モニタ 10 10 3 2 ① － 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 
平均出力領域モニタにより起動領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

高圧・低圧注水機能喪

失確認 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系ポンプ吐出圧

力 
3 3 1 1 ③ 残留熱除去系の運転状態を

確認するパラメータ － 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.6 LOCA 時注水機能喪失(中小破断 LOCA) 

1.15-295 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

高圧代替注水系によ

る原子炉注水 ※ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 

逃がし安全弁による

原子炉急速減圧 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 1 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

※ 有効性評価上考慮しない操作 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.6 LOCA 時注水機能喪失(中小破断 LOCA) 
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対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

低圧代替注水系(常

設)による原子炉注水 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.6 LOCA 時注水機能喪失(中小破断 LOCA) 

1.15-297 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

代替格納容器スプレ

イ冷却系による原子

炉格納容器冷却 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 注水先の納容器内圧力(D/W)又は格納容器内圧

力(S/C)より代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

格納容器下部水位 3 3 3 3 
注水先の格納容器下部水位の水位変化により

代替監視可能 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.6 LOCA 時注水機能喪失(中小破断 LOCA) 

1.15-298 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

格納容器圧力逃がし

装置等による原子炉

格納容器除熱 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

ドライウェル雰囲気温度，サプレッション・チ

ェンバ気体温度，格納容器内圧力(D/W)及び格

納容器内圧力(S/C)により格納容器圧力逃がし

装置による冷却のの代替監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

フィルタ装置入口圧力 1 1 1 1 
① 

－ 
サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

フィルタ装置出口放射線モ

ニタ 
2 2 2 2 ① － 格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 

フィルタ装置金属フィルタ

差圧 
1 1 1 1 ① － 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.7 格納容器バイパス(インターフェイスシステム LOCA) 

1.15-299 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

インターフェイスシ

ステム LOCA 発生 
－ － 

外部電源喪失及び原

子炉スクラム確認 
平均出力領域モニタ 4 4 1 1 ① － 

起動領域モニタ 10 10 3 2 
起動領域モニタにより平均出力領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

起動領域モニタ 10 10 3 2 ① － 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 
平均出力領域モニタにより起動領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

原子炉隔離時冷却系

による原子炉注水 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.7 格納容器バイパス(インターフェイスシステム LOCA) 

1.15-300 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

高圧代替注水系によ

る原子炉水位回復 

※ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 

※ 有効性評価上考慮しない操作 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.7 格納容器バイパス(インターフェイスシステム LOCA) 

1.15-301 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

中央制御室での高圧

炉心注水系隔離失敗 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

逃がし安全弁による

原子炉急速減圧 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 
原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 
原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.7 格納容器バイパス(インターフェイスシステム LOCA) 

1.15-302 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

高圧炉心注水系によ

る原子炉注水 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 

残留熱除去系（サプレ

ッション・チェンバ・

プール水冷却モード）

運転による原子炉格

納容器除熱 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － － 



重大事故等対処に係る監視事項 
2.7 格納容器バイパス(インターフェイスシステム LOCA) 

1.15-303 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

現場操作での高圧炉

心注水系隔離操作 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

高圧炉心注水系隔離

後の水位維持 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
3.1 雰囲気圧力・温度による静的負荷(格納容器過圧・過温破損) (代替循環冷却系を使用する場合) 

1.15-304 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

原子炉スクラム確認 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 ① － 

起動領域モニタ 10 10 3 2 
起動領域モニタにより平均出力領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

起動領域モニタ 10 10 3 2 ① － 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 
平均出力領域モニタにより起動領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

非常用炉心冷却系機

能喪失確認 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水位 
1 1 1 1 

水源であるサプレッション・チェンバ・プール

水位の水位変化より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

全交流動力電源喪失

及び早期の電源回復

不能判断並びに対応

準備 

－ － 
炉心損傷確認 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 ① － 格納容器内水素濃度 2 0 0 0 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 



重大事故等対処に係る監視事項 
3.1 雰囲気圧力・温度による静的負荷(格納容器過圧・過温破損) (代替循環冷却系を使用する場合) 

1.15-305 

    

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

常設代替交流電源設

備による交流電源供

給及び低圧代替注水

系(常設)による原子

炉水位回復 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 

復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 



重大事故等対処に係る監視事項 
3.1 雰囲気圧力・温度による静的負荷(格納容器過圧・過温破損) (代替循環冷却系を使用する場合) 

1.15-306 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 

直後 
区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

代替格納容器スプレ

イ冷却系による格納

容器冷却 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲
気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用
計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン
バ・プール水温度により代替監視可能 サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用
計器）により代替監視可能 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 注水先の納容器内圧力(D/W)又は格納容器内圧

力(S/C)より代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

格納容器下部水位 3 3 3 3 
注水先の格納容器下部水位の水位変化により
代替監視可能 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽
水位(SA)の代替監視可能 

 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水
位が確保されていることを監視可能 

 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）
により代替監視可能 

 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
3.1 雰囲気圧力・温度による静的負荷(格納容器過圧・過温破損) (代替循環冷却系を使用する場合) 

1.15-307 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

代替循環冷却系によ

る原子炉注水，原子炉

格納容器除熱 格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲
気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用
計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ気体温

度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン
バ・プール水温度により代替監視可能 サプレッション・チェンバ・プー

ル水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用
計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ気体温

度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力
(S/C)により代替監視可能。 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉格納容

器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により
代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)
の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェンバ・プー

ル水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・
プール水位(常用計器）により代替監視可能 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 
2 

3 
2 

1 
1 

1 
1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 注水先の納容器内圧力(D/W)又は格納容器内圧
力(S/C)より代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

格納容器下部水位 3 3 3 3 
注水先の格納容器下部水位の水位変化により
代替監視可能 

格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 ① － 格納容器内水素濃度 2 0 0 0 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内水素濃度 2 0 0 0 ① － 格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内酸素濃度 2 0 0 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レベル
(D/W) 

2 1 1 0 格納容器内雰囲気放射線レベル(D/W)または格
納容器内雰囲気放射線レベル(S/C)の解析結果
により格納容器内酸素濃度の代替監視可能 

監視事項は抽出パ
ラメータにて確認 

格納容器内雰囲気放射線レベル

(S/C) 
2 1 1 0 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)又は格納容器内圧力
(S/C)により，事故後の格納容器内の空気(酸
素)の流入の有無し，水素爆発の可能性を把握
可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
3.1 雰囲気圧力・温度による静的負荷(格納容器過圧・過温破損)(代替循環冷却系を使用しない場合) 

1.15-308 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

原子炉スクラム確認 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 ① － 

起動領域モニタ 10 10 3 2 
起動領域モニタにより平均出力領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

起動領域モニタ 10 10 3 2 ① － 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 
平均出力領域モニタにより起動領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

非常用炉心冷却系機

能喪失確認 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水位 
1 1 1 1 

水源であるサプレッション・チェンバ・プール

水位の水位変化より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

全交流動力電源喪失

及び早期の電源回復

不能判断並びに対応

準備 

－ － 
炉心損傷確認 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 ① － 格納容器内水素濃度 2 0 0 0 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
3.1 雰囲気圧力・温度による静的負荷(格納容器過圧・過温破損)(代替循環冷却系を使用しない場合) 

1.15-309 

  

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

常設代替交流電源設

備による交流電源供

給及び低圧代替注水

系(常設)による原子

炉水位回復確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 
原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

復水補給水系流量(原子炉圧

力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 



重大事故等対処に係る監視事項 
3.1 雰囲気圧力・温度による静的負荷(格納容器過圧・過温破損)(代替循環冷却系を使用しない場合) 

1.15-310 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

代替格納容器スプレ

イ冷却系による原子

炉格納容器冷却 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 注水先の納容器内圧力(D/W)又は格納容器内圧

力(S/C)より代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

格納容器下部水位 3 3 3 3 
注水先の格納容器下部水位の水位変化により

代替監視可能 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能  



重大事故等対処に係る監視事項 
3.1 雰囲気圧力・温度による静的負荷(格納容器過圧・過温破損)(代替循環冷却系を使用しない場合) 

1.15-311 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

格納容器圧力逃がし

装置等による格納容

器除熱 
格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 

フィルタ装置水位 2 2 2 2 ① － ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

ドライウェル雰囲気温度，サプレッション・チ

ェンバ気体温度，格納容器内圧力(D/W)及び格

納容器内圧力(S/C)により格納容器圧力逃がし

装置による冷却のの代替監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

フィルタ装置入口圧力 1 1 1 1 ① － 
サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 

フィルタ装置出口放射線モ

ニタ 
2 2 2 2 ① － 格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 

フィルタ装置金属フィルタ

差圧 
1 1 1 1 ① － 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 



重大事故等対処に係る監視事項 
3.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱 

1.15-312 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

原子炉スクラム確認 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 ① － 

起動領域モニタ 10 10 3 2 
起動領域モニタにより平均出力領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

起動領域モニタ 10 10 3 2 ① － 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 
平均出力領域モニタにより起動領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

高圧・低圧注水機能喪

失確認 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系ポンプ吐出圧

力 
3 3 1 1 ③ 

残留熱除去系の運転状態を

確認するパラメータ 
－ 



重大事故等対処に係る監視事項 
3.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱 

1.15-313 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

高圧代替注水系によ

る原子炉注水 ※ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 ① － 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 

炉心損傷確認 
格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(D/W) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(S/C) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内雰囲気放射線レ

ベル(S/C) 
2 1 1 0 ① － 

格納容器内雰囲気放射線レ
ベル(D/W) 

2 1 1 0 
直接的に格納容器内雰囲気放射線レベルを計
測することができ，監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[エリア放射線モニタ] 2 2 0 0 エリア放射線モニタの上昇より代替監視可能 

格納容器内水素濃度(SA) 2 2 2 2 ① － 格納容器内水素濃度 2 0 0 0 
直接的に格納容器内水素濃度を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

※ 有効性評価上考慮しない操作 



重大事故等対処に係る監視事項 
3.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱 

1.15-314 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

逃がし安全による原

子炉急速減圧 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 



重大事故等対処に係る監視事項 
3.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱 

1.15-315 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

代替格納容器スプレ

イ冷却系による原子

炉格納容器冷却 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 

残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去

系熱交換器入口温度により代替監視可能 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 注水先の納容器内圧力(D/W)又は格納容器内圧

力(S/C)より代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

格納容器下部水位 3 3 3 3 
注水先の格納容器下部水位の水位変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ

気体温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェン

バ・プール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
3.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱 

1.15-316 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

原子炉格納容器下部

への注水 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 

残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去

系熱交換器入口温度により代替監視可能 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 注水先の納容器内圧力(D/W)又は格納容器内圧

力(S/C)より代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

格納容器下部水位 3 3 3 3 
注水先の格納容器下部水位の水位変化により

代替監視可能 

格納容器下部水位 3 3 3 3 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

 ＊格納容器下部注水流量 

1 1 1 1 
復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により、代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位の変化により、代替

監視可能 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 



重大事故等対処に係る監視事項 
3.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱 

1.15-317 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

原子炉圧力容器破損

確認 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧力

容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉圧力

容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力より代替監視可能 
監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系熱交換器入口温

度 
3 3 1 1 

残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去

系熱交換器入口温度により代替監視可能 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
3.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱 

1.15-318 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 
パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

溶融炉心への注水 

復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 注水先の納容器内圧力(D/W)又は格納容器内圧

力(S/C)より代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

格納容器下部水位 3 3 3 3 
注水先の格納容器下部水位の水位変化により

代替監視可能 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して

いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監

視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧力

容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格納

容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水

位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）

により代替監視可能 

代替循環冷却系によ

る溶融炉心冷却及び

原子炉格納容器除熱 復水補給水系流量(原子炉格

納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ

り，代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 注水先の納容器内圧力(D/W)又は格納容器内圧

力(S/C)より代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

格納容器下部水位 3 3 3 3 
注水先の格納容器下部水位の水位変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

飽和温度／圧力の関係から、ドライウェル雰囲

気温度により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 

[格納容器内圧力(D/W)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(D/W) (常用

計器）により代替監視可能 

格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 
直接的に格納容器内圧力を計測することがで

き，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

サプレッション・チェンバ気体

温度 
1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、サプレッション・

チェンバ気体温度及びサプレッション・チェン

バ・プール水温度により代替監視可能 
サプレッション・チェンバ・プ

ール水温度 
3 3 3 3 

[格納容器内圧力(S/C)] 2 2 1 1 
監視可能であれば格納容器内圧力(S/C) (常用

計器）により代替監視可能 

ドライウェル雰囲気温度 2 2 2 2 ① － 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 飽和温度／圧力の関係から、格格納容器内圧力

(D/W)又は格納容器内圧力(S/C)の上昇により

代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ・

プール水温度 
3 3 3 3 ① － 

サプレッション・チェンバ気体

温度 
1 1 1 1 

サプレッション・チェンバ気体温度の温度変化

により代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

飽和温度／圧力の関係から、格納容器内圧力

(S/C)により代替監視可能。 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉格納

容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量

により代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により

代替監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)

の差圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェンバ・

プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・

プール水位(常用計器）により代替監視可能 



重大事故等対処に係る監視事項 
3.3 原子炉圧力容器外への溶融燃料－相互冷却作用 

1.15-319 

     

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

対象なし 
 



重大事故等対処に係る監視事項 
3.4 水素燃焼 

1.15-320 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

対象なし 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
3.5 溶融炉心・コンクリート相互作用 

1.15-321 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

対象なし 
     



重大事故等対処に係る監視事項 
4.1 想定事故 1 

1.15-322 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

使用済燃料プールの

冷却系の機能喪失確

認 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA

広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ

(高レンジ・低レンジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度

(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ

(高レンジ・低レンジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度

(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA

広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ

(高レンジ・低レンジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料プールの

補給水系機能喪失確

認 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 ③ 復水移送系の運転状態を確

認するパラメータ － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA

広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ

(高レンジ・低レンジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度

(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ

(高レンジ・低レンジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 1 1 1 1 認 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA

広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
使用済燃料貯蔵プール水位・温度

(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度

(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA

広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ

(高レンジ・低レンジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
4.1 想定事故 1 

1.15-323 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

燃料プール代替注水

系(可搬型)による使

用済燃料プールへの

注水 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA

広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ

(高レンジ・低レンジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度

(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ

(高レンジ・低レンジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA

広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
使用済燃料貯蔵プール水位・温度

(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度

(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA

広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ

(高レンジ・低レンジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

燃料プール代替注水

系(可搬型)による使

用済燃料プールへの

注水（可搬型スプレイ

設備） ※ 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA

広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ

(高レンジ・低レンジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度

(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ

(高レンジ・低レンジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA

広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
使用済燃料貯蔵プール水位・温度

(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度

(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA

広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ

(高レンジ・低レンジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 ※ 有効性評価上考慮しない操作 



重大事故等対処に係る監視事項 
4.2 想定事故 2 

1.15-324 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

使用済燃料プール水
位低下確認 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA

広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ

(高レンジ・低レンジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度

(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ

(高レンジ・低レンジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度

(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA

広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ

(高レンジ・低レンジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料プールの
注水系機能喪失確認 復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 ③ 復水移送系の運転状態を確

認するパラメータ － 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA

広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ

(高レンジ・低レンジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度

(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ

(高レンジ・低レンジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度

(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA

広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ

(高レンジ・低レンジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料プール漏
えい箇所の隔離 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA

広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ

(高レンジ・低レンジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度

(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ

(高レンジ・低レンジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA

広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
使用済燃料貯蔵プール水位・温度

(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度

(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA

広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ

(高レンジ・低レンジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 



重大事故等対処に係る監視事項 
4.2 想定事故 2 

1.15-325 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

燃料プール代替注水

系(可搬型)による使

用済燃料プールへの

注水 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA

広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ

(高レンジ・低レンジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度

(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ

(高レンジ・低レンジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA

広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
使用済燃料貯蔵プール水位・温度

(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度

(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA

広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ

(高レンジ・低レンジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

燃料プール代替注水

系(可搬型)による使

用済燃料プールへの

注水（可搬型スプレイ

設備） ※ 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA

広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ

(高レンジ・低レンジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール水

位・温度(SA 広域) 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度

(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ

(高レンジ・低レンジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール放射

線モニタ(高レンジ・低レン

ジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA

広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 
使用済燃料貯蔵プール水位・温度

(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール監視

カメラ 
1 1 1 1 ① － 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度

(SA) 
1 1 1 1 

使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放

射線の遮蔽状況及び臨界の防止状況を確認す

ることができ，使用済燃料プールの監視可能 

監視事項は抽出パ

ラメータにて確認 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA

広域) 
1 1 1 1 

使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ

(高レンジ・低レンジ) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 
※ 有効性評価上考慮しない操作 



重大事故等対処に係る監視事項 
5.1 崩壊熱除去機能喪失 

1.15-326 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

残留熱除去系（原子炉

停止時冷却モード）の

故障に伴う崩壊熱除

去機能喪失確認 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 
原子炉圧力容器温度により原子炉停止時冷却

モードの運転状態を監視可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 

残留熱除去系熱交換器出口

温度 
3 3 1 1 ① － 

残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 ① － 

逃がし安全弁による

原子炉の低圧状態維

持 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 
原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原

子炉圧力容器温度より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

残留熱除去系熱交換器出口

温度 
3 3 1 1 ① － － 

残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 ① － － 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
5.1 崩壊熱除去機能喪失 

1.15-327 

 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

残留熱除去系（低圧注

水モード）運転による

原子炉注水 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水位 
1 1 1 1 

水源であるサプレッション・チェンバ・プール

水位の水位変化より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

残留熱除去系（原子炉

停止時冷却モード）運

転による崩壊熱除去

機能回復 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する

ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可

能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 
原子炉圧力容器温度により原子炉停止時冷却

モードの運転状態を監視可能 

監視事項は代替パ

ラメータにて確認 
残留熱除去系熱交換器入口

温度 
3 3 1 1 ① － 

 



重大事故等対処に係る監視事項 
5.2 全交流動力電源喪失 

1.15-328 

対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 
SBO 影響 

パラメータ 
分類 

補助パラメータ 
分類理由 

計器名称 計器数 
SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 
を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 
を延命した場合 

直後 
区分Ⅰ直流電源 
を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 
を延命した場合 

全交流動力電源喪失
による原子炉停止時
冷却モード停止確認 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － 原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 
原子炉圧力容器温度により原子炉停止時冷却
モードの運転状態を監視可能 

監視事項は代替パ
ラメータにて確認 

逃がし安全弁による
原子炉の低圧状態維
持 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 
2 

3 
2 

1 
1 

1 
1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原
子炉圧力容器温度より代替監視可能 

原子炉水位(SA) 
1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 
直接的に原子炉圧力容器内の圧力を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 
2 

3 
2 

1 
1 

1 
1 原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態

にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原
子炉圧力容器温度より代替監視可能 

原子炉水位(SA) 
1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 ① － 

原子炉圧力 3 3 1 1 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態
にあると想定し、飽和温度／圧力の関係から原
子炉圧力より代替監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉圧力(SA) 1 1 1 0 

原子炉水位 
3 
2 

3 
2 

1 
1 

1 
1 

原子炉水位(SA) 
1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

残留熱除去系熱交換器入口温
度 

3 3 1 1 
残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去
系熱交換器入口温度により代替監視可能 

低圧代替注水系(常
設)による原子炉注水 

原子炉水位(SA) 
1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

① 
① 

－ 
－ 

原子炉水位 
3 
2 

3 
2 

1 
1 

1 
1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流
量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可
能 

復水補給水系流量(原子炉圧力
容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 
2 

3 
2 

1 
1 

1 
1 

① 
① 

－ 
－ 

原子炉水位(SA) 
1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測する
ことができ，監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流
量と崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可
能 

復水補給水系流量(原子炉圧力
容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

復水補給水系流量(原子炉圧
力容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

① 
① 

－ 
－ 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の水位変化よ
り，代替監視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

原子炉水位 
3 
2 

3 
2 

1 
1 

1 
1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化

より代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 ① － 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

復水貯蔵槽を水源とする系統のうち，運転して
いる系統の注水量より復水貯蔵水位の代替監
視可能 

監視事項は主要パ
ラメータにて確認 

復水補給水系流量(原子炉圧力
容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉隔離時冷却系系統流量 1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

復水補給水系流量(原子炉格納
容器) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

原子炉水位 
3 
2 

3 
2 

1 
1 

1 
1 注水先の原子炉水位の変化により復水貯蔵槽

水位(SA)の代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

復水移送ポンプ吐出圧力 3 3 3 3 
復水移送ポンプ吐出圧力により，復水貯蔵槽水
位が確保されていることを監視可能 

[復水貯蔵槽水位] 1 1 0 0 
監視可能であれば復水貯蔵槽水位(常用計器）
により代替監視可能 

残留熱除去系による
原子炉停止時冷却モ
ード運転 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － 

原子炉圧力容器温度 3 3 3 3 
原子炉圧力容器温度により原子炉停止時冷却
モードの運転状態を監視可能 

監視事項は代替パ
ラメータにて確認 

残留熱除去系熱交換器入口
温度 

3 3 1 1 ① － 
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対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

原子炉冷却材圧力バ

ウンダリ外への原子

炉冷却材流出確認 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流量と

崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流量と

崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

サプレッション・チェンバ・

プール水位 
1 1 1 1 ① － 

復水補給水系流量(原子炉

格納容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量に

より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

復水貯蔵槽水位(SA) 1 1 1 1 
水源である復水貯蔵槽水位(SA)の変化により代替

監視可能 

格納容器内圧力(D/W) 1 1 1 1 格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)の差

圧により、代替監視可能 格納容器内圧力(S/C) 1 1 1 1 

[サプレッション・チェン

バ・プール水位] 
2 2 1 1 

監視可能であればサプレッション・チェンバ・プ

ール水位(常用計器）により代替監視可能 

原子炉冷却材圧力バ

ウンダリ外への原子

炉冷却材流出停止確

認 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流量と

崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流量と

崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1  
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対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

低圧注水モード運転

による原子炉注水 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流量と

崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

原子炉水位 
3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

① 

① 

－ 

－ 

原子炉水位(SA) 
1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

直接的に原子炉圧力容器内の水位を計測すること

ができ，監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 

高圧代替注水系系統流量 1 1 1 1 

原子炉圧力容器へ注水している系統の注水流量と

崩壊熱除去に必要な水量より代替監視可能 

復水補給水系流量(原子炉

圧力容器) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

原子炉隔離時冷却系系統流

量 
1 1 1 0 

高圧炉心注水系系統流量 2 2 0 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 

残留熱除去系系統流量 3 3 1 1 ① － 

サプレッション・チェン

バ・プール水位 
1 1 1 1 

水源であるサプレッション・チェンバ・プール水

位の水位変化より代替監視可能 

監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
原子炉水位 

3 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

1 崩壊熱除去に必要な水量と原子炉水位の変化より

代替監視可能 
原子炉水位(SA) 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 
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対応手段 

抽出パラメータを計測する計器 抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価 

計器名称 計器数 

SBO 影響 

パラメータ 

分類 

補助パラメータ 

分類理由 
計器名称 計器数 

SBO 影響 

計器故障等 SBO 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 
直後 

区分Ⅰ直流電源 

を延命した場合 

区分Ⅱ直流電源 

を延命した場合 

誤操作による反応度

誤投入 
起動領域モニタ 10 10 3 2 ① － 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 
平均出力領域モニタにより起動領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

反応度誤投入後のス

クラム確認 
起動領域モニタ 10 10 3 2 ① － 

平均出力領域モニタ 4 4 1 1 
平均出力領域モニタにより起動領域モニタの

代替監視可能 監視事項は主要パ

ラメータにて確認 
[制御棒操作監視系] 1 1 0 0 

制御棒操作監視系の制御棒の位置表示により，

未臨界状態が推定可能 

 



1.15-332 

添付資料 1.15.4 
重大事故等対策の成立性 

 
1.可搬型計測器の接続操作 
 
 a.操作概要 

重大事故等時に必要な監視パラメータへの給電(交流，直流)が困難な場合に，可搬

型計測器を接続し，中央制御室又は現場にて計測，監視を行う。 
 
 b.作業場所 
    中央制御室，原子炉建屋(非管理区域)地下 1階，タービン建屋(非管理区域)地下中

2階 
 
 c.必要要員数及び操作時間 

可搬型計測器の接続，可搬型計測器による計測，監視に必要な要員数，所要時間は

以下のとおり。 
     必要要員数 ：4名(中央制御室運転員 2名，現場運転員 2名) 
     所要時間目安：1測定点あたり 10 分(中央制御室における接続，計測の場合) 

            1 測定点あたり 15 分(現場における接続，計測の場合) 
 
d.操作の成立性について 

作業環境：バッテリー内蔵型 LED 照明を作業エリアに配備しており，建屋内常用照明

消灯時における操作性を確保している。また，ヘッドライト・懐中電灯を

バックアップとして携行している。 

移動経路：バッテリー内蔵型 LED 照明をアクセスルート上に配備しており近接可能で

ある。また，ヘッドライト・懐中電灯をバックアップとして携行している。

アクセスルート上に支障となる設備はない。 

操 作 性：通常の端子リフト・接続操作であり，容易に実施可能である。 

連絡手段：通信連絡設備(送受話器，電力保安通信用電話設備，携帯型音声呼出電話) 

のうち，使用可能な設備により，中央制御室に連絡する。 
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可搬型計測器 電池容量確認 

可搬型計測器接続 
計測結果読み取り 
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可搬型計測器の必要個数整理(1/3) 
分類 監視パラメータ 計測範囲 測定可能範囲 重要計器数 必要個数 検出器の種類 測定箇所 備考 

原子炉圧力 

容器内の温度 
原子炉圧力容器温度 0～350℃ 0～350℃＊1 3 1 熱電対 中央制御室 

複数チャンネルが存在するが，代表し

て 1 チャンネルを測定する。 

原子炉圧力 

容器内の圧力 

原子炉圧力 0～10MPa[gage] 0～10MPa[gage] 3 
1 

弾性圧力検出器 原子炉建屋 複数チャンネルが存在するが，代表し

て 1 チャンネルを測定する 原子炉圧力（SA） 0～10MPa[gage] 0～10MPa[gage] 1 弾性圧力検出器 中央制御室 

原子炉圧力 

容器内の水位 

原子炉水位 
-3200～3500mm＊2 -3200～3500mm＊2 3 

1 

差圧式水位検出器 原子炉建屋 

複数チャンネルが存在するが，代表し

て 1 チャンネルを測定する。 

-4000～1300mm＊3 -4000～1300mm＊3 2 差圧式水位検出器 原子炉建屋 

原子炉水位（SA） 
-3200～3500mm＊2 -3200～3500mm＊2 1 差圧式水位検出器 中央制御室 

-8000～3500mm＊2 -8000～3500mm＊2 1 差圧式水位検出器 中央制御室 

原子炉圧力 

容器への注水量 

高圧代替注水系系統流量 0～300m3/h 0～300m3/h 1 

1 

差圧式流量検出器 中央制御室 

どちらか一方の系統を使用する。 
原子炉隔離時冷却系 

系統流量 
0～300m3/h 0～300m3/h 1 差圧式流量検出器 原子炉建屋 

高圧炉心注水系系統流量 0～1000m3/h 0～1000m3/h 2 差圧式流量検出器 原子炉建屋 

復水補給水系流量 

（原子炉圧力容器） 

0～200m3/h（6 号炉） 

0～150m3/h（7 号炉） 

0～200m3/h（6 号炉） 

0～150m3/h（7 号炉） 
1 

1 

差圧式流量検出器 中央制御室 

どちらか一方の系統を使用する。 
0～350m3/h 0～350m3/h 1 差圧式流量検出器 中央制御室 

残留熱除去系系統流量 0～1500m3/h 0～1500m3/h 3 差圧式流量検出器 原子炉建屋 

原子炉格納容器

への注水量 

復水補給水系流量 

（原子炉格納容器） 

0～350m3/h 0～350m3/h 1 

1 

差圧式流量検出器 中央制御室 

どちらか一方の系統を使用する。 0～150m3/h（6 号炉）＊4 

0～100m3/h（7 号炉）＊4 

0～150m3/h（6 号炉）＊4 

0～100m3/h（7 号炉）＊4 
1 差圧式流量検出器 中央制御室 

原子炉格納容器

内の温度 

ドライウェル雰囲気温度 0～300℃ 0～350℃＊1 2 1 熱電対 中央制御室 
複数チャンネルが存在するが，代表し

て 1 チャンネルを測定する。 

サプレッション・ 

チェンバ気体温度 
0～200℃ 0～350℃＊1 1 

1 

熱電対 中央制御室 
複数チャンネルが存在するが，代表し

て 1 チャンネルを測定する。 サプレッション・ 

チェンバ・プール水温度 
0～200℃ -200～500℃＊1  3 測温抵抗体 中央制御室 

原子炉格納容器

内の圧力 

格納容器内圧力（D/W） 0～1000kPa[abs] 0～1000kPa[abs] 1 
1 

弾性圧力検出器 中央制御室 複数チャンネルが存在するが，代表し

て 1 チャンネルを測定する。 格納容器内圧力（S/C） 0～980.7kPa[abs] 0～980.7kPa[abs] 1 弾性圧力検出器 中央制御室 

原子炉格納容器

内の水位 

サプレッション・ 

チェンバ・プール水位 

-6～11m 

（T.M.S.L.-7150～ 

＋9850mm）＊5 

-6～11m 

（T.M.S.L.-7150～ 

＋9850mm）＊5 

1 1 差圧式水位検出器 中央制御室  

格納容器下部水位 

+1m,+2m,+3m

（T.M.S.L.-5600mm,-4600mm,-

3600mm）＊5 

+1m,+2m,+3m

（T.M.S.L.-5600mm,-4600

mm,-3600mm）＊5 

3 1 電極式水位検出器 中央制御室 
複数チャンネルが存在するが，代表し

て 1 チャンネルを測定する。 

原子炉格納容器

内の水素濃度 

格納容器内水素濃度 
0～30vol%（6 号炉） 

0～20vol%/0～100vol%（7号炉） 
－ 2 ＊6 

熱伝導式水素検出

器 
－ 可搬型計測器での測定対象外。 

格納容器内水素濃度（SA） 0～100vol% － 2 ＊6 
水素吸蔵材料式 

水素検出器 
－ 可搬型計測器での測定対象外。 

 

添付資料 1.15.5 



1.15-335 

可搬型計測器の必要個数整理(2/3) 
分類 監視パラメータ 計測範囲 測定可能範囲 重要計器数 必要個数 検出器の種類 測定箇所 備考 

原子炉格納容器

内の放射線量率 

格納容器内雰囲気 

放射線レベル（D/W） 
10-2～105Sv/h － 2 ＊6 電離箱 － 可搬型計測器での測定対象外。 

格納容器内雰囲気 

放射線レベル（S/C） 
10-2～105Sv/h － 2 ＊6 電離箱 － 可搬型計測器での測定対象外。 

未臨界の維持又

は確認 

起動領域モニタ 

10-1～106cps 

（1.0×103～1.0×109cm-2・s-1） 

0～40%又は 0～125%（1.0×108～

2.0×1013 cm-2・s-1） 

－ 10 ＊6 核分裂電離箱 － 可搬型計測器での測定対象外。 

平均出力領域モニタ 

0～125% 

（1.2×1012～2.8×

1014cm-2・s-1）＊7 

－ 4＊8 ＊6 核分裂電離箱 － 可搬型計測器での測定対象外。 

最終ヒートシン

クの確保 

 

復水補給水系温度 

(代替循環冷却) 
0～200℃ 0～350℃＊1 1 1 熱電対 中央制御室  

フィルタ装置水位 0～6000mm 0～6000mm 2 1 差圧式水位検出器 中央制御室 
複数チャンネルが存在するが，代表し

て 1 チャンネルを測定する。 

フィルタ装置入口圧力 0～1MPa[gage] 0～1MPa[gage] 1 1 弾性圧力検出器 中央制御室  

フィルタ装置 

出口放射線モニタ 
10-2～105mSv/h － 2 ＊6 電離箱 － 可搬型計測器での測定対象外。 

フィルタ装置水素濃度 0～100vol% － 2 ＊6 熱伝導式水素検出器 － 可搬型計測器での測定対象外。 

フィルタ装置 

金属フィルタ差圧 
0～50kPa 0～50kPa 1 1 差圧式圧力検出器 中央制御室  

フィルタ装置スクラバ水

pH 
pH0～14 － 1 ＊6 pH 検出器 － 可搬型計測器での測定対象外。 

耐圧強化ベント系 

放射線モニタ 
10-2～105mSv/h － 2 ＊6 電離箱 － 可搬型計測器での測定対象外。 

残留熱除去系熱交換器 

入口温度 
0～300℃ 0～350℃＊1 3 1 熱電対 原子炉建屋 

複数チャンネルが存在するが，代表し

て 1 チャンネルを測定する。 

残留熱除去系熱交換器 

出口温度 
0～300℃ 0～350℃＊1

 3 1 熱電対 原子炉建屋 
複数チャンネルが存在するが，代表し

て 1 チャンネルを測定する。 

原子炉補機冷却水系 

系統流量 

0～4000m3/h（6 号炉区分Ⅰ，Ⅱ） 

0～3000m3/h（6 号炉区分Ⅲ，7 号

炉区分Ⅰ，Ⅱ） 

0～2000m3/h（7 号炉区分Ⅲ） 

0～4000m3/h 

（6 号炉区分Ⅰ，Ⅱ） 

0～3000m3/h（6 号炉区分Ⅲ，

7 号炉区分Ⅰ，Ⅱ） 

0～2000m3/h（7 号炉区分Ⅲ） 

3 1 差圧式流量検出器 

原子炉建屋 

タービン建

屋（6 号炉区

分Ⅲのみ） 

複数チャンネルが存在するが，代表し

て 1 チャンネルを測定する。 

残留熱除去系熱交換器 

入口冷却水流量 

0～2000m3/h（6 号炉） 

0～1500m3/h（7 号炉） 

0～2000m3/h（6 号炉） 

0～1500m3/h（7 号炉） 
3 1 差圧式流量検出器 原子炉建屋 

複数チャンネルが存在するが，代表し

て 1 チャンネルを測定する。 



1.15-336 

可搬型計測器の必要個数整理(3/3) 

分類 監視パラメータ 計測範囲 測定可能範囲 重要計器数 必要個数 検出器の種類 測定箇所 備考 

水源の確保 

復水貯蔵槽水位（SA） 
0～16m（6 号炉） 

0～17m（7 号炉） 

0～16m（6 号炉） 

0～17m（7 号炉） 
1 1 差圧式水位検出器 中央制御室  

復水移送ポンプ吐出圧力 0～2MPa[gage] 0～2MPa[gage] 3 

1 

弾性圧力検出器 中央制御室 

どちらか一方の系統を使用する。 残留熱除去系ポンプ 

吐出圧力 
0～3.5MPa[gage] 0～3.5MPa[gage] 3 弾性圧力検出器 原子炉建屋 

原子炉建屋内の

水素濃度 

原子炉建屋水素濃度 0～20vol% － 7 ＊6 熱伝導式水素検出器 － 可搬型計測器での測定対象外。 

静的触媒式水素再結合器 

動作監視装置 
0～300℃ 0～350℃＊1 4 1 熱電対 中央制御室 

複数チャンネルが存在するが，代表し

て 1 チャンネルを測定する。 

原子炉格納容器

内の酸素濃度 
格納容器内酸素濃度 

0～30vol%（6 号炉） 

0～10vol%/0～30vol%（7 号炉） 
－ 2 ＊6 熱磁気風式酸素検出器 － 可搬型計測器での測定対象外。 

使用済燃料貯蔵

プールの監視 

使用済燃料貯蔵プール 

水位・温度（SA 広域） 
0～150℃ 0～350℃＊1 1 

1 

熱電対 中央制御室 
複数チャンネルが存在するが，代表し

て 1 チャンネルを測定する。 使用済燃料貯蔵プール 

水位・温度（SA） 
0～150℃ 0～350℃＊1 1 熱電対 中央制御室 

使用済燃料貯蔵プール 

放射線モニタ 

（高レンジ・低レンジ） 

101～108mSv/h － 1 

＊6 

電離箱 － 

可搬型計測器での測定対象外。 10-2～105mSv/h（6 号炉） 

10-3～104mSv/h（7 号炉） 
－ 1 電離箱 － 

使用済燃料貯蔵プール 

監視カメラ 
－ － 1 ＊6 赤外線カメラ － 可搬型計測器での測定対象外。 

配備台数：可搬型計測器を 6号及び 7号炉それぞれに 23 個（計器故障を考慮した 1個含む）配備する。なお，故障及び点検時の予備として 23台配

備する。（今後の検討によって可搬型計測器の必要台数は変更の可能性がある。） 

 

＊1：測定可能範囲については，カタログ値より抜粋。 

＊2：基準点は蒸気乾燥器スカート下端（原子炉圧力容器零レベルより 1224cm） 

＊3：基準点は有効燃料棒頂部（原子炉圧力容器零レベルより 905cm） 

＊4：格納容器下部注水流量 

＊5：T.M.S.L. = 東京湾平均海面 

＊6：全交流動力電源喪失時は，水素監視装置，放射線監視装置，炉内核計装装置及び使用済燃料貯蔵プール監視カメラに対して常設代替交流電源設備（第一ガスタービン発

電機及び第二ガスタービン発電機）により電源供給されるため，監視計器は使用可能である。 

＊7：定格出力時の値に対する比率で示す。 

＊8：局部出力領域モニタの検出器は 208 個であり，平均出力領域モニタの各チャンネルには，52 個ずつの信号が入力される。 



1.15-337 

代替パラメータにて重大事故等対処時の判断基準を判断した場合の影響について 
 
主要パラメータ(重要監視パラメータ及び有効監視パラメータ)の計測が困難

であった場合，代替パラメータを用いて重大事故等に使用する判断基準及び技

術的能力審査基準項目に係る判断基準を判断した場合の影響について以下のと

おり確認した。 
 

確認結果 
(1) 代替パラメータによる判断を行なった場合において，判断，操作に影響が

ないことを確認した。 

(2) 炉心損傷後は，炉心冠水状態，溶融炉心の発生により原子炉格納容器内及

び原子炉圧力容器内が過熱状態となることも考えられることから，炉心損

傷後においては，関連する複数のパラメータを確認し推定を行なうことと

する。 
また，これらの判断に使用する重要な計器は，事故時の耐環境性等を

有した重大事事故等対処設備であり他チャンネル計器での確認が期待で

きるため，判断・操作に対する影響は無いと判断した。 
 

※ 代替パラメータによる推定にあたっては，代替パラメータの誤差による影響 
を考慮する。 

 
 

以 上

添付資料 1.15.6 



1.15-338 

代替パラメータによる判断への影響(1/7) 
分類 主要パラメータ 判断基準 代替パラメータ 代替パラメータによる判断への影響 影響 
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
温
度

原子炉圧力容器温度 手 炉心損傷確認 

 

①原子炉圧力 

①原子炉圧力(SA) 

①原子炉水位 

①原子炉水位(SA) 

②残留熱除去系熱交換器入口温度 

原子炉圧力容器温度の計測が不可能となった場合は，原子炉水位

から原子炉圧力容器内が飽和状態にあると想定することで，原子炉

圧力より推定可能である。また，スクラム後の原子炉水位が有効燃

料棒頂部に到達するまでの経過時間より燃料（表面）温度を推定可

能なため，判断に与える影響はない。 

残留熱除去系が運転状態であれば，残留熱除去系熱交換器入口温

度により監視可能であり，判断に与える影響はない。 

なし 

有 

手 

原子炉圧力容器破損確

認 

有 

手 

原子炉格納容器下部へ

の注水判断 

手 原子炉除熱機能確認 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力 

原子炉圧力 有 

手 

原子炉圧力容器減圧機

能確認 

①原子炉圧力(SA) 

②原子炉水位 

②原子炉水位(SA) 

②原子炉圧力容器温度 

原子炉圧力の計測が不可能となった場合は，同じ仕様の原子炉圧

力(SA)により監視可能であり，判断に与える影響はない。 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態にあると想定するこ

とで，原子炉圧力容器温度により原子炉圧力容器内の圧力を推定可

能であり，判断に与える影響はない。 

なし 有 

手 

低圧・高圧注水機能確

認 

手 炉心損傷確認 

原子炉圧力(SA) 有 

手 

原子炉圧力容器減圧機

能確認 

①原子炉圧力 

②原子炉水位 

②原子炉水位(SA) 

②原子炉圧力容器温度 

原子炉圧力(SA)の計測が不可能となった場合は，同じ仕様の原子

炉圧力により監視可能であり，判断に与える影響はない。 

原子炉水位から原子炉圧力容器内が飽和状態にあると想定するこ

とで，原子炉圧力容器温度により原子炉圧力容器内の圧力を推定可

能であり，判断に与える影響はない。 

なし 有 

手 

低圧・高圧注水機能確

認 

手 炉心損傷確認 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位 

原子炉水位 有 

手 

高圧・低圧注水機能確

認 

①原子炉水位(SA) 

②高圧代替注水系系統流量 

②復水補給水系流量(原子炉圧力容器) 

②原子炉隔離時冷却系系統流量 

②高圧炉心注水系系統流量 

②残留熱除去系系統流量 

原子炉水位の計測が不可能となった場合は，同じ仕様の原子炉水

位(SA)により監視可能であり，判断に与える影響はない。 

原子炉圧力容器への注水量と崩壊熱除去に必要な水量の差を算出

し，直前まで判明していた水位に変換率を考慮することにより原子

炉圧力容器内の水位を推定可能であり，判断に与える影響はない。 

なし 

有 

手 

原子炉圧力容器減圧機

能確認 

有 

手 

原子炉圧力容器破損確

認 

手 炉心損傷確認 

原子炉水位(SA) 有 

手 

高圧・低圧注水機能確

認 

①原子炉水位 

②高圧代替注水系系統流量 

②復水補給水系流量(原子炉圧力容器) 

②原子炉隔離時冷却系系統流量 

②高圧炉心注水系系統流量 

②残留熱除去系系統流量 

原子炉水位(SA)の計測が不可能となった場合は，同じ仕様の原子

炉水位により監視可能であり，判断に与える影響はない。 

原子炉圧力容器への注水量と崩壊熱に必要な水量の差を算出し，

直前まで判明していた水位に変換率を考慮することにより原子炉圧

力容器内の水位を推定可能であり，判断に与える影響はない。 

なし 
有 

手 

原子炉圧力容器減圧機

能確認 

有 

手 

原子炉圧力容器破損確

認 

手 炉心損傷確認 

有：重要事故シーケンス(有効性評価)に使用した判断基準，手：技術的能力審査基準(各手順)に係る判断基準 



1.15-339 

 

代替パラメータによる判断への影響(2/7) 

分類 主要パラメータ 判断基準 代替パラメータ 代替パラメータによる判断への影響 影響 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
量 

高圧代替注水系系統流量 有 

手 

高圧注水機能確認 ①復水貯蔵槽水位(SA) 

②原子炉水位 

②原子炉水位(SA) 

各系統の原子炉圧力容器への注水量の計測が不可能となった場

合は，水源である復水貯蔵槽水位又は，サプレッション・チェンバ・

プール水位，注水先の原子炉圧力容器の水位変化により原子炉圧力

容器への注水量を推定可能であり，判断に与える影響はない。 

なし 

復水補給水系流量(原子炉圧力容

器) 

有 

手 

低圧注水機能確認 ①復水貯蔵槽水位(SA) 

②原子炉水位 

②原子炉水位(SA) 

なし 

原子炉隔離時冷却系系統流量 有 

手 

高圧注水機能確認 ①復水貯蔵槽水位(SA) 

②原子炉水位 

②原子炉水位(SA) 

なし 

高圧炉心注水系系統流量 有 

手 

高圧注水機能確認 ①復水貯蔵槽水位(SA) 

②原子炉水位 

②原子炉水位(SA) 

なし 

残留熱除去系系統流量 有 

手 

低圧注水機能確認 ①サプレッション・チェンバ・プール水位 

②原子炉水位 

②原子炉水位(SA) 

なし 

原
子
炉
格
納
容
器 

へ
の
注
水
量 

復水補給水系流量(原子炉格納容

器) 

有 

手 

原子炉格納容器冷却機

能確認 

①復水貯蔵槽水位(SA) 

②格納容器内圧力(D/W) 

②格納容器内圧力(S/C) 

②格納容器下部水位 

復水補給水系流量（原子炉格納容器）の計測が不可能となった場

合は，水源である復水貯蔵槽水位(SA)，また，格納容器内圧力，注

水先の格納容器下部水位により注水量を推定可能であり，判断に与

える影響はない。 
なし 

有：重要事故シーケンス(有効性評価)に使用した判断基準，手：技術的能力審査基準(各手順)に係る判断基準 

 



1.15-340 

代替パラメータによる判断への影響(3/7) 

分類 主要パラメータ 判断基準 代替パラメータ 代替パラメータによる判断への影響 影響 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度 

ドライウェル雰囲気温度 有 

手 

原子炉圧力容器破損確

認 

①格納容器内圧力(D/W) 

②格納容器内圧力(S/C) 

ドライウェル雰囲気温度の計測が不可能となった場合は，飽和温

度／圧力の関係を利用して格納容器内圧力によりドライウェル雰

囲気温度を推定可能であり，判断に与える影響はない。 
なし 

有 

手 

原子炉格納容器除熱機

能確認 

サプレッション・チェンバ気体温

度 

有 

手 

原子炉圧力容器破損確

認 

①サプレッション・チェンバ・プール水温度 

②格納容器内圧力(S/C) 

③[サプレッション・チェンバ気体温度] 

サプレッション・チェンバ気体温度の計測が不可能となった場合

は，サプレッション・チェンバ・プール水温度によりサプレッショ

ン・チェンバ気体温度を推定可能であり，判断に与える影響はない。 

飽和温度／圧力の関係を利用し格納容器内圧力(S/C)によりサプ

レッション・チェンバ気体温度を推定可能であり，判断に与える影

響はない。 

常用計器でサプレッション・チェンバ気体温度を監視可能であれ

ば，判断に与える影響はない。 

なし 

有 

手 

原子炉格納容器除熱機

能確認 

サプレッション・チェンバ・プー

ル水温度 

有 

手 

原子炉圧力容器破損確

認 

①サプレッション・チェンバ気体温度 

②格納容器内圧力(S/C) 

サプレッション・チェンバ・プール水温度の計測が不可能となっ

た場合は，サプレッション・チェンバ気体温度によりサプレッショ

ン・チェンバ・プール水温度を推定可能であり，判断に与える影響

はない。 

原子炉格納容器内が飽和状態であれば格納容器内圧力(S/C)によ

りサプレッション・チェンバ・プール水温度を推定可能であり，判

断に与える影響はない。 

なし 
有 

手 

サプレッション・チェン

バ・プール水冷却機能確

認 

有 原子炉圧力容器減圧機

能確認 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力 

格納容器内圧力(D/W) 有 

手 

原子炉圧力容器破損確

認 

①格納容器内圧力(S/C) 

②ドライウェル雰囲気温度 

③[格納容器内圧力(D/W)] 

ドライウェルとサプレッション・チェンバは，真空破壊装置，連

通孔及びベント管を介してそれぞれ均圧されることから，格納容器

内圧力(D/W)の計測が不可能となった場合は，格納容器内圧力(S/C)

により推定可能であり，判断に与える影響はない。 

飽和温度／圧力の関係を利用しドライウェル雰囲気温度により格

納容器内圧力(D/W)を推定可能であり，判断に与える影響はない。 

常用計器で格納容器内圧力(D/W) を監視可能であれば，判断に与

える影響はない。 

なし 
有 

手 

原子炉格納容器除熱機

能確認 

格納容器内圧力(S/C) 有 

手 

原子炉圧力容器破損確

認 

①格納容器内圧力(D/W) 

②サプレッション・チェンバ気体温度 

②サプレッション・チェンバ・プール水温度 

③[格納容器内圧力(S/C)] 

ドライウェルとサプレッション・チェンバは，真空破壊装置，連

通孔及びベント管を介してそれぞれ均圧されることから，格納容器

内圧力(S/C)の計測が不可能となった場合は，格納容器内圧力(D/W)

により推定可能であり，判断に与える影響はない。 

飽和温度／圧力の関係を利用しサプレッション・チェンバ気体温

度，サプレッション・チェンバ・プール水温度により格納容器内圧

力(S/C)を推定可能であり，判断に与える影響はない。 

常用計器で格納容器内圧力(S/C)(常用計器) を監視可能であれ

ば，判断に与える影響はない。 

なし 

有 

手 

原子炉格納容器除熱機

能確認 

有：重要事故シーケンス(有効性評価)に使用した判断基準，手：技術的能力審査基準(各手順)に係る判断基準 



1.15-341 

代替パラメータによる判断への影響(4/7) 

分類 主要パラメータ 判断基準 代替パラメータ 代替パラメータによる判断への影響 影響 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
位 

サプレッション・チェンバ・プー

ル水位 

有 

手 

原子炉圧力容器破損確

認 

①復水補給水系流量(原子炉格納容器) 

②復水貯蔵槽水位(SA) 

③格納容器内圧力(D/W) 

③格納容器内圧力(S/C) 

④[サプレッション・チェンバ・プール水

位] 

サプレッション・チェンバ・プール水位の計測が不可能となった

場合は，復水補給水系流量（原子炉格納容器）の注水量，水源であ

る復水貯蔵槽の水位変化により推定可能であり，判断に与える影響

はない。 

格納容器内圧力(D/W)と格納容器内圧力(S/C)の差圧によりサプ

レッション・チェンバ・プール水位を推定可能であり，判断に与え

る影響はない。 

常用計器でサプレッション・チェンバ・プール水位を監視可能で

あれば，判断に与える影響はない。 

なし 

有 

 

原子炉冷却材流出確認 

有 

手 

原子炉格納容器除熱機

能確認 

格納容器下部水位 有 

手 

原子炉格納容器下部注

水機能確認 

 

①復水補給水系流量(原子炉格納容器) 

 ＊格納容器下部注水流量 

②復水貯蔵槽水位(SA) 

格納容器下部水位の計測が不可能となった場合は，復水補給水系

流量（原子炉格納容器）の注水量，水源である復水貯蔵槽の水位変

化により，格納容器下部水位を推定可能であり，判断に与える影響

はない。 

なし 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の 

水
素
濃
度 

格納容器内水素濃度 手 原子炉圧力容器破損確

認 

①格納容器内水素濃度(SA) 格納容器内水素濃度の計測が不可能となった場合は，格納容器内

水素濃度(SA)により推定可能であり，判断に与える影響はない。 なし 
手 格納容器ベント判断 

格納容器内水素濃度(SA) 手 原子炉圧力容器破損確

認 

①格納容器内水素濃度 格納容器内水素濃度(SA)の計測が不可能となった場合は，格納容

器内水素濃度により推定可能であり，判断に与える影響はない。 なし 
手 格納容器ベント判断 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の 

放
射
線
量
率 

格納容器内雰囲気放射線レベル

(D/W) 

有 

手 

炉心損傷確認 

 

①格納容器内雰囲気放射線レベル(S/C) 

②[エリア放射線モニタ] 

格納容器内雰囲気放射線レベル(D/W)の計測が不可能となった場

合は，格納容器内雰囲気放射線レベル(S/C)により推定可能であり，

判断に与える影響はない。 

原子炉格納容器内の線量が上昇した場合には，エリア放射線モニ

タの指示値が上昇すると推定されることから，その上昇分より格納

容器内の放射線量率を推定可能であり，判断に与える影響はない 

なし 有 原子炉格納容器除熱機

能確認 

格納容器内雰囲気放射線レベル

(S/C) 

有 

手 

炉心損傷確認 

 

①格納容器内雰囲気放射線レベル(D/W) 

②[エリア放射線モニタ] 

格納容器内雰囲気放射線レベル(D/W)の計測が不可能となった場

合は，格納容器内雰囲気放射線レベル(S/C)により推定可能であり，

判断に与える影響はない。 

原子炉格納容器内の線量が上昇した場合には，エリア放射線モニ

タの指示値が上昇すると推定されることから，その上昇分より格納

容器内の放射線量率を推定可能であり，判断に与える影響はない。 

なし 有 原子炉格納容器除熱確

認 

有：重要事故シーケンス(有効性評価)に使用した判断基準，手：技術的能力審査基準(各手順)に係る判断基準 

 



1.15-342 

代替パラメータによる判断への影響(5/7) 

分類 主要パラメータ 判断基準 代替パラメータ 代替パラメータによる判断への影響 影響 

未
臨
界
の
監
視 

起動領域モニタ 有 

 

原子炉スクラム確認 ①平均出力領域モニタ 

②[制御棒操作監視系] 

起動領域モニタの計測が不可能となった場合は，平均出力領域モ

ニタより推定可能であり，判断に与える影響はない。 

制御棒操作監視系により全制御棒が全挿入位置であれば原子炉は

停止状態にあるため，未臨界状態を推定可能であり，判断に与える

影響はない。 

なし 手 原子炉未臨界確認 

平均出力領域モニタ 有 

手 
原子炉スクラム確認 ①起動領域モニタ 

②[制御棒操作監視系] 

平均出力領域モニタの計測が不可能となった場合は，起動領域モ

ニタにより推定可能であり，判断に与える影響はない。 

制御棒操作監視系により全制御棒が全挿入位置であれば原子炉は

停止状態にあるため，未臨界を推定可能であり，判断に与える影響

はない。 

なし 手 原子炉未臨界確認 

 

[制御棒操作監視系］ 有 

手 
原子炉スクラム確認 ①起動領域モニタ 

②平均出力領域モニタ 

制御棒操作監視系の計測が不可能となった場合は，起動領域モニ

タ又は平均出力領域モニタにより推定可能であり，判断に与える影

響はない。 

なし 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
に
よ
る
冷
却
状
態
の
監
視 

サプレッション・チェンバ・プール水

温度 

復水補給水系温度(代替循環冷却) 

復水補給水系流量(原子炉圧力容器) 

復水補給水系流量(原子炉格納容器) 

有 代替循環冷却系による

原子炉格納容器冷却確

認 

①ドライウェル雰囲気温度 

①サプレッション・チェンバ気体温度 

代替循環冷却系による冷却において，主要パラメータの計測が不

可能となった場合は，サプレッション・チェンバ・プール水温度，

ドライウェル雰囲気温度，サプレッション・チェンバ気体温度によ

り最終ヒートシンクが確保されていることを推定可能であり、判断

に与える影響はない。 

なし 

フィルタ装置水位 

フィルタ装置入口圧力 

フィルタ装置出口放射線モニタ 

フィルタ装置水素濃度 

フィルタ装置金属フィルタ差圧 

フィルタ装置スクラバ水 pH 

有 

手 

格納容器圧力逃がし装

置による原子炉格納容

器除熱確認 

①ドライウェル雰囲気温度 

①サプレッション・チェンバ気体温度 

①格納容器内圧力(D/W) 

①格納容器内圧力(S/C) 

格納容器圧力逃がし装置による冷却において主要パラメータの監

視が不可能となった場合には，ドライウェル雰囲気温度，サプレッ

ション・チェンバ気体温度，格納容器内圧力(D/W)，格納容器内圧力

（S/C）により最終ヒートシンクが確保されていることを推定可能で

あり、判断に与える影響はない。 

なし 

耐圧強化ベント系放射線モニタ 

フィルタ装置水素濃度 

手 耐圧強化ベント系によ

る格納容器除熱確認 

①ドライウェル雰囲気温度 

①サプレッション・チェンバ気体温度 

①格納容器内圧力(D/W) 

①格納容器内圧力(S/C) 

耐圧強化ベント系による冷却において主要パラメータの監視が

不可能となった場合は，ドライウェル雰囲気温度，サプレッション・

チェンバ気体温度，格納容器内圧力(D/W)，格納容器内圧力（S/C）

により最終ヒートシンクが確保されていることを推定可能であり、

判断に与える影響はない。 

なし 

残留熱除去系熱交換器入口温度 

残留熱除去系熱交換器出口温度 

残留熱除去系系統流量 

原子炉補機冷却水系系統流量 

残留熱除去系熱交換器入口冷却水流量 

有 

手 

残留熱除去系による原

子炉格納容器冷却確認 

①原子炉圧力容器温度 

①ドライウェル雰囲気温度 

①サプレッション・チェンバ気体温度 

①サプレッション・チェンバ・プール水温  

度 

残留熱除去系による冷却において主要パラメータの監視が不可

能となった場合は，除熱先の原子炉圧力容器温度，ドライウェル雰

囲気温度，サプレッション・チェンバ気体温度，サプレッション・

チェンバ・プール水温度により最終ヒートシンクが確保されている

ことを推定可能であり、判断に与える影響はない。 

なし 

有：重要事故シーケンス(有効性評価)に使用した判断基準，手：技術的能力審査基準(各手順)に係る判断基準 

 



1.15-343 

代替パラメータによる判断への影響(6/7) 

分類 主要パラメータ 判断基準 代替パラメータ 代替パラメータによる判断への影響 影響 

格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
の
監
視 

原子炉水位 

原子炉水位(SA) 

原子炉圧力 

原子炉圧力(SA) 

手 インターフェイスシ

ステム LOCA の判断 

①ドライウェル雰囲気温度 

①格納容器内圧力(D/W) 

①[エリア放射線モニタ] 

原子炉水位，原子炉水位(SA)，原子炉圧力，原子炉圧力(SA)の計

測が不可能となった場合は，ドライウェル雰囲気温度，格納容器内

圧力(D/W)，エリア放射線モニタにより格納容器バイパスの発生を

推定可能であり，判断に与える影響はない。 

なし 

ドライウェル雰囲気温度 

格納容器内圧力(D/W) 

手 インターフェイスシ

ステム LOCA の判断 

①原子炉水位 

①原子炉水位(SA) 

①原子炉圧力 

①原子炉圧力(SA) 

①[エリア放射線モニタ] 

ドライウェル雰囲気温度，格納容器内圧力(D/W)の計測が不可能

となった場合は，原子炉水位，原子炉水位(SA)，原子炉圧力，原子

炉圧力(SA)，エリア放射線モニタにより格納容器バイパスの発生を

推定可能であり，判断に与える影響はない。 

なし 

［エリア放射線モニタ］ 手 インターフェイスシ

ステム LOCA の判断 

①原子炉水位 

①原子炉水位(SA) 

①原子炉圧力 

①原子炉圧力(SA) 

①ドライウェル雰囲気温度 

①格納容器内圧力(D/W) 

エリア放射線モニタの計測が不可能となった場合は，原子炉水

位，原子炉水位(SA)，原子炉圧力，原子炉圧力(SA)，ドライウェル

雰囲気温度，格納容器内圧力(D/W)により格納容器バイパスの発生

を推定可能であり，判断に与える影響はない。 
なし 

水
源
の
確
認 

復水貯蔵槽水位(SA) 有 

手 

高圧注水機能確認 ①高圧炉心注水系系統流量 

①復水補給水系流量(原子炉圧力容器) 

①原子炉隔離時冷却系系統流量 

①高圧炉心注水系系統流量 

①復水補給水系流量(原子炉格納容器) 

②原子炉水位 

②原子炉水位（SA） 

②復水移送ポンプ吐出圧力 

③[復水貯蔵槽水位] 

復水貯蔵槽を水源とする各系統の注水量，ポンプ吐出圧力，ある

いは注水先の原子炉水位から，復水貯蔵槽水位復水貯蔵槽水位を推

定可能であり，判断に与える影響はない。 
常用計器で復水貯蔵槽水位を監視可能であれば，判断に与える影

響はない。 なし 

サプレッション・チェンバ・プー

ル水位 

有 

手 

低圧注水機能確認 ①復水補給水系流量(原子炉圧力容器) 

①復水補給水系流量(原子炉格納容器) 

①残留熱除去系系統流量 

②復水移送ポンプ吐出圧力 

②残留熱除去系ポンプ吐出圧力 

③[サプレッション・チェンバ・プール水位] 

サプレッション・チェンバ・プール水位を水源とする各系統の注

水量，ポンプ吐出圧力，あるいは注水先の原子炉水位から，復水貯

蔵槽水位復水貯蔵槽水位を推定可能であり，判断に与える影響はな

い。 

常用計器でサプレッション・チェンバ・プール水位を監視可能で

あれば，判断に与える影響はない。 

なし 

原
子
炉
建
屋
内
の 

水
素
濃
度 

原子炉建屋水素濃度 手 原子炉建屋内水素濃

度確認 

①静的触媒式水素再結合器 動作監視装置 原子炉建屋水素濃度の計測が不可能となった場合は，静的触媒式

水素再結合器動作監視装置（静的触媒式水素再結合器入口/出口の

差温度から水素濃度を推定）により推定可能であり，判断に与える

影響はない。 
なし 

有：重要事故シーケンス(有効性評価)に使用した判断基準，手：技術的能力審査基準(各手順)に係る判断基準 



1.15-344 

代替パラメータによる判断への影響(7/7) 
分類 主要パラメータ 判断基準 代替パラメータ 代替パラメータによる判断への影響 影響 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の 

酸
素
濃
度 

格納容器内酸素濃度 手 原子炉圧力容器破損

確認 

①格納容器内雰囲気放射線レベル(D/W) 

①格納容器内雰囲気放射線レベル(S/C) 

①格納容器内圧力(D/W) 

①格納容器内圧力(S/C) 

格納容器内酸素濃度の計測が不可能となった場合は，格納容器内

雰囲気放射線レベルにて炉心損傷を判断した後，傾向監視により格

納容器内酸素濃度を推定可能であり，判断に与える影響はない。 

事故後の格納容器内圧力を監視することで，格納容器内への空気

流入有無を把握し，水素が燃焼を生じる可能性を推定する。 

なし 
手 格納容器ベント判断 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
監
視 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度

(SA 広域) 

有 

手 

使用済燃料プールの

冷却機能又は注水機

能確認 

①使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA) 

①使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ(高レン

ジ・低レンジ) 

②使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 

当該の主要パラメータの計測が不可能となった場合は，当該以外

の複数の代替パラメータ（使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA 広

域)，使用済燃料貯蔵プール水位・温(SA)，使用済燃料貯蔵プール

放射線モニタ(高レンジ・低レンジ)，使用済燃料貯蔵プール監視カ

メラ）により，使用済燃料プール内の燃料体等の冷却状況，放射線

の遮蔽状況及び臨界の防止状況を監視可能であり，判断に与える影

響はない。 

なし 

使用済燃料貯蔵プール水位・温度

(SA) 

有 

手 

①使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA 広域) 

①使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ(高レン

ジ・低レンジ) 

②使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 

なし 

使用済燃料貯蔵プール放射線モニ

タ(高レンジ・低レンジ) 

有 

手 

①使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA 広域) 

①使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA) 

②使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 

なし 

使用済燃料貯蔵プール監視カメラ 有 

手 

①使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA 広域) 

①使用済燃料貯蔵プール水位・温度(SA) 

①使用済燃料貯蔵プール放射線モニタ(高レン

ジ・低レンジ) 

なし 

有：重要事故シーケンス(有効性評価)に使用した判断基準，手：技術的能力審査基準(各手順)に係る判断基準 
 


